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学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 国語 舟見 一哉 講師 3 通年 S-1
2年 必修 国語 野村 繁樹 非常勤講師 3 通年 S-3
3年 必修 国語 舟見 一哉 講師 2 通年 S-5
4年 必修 国語 田林 千尋 非常勤講師 1 後期 S-7

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 歴史 深見 貴成 講師 2 通年 S-9
1年 必修 地理 八百 俊介 教授 2 通年 S-11
2年 必修 倫理 手代木 陽 教授 2 通年 S-13
2年 必修 歴史 町田 吉隆 教授 2 通年 S-15
3年 必修 政治・経済 高橋 秀実 教授 2 通年 S-17
3年 必修 論理学 本田 敏雄 特任教授 1 前期 S-19

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 数学I 八木 善彦 教授 6 通年 S-21
1年 必修 数学II  吉村 弥子 准教授 2 通年 S-23
2年 必修 数学I 横山 卓司 教授 4 通年 S-25
2年 必修 数学II 児玉 宏児 教授 2 通年 S-27
3年 必修 数学I 児玉 宏児 教授 4 通年 S-29
4年 必修 確率統計 菅野 聡子 准教授 1 後期 S-31

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 物理 大多喜 重明 教授 2 通年 S-33
1年 必修 化学 佐藤 洋俊 准教授 3 通年 S-35
2年 必修 物理 一瀬 昌嗣 准教授 2 通年 S-37
2年 必修 化学 福本 晃造 講師 2 通年 S-39
2年 必修 生物 森 寿代 非常勤講師 1 後期 S-41
3年 必修 物理 一瀬 昌嗣 准教授 1 前期 S-43

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 英語 今村 一博 准教授 4 通年 S-45
2年 必修 英語 今里 典子 准教授 4 通年 S-47
3年 必修 英語 柳生 成世 教授 4 通年 S-49
3年 必修 英語演習 上垣 宗明 准教授 1 後期 S-51
4年 必修 英語演習 (前期)上垣 宗明 准教授 (後期)

アーロン・マーティン 非常勤講師
2 通年 S-53

5年 必修 英語演習 (前期)前田 誠一郎 教授，アーロ
ン・マーティン 非常勤講師 (後期)
今村 一博 准教授

2 通年 S-55

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 選択 ドイツ語 本田 敏雄 特任教授 2 通年 S-57

■英語

■ドイツ語

シラバス目次

1. 一般科目一覧

■国語

■人文社会

■数学

■理科



学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 保健・体育 (前期)中川 一穂 教授 (後期)小森
田 敏 教授

2 通年 S-59

2年 必修 保健・体育 (前期)春名 桂 准教授  (後期)寺田
雅裕 教授

2 通年 S-61

3年 必修 保健・体育（前期/体育館種目） 小森田 敏 教授 2 通年 S-63
3年 必修 保健・体育（前期/グラウンド種目） 春名 桂 准教授 2 通年 S-65
3年 必修 保健・体育（前期/テニス） 中川 一穂 教授 2 通年 S-67
3年 必修 保健・体育（後期/体育館種目） 小森田 敏 教授 2 通年 S-69
3年 必修 保健・体育（後期/グラウンド種目） 春名 桂 准教授 2 通年 S-71
3年 必修 保健・体育（後期/テニス） 中川 一穂 教授 2 通年 S-73
4年 必修 保健・体育（前期/体育館種目） 中川 一穂 教授 2 通年 S-75
4年 必修 保健・体育（前期/グラウンド種目） 小森田 敏 教授 2 通年 S-77
4年 必修 保健・体育（前期/テニス） 寺田 雅裕 教授 2 通年 S-79
4年 必修 保健・体育（後期/体育館種目） 中川 一穂 教授 2 通年 S-81
4年 必修 保健・体育（後期/グラウンド種目） 小森田 敏 教授 2 通年 S-83
4年 必修 保健・体育（後期/テニス） 寺田 雅裕 教授 2 通年 S-85
5年 必修 保健・体育（前期/体育館種目） 中川 一穂 教授 1 前期 S-87
5年 必修 保健・体育（前期/グラウンド種目） 寺田 雅裕 教授 1 前期 S-89
5年 必修 保健・体育（前期/テニス） 小森田 敏 教授 1 前期 S-91

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 選択 中国語 陳 国祺 非常勤講師 2 通年 S-93

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 芸術 鈴木 城 非常勤講師 1 後期 S-95

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 選択 哲学 手代木 陽 教授 2 通年 S-97
5年 選択 日本史 深見 貴成 講師 2 通年 S-99
5年 選択 世界史 町田 吉隆 教授 2 通年 S-101
5年 選択 社会科学特講 八百 俊介 教授 2 通年 S-103
5年 選択 人文科学特講 （前期）上垣 宗明 准教授，（後期）

今里 典子 准教授
2 通年 S-105

5年 選択 経済学 高橋 秀実 教授 2 通年 S-107

■保健・体育

■中国語

■芸術

■5年選択科目



学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

1年 必修 情報基礎 中津 功一朗 非常勤講師 2 通年 S-109
1年 必修 測量学 中尾 幸一 教授 2 通年 S-111
1年 必修 都市工学実験実習 (前期)中尾 幸一 教授,(後期)鳥居

宣之 准教授
2 通年 S-113

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年 必修 構造力学I 上中 宏二郎 准教授 2 通年 S-115
2年 必修 材料学 高科 豊 准教授 2 通年 S-117
2年 必修 情報処理 (前期)鳥居 宣之 准教授,(後期)柿

木 哲哉 准教授
2 通年 S-119

2年 必修 測量学 中尾 幸一 教授 1 前期 S-121
2年 必修 都市工学実験実習 宇野 宏司 准教授 2 通年 S-123

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

3年 必修 構造力学II 酒造 敏廣 教授 2 通年 S-125
3年 必修 水理学 （前期）辻本 剛三 教授 （後期）宇

野 宏司 准教授
3 通年 S-127

3年 必修 土質力学I （前期）山下 典彦 教授　（後期）山
下 典彦 教授,鳥居 宣之 准教授

2 通年 S-129

3年 必修 コンクリート工学 高科 豊 准教授 2 通年 S-131
3年 必修 CAD基礎 亀屋 惠三子 講師 1 後期 S-133
3年 必修 測量学 中谷 年成 非常勤講師 1 後期 S-135
3年 必修 都市システム工学 橋本 渉一 教授 1 前期 S-137
3年 必修 土木・建築設計製図I 中尾 幸一 教授 1 前期 S-139
3年 必修 土木・建築設計製図II 橋本 渉一 教授,高科 豊 准教授 1 後期 S-141
3年 必修 都市工学実験実習 中尾 幸一 教授，高科 豊 准教

授，山下 典彦 教授，鳥居 宣之
准教授，亀屋 惠三子 講師,酒造
敏廣 教授(後期)，上中 宏二郎 准
教授(後期)

3 通年 S-143

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 必修 応用数学I (前期)辻本 剛三 教授,(後期)鳥居
宣之 准教授

2 通年 S-145

4年 必修 応用数学II 山下 典彦 教授 2 通年 S-147
4年 必修 応用物理 （前期）中西 宏 非常勤講師, （後

期）芝田 道 非常勤講師
2 通年 S-149

4年 必修 構造力学II 酒造 敏廣 教授 2 後期 S-151
4年 必修 水理学 辻本 剛三 教授 2 後期 S-153
4年 必修 土質力学 鳥居 宣之 准教授 2 前期 S-155
4年 必修 コンクリート工学 高科 豊 准教授 1 後期 S-157
4年 必修 橋梁工学 酒造 敏廣 教授 2 前期 S-159
4年 必修 情報数値解析 上中 宏二郎 准教授 1 後期 S-161
4年 必修 数理計画学 橋本 渉一 教授 2 通年 S-163
4年 必修 測量学 中尾 幸一 教授 1 前期 S-165
4年 必修 環境水工学I 宇野 宏司 准教授 1 前期 S-167
4年 必修 環境水工学II 柿木 哲哉 准教授 1 前期 S-169
4年 必修 設計製図 小走 薫 非常勤講師 1 後期 S-171

2. 専門科目一覧

■1年

■2年

■3年

■4年



4年 必修 都市工学実験実習 酒造 敏廣 教授，上中 宏二郎 准
教授，辻本 剛三 教授，柿木 哲哉
准教授,山下 典彦 教授,鳥居 宣
之 准教授

2 前期 S-173

4年 必修 環境基礎化学 稲生 智則 非常勤講師 1 後期 S-175
4年 選択 応用CAD 亀屋 惠三子 講師 1 後期 S-177
4年 選択 学外実習 上中 宏二郎 准教授 1 前期 S-179

学年
選択／
必修

科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 必修 環境生態 宇野 宏司 准教授 2 前期 S-181
5年 必修 構造力学II 上中 宏二郎 准教授 1 前期 S-183
5年 必修 土質力学 山下 典彦 教授 1 前期 S-185
5年 必修 施工管理学 小林 育夫 非常勤講師 1 後期 S-187
5年 必修 デザイン工学 亀屋 惠三子 講師 1 前期 S-189
5年 必修 都市環境工学I 柿木 哲哉 准教授 1 前期 S-191
5年 必修 都市環境工学II 柿木 哲哉 准教授 1 後期 S-193
5年 必修 都市交通計画学 嶋津 巌 非常勤講師 1 前期 S-195
5年 必修 設計製図 藤原 隆一 非常勤講師 1 前期 S-197
5年 必修 工業英語  松永 あゆみ 非常勤講師 1 後期 S-199
5年 必修 都市工学実験実習 橋本 渉一 教授，辻本 剛三 教

授，高科 豊 准教授，柿木 哲哉
准教授，宇野 宏司 准教授，亀屋

3 通年 S-201

5年 必修 卒業研究 講義科目担当教員 8 通年 S-203
5年 選択 建設法規 三村 裕一 非常勤講師 2 後期 S-205
5年 選択 都市情報工学 中尾 幸一 教授 2 後期 S-207
5年 選択 交通システム工学 橋本 渉一 教授 2 後期 S-209
5年 選択 環境経営学 玉井 昌宏 非常勤講師 2 前期 S-211
5年 選択 防災工学 宇野 宏司 准教授 2 前期 S-213
5年 選択 景観工学 亀屋 惠三子 講師 2 後期 S-215

■5年



科　目

担当教員 舟見 一哉 講師

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

なし

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

都市工学科・1年・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

基礎力の養成を第一の目的とする．〔現代文〕では，評論文・随筆を精確に分析し，理解する方法を学ぶ．また，小説・韻文を読
み解き，鑑賞する方法を学ぶ．同時に，わかりやすく，論理的な文章を書くための基礎を学ぶ（グループワークの実施）．また，基
礎的な漢字能力を身につける訓練も行う．〔古文〕では，正確に訳出・訓読するための基礎を学ぶ．そして，古代のことば，文化，
思想に対する関心および理解を深める．

【B1】評論文・随筆を精確に分析し，理解する基礎的能力を身につける． 提示された評論文・随筆を論理的に分析し，正確に理解できるか，中間試験と
定期試験で評価する．

【B1】小説・韻文の基礎的読解力および鑑賞力を身につける． 提示された小説および韻文を，正しく読解し，鑑賞できるか，中間試験と定期試
験で評価する．

【B1】古文および漢文を正確に現代語訳・訓読し，内容を把握する基礎的
能力を身につける．

提示された古文・漢文を正確に現代語訳・訓読し，内容を把握できるか，中間試
験と定期試験で評価する．

【B1】わかりやすく，論理的な文章を書くための基礎を身につける． 提示されたテーマについて，意見文を書くことができるか，中間試験と定期試験
，レポートで評価する．

【B1】基礎的な漢字力（準2級程度）および語彙力を身につける． 基礎的な漢字能力，語彙力が身についているか，中間試験と定期試験で評価
する．

成績は，試験90%　レポート10%　として評価する．到達目標1，2，3，4，5についての試験90%（4回の中間試験・定期試験
の平均），到達目標4についてのレポート10%として評価．100点満点で60点以上を合格とする．

『改訂版　高等学校　標準国語総合』（第一学習社）
配布プリント

Umberto Eco 1991.2『論文作法』而立書房
Howard S. Becker／Pamela Richars 1996.9『論文の技法』 (講談社学術文庫)

2年国語

履修上の
注意事項

S-1



授業計画（国語）

テーマ 内容（目標・準備など）

1

2

3 〔現代文〕随筆の読解／〔古文〕説話の読解 〔現代文〕随筆『自立と依存』を精読．〔古文〕　『宇治拾遺物語』のうち「児のそら寝」を読む．

4 〔現代文〕随筆の読解／〔古文〕説話の読解 〔現代文〕随筆『自立と依存』を精読．〔古文〕　『宇治拾遺物語』のうち「児のそら寝」を読む．

5 〔現代文〕小説の読解／〔古文〕物語の読解 〔現代文〕小説『羅生門』を精読．〔古文〕　『竹取物語』冒頭部（なよ竹のかぐや姫）を読む．

6 〔現代文〕小説の読解／〔古文〕物語の読解 〔現代文〕小説『羅生門』を精読．〔古文〕　『竹取物語』冒頭部（なよ竹のかぐや姫）を読む．

7 〔現代文〕小説の読解／〔古文〕物語の読解 〔現代文〕小説『羅生門』を精読．〔古文〕　『竹取物語』冒頭部（なよ竹のかぐや姫）を読む．

8 中間試験 前期中間試験を実施．

9 中間試験の解答，〔現代文〕評論の読解／〔古文〕随筆の読解 前期中間試験の解答と解説．〔現代文〕評論『水の東西』を精読．　〔古文〕　『徒然草』序文を読む．

10 〔現代文〕評論の読解／〔古文〕随筆の読解 〔現代文〕評論『水の東西』を精読．　〔古文〕　『徒然草』序文を読む．

11 〔現代文〕評論の読解／〔古文〕随筆の読解 〔現代文〕評論『水の東西』を精読．　〔古文〕　『徒然草』「仁和寺にある法師」を読む．

12 〔現代文〕評論の読解／〔古文〕随筆の読解 〔現代文〕評論『水の東西』を精読．　〔古文〕　『徒然草』「仁和寺にある法師」を読む．

13 〔現代文〕文脈把握・要約の基礎的技術を学習．〈グループワークの実施〉〔古文〕　『伊勢物語』のうち「東下り」の段を読む．

14 〔現代文〕文脈把握・要約の基礎的技術を学習．〈グループワークの実施〉　〔古文〕　『伊勢物語』のうち「東下り」の段を読む．

15 〔現代文〕詩の読解／〔古文〕歌物語の読解 〔現代文〕詩『道程』を精読．　〔古文〕『伊勢物語』のうち「東下り」の段を読む．

16 定期試験の解答，〔現代文〕評論の読解／〔古文〕軍記物語の読解 定期試験の解答と解説．〔現代文〕評論『コンコルドの誤り』を精読．〔古文〕　『平家物語』のうち「木曽の最期」を読む．

17 〔現代文〕評論の読解／〔古文〕軍記物語の読解 〔現代文〕評論『コンコルドの誤り』を精読．〔古文〕　『平家物語』のうち「木曽の最期」を読む．

18 〔現代文〕評論の読解／〔古文〕軍記物語の読解 〔現代文〕評論『コンコルドの誤り』を精読．〔古文〕　『平家物語』のうち「木曽の最期」を読む．

19 〔現代文〕評論の読解／〔古文〕軍記物語の読解 〔現代文〕評論『コンコルドの誤り』を精読．〔古文〕　『平家物語』のうち「木曽の最期」を読む．

20

21

22

23 中間試験 後期中間試験の実施

24 後期中間試験の解答と解説〔現代文〕評論『ものまね上手・創造上手の日本技術』を精読．〔古文〕　訓読のための基礎を学習．

25 〔現代文〕評論『ものまね上手・創造上手の日本技術』を精読．〔古文〕　訓読のための基礎を学習．

26 〔現代文〕評論の読解／〔古文〕漢文の読解 〔現代文〕評論『ものまね上手・創造上手の日本技術』を精読．〔古文〕　『韓非子』「矛盾」を読む．

27 〔現代文〕評論の読解／〔古文〕漢文の読解 〔現代文〕評論『ものまね上手・創造上手の日本技術』を精読．〔古文〕　『韓非子』「矛盾」を読む．

28 〔現代文〕小説の読解／〔古文〕漢文（儒教）の読解 〔現代文〕小説『夢十夜』を精読．〔古文〕　『論語』を読む．

29 〔現代文〕小説の読解／〔古文〕漢文（儒教）の読解 〔現代文〕小説『夢十夜』を精読．〔古文〕　『論語』を読む．

30 〔現代文〕小説の読解／〔古文〕漢文（儒教）の読解 〔現代文〕小説『夢十夜』を精読．　〔古文〕　『論語』を読む．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

〔現代文〕現代文入門，漢字の学習（隔週）／〔古文〕古典入門（1） 〔現代文〕現代文を学習する意義を学ぶ．漢字プリントの配布と解答（以後，隔週実施）　〔古文〕　古文を読むための基礎（仮名遣
い，文法，活用，古典常識ほか）を学習．

〔現代文〕随筆の読解，語彙学習プリントの配布と解答（以後，隔週実施
）　／〔古文〕古典入門（2）

〔現代文〕随筆『自立と依存』を精読．語彙学習プリントの配布と解答（以後，隔週実施）　〔古文〕　古文を読むための基礎（仮名
遣い，文法，活用，古典常識ほか）を学習．

〔現代文〕表現の実践（1）／〔古文〕随筆の読解

〔現代文〕表現の実践（2）／〔古文〕歌物語の読解

〔現代文〕表現の実践（3）／〔古文〕紀行文・俳句の読解 〔現代文〕わかりやすく論理的な文章を書くための基礎的技術を学習．〈伝言文の作成／グループワークの実施〉〔古文〕　『奥の
細道』のうち「平泉」を読む．

〔現代文〕表現の実践（4）／〔古文〕紀行文・俳句の読解 〔現代文〕わかりやすく論理的な文章を書くための基礎的技術を学習．〈意見の提示／グループワークの実施〉〔古文〕　『奥の細
道』のうち「平泉」を読む．

〔現代文〕表現の実践（5）／〔古文〕和歌の読解 〔現代文〕わかりやすく論理的な文章を書くための基礎的技術を学習．〈論説文を書く／グループワークの実施〉〔古文〕　『万葉集
』『古今和歌集』『新古今和歌集』を読む．

中間試験の解答，〔現代文〕評論の読解／〔古文〕漢文入門（1）

〔現代文〕評論の読解／〔古文〕漢文入門（2）

備
考
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科　目

担当教員 野村 繁樹 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

無し

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

都市工学科・2年・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

前年度に引き続き，国語総合の教科書を中心に，読解・理解・表現の領域において国語の基礎的・基本的な能力の養成に
努めるとともに，語彙力の一層の充実と読解能力の深化と発展を目指して指導する．それを通して，言語文化に対する関心
を深めるとともに，現実に即した言語感覚を磨くことを目指して授業を展開していく．

【B1】多くの語彙を身につけ，適切に使い分けることができる．
使用頻度の高い常用漢字を，読み・書くことができるか，教材に用いられた言葉
の意味を理解し正しく使うことができるかを，中間試験・定期試験および課題・
レポート等で評価する．

【B1】目的に応じて文章を正確に理解する能力を養う．
評論・随想の筆者の主張が正確に把握できているか，小説に登場する人物の
心理や生き方を正確に理解できているかを，中間試験・定期試験および課題・
レポート等で評価する．

【B1】様々な表現技法を理解できるようにする．
詩・漢詩・短歌・俳句に関する表現上のきまりなどが身につき，作者の心情や作
り上げた世界を正確に鑑賞できるかどうか，中間試験・定期試験および課題・レ
ポート等で評価する．

【B1】古文・漢文などの内容を理解し，作者の主張が読み取れるようにする． 古語や漢語の意味が理解でき，文脈に沿って作者の主張が理解できているか
どうか，中間試験・定期試験および課題・レポート等で評価する．

【B1】日本文化や伝統に対する理解を，深めるようにする．
古文・漢文の作品の歴史的背景や文学史的位置づけを理解し，本文の読解を
通して，古人のものの考え方や価値観を理解できたかを，中間試験・定期試験
および課題・レポート等で評価する．

成績は，試験90%　レポート10%　として評価する．到達目標1～5についての4回の中間・定期試験の平均値を90パーセ
ント，到達目標1～5についてのレポート等を10パーセントとして評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「高等学校 国語総合[改訂版]」：柴田武，金谷治ら著（三省堂）

「現代国語例解辞典」(小学館）

1年　国語，3年　国語

履修上の
注意事項
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授業計画（国語）

テーマ 内容（目標・準備など）

1

2

3

4

5

6

7

8 中間試験 前期中間試験を実施する．

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23 中間試験 後期中間試験を実施する．

24

25

26

27

28

29

30

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

評論を読む/古文入門． 評論文「ものとことば」を全文通読する．漢字・語句・語彙等の学習をする．/『十訓抄』の「大江山」を通読する．作品の文学史的意
義等について学習する．

評論を読む/古文入門． 評論文「ものとことば」を精読（1）する．/『十訓抄』の「大江山」を精読（1）する．

評論を読む/古文入門． 評論文「ものとことば」を精読（2）する．/『十訓抄』の「大江山」を精読（2）する．

評論を読む．/平家物語を読む． 評論文「ものとことば」を精読（3）する．/『平家物語』の「能登殿最後」通読する．作品の文学史的意義等について学習する．

評論を読む．/平家物語を読む． 評論「命はだれのものなのか」を全文通読する．漢字・語句・語彙等の学習をする．/『平家物語』の「能登殿最後」精読（1）する．

評論を読む．/平家物語を読む． 評論「命はだれのものなのか」を精読（1）する．/『平家物語』の「能登殿最後」精読（2）する．

評論を読む．/平家物語を読む． 評論「命はだれのものなのか」を精読（2）する．/『平家物語』の「能登殿最後」精読（3）する．

前期中間試験の解説をする．/小説を読む．/徒然草を読む． 「羅生門」を全文通読する．作者および作品の文学史的意義等について学習する．/『徒然草』の「花は盛りに」を通読する．作品の
文学史的意義等を学習する．

小説を読む．/徒然草を読む． 「羅生門」を精読（1）する．/『徒然草』の「花は盛りに」を精読（1）する．

小説を読む．/徒然草を読む． 「羅生門」を精読（2）する．/『徒然草』の「花は盛りに」を精読（2）する．

小説を読む．/徒然草を読む． 「羅生門」を精読（3）する．/『徒然草』の「花は盛りに」を精読（3）する．

小説を楽しむ．/伊勢物語を読む． 「羅生門」を精読（4）する．/『伊勢物語』の「東下り」を通読する．作品の文学史的意義等を学習する．

小説を楽しむ．/伊勢物語を読む． 「羅生門」を精読（5）する．/『伊勢物語』の「東下り」を精読（1）する．

小説を楽しむ．/伊勢物語を読む． 「羅生門」を精読（6）する．/『伊勢物語』の「東下り」を精読（2）する．

前期定期試験の解説をする．/評論を読む．/土佐日記を読む． 評論「水の東西」を全文通読する．漢字・語句・語彙等の学習をする．/『土佐日記』の「帰京」を通読する．この物語の背景等につい
て学習する．

評論を読む．/土佐日記を読む． 評論「水の東西」を精読（1）する．/『土佐日記』の「帰京」を精読（1）する．

評論を読む．/土佐日記を読む． 評論「水の東西」を精読（2）する．/『土佐日記』の「帰京」を精読（2）する．

小説を読む．/土佐日記を読む． 小説「富嶽百景」を全文通読する．感想を書く．漢字・語句・語彙等の学習をする．/『土佐日記』「帰京」を精読（3）する．

小説を読む．/（漢文編）漢詩を読む． 小説「富嶽百景」を精読（1）する．/漢詩「春暁」を読む．作品の文学史的意義等を学習する．

小説を読む．/漢詩を読む． 小説「富嶽百景」を精読（2）する．/漢詩「静夜思」を精読する．

小説を読む．/漢詩を読む． 小説「富嶽百景」を精読（3）する．/漢詩「送元二使安西」を精読する．

後記中間試験の解説をする．/評論を読む．/和歌を鑑賞する． 評論「地球の有限性と人間」を通読する．漢字・語句・語彙等の学習をする．/「古今和歌集」を読む．作品の文学史的意義等を学習
する．

評論を読む．/和歌を鑑賞する． 評論「地球の有限性と人間」を精読（1）する．/「新古今和歌集」を読む．作品の文学史的意義等を学習する．

評論を読む．/（漢文編）史話を読む． 評論「地球の有限性と人間」を精読（2）する．/「鶏鳴狗盗」を通読する．作品の文学史的意義等を学習する．

評論を読む．/史話を読む． 評論「地球の有限性と人間」を精読（3）する．/「鶏鳴狗盗」を精読（1）する．

評論を読む．/紀行文を読む． 評論「見る―考える」を通読する．漢字・語句・語彙等の学習をする．/『奥の細道』「立石寺」を通読する．作品の文学史的意義等に
ついて学習する．

評論を読む．/紀行文を読む． 評論「見る―考える」を精読（1）する．/『奥の細道』「立石寺」を精読（1）する．

評論を読む．/紀行文を読む． 評論「見る―考える」を精読（2）する．/『奥の細道』「立石寺」を精読（2）する．

備
考
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科　目

担当教員 舟見 一哉 講師

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 実用的な漢字能力，語彙力が身についているか，定期試験で評価する．

5 日本語学および文学に対する理解度を，定期試験で評価する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

なし

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

都市工学科・3年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

国語学・言語学の基礎能力を養い，さらに，実践的な文章能力を養成することが本科目の目的である．（一）文章を要約する
能力，（二）文章を推敲し修正する能力，（三）指示されたテーマについて，（1）事実，（2）自分の意見，（3）その根拠，（4）異な
る意見に対する反論，という四点を明記した論説文を書くことができる能力，という三つの文章能力を習得する．

【B1】文章を要約し，内容を精確に把握する能力を身につける． 提示された文章を要約し，内容を精確に把握できるか，レポート・定期試験で評
価する．

【B1】文章を推敲し，わかりやすい表現となるように修正する能力を身につ
ける．

提示された文章を推敲し，わかりやすい表現に直すことができるか，レポート・定
期試験で評価する．

【B1】事実・自分の意見・その根拠・異なる意見に対する反論を明記した論
説文を書く能力を身につける．

提示されたテーマに対して，論理的で明快な文章を書くことができるか，レポー
ト・定期試験で評価する．

【B1】実用的な漢字能力（2級～準2級程度）および語彙力を身につける．

【B1】日本語および文学に対する関心を持ち，その特性を理解して説明する
ことができる力を身につける．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．到達目標1～5についての試験80%（定期試験2回の平均），到達目標
1.2.3についてのレポート20%として評価．100点満点で60点以上を合格とする．

「高校生の現代文」(明治書院)
プリント教材

本多勝一1982『日本語の作文技術』(朝日文庫)

第2，4学年「国語」

履修上の
注意事項
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授業計画（国語）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 イントロダクション／漢字の学習（隔週）

2 接続詞の機能を学び，練習問題を解く．／語彙学習プリントの配布と解答（以後，隔週実施）　

3 接続詞の機能を学び，練習問題を解く．

4

5

6 文章を要約する方法を学び，練習問題を解く．

7 文章を要約する方法を学び，練習問題を解く．

8

9

10

11

12

13 問題のある文章を添削する練習問題を解き，わかりやすい文章を書くための基礎を学ぶ．

14 問題のある文章を添削する練習問題を解き，わかりやすい文章を書くための基礎を学ぶ．

15 問題のある文章を添削する練習問題を解き，わかりやすい文章を書くための基礎を学ぶ．

16 教科書掲載の「時間のデザイン」を精読する．

17 教科書掲載の「時間のデザイン」を精読する．

18 教科書掲載の「時間のデザイン」を精読する．

19 方言と標準語について通時的に学ぶ

20 方言と標準語について共時的に学ぶ

21 ことばの理解のメカニズムについて，統語解析の観点から学ぶ

22 面接の基礎 就職活動等における面接の回答文例を学ぶ

23 提示されたテーマについて，事実を精確に伝える文章を書く方法を学び，練習問題を解く

24 提示されたテーマについて，事実を精確に伝える文章を書く方法を学び，練習問題を解く

25 提示されたテーマについて，自分の意見とその根拠を明記した文章を書く方法を学び，練習問題を解く．

26 提示されたテーマについて，自分の意見とその根拠を明記した文章を書く方法を学び，練習問題を解く．

27

28

29

30

前期定期試験および後期定期試験を実施する．

本科目で学ぶ，「わかりやすい文章」とは何か，分かりにくい文章との比較等を通して学習する．／漢字学習プリントの配布と解答（
以後，隔週実施）

接続詞(1)／語彙の学習（隔週）

接続詞(2)

文脈把握（1） 文脈を把握する具体的な方法（段落ごとの小見出しをつくる，段落間の関係性を把握する等）を学び，適切な論理展開となるように
短文を並び替える等の練習問題を解く．

文脈把握（2） 文脈を把握する具体的な方法（段落ごとの小見出しをつくる，段落間の関係性を把握する等）を学び，適切な論理展開となるように
短文を並び替える等の練習問題を解く．

要約の方法（1）

要約の方法（2）

評論の読解（1） 授業1－5を踏まえて，教科書掲載の「日常性の壁」を精読する．

評論の読解（2） 授業1－5を踏まえて，教科書掲載の「日常性の壁」を精読する．

評論の読解（3） 授業1－5を踏まえて，教科書掲載の「日常性の壁」を精読する．最後に当該文章の要約を作成する（グループワーク）．

国語概論（1） 若者言葉を取りあげ，古代語・漢語・外来語との関係から「正しい言葉遣い」という問題について学習し，日本語に対する興味・関
心を深める．

国語概論（2） 話者の年齢・性別・職業・階層・時代などを示す，特定の言葉遣いである「役割語」について学習し，日本語に対する興味・関心を深
める．

文章の添削（1）

文章の添削（2）

文章の添削（3）

前期定期試験の解答　／評論の読解（1）

評論の読解（2）

評論の読解（3）

言語学概論（1）

言語学概論（2）

言語学概論（3）

伝達文を書く（1）

伝達文を書く（2）

意見を書く（1）

意見を書く（2）

反論する（1） 提示されたテーマについて，自分の意見とその根拠を提示した上で，異なる意見に対する反論を合わせて明記した文章を書く方法
を学び，練習問題を解く．

反論する（2） 提示されたテーマについて，自分の意見とその根拠を提示した上で，異なる意見に対する反論を合わせて明記した文章を書く方法
を学び，練習問題を解く．

論説文を書く（1） これまでの授業を踏まえて，指示された問題文について，（1）事実，（2）自分の意見，（3）その根拠，（4）異なる意見に対する反論，と
いう四点を明記した論説文を書く技術を学び，練習問題を解く．

論説文を書く（2） これまでの授業を踏まえて，指示された問題文について，（1）事実，（2）自分の意見，（3）その根拠，（4）異なる意見に対する反論，と
いう四点を明記した論説文を書く技術を学び，練習問題を解く．

備
考
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科　目

担当教員 田林 千尋 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%) (d)2-b,(f)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 なし

関連科目 三年「国語」

なし

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

都市工学科・4年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

本授業では，日本語によるコミュニケーション能力の向上を目的とする．とくに，学校生活におけるレポート，卒業研究等と，就
職活動時や社会に出てからのビジネス文書等の作成に必要な，論理的文章を書く技術を身につけることに重きをおく．そのう
えで，口頭発表における資料作成と実際の発表，その聞き取り等，理系に不可欠なコミュニケーション能力の伸長を目指す．

【B1】文章表現の基礎を習得する．
話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点
が身についているか，定期試験，中間試験およびレポート，提出物により評価す
る．

【B1】論理的文章の基礎を習得する． 文体が統一された論理的な文章が書けるか，定期試験，中間試験およびレポー
ト，提出物により評価する．

【B1】論説文の書き方を習得する． 資料・文献等の根拠に基づき，自己の意見を筋道を立てて述べることができる
か，中間試験，定期試験，レポートにより評価する．

【B1】就職活動やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する． 日常生活やビジネスの場に適したことば遣いが理解できているか，定期試験と
中間試験により評価する．

【B1】日常生活やビジネスの場における正しいことば遣いを習得する． 適切なことばを用いた口頭での自己表現ができるか，演習発表により評価する
．

【B1】口頭発表資料の作成方法を習得する． わかりやすく，興味の持てる口頭発表資料が作成できるか，提出された演習発
表資料と定期試験により評価する．

【B1】口頭発表における自己表現の方法を習得する． わかりやすく，興味の持てる口頭発表のための知識・技術が習得できたか，授
業中の演習発表，提出された演習発表資料および定期試験により評価する．

成績は，試験85%　レポート7%　提出物（説明文）3%　演習発表（口頭発表）5%　として評価する．到達目標1～4に関す
る中間試験，到達目標1～4，6，7に関する定期試験の平均値を85%，到達目標1，2に関する提出物3%，到達目標1～3に関
するレポート7%，到達目標5～7に関する演習発表5%として評価．100点満点で60点以上を合格とする．

平川敬介『600字で書く文章表現法』2012年度版　2011年4月　大阪教育図書株式会社
そのほか，適時プリントを配布する．

履修上の
注意事項
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授業計画（国語）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 導入

2

3 文章表現の注意点について確認し，問題を解く．また，説明文を書く際の注意点について学ぶ．

4 説明文を書く 説明文を書き，提出する．

5

6 論説文を書く際の注意点について学ぶ．また，資料・文献の集め方と，引用・出典表記の方法について学ぶ．

7 論説文を書く 論説文の書き出し・文末表現等について学ぶ．そののち，レポートテーマを提示し，実際に書き始める．

8 中間試験

9 要約する 要約の作成について学び，実践する．

10 エントリーシート・大学編入志望動機書を書く，レポートの提出

11 レポートの返却・講評

12 口頭発表資料の作成，口頭発表の方法 わかりやすく，興味の持てる口頭発表資料の作り方と，口頭発表時の注意点について学ぶ．

13 口頭発表資料の実例と模範発表，発表資料の作成

14 演習発表 グループワークで口頭発表をし，相互評価する．なお，時間内に相互評価表と各自発表資料の提出を求める．

15 ビジネス文書 手紙文・ビジネスメール・ビジネス文書の書き方を学ぶ．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および後期定期試験を実施する．中間試験・定期試験を実施する．

授業の目的・成績評価の方法・授業計画についてガイタンスを行う（注意：初回から教科書を用いるので持参すること）．そののち，
簡単な論理的文章を書いてみる（評価には含めず，授業開始時点の学生の文章能力の目安としてのみ扱う）．

説明文と論説文の違いの説明，文章表現の基礎（1） 事実の記述と意見の記述の違い，説明文と論説文の違いについて学ぶ．また，原稿用紙の使い方などについて学ぶ．さらに，文章表
現の注意点について確認し，問題を解く．

文章表現の基礎(2)，説明文の説明

説明文の返却・講評，論説文の基礎（1） 第4回に提出された説明文の返却・その中からサンプルを例示，講評する．そののち，論説文を書く際の注意点について学ぶ．

論説分の基礎（2），材料の集め方，引用の方法

話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点，文体が統一された論理的な文章，日常生活やビジ
ネスの場に適したことば遣いについて理解でき，身に付いているか，確認する．

エントリーシート・大学編入志望動機書の実例に触れ，一部を書いてみる．そののち，第7回に課したレポート（論説文）を提出する．

第10週に提出されたレポートの返却・その中からサンプルを例示，講評する．

口頭発表資料の実例に触れ，講師による模範発表を行う．そののち，第14回の演習発表に向けて発表テーマを提示し，実際に資料
を作成し始める．

備
考
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科　目

担当教員 深見 貴成 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

教科書をよく読むことを期待する．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

歴史 (History)

都市工学科・1年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

現代社会に生きる人間にとって，日本近現代史の理解は必須である．なぜならば，第一に歴史を学ぶことによって過去の教
訓を得ることができ，第二に歴史から現代社会の課題を考えることができるからである．よって，本授業では，「国民国家」（住
民を国民として統合していく国家）としての日本の歴史について，近世後期から近現代までを通して，特に国際政治の中でど
のように展開していったかを学んでいく．

【C3】近世から近代，近現代日本の歴史的展開について，日本社会と国際
政治の関連から理解することができる．

近世から近代，近現代日本の歴史的展開について，日本社会と国際政治の関
連から理解することができるか，中間試験および定期試験によって評価する．

【C3】歴史的に物事を考え，説明し，現代社会を考えることができる． 歴史的に物事を考え，説明し，現代社会を考えることができるか，中間試験およ
び定期試験によって評価する．

【C3】歴史資料に基づいて，歴史的事象を理解し，説明することができる． 歴史資料に基づいて，歴史的事象を理解し，説明することができるか，中間試験
および定期試験，提出物によって評価する．

【C3】歴史資料の大切さ，重要性を理解することができる． 歴史資料の大切さ，重要性を理解することができるか，歴史資料に関するレポ
ート・提出物の内容によって評価する．

成績は，試験70%　レポート15%　提出物15%　として評価する．備考到達目標1・2・3は中間および定期試験4回の平均
点で評価する．また到達目標3は指定する提出物で評価する．到達目標4についてはレポート・提出物で評価する．これらを
総合して100点満点で60点以上を合格とする．

石井進ほか「詳説日本史B」山川出版社
外園豊基「最新日本史図表」第一学習社

全国歴史教育研究協議会編『日本史B用語集改訂版』（山川出版社，2009年）
朝尾直弘他編『角川新版日本史辞典』（角川書店，2004年）

歴史（2年）・日本史（5年）・世界史（5年）

履修上の
注意事項
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授業計画（歴史）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 導入―国際政治と日本 古代から近世までの時代区分と日本の歴史について概観し，日本が世界の中でどのように歩んできたのかを確認する．

2

3

4

5

6

7

8 中間試験

9 中間試験の解答とまとめ 中間試験の内容について解説し，近代国家（国民国家）の成立の意義について学ぶ．

10

11

12

13

14 大正デモクラシーの世界史的位置づけ 大正期のデモクラシー状況について学ぶ．デモクラシーの意義を確認し，それが世界とどのように関連しているかを学習する．

15 第一次世界大戦と日本

16

17

18

19

20

21

22

23 中間試験

24 中間試験の解答とまとめ 中間試験の内容について解説し，近代から現代への移行について考える．

25 戦後改革の意義

26

27

28 石油ショック以降の日本と世界

29

30 まとめ―近現代日本の歩み 国民国家としての日本の近現代史を概観し，現代社会との共通点を知り，歴史を学ぶ意義について学ぶ．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

近世後期の日本社会と世界（1） 幕末の社会状況を学び，幕藩体制が動揺し崩壊する過程を確認する．またペリー来航前後の国際社会の状況と日本との関わりを
確認する．

近世後期の日本社会と世界（2） 第2週に同じ．

明治維新とその意義（1） 主に明治初期から明治10年代の日本社会について，近世とのつながりを特に確認しながら，その特徴について学ぶ．

明治維新とその意義（2） 第4週に同じ．

自由民権運動の時代（1） 自由民権運動について，主要人物とともにその展開を学習する．また，地域社会において民権運動がどのように展開したのかを確
認し，帝国議会開設への展開を知る．

自由民権運動の時代（2） 第6週に同じ．

第1週から第7週までの内容について試験を行う．

明治憲法の制定とその世界史的位置づけ（1） 大日本帝国憲法（明治憲法）の成立と帝国議会開設の日本社会における意義を学ぶ．また，地方自治制度制定によって現在へと
続く「地域社会」が成立したことを学習する．

明治憲法の制定とその世界史的位置づけ（2) 第10週に同じ．

日清戦争と日露戦争の展開（1） 日清・日露戦争の過程を国際政治の状況の中から確認し，日本社会の変化を知る．また日本の植民地支配についてその特徴を学
ぶ．

日清戦争と日露戦争の展開（2） 第12週に同じ．

第一次世界大戦が日本とどのように関わっていたのかを学習する．特に日本社会における経済状況との関連から大きな社会問題
が発生したことを確認する．

1920年代の日本と世界（1） 原敬内閣以降の政党政治成立の意義について学ぶ．また第二次護憲運動以降の政治体制が現代日本の政治とも関連性がある
ことを確認し，1920年代後半にどのように展開していったか世界との関係も含めて知る．

1920年代の日本と世界（2） 第16週に同じ．

ファシズムの時代と戦争（1） 昭和恐慌の発生から満州事変の勃発，そして日中戦争までの過程について学ぶ．特に地域社会に与えた衝撃に焦点を当てて考え
る．

ファシズムの時代と戦争（2） 第18週に同じ．

ファシズムの時代と戦争（3） 第18週に同じ．

アジア・太平洋戦争（1） 太平洋戦争の勃発について，国際政治状況からその意味について学習する．また日本の植民地支配がどのようにおこなわれたか
についても詳しく学ぶ．

アジア・太平洋戦争（2） 第21週に同じ．

第16週から第22週までの内容について試験を行う．

第二次世界大戦後の戦後改革の特徴を学ぶ．現代社会に与えた影響について考えるようにし，その中でも日本国憲法制定の意義
について学習する．

高度経済成長と冷戦との関わり（1） 日本の高度経済成長の特徴について，経済面および生活面から学ぶ．農村部と都市部においてそれぞれどのような変化が起こっ
たのかを学習する．

高度経済成長と冷戦との関わり（2） 第26週に同じ．

1970年代から80年代の日本社会について，政治状況と経済状況から学習する．また冷戦体制の崩壊が日本に与えた影響につい
ても考える．

1990年代以降の日本社会 バブル経済崩壊の影響が日本社会に与えた意味について考える．また1995年の阪神・淡路大震災について考える．

備
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

地理 (Geography)

都市工学科・1年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

はじめに，地形図から地形・地域の歴史等の情報を読み取る手法を学習する．次に気候の形成要因を学んだ上で，植生・土
壌・農業等と気候との連関を学習する．さらに，人口構成の変化・地域的差異の要因，工業の立地要因を学習し，国内産業と
貿易の関連を学習する．最後に，都市の内部構造とその形成要因を学習する．基本的な地理的情報を各種資料から検索す
る．

【C3】気候の形成要因を理解し，植生・土壌・農業等との連関を捉えること
ができる．気候・植生・土壌・農業等の分布等を判別することができる

気候の形成要因を理解し，植生・土壌・農業等との連関を捉えることができるか
，気候・植生・土壌・農業等の分布等を判別することができるか中間試験で評
価する

【C3】工業の立地条件が理解でき，産業と貿易の関係が理解できる 工業の立地条件が理解でき，産業と貿易の関係が理解できるかを中間試験お
よび定期試験で評価する

【C3】人口変化・人口構成の形成要因が理解でき，地域特性が推察できる 人口変化・人口構成の形成要因が理解できているか，データから地域特性が
推察できるか中間試験で評価する

【C3】都市の内部構造とその形成要因・変化，都市問題が理解できる 都市の内部構造とその形成要因が理解できているか，データから地区・都市特
性が判別できるか定期試験で評価する

【C3】地形図など資料から地誌情報を検索・判読することができる 地形図など資料から地誌情報を検索・判読することができるか中間試験および
レポートで評価する

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．100点を満点とし，60点以上を合格とする．試験成績は中間試験，定期
試験の平均点とする．

高橋彰他「新詳地理B（初訂版）」：帝国書院
荒井良雄他「新詳高等地図（初訂版）」：帝国書院

高校地理B課程に関するもの

履修上の
注意事項
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授業計画（地理）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 地形図から地形を判読する

2

3

4 地形図から歴史などを読み取る方法を学習する

5

6

7

8 中間試験

9 気候の形成要因を学習し，データから気候特性を読み取り，地点を特定する

10

11 気候ごとの土壌・植生を学習する

12

13 自然条件を背景とした農業の分布を学習する

14

15

16 人口変化の社会的・経済的要因を学習する

17

18 人口構成と地域特性の関係を学習する

19

20 工業立地の類型を学習する

21

22

23 中間試験

24 貿易に関するデータから地域特性を識別する方法を学習する

25

26

27 都市の内部構造とその形成要因を学習する

28

29 都市の成長と都市問題について学習する

30

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

地形図の判読1

地形図の判読2 第1週目に同じ

地形図の判読3 第1週目に同じ

地形図の利用1

地形図の利用2 第4週目に同じ

地形図の利用3 第4週目に同じ

地形図の読図4 第4週目に同じ

第1週目から第7週目の範囲で試験を行なう

気候要素と特性1

気候要素と特性2 第9週目に同じ

気候と土壌・植生1

気候と土壌・植生2 第11週目に同じ

自然と農業1

自然と農業2 第13週目に同じ

自然と農業3 第13週目に同じ

人口の変化と要因1

人口の変化と要因2 第16週目に同じ

人口構成と地域1

人口構成と地域2 第18週目に同じ

工業立地1

工業立地2 第20週目に同じ

工業立地3 第20週目に同じ

第16週目から第22週目の範囲で試験を行なう

貿易と地域1

貿易と地域2 第24週目に同じ

貿易と地域3 第24週目に同じ

都市の内部構造1

都市の内部構造2 第27週目に同じ

都市の変化と都市問題1

都市の変化と都市問題2 第29週目に同じ

備
考
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科　目

担当教員 手代木 陽 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(20%), D1(80%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 なし

関連科目 哲学

なし

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

倫理 (Ethics)

都市工学科・2年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

現代社会において私たちはいかに生きるべきであろうか．人間として「よく生きる」ことを先人たちの思想や現代社会の問題
を通して学び，自らの生き方を考える姿勢を身につける．

【C3】青年期の特徴を理解し，自らの問題として考えることができる． 青年期の特徴についての理解度を前期中間試験で評価し，自らの問題として
考えることができるかをレポート課題で評価する．

【C3】「思想の源流」と言われる先人の倫理思想を正しく理解できる． ギリシャの思想の理解度を前期中間試験で，キリスト教，仏教，中国思想の理解
度を前期定期試験で評価する．

【C3】現代社会の前提となった近代の倫理思想を正しく理解できる． 近代における人間の尊厳の理解度を後期中間試験で，民主社会の思想の理
解度を後期定期試験で評価する．

【C3】現代社会における倫理的問題を正しく理解できる．
高齢社会，高度情報社会，グローバル化の問題についての理解度を後期中間
試験で，生命倫理，環境倫理の問題についての理解度を後期定期試験で評価
する．

【D1】現代社会における倫理的問題について自分の意見を矛盾なく展開で
きる．

高齢社会，高度情報社会，グローバル化，生命倫理，環境倫理の問題について
自分の意見を矛盾なく展開できるかを後期中間試験及び定期試験の作文問
題とレポート課題で評価する．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．レポート評価には授業の課題，自主課題のレポート評価とノートの評価
が含まれる．なお，試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点で60点以上を合格とする．

「高等学校 改訂版　倫理」：越智貢他（第一学習社）
「新編アプローチ倫理資料」（東京法令）

履修上の
注意事項
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授業計画（倫理）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 「倫理」とは

2 青年期の特徴と課題 青年期の特徴，青年期の発達課題としてのアイデンティティの確立，パーソナリティと性格，欲求と適応などの問題を解説する．

3 青年期の人間関係 青年期に特有の恋愛や性の問題について考える．セクシュアル・ハラスメントなどの社会問題も取り上げる．

4 人間としての自覚 人間の歴史の最初期において人間の生き方を導いた「思想の源流」について解説する．

5 初期自然哲学の形成，ソフィスト，ソクラテスの思想について解説する．

6

7 プラトン，アリストテレスの思想について解説する．

8 前期中間試験 青年期の特徴と課題，青年期の人間関係，ギリシャの思想の範囲で試験を実施する．

9 新約聖書から「放蕩息子の物語」を取り上げ，信仰するとはどういうことか考える．旧約聖書とユダヤ教の思想について解説する．

10 パレスチナ問題の歴史について解説し，和平について考える．

11 新約聖書とイエスの思想について解説する．

12 仏教の成立史とゴータマ＝シッダッタの思想について解説する．

13 日本仏教の展開について解説する．

14 孔子，孟子，荀子の儒家思想について解説する．

15 老子，荘子の道家思想について解説する．

16

17 高齢社会の問題を現代の家族の変容との関係において解説し，その対策を考える．

18 高度情報社会におけるプライバシーや知的財産権の問題を解説し，その対策を考える．

19 グローバル化が進む世界の現状を解説し，レポート課題を通して真の国際人とは何かを考える．

20 「人間の尊厳」とは何かを，その思想的源泉であるルネサンスまで遡って考える．

21 人間の尊厳を「人格」に見出したカントの思想を解説し，自由とは何かを考える．

22 「尊厳死」の問題についてビデオを視聴してその是非を考える．

23 後期中間試験 現代の特質と倫理的課題，人間の尊厳の範囲で試験を実施する．

24

25

26 遺伝子技術と人間の尊厳の問題について考える．

27 再生医療についてのビデオを視聴し，その倫理的問題について考える．

28 臓器移植や，体外受精や代理母などの生殖医療技術の倫理的問題を考える．

29 市場社会システムで地球温暖化問題を解決できるかについて考える．

30 生態系の保全を目的とする「自然の権利」について解説し，人間以外の生物に生きる権利があるかという問題を考える．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

「倫理」という言葉の意味を漢字の成り立ちから考える．1年間の授業の概要，評価方法について説明し，最近のニュースの中から
倫理的問題を取り上げる．

ギリシャの思想（1）

ギリシャの思想（2） ソクラテスの死の意義について考える．国法を尊重するとはどういうことか，憲法9条の問題を通して現代のわれわれの問題として
考える．

ギリシャの思想（3）

キリスト教（1）

キリスト教（2）

キリスト教（3）

仏教（1）

仏教（2）

中国の思想（1）

中国の思想（2）

現代の特質と倫理的課題（1） 科学技術の進歩によって生じた現代の諸問題は技術的解決のみならず，社会的合意が必要な倫理的問題でもあることを解説す
る．

現代の特質と倫理的課題（2）

現代の特質と倫理的課題（3）

現代の特質と倫理的課題（4）

人間の尊厳（1）

人間の尊厳（2）

人間の尊厳（3）

自由で平等な社会の実現（1） すべての人間の平等を目指す民主社会の思想的源泉を17－18世紀の社会契約説に遡って解説する．

自由で平等な社会の実現（2） ヘーゲルの人倫と18-19世紀の功利主義の展開について解説する．

生命倫理と課題（1）

生命倫理と課題（2）

生命倫理と課題（3）

環境倫理と課題（1）

環境倫理と課題（2）

備
考
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科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

教科書を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

歴史 (History)

都市工学科・2年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

昨年度の1年生歴史で学習した内容を受けて，「明治維新」前後の世界の歴史を学ぶ．対象とする時代は18世紀後半から
20世紀の初めまで，つまり「長い19世紀」の発展と終焉が含まれる．「国際化」「グローバリズム」が注目される現在，「ナショ
ナリズム」の成立過程を考えてみよう．

【C3】18世紀から20世紀にかけての世界の動きを，歴史的事件や事象の
内容を相互に関連させながら理解することができる．

18世紀から20世紀にかけての世界の動きを，歴史的事件や事象の内容を相
互に関連させて理解できているかどうかを中間試験および定期試験で評価す
る．

【C3】世界の各地域における社会的，文化的な歴史環境を理解することが
できる．

世界の各地域における社会的，文化的な歴史環境に関する理解力を，中間試
験および定期試験で評価する．

【C3】歴史的事件や事象の内容と因果関係を，正確かつ丁寧に解説，表現
することができる．

授業で扱った歴史的事件や事象の内容と因果関係についての理解を，中間試
験および定期試験と歴史プリントおよびノート検査で評価する．

【C3】歴史的事象に対する適切な評価，価値判断を，具体的な事件に基づ
いて，正確に表現することができる．

各自が興味を持つ歴史的事象をテーマに設定して作成するレポートの内容で
評価する．

成績は，試験70%　レポート15%　歴史プリント、ノート15%　として評価する．到達目標1，2，3については中間および定期
試験4回の平均点で評価する．また到達目標3については歴史プリント作成およびノート検査でも評価する．到達目標4につ
いてはレポートで評価する．これらを総合して100点満点で60点以上を合格とする．

『詳説世界史』佐藤次高・木村靖二・岸本美緒ほか著（山川出版社）
『グローバルワイド最新世界史図表』五訂版　第一学習社編集部編（第一学習社）

『山川世界史小辞典』改訂新版　世界史小辞典編集委員会編（山川出版社）
『角川世界史辞典』　西川正雄・川北稔ほか編（角川書店）

歴史（1年）・日本史（5年）・世界史（5年）

履修上の
注意事項
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授業計画（歴史）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 導入 世界史上における「明治維新」の意味を，「日本国」の外からの視点で考える．

2 前近代のロシアの歴史を概観し，宗教や文化の視点から，その歴史について理解する．

3

4 アメリカ独立の歴史的意味を「大西洋革命」の観点から理解する．「重商主義」のしくみと経済史上の意味を理解する．

5

6

7 トピック的課題．「移民」の問題を通じて，アメリカ合州国の社会と「世界の一体化」について考える．

8 中間試験

9 中間試験の解答

10

11 ナポレオン戦争の過程でヨーロッパ全域に波及した「国民」理念と「勢力均衡」の外交政策を理解する．

12

13

14 ドイツの近代化を工業の発展から概観し，フランスとの対立を経済史の側面から理解する．

15 フランスとドイツの歴史 トピック的課題．「国語」の成立について，両国国境地帯にあったアルザスとロレーヌの帰属問題を中心に考える．

16 定期試験の解答

17 オスマン帝国の歴史を概観し，非ヨーロッパ世界における「帝国」の構造を理解する．

18 エジプトを中心とした西アジア地域の動向を概観し，非ヨーロッパ世界における「近代化」と「国民国家」の形成の関係を理解する．

19 クリミア戦争前後の国際関係を概観し，オスマン帝国における「近代化」改革の歴史を「明治維新」との比較を通じて理解する．

20

21 インドにおける「近代化」がイギリス「帝国」の形成に結びついたことを学習し，インドの自治権獲得運動の多義性を理解する．

22

23 中間試験

24 中間試験の解答

25 ラテンアメリカ諸国の歴史を概観し，「近代化」における政治的な独立と経済的な従属の関係を理解する．

26 メキシコ革命の過程を概観し，非ヨーロッパ世界における「市民革命」と「国民国家」の形成の関係を理解する．

27 日露戦争前後の日本とロシアの動きを概観し，日露戦争が「最初の世界大戦」であったことを理解する．

28

29

30 第一次世界大戦後の世界の状況を概観し，「近代化」と「ナショナリズム」の関係性について理解する．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

ロシアの歴史(1)

ロシアの歴史(2) ロシアが東アジアに進出する過程で起こった異文化交渉を，日本とだけの関係ではなく，アイヌを含む北東アジア全体の視点から
理解する．

アメリカ合州国の歴史(1)

アメリカ合州国の歴史(2) アメリカ独立の歴史的意味を「大西洋革命」の観点から理解する．「民主主義」の理念と政治の両義性をネイティブ・アメリカンとの
関係から理解する．

アメリカ合州国の歴史(3) 南北戦争前後のアメリカ合州国の外交政策と，日本との関係を理解することによって，「太平洋世界」が世界史に登場した歴史的
な意味を理解する．

アメリカ合州国の歴史(4)

第1週から第7週までの内容について試験を行う．

中間試験の内容について解説する．これまでに得られた18-19世紀の北東アジアと太平洋地域の関係に関する知見を確認する．

フランスの歴史(1) フランス革命の過程を概観し，「市民革命」がヨーロッパ社会にもたらした意義と，革命の急進化がフランス社会にもたらした傷跡の
両面から理解する．

フランスの歴史(2)

ドイツの歴史(1) ウィーン体制下のドイツの状況を概観し，「1848年」の革命について，その歴史的な意味を理解する．

ドイツの歴史(2) ドイツ統一の過程を概観し，「国民国家」の形成について考える．明治維新との比較を通じて，「近代化」と「国民国家」の関係を理解
する．

ドイツの歴史(3)

定期試験の内容について解説する．これまでに得られた19世紀のヨーロッパに関する知見を確認する．

トルコの歴史(1)

トルコの歴史(2)

トルコの歴史(3)

インドとイギリスの歴史(1) 1857年のインド大反乱について概観し，その後に生じたインドの「近代化」を経済史の観点から理解する．

インドとイギリスの歴史(2)

インドとイギリスの歴史(3) トピック的課題．19世紀におけるインドとイギリスにおける「女性」の観点から，「近代化」と労働，教育の関係について考える．

第16週から第22週までの内容について試験を行う．

中間試験の内容について解説する．これまでに得られた19世紀のアジアの動向から「国民国家」の形成過程を理解する．

メキシコの歴史(1)

メキシコの歴史(2)

第一次世界大戦(1)

第一次世界大戦(2) 第一次世界大戦の過程を概観し，その終結が「長い19世紀」の終焉をもたらしたことを理解する．

第一次世界大戦(3) 第一次世界大戦の戦場と銃後の社会について学習することを通じて，戦争が「近代化」と「国民」の関係にもたらした変化について
理解する．

第一次世界大戦(4)

備
考
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科　目

担当教員 高橋 秀実 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 国際政治の理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

2

3 現代経済のしくみの理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

4 日本経済の歩みの理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

5 世界経済・貿易の理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 「ゼミナール　日本経済入門」三橋規宏他編（日本経済新聞社）

関連科目

なし

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

政治・経済 (Political Science and Economics)

都市工学科・3年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

歴史的転換期としての現代世界及び日本の政治・経済を理解するため，政治・経済・国際関係の諸事象を多角的な視点か
ら分析し，その構造や潮流を把握して，広い視野から判断しうる見識と考察力を養成する．前期は国際政治を中心に政治分
野を，後期は経済分野を扱う．国際政治や経済の時事問題を随時導入する．

【C3】第二次世界大戦・冷戦・核問題などを通じて戦争と平和の問題を理
解する．南北問題・人口問題・民族問題など現代世界の諸課題を理解する．
国際連合の組織・機能，国際機関や国際条約を理解する．

【C3】リベラルデモクラシーの原理，及びこれに基づく日本国憲法の原理（
国民主権・基本的人権・平和主義）・制度・成立過程を理解する．

リベラルデモクラシー・日本国憲法の理解度を，試験・レポート・提出物により評
価する．

【C3】資本主義経済の特徴，市場メカニズム，金融・財政，労働問題など現
代経済のしくみを理解する．

【C3】資本主義成立期から敗戦・戦後復興・高度経済成長・石油危機・貿
易不均衡・バブル経済・バブル崩壊を経て現在に至るまでの，日本経済の
歩みを理解する．

【C3】グローバリゼーションと地域経済統合の進展の中で，世界経済・貿易
のあり方を理解する．

成績は，試験70% レポート・提出物30% で評価する．試験成績は前後期の平均点とする．100点満点の60点以上を合格と
する．

「教養の政治学・経済学」：香川勝俊編（学術図書出版）
「政治・経済資料 2012」：東京法令出版編（東京法令出版）

経済学(5年選択）

履修上の
注意事項
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授業計画（政治・経済）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 政治序論：現代世界の課題

2 国際社会と主権国家 近代国家のあり方・要素を分析し，国際社会を動かす政治・経済的利害関係，民族・宗教など文化的要因などを考察する．

3 第二次世界大戦と東西冷戦

4 冷戦終結と冷戦後の国際社会・グローバリゼーション 冷戦終結の政治過程とその歴史的意義を分析し考察する．世界市場の一体化（グローバリゼーション）の潮流を考察する．

5

6 ナショナリズム・民族対立・難民問題

7 南北問題・人口問題

8 核問題 広島・長崎原爆，戦後米ソの核対立，核抑止の国際条約締結の歩み，大量破壊兵器の危機的現実を分析し考察する．

9 国際連合の組織と機能

10 リベラルデモクラシーの原理と人権

11 各国の政治制度

12 日本国憲法の成立 太平洋戦争と敗戦，戦後の日本国憲法成立に至る政治過程を分析し，日本国憲法を戦前の大日本帝国憲法と比較して考察する．

13 日本国憲法の平和主義と戦後日本の歩み

14 冷戦後の安全保障問題

15

16 経済序論：商品経済・貨幣経済・生産と消費 商品としての財・サービスの生産，企業と消費者・労働者，貨幣の機能など，資本主義経済の特徴を基礎から分析し考察する．

17 市場経済メカニズム

18 自由競争から独占資本主義へ

19 世界恐慌とケインズ・修正資本主義

20 財政の機能としくみ・財政政策

21 金融の機能としくみ・金融政策 資金の循環と金融の機能・しくみ，日本銀行による金融政策を理解する．バブル崩壊後の金融再編の潮流を考察する．

22 形成期の日本資本主義

23 戦後経済復興と高度経済成長

24 オイルショックと貿易不均衡

25 バブル経済とバブル崩壊デフレ

26 技術革新と産業構造の変化 日本経済の歩みを通じて産業構造の変化を考察し，技術革新が産業構造の変遷と密接に連関していることを理解する．

27 労働・雇用問題

28 国際経済と貿易

29

30 総括：世界経済・日本経済の現状と課題 経済編の総括として，世界経済の現状と課題及び日本経済の現状と課題を考察する．

前期定期試験および後期定期試験を実施する．政治経済の時事テーマを随時導入するため，上記予定テーマの内容・順序は変更可能性あり．

20世紀という時代，戦後の時代を多面的に検証し，転換期としての冷戦後世界の諸課題を問題提起する．

第二次世界大戦と東西冷戦を，ファシズム・コミュニズム・リベラルデモクラシーなど政治思想・国家体制の側面から分析し考察す
る．

9・11テロとイラク戦争 9・11テロとイラク戦争を通じて，21世紀初頭の現代世界が直面している国際政治の潮流・動向を考察する．

ボスニア・コソボ紛争・チェチェン紛争等に見られる，多民族国家におけるナショナリズム・民族対立・地域紛争・ジェノサイド・難民
問題を考察する．

先進工業国と発展途上国の経済格差の現状やその原因，国際社会の対応，近年の変化を分析する．人口問題も南北問題と関連
させて考察する．

国際連合の成立過程，総会・安全保障理事会を中心とした国連の組織，PKOなど平和維持機能を理解する．

社会契約説に基づき市民革命・人権宣言によって確立したリベラルデモクラシーの原理・制度が近代国家体制の基礎を成すこと
を理解し考察する．自由権から社会権への流れを理解する．

日本の立法府(国会）と行政府(内閣）の関係を規定する議院内閣制を米国の大統領制と比較して考察する．

日本国憲法前文・第9条の平和主義を考察する．そして憲法の理想と現実の戦後日本の歩みとの相克を分析し考察する．

新ガイドライン，北朝鮮の核開発，自衛隊イラク派遣など，冷戦後（1990年代以降）の安全保障をめぐる諸問題を考察する．

総括：21世紀の国際社会と日本 政治編の総括として，21世紀の国際社会の潮流と諸課題，及び日本のあり方を考察する．

自由競争市場では商品の需要と供給が価格の変動によって自動的に調整されるという，アダムスミスが解明した市場メカニズム
の原理を理解する．

産業革命期の自由競争資本主義から独占（寡占）資本主義への転換を理解し，独占(寡占）の形態を分析する．

1930年代の世界恐慌・デフレスパイラル，欧州先進国のブロック経済化，米国のニューディール政策とその基盤たるケインズ理論
，修正資本主義を理解する．

財政の機能とそのしくみ，予算(歳入・歳出），租税の種類・制度を理解する．国債累積によって財政が破綻に瀕している現状，財政
改革のあり方を考察する．

富国強兵・殖産興業の下に国家主導で軍需産業中心に形成された成立期の日本資本主義の特徴を，後進的農村，劣悪な労働条
件，狭い国内市場，植民地獲得への軍事進出，など多面的に分析し考察する．

敗戦後の経済民主化改革と経済復興，1950・60年代の著しい工業発展・高度経済成長を可能にした諸要因を多面的に分析し
考察する．

1970年代オイルショックによる高度成長の終結，日本企業の技術革新，輸出拡大，80年代日米貿易不均衡・貿易摩擦を分析する
．

1985年プラザ合意以降の株価・地価高騰，バブル経済，90年代株価・地価暴落によるバブル崩壊と金融システム不安を伴う平成
不況へと至った過程及び原因を考察する．

憲法・労働基準法に規定された労働者の権利を理解する．終身雇用・年功序列・企業別労働組合という戦後日本の雇用制度の
特徴，及びその変化の潮流を考察する．

戦後国際経済の基軸たるIMF・GATT体制の中で，加工貿易によって発展を遂げた日本経済を理解する．生産拠点の海外移転，
多国籍企業化の現状も分析する．

地域経済統合・EU 1990年代市場統合を成し遂げ，通貨統合・加盟国拡大へと向かったEUの歩みを通じて，地域経済統合を考察する．

備
考
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科　目

担当教員 本田 敏雄 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 定期試験で，評価する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「論理学入門」：近藤洋逸（岩波書店）

参考書

関連科目 現代思想文化論 哲学特講

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

論理学 (Logic)

都市工学科・3年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

論理学は，全ての学問のオルガンであり，基礎である.その入門的な知識を持ち，論理的な思考に習熟する.

【B1】論理学の法則が，各自の思考過程に常に働いていることを身をもって
理解する．

基本的な論理法則が理解できていることは，各回の試験問題が解けるための
前提である．

【B1】論理法則の理解と習熟を深め，学問諸分野において基礎となる推理
の能力を高める．

クラス論理による推理能力は中間試験で，命題論理による推理能力は，定期試
験で評価する．

【B1】クラス論理学により，命題を記号化し，推理できるようになる． クラス論理による，命題表現，それに基づく推理問題が解けるかどうかを中間試
験で評価する

【B1】命題論理学による命題の記号化と命題計算が自由にできるようにな
る．

命題論理による，命題の記号化，それに基づく推理問題が解けるかどうかを定
期試験で評価する．

【B1】形式的証明ができるようになることから，日常生活でも思考の論理性
を発揮出来るようになる．

成績は，試験100%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点で60点以上を合
格とする．

「論理トレーニング」：矢野茂樹（産業図書）
「論理学」：矢野茂樹（東京大学出版会）
「詭弁論理学」：野崎昭弘（中公新書）

履修上の
注意事項
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授業計画（論理学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 論理学の学問の中での位置づけ 哲学や倫理学に次ぐ古い学問であることの紹介アリストテレスからラッセルを通した現代論理学までの展開の紹介

2 概念 内包と外延

3 概念の種類と定義

4 直接推理 対当推理  矛盾，反対，対偶

5 ベン図の紹介

6 クラス論理に基づい計算の実際

7 変形推理

8 中間試験

9 命題論理学の紹介 論理的結合子の導入  妥当と真

10 命題論理学 真理表による恒真式を確認する．妥当な推理との対応の理解

11 論理式の恒真式と推理の妥当性との同等性の理解逆 裏 対偶の紹介

12 命題の恒真性を証明する計算の実際を練習問題を通して体得する

13 命題の恒真性を証明する計算の実際を練習問題を通して体得する文章題を解く

14 文章題を解く基本的推理形式を利用した形式的証明の紹介

15 形式的証明をやってみる

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．

名辞論 命題論（1）

名辞論 命題論（2）

定言命題のクラス論理と推理（1）

定言命題のクラス論理と推理（2）

定言命題のクラス論理と推理（3）

第1週から第7週までの内容で試験．

命題論理学  計算(1)

命題論理学  計算(2)

命題論理学  計算(3)

命題論理学  計算(4)

命題論理学 計算（5）

備
考
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科　目

担当教員 八木 善彦 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

数学I (Mathematics I)

都市工学科・1年・通年・必修・6単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

高等専門学校における数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する． さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養成
をはかる．

【A1】実数，複素数，整式や分数式の計算ができる． 実数，複素数，整式や分数式の計算ができるかどうかを試験および演習・レポー
トで評価する．

【A1】方程式・不等式を解いたり，利用したりできる． 方程式・不等式を解いたり，利用したりできるかどうかを試験および演習・レポ
ートで評価する．

【A1】簡単な等式・不等式の証明ができる． 簡単な等式・不等式の証明ができるかどうかを試験および演習・レポートで評
価する．

【A1】2次関数や分数関数などのグラフを理解し応用できる． 2次関数や分数関数などのグラフを理解し応用できるかどうかを試験および演
習・レポートで評価する．

【A1】指数・対数，指数関数・対数関数を理解し，計算および応用が出来る． 指数・対数，指数関数・対数関数を理解し，計算および応用が出来ることを試験
および演習・レポートで評価する．

【A1】三角比・三角関数に関する定理，公式を理解し活用できる． 三角比・三角関数に関する定理，公式を理解し活用できるかどうかを試験およ
び演習・レポートで評価する．

【A1】数列とその和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解でき
る．

数列とその和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解しているかど
うかを試験および演習・レポートで評価する．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．レポートは夏期休業
前・冬期休業前等，適宜課す．100点満点で60点以上を合格とする．

「新版　基礎数学」：岡本　和夫 著 (実教出版)
「新版　基礎数学　演習」：岡本　和夫 著 (実教出版)
「改訂版チャート式 基礎と演習 数学I+A， 数学II+B」：(数研出版)

「新訂　基礎数学」：斎藤　斉 他 著 (大日本図書)
「新編 高専の数学 1 (第2版・新装版)」：田代 嘉宏 他 編 (森北出版)
「工科の数学 基礎数学(第2版)」：田代 嘉宏 著 (森北出版)
「新訂 基礎数学問題集」：(大日本図書)
「新編 高専の数学 1 問題集（第2版）」：田代 嘉宏 著 (森北出版)

1年の数学II，2年の数学I・数学II

履修上の
注意事項

・時間に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある． ・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・4月のオリ
エンテーションの中で，入学前に課した課題についての実力テストを実施する．このテストの結果は1年数学Iの成績とは関
係ない．・数列についてはプリントを配布する．・レポートは，夏期休業前，冬季休業前などに適宜課す．
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 整式の加法・減法，乗法 整式の加法・減法，乗法について解説し，演習を行う．

2 因数分解，整式の除法，分数式 因数分解の公式およびその使い方について解説し，演習を行う．整式の除法や分数式について解説し，演習を行う．

3  実数，平方根の計算

4

5

6

7

8 中間試験

9 不等式とその解

10

11 恒等式，剰余の定理と因数分解，高次方程式 恒等式，剰余の定理と因数定理，高次方程式について解説し，演習を行う．

12 等式の証明，不等式の証明 等式の証明，不等式の証明について解説し，演習を行う．

13 べき関数，分数関数，無理関数 べき関数，分数関数，無理関数について解説し，演習を行う．

14 逆関数・合成関数 逆関数・合成関数について解説し，演習を行う．

15 復習と演習 不等式，関数を含めた問題について復習し，まとめの演習を行う．

16 指数の拡張 累乗根とその性質，指数の整数・有理数への拡張と指数法則について解説し，演習を行う．

17 指数関数とそのグラフ 指数関数とそのグラフ，指数方程式・不等式について解説し，演習を行う．

18 対数とその性質 対数の定義・性質，底の変換公式について解説し，演習を行う．

19 対数関数とそのグラフ，常用対数 対数関数とそのグラフについて学習する．常用対数について解説し，演習を行う．

20 三角比

21 三角比の拡張

22 正弦定理と余弦定理 三角比の定義・性質，正弦定理，余弦定理，三角形の面積の公式について解説し，演習を行う．

23 中間試験

24 一般角と弧度法，三角関数 一般角，三角関数の定義，弧度法について解説し，演習を行う．

25 三角関数のグラフ 三角関数のグラフ，三角方程式・不等式，逆三角関数について解説し，演習を行う．

26 加法定理とその応用 加法定理とその応用について解説し，演習を行う．

27 数列，等差数列 数列の基本事項，等差数列とその和について解説し，演習を行う．

28 等比数列，いろいろな数列の和 等比数列とその和，さまざまな数列の和について解説し，演習を行う．

29 漸化式，数学的帰納法 漸化式，数学的帰納法について解説し，演習を行う．

30 演習 三角関数とその応用，数列の内容について復習し，まとめの演習を行う．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

授業計画（数学I）

実数の性質，絶対値の定義，平方根の定義と性質を解説し，演習を行う．また，分母の有理化とその方法について解説し，演習を行う
．

関数，2次関数のグラフ 関数の定義域・値域および関数のグラフについて解説し，演習を行う．2次関数とそのグラフについて解説し，演習を行う．

2次関数の決定，2次関数の最大・最小 2次関数の決定，2次関数の最大値・最小値の求め方について解説し，演習を行う．

2次方程式，複素数 2次方程式の解の公式，複素数について解説し，演習を行う．

2次方程式と2次方程式の解 2次方程式の解の判別とその方法を解説し，演習を行う．また，解と係数の関係および2次式の因数分解について解説し，演習を行
う．

1〜7週の範囲で中間試験を行う．

不等式とその解の性質，1次不等式の解法について解説し，演習を行う．

2次関数のグラフと2次不等式 2次関数のグラフと2次不等式について解説し，演習を行う．

三角比の定義・性質とその利用について解説し，演習を行う.

三角比の拡張とその相互関係について解説し，演習を行う.

16〜22週の範囲で中間試験を行う．

備
考
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科　目

担当教員  吉村 弥子 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

前期は，場合の数と確率の基本事項を学習し，後期は，命題および図形と方程式の基本事項を学習する．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 集合の概念を理解し応用できることを試験および演習・レポートで評価する．

2

3 二項定理が使えることを試験および演習・レポートで評価する．

4 さまざまな確率の計算ができることを試験および演習・レポートで評価する．

5 命題を理解し証明ができることを試験および演習・レポートで評価する．

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

数学II (Mathematics II)

都市工学科・1年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

【A1】集合の概念を理解し応用できる．

【A1】順列と組合せを使って場合の数の計算ができる． 順列と組合せを使って場合の数の計算ができることを試験および演習・レポー
トで評価する．

【A1】二項定理が使える．

【A1】さまざまな確率の計算ができる．

【A1】命題の考え方を理解し，証明ができる．

【A1】座標平面上で，点と直線，2次曲線，領域などの扱い方を理解できる． 座標平面上で，点と直線，2次曲線，領域などを扱えることを試験および演習・レ
ポートで評価する．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．レポートは，夏期休
業時・冬期休業時等など，適宜課す．100点満点で60点以上を合格とする．

「基礎数学」：岡本 和夫 他 著 (実教出版)
「新版 基礎数学演習」：岡本 和夫 他 著 (実教出版)
「改訂版 チャート式 基礎と演習 数学I+A， II+B」(数研出版)

「新訂 基礎数学」：斎藤 斉 他 著 (大日本図書)
「新編 高専の数学 1 (第2版・新装版)」：田代 嘉宏 他 編 (森北出版)
「工科の数学 基礎数学(第2版)」：田代 嘉宏 著 (森北出版)
「新訂 基礎数学問題集」：(大日本図書)
「新編 高専の数学 1 問題集（第2版）」：田代 嘉宏 著 (森北出版)

1年の数学I，2年の数学I・数学II

履修上の
注意事項

・時間に余裕がある場合，また，内容によっては，発展的な話題を扱うこともある． 　・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要
はない．　・確率についてはプリントを配布する．　・レポートは，夏期休業，冬季休業などに適宜課す．
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 集合 集合の概念について学習する．

2 集合の要素の個数 集合の要素の個数とその計算について学習する．

3 場合の数 和の法則，積の法則について学習する．

4 順列の計算とその応用について学習する．

5 円順列や重複順列について学習する．

6 組合せ 組合せの計算とその応用について学習する．

7 演習 順列と組合せに関する総合的な演習を行う．

8 中間試験

9 二項定理 二項定理と二項展開について学習する．

10 事象と確率 事象と確率の概念について学習する．

11 確率の基本性質 和事象・積事象・余事象の概念と確率の関連について学習する．また，確率の計算について学習する．

12 独立な試行と確率 独立な試行の確率の計算とその応用について学習する．

13 反復試行の確率 反復試行の確率の計算とその応用について学習する．

14 期待値 期待値の計算とその応用について学習する．

15 演習 確率に関する総合的な演習を行う．

16 条件と命題 命題の考えかたと必要条件・十分条件について学習する．

17 命題と証明 命題の逆・裏・対偶と証明方法について学習する．

18 演習 命題と証明に関する総合的な演習を行う．

19 数直線上の点と座標平面上の点

20 直線の方程式 座標平面上の直線の方程式について学習する．

21 演習 座標平面上の点や直線に関する総合的な演習を行う．

22 円 座標平面上の円とその接線について学習する．

23 中間試験

24 放物線 座標平面上の放物線について学習する．

25 楕円 座標平面上の楕円について学習する．

26 双曲線 座標平面上の双曲線について学習する．

27

28 演習

29 不等式の表す領域 座標平面上において不等式の表す領域について学習する．

30 演習 座標平面上で不等式の表す領域に関する総合的な演習を行う．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

授業計画（数学II）

順列 1

順列 2

1～7週の範囲で中間試験を行う．

線分の内分点・外分点，2点間の距離について学習する．

16～22週の範囲で中間試験を行う．

2次曲線と直線，f(x，y)=0の表す図形の移動 座標平面上での2次曲線と直線の位置関係およびf(x，y)=0の表す図形の移動について学習する．

座標平面上の点・直線・2次曲線に関する総合的な演習を行う．

備
考
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科　目

担当教員 横山 卓司 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

数学I (Mathematics I)

都市工学科・2年・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

理工学系の基礎となる微分・積分学を講義する. 概念の理解に重点を置き， 豊富な演習を通じて運用能力を高める.

【A1】無限数列とその和についての計算ができる. 無限数列とその和についての計算ができるかどうか試験およびレポートで評価
する.

【A1】関数の極限・連続性などの概念を理解し， 極限を計算できる. 関数の極限・連続性などの概念を理解し， 極限を計算できるかどうか試験およ
びレポートで評価する.

【A1】様々な関数の微分係数・導関数・第2次導関数を計算でき，グラフの
概形，接線，速度・加速度などに応用できる.

様々な関数の微分係数・導関数・第2次導関数を計算でき，グラフの概形，接線
，速度・加速度などに応用できるかどうか試験およびレポートで評価する.

【A1】様々な関数の不定積分・定積分を計算でき， 積分を面積・体積などに
応用できる.

様々な関数の不定積分・定積分を計算でき， 積分を面積・体積などに応用でき
るかどうか試験およびレポートで評価する.

成績は，試験90%　レポート10%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均とし90%とする.問題演習ノー
ト提出や黒板発表，レポート等の評価を10%とする.遅刻・居眠り等の不真面目な態度は減点する.100点満点で60点以上
を合格とする.

「新編 高専の数学2 (第2版)」 : 田代嘉宏・難波完爾 編 (森北出版)
「新編 高専の数学3 (第2版)」 : 田代嘉宏・難波完爾 編 (森北出版)
「新編 高専の数学2問題集(第2版)， 数学3問題集(第2版)」:田代嘉宏 編 (森北出版)

「新訂 微分積分I」 : 高遠節夫・斎藤斉 他4名 著 (大日本図書)
「微分積分 改訂版」 : 矢野健太郎・石原繁 編 (裳華房)
「大学・高専生のための 解法演習 微分積分I」 : 糸岐宣昭・三ッ廣孝 著 (森北出版）
「チャート式 基礎と演習 数学III+C」 : チャート研究所 編著 (数研出版)

1年の数学I， 数学II

履修上の
注意事項

・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない.・4月の最初の授業時に， 1年時の数学の内容に関する実力テストを実施
する.　このテストの結果は2年数学Iの成績とは関係しない.
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 無限数列の極限

2 無限級数とその和

3 関数の極限値， 微分係数・導関数

4 導関数の計算， 接線と速度

5 関数の増加・減少， 関数の極大・極小

6 関数の最大値・最小値， いろいろな変化率

7 関数の極限

8 中間試験

9 関数の連続性

10 積と商の導関数

11 合成関数とその導関数

12 対数関数・指数関数の導関数

13 三角関数の導関数

14 接線・法線と近似値

15 速度・加速度

16 関数の増減と極大・極小

17 方程式・不等式への応用

18

19 逆関数，逆三角関数の導関数

20 不定積分

21 置換積分法

22 部分積分法

23 中間試験

24 いろいろな関数の不定積分

25 定積分

26 置換積分法

27 部分積分法

28 面積

29 体積

30 演習

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

授業計画（数学I）

無限数列の極限について学ぶ.

無限級数の扱いについて学ぶ.

関数の極限について学ぶ. 平均変化率・微分係数・導関数について学ぶ.

整式を例にとって導関数の計算手法を学ぶ. 接線と速度への応用について学ぶ.

関数のグラフの概形を調べる手法を学ぶ.

関数の最大値・最小値を調べる手法を学ぶ. 導関数を様々な事象の解釈に応用する.

様々な関数の極限の計算法を学ぶ.

中間試験.

関数の連続性の概念を学ぶ.

積や商の導関数の計算について学ぶ.

合成関数の導関数の計算について学ぶ.

対数関数・指数関数の導関数を計算する.

三角関数の導関数を計算する.

いろいろな関数の接線・法線を計算する.

導関数を速度・加速度などに応用する.

いろいろな関数のグラフの概形を調べる方法を学ぶ.

関数のグラフの概形を方程式・不等式などに利用する.

第2次導関数と曲線の凹凸 第2次導関数を用いて曲線の概形をより詳しく調べる方法を学ぶ.

逆関数の導関数，逆三角関数とその導関数について学ぶ.

不定積分の意味と計算法を学ぶ.

置換積分の手法を学ぶ.

部分積分の手法を学ぶ.

中間試験.

いろいろな関数の積分の手法を学ぶ.

定積分の意味と計算法を学ぶ.

置換積分による定積分の計算法を学ぶ.

部分積分による定積分の計算法を学ぶ.

定積分の面積への応用について学ぶ.

定積分の体積への応用について学ぶ.

積分についての演習を行う.

備
考
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科　目

担当教員 児玉 宏児 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

数学II (Mathematics II)

都市工学科・2年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

工学，自然科学，社会学など幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う. 発展的な事項も適宜
補う予定である.

【A1】ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる． ベクトルの意味およびその性質を理解し， 基本的な計算ができることを試験お
よびレポート等で評価する．

【A1】ベクトルの考え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える． ベクトルの考え方を利用して， 平面および空間の図形を扱えることを試験およ
びレポート等で評価する．

【A1】複素数と複素数平面について理解し，実際に計算ができる． 複素数と複素数平面について理解し，計算ができることを試験およびレポート
等で評価する．

【A1】行列の意味およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができる． 行列の意味およびその演算方法を理解し， 基本的な計算ができることを試験
およびレポート等で評価する．

【A1】一次変換の意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる． 一次変換の意味およびその性質を理解し， 基本的な計算ができることを試験
およびレポート等で評価する．

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．演習・レポートは授業中や夏休み前など，適宜課す. 100点満点で60
点以上を合格とする. 試験成績は中間試験と定期試験の平均とする.

「新編 高専の数学2・数学3(第2版・新装版)」田代嘉宏 編（森北出版）
「新編 高専の数学2・数学3問題集(第2版)」：田代嘉宏 編（森北出版）
「改訂版チャート式 基礎と演習 数学II+B・III+C」: (数研出版)

「新訂 線形代数」：斎藤斉・高遠節夫 他 著（大日本図書）
「入門線形代数」: 三宅 敏恒 著 (培風館)
「教養の線形代数」 : 村上正康・佐藤常雄・野澤宗平・稲葉尚志 (培風館)
「工科の数学 線形代数 (第2版)」 田代 嘉宏 著 (森北出版)

1年の数学I， 数学II

履修上の
注意事項 ・参考書に挙げた書籍は全部買い揃える必要はない.・1次変換については軽めに扱う.
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ベクトルの演算 ベクトルの基本的な概念・用語などを導入し， 和・差・スカラー倍などの演算とその基本法則を学ぶ．

2 点の位置ベクトル・ベクトルの一次結合 点の位置ベクトル， ベクトルの一次結合について学ぶ．

3 内分点・重心 内分点や重心に関するベクトルの公式を学ぶ．

4 ベクトルの内積 ベクトルの内積とその性質について学ぶ．

5 ベクトルの成分 平面ベクトルの成分について学ぶ．

6 平面ベクトルの内積 平面ベクトルの内積の成分表示とその応用について学ぶ．

7 演習

8 中間試験

9 直線とベクトル 直線のベクトル方程式について学ぶ．法線ベクトルと，点と直線との距離の公式についても学ぶ．

10 円とベクトル 円のベクトル方程式を学ぶ．

11 空間の座標と空間ベクトル 空間の座標と， 空間ベクトルの成分について学ぶ．

12 空間ベクトルの演算と内積 空間のベクトルの演算と内積について学ぶ．

13 直線の方程式 空間内の直線の方程式について学ぶ．

14 平面の方程式 空間内の平面の方程式について学ぶ．

15 総合演習 平面ベクトル， 空間ベクトルに関する総合演習を行う．

16 直線と平面の関係 直線と平面の関係について学ぶ．

17 球の方程式 空間内の球面の方程式について学ぶ．

18 複素数と演算 複素数の演算と共役複素数について学ぶ．

19 複素数平面 複素数平面上での複素数の扱い方を学ぶ．

20 極形式 複素数の極形式表示について学ぶ．

21 ド・モアブルの定理

22 図形への応用 複素数の図形問題への応用の仕方を学ぶ．

23 中間試験

24 行列 行列の概念と用語を導入し， 和， 差， スカラー倍， 積などの行列の基本的な演算について学ぶ．

25 逆行列

26

27

28 直線の像

29 合成変換・逆変換

30 演習

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

授業計画（数学II）

平面ベクトルについての総合演習を行う.

中間試験を行う.

ド・モアブルの定理について学び， n乗根を計算する．

中間試験を行う.

逆行列について学ぶ.

連立1次方程式 連立1次方程式の行列を利用した解法を学ぶ．

1次変換 1次変換の概念と点の変換について学ぶ．

1次変換による直線の像について学ぶ．

1次変換の合成と， 逆変換について学ぶ．

行列， 1次変換に関する総合演習を行う．

備
考
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科　目

担当教員 児玉 宏児 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 重積分の計算ができることを試験と小テスト，レポートで評価する．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

数学I (Mathematics I)

都市工学科・3年・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

理工学系の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習で
基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．

【A1】テイラーの定理を理解し，近似値の計算に応用できる． テイラーの定理を理解し，近似値の計算に応用できることを試験と小テスト，レ
ポートで評価する．

【A1】数列，級数の収束・発散，無限数列の極限と無限級数の和について理
解する．

数列，級数の収束・発散，無限数列の極限と無限級数の和について理解できる
ことを試験と小テスト，レポートで評価する．

【A1】微分方程式と解について理解する． 微分方程式と解について理解できることを試験と小テスト，レポートで評価する
．

【A1】1階微分方程式，2階微分方程式が解ける． 1階・2階微分方程式が解けることを試験と小テスト，レポートで評価する．

【A1】偏導関数の計算ができ，偏導関数を応用し，極値や条件付き極値を
求めることができる．

偏導関数の計算ができ，偏導関数を応用し，極値や条件付き極値を求めること
ができることを試験と小テスト，レポートで評価する．

【A1】重積分の計算ができる．

成績は，試験70%　レポート25%　学習到達度試験5%　として評価する．

「新訂 微分積分 II」:高遠 節夫 他 著 (大日本図書)
「新編 高専の数学 3 問題集 (第2版)」:田代 嘉宏 編 (森北出版)

「新編 高専の数学 3 (第2版)」:田代 嘉宏 編 (森北出版)
「入門 微分積分」:三宅 敏恒 著 (培風館)
「大学・高専生のための解法演習 微分積分II」:糸岐 宣昭 他 著 (森北出版)
「技術者のための微分積分学」:上野 健爾 監修 阿蘇 和寿 他 著 (森北出版)
「新訂 微分積分 問題集」:田河 生長 他 編 (大日本図書)

1年2年の数学I・数学II

履修上の
注意事項

・時間に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・レポートは夏季休業前・冬季休業前等，適宜課す．・参考書に
挙げた書籍は全部揃える必要はない．・4月の最初の授業時に，2年時の数学の内容に関する実力テストを実施する．このテ
ストの結果は3年数学Iの成績とは関係ない．
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 多項式による近似

2 数列の極限 数列の収束・発散について理解し，計算をする．

3 級数 級数の収束・発散について理解し，計算をする．

4 べき級数・マクローリンの定理・テイラーの定理 べき級数について，およびマクローリンの定理・テイラーの定理について理解する．

5 マクローリン展開・テイラー展開・オイラーの公式 マクローリン展開・テイラー展開について理解し，計算をする．オイラーの公式を理解する．

6

7 演習

8 中間試験 ここまでの内容を試験で評価する．

9 微分方程式の意味・微分方程式の解 微分方程式と一般解，特殊解，特異解について理解する．解曲線や初期条件について理解する．

10 変数分離形 変数分離形の微分方程式を解く．

11 同次形 同次形の微分方程式を解く．

12

13

14

15 演習 微分方程式の意味について理解を深める．微分方程式の解法に習熟する．

16 偏導関数 偏導関数について理解し，偏導関数を求める．

17 接平面・合成関数の微分法 接平面・合成関数の微分法に関する公式を理解し，計算をする．

18 高次偏導関数 高次偏導関数について理解し，高次偏導関数を求める．

19 多項式による近似・極大・極小

20 陰関数の微分法 陰関数の微分法について理解し，計算をする．

21 条件付き極値問題・包絡線 条件付き関数の極値について理解し，極値を求める．包絡線の方程式を求める．

22 演習

23 中間試験 ここまでの内容を試験で評価する．

24

25

26

27 変数変換

28 広義積分 広義積分の計算をする．

29

30 演習

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

授業計画（数学I）

1変数関数の多項式による近似の計算をする．

2変数関数 2変数関数の概念を理解し，極限値を求め，連続性を調べる．

近似・数列の極限・級数に関する計算を練習する．級数・テイラー展開などに関する計算を練習する．2変数関数の極限値及び連
続性に関する計算を練習する．

1階線形微分方程式・2階線形微分方程式 1階線形微分方程式を解く．2階線形微分方程式の解について理解する．

定数係数2階線形微分方程式 定数係数2階線形微分方程式を解く．

いろいろな線形微分方程式・線形でない2階微分方程式 いろいろな線形微分方程式・線形でない2階微分方程式を解く．

2変数関数を多項式により近似する．2変数関数の極値を求める．

偏導関数の計算を練習し，2変数関数の極値の計算に習熟する．

2重積分の定義 2重積分について理解する．

2重積分の計算 2重積分の計算をする． 必要に応じて積分順序を変更する．

座標軸の回転・極座標による2重積分 座標軸の回転・極座標による2重積分について理解し，計算をする．

変数変換による2重積分の計算をする．

2重積分のいろいろな応用 2重積分の応用問題を解く．

いろいろな2重積分の計算を練習する．

備
考
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科　目

担当教員 菅野 聡子 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 データを解析する方法の理解を試験およびレポートで評価する．

2

3 分布を適切に使った計算ができることを，試験およびレポートで評価する．

4 具体例で推定・検定を扱えるかを試験およびレポートで評価する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新訂 確率統計」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）

参考書

関連科目

授業中に電卓が必要な場合がある．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

確率統計 (Probability and Statistics)

都市工学科・4年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

1年次に学んだ確率の基礎をふまえて，確率・統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義す
る．

【A1】データを解析するときの統計の考え方を理解する．

【A1】確率変数と確率分布の概念を理解する． 確率変数と確率分布の概念の理解とそれに関する計算ができることを試験お
よびレポートで評価する．

【A1】二項分布，ポアソン分布，正規分布を理解し，具体例の確率などを計
算できる．

【A1】推定・検定の考え方を理解し，具体例を扱える．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点で60点
以上を合格とする．

「演習 確率統計」：洲之内 治男・寺田 文行・舟根 智美 著(サイエンス社)
「統計の基礎」：水本 久夫 著 (培風館)
「キーポイント 確率・統計」：和達 三樹・十河 清 著 (岩波書店)

1年数学I，II，2年数学I，II，3年数学I

履修上の
注意事項
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授業計画（確率統計）

テーマ 内容（目標・準備など）

1

2

3 確率変数と確率分布 確率変数，確率分布の基本的な概念・用語などを学習する．

4 二項分布，ポアソン分布 二項分布，ポアソン分布の考え方と計算方法を学習する．

5 連続型確率分布 連続型確率分布と確率密度関数の概念を学習する．またその平均，分散，標準偏差の計算方法を学習する．

6 正規分布の基礎とその計算方法について学習する．

7 正規分布の標準化とその計算方法を学習する．また，二項分布と正規分布の関係について学習する．

8 中間試験 中間試験を行う．

9 多次元の確率変数 多次元の確率変数とその平均や分散について学習する．

10 標本分布と母集団分布 標本分布と母集団分布の関係，さらに標本平均の分布について学習する．

11 いろいろな確率分布

12 推定量や区間推定の考え方，信頼度や信頼区間について学習する．

13 母平均の区間推定を中心に，区間推定について学習する．

14 検定の考え方，用語について学習する．

15 母平均の検定を中心に，検定について学習する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および後期定期試験を実施する．

1次元のデータ 1次元のデータにおける平均，分散，標準偏差の意味を理解し，その計算方法を学習する．

2次元のデータ 2次元のデータの整理と，それに関して相関を学習する．また回帰直線の方程式と相関係数の計算方法を学習する．

正規分布(1)

正規分布(2)

カイ2乗分布，t分布，F分布について学習する．

推定(1)

推定(2)

検定(1)

検定(2)

備
考
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科　目

担当教員 大多喜 重明 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6

7 適時行うレポートで評価する．

8 適時行うレポートで評価する．

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

物理 (Physics)

都市工学科・1年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

物理的な事物・現象についての観察，実験や課題研究などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに基本
的な概念や原理・法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第一学年では，演示実験を行いながら，物理の基礎
部分である力学を教授する．平均値の推定方法や式による瞬間の速度の解説などを加えたが，ほぼ，従来のテキストに従っ
た授業内容である．

【A2】等加速度直線運動の「速度と時刻」，「位置と時刻」，「速度と変位」の
関係式を理解し，活用できる．

本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評価
する．試験では，75%正答を標準とする．(直線運動については前期，平面と空間
運動については後期）

【A2】運動の第1法則，第2法則，第3法則を理解し，活用できる．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評価
する．試験では，75%正答を標準とする．(直線運動については前期，平面と空間
運動については後期）

【A2】運動量保存の法則を理解し，活用できる．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評価
する．試験では，75%正答を標準とする．(直線運動については前期，平面と空間
運動については後期）

【A2】力学的エネルギー保存の法則を理解し，活用できる． 本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評価
する．試験では，75%正答を標準とする．

【A2】つり合いの条件を理解し，活用できる．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評価
する．試験では，75%正答を標準とする．(質点については前期，剛体については
後期）

【A2】圧力と浮力について理解し，活用できる． 本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評価
する．試験では，75%正答を標準とする．

【A2】真の平均値が得られる量と原理的にそれが得られない量の区別がで
きる．直接測定量と間接測定量の区別ができる．

【A2】図書館や情報センター等を利用して必要な情報を入手し，課題につい
ての説明ができる．

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．試験では，基礎60%，応用40%の割合で出題する．レポート提出では，良
いものを提出することが大事であるが，〆切を守ることも重要である．75点を標準とする．

「高専の物理[第5版]」和達三樹監修（森北出版）
物理学ノート「力と運動」大多喜重明・長井清香著（工学社）

「高専の物理問題集[第3版]」田中冨士男編著（森北出版）
「エクセル物理I+II　三訂版」（実教出版）
「理科年表」国立天文台編集（丸善）
「理化学辞典」長倉三郎他編集（岩波書店）
「新・物理入門」山本義隆著（駿台文庫）

国語，数学I，数学II

履修上の
注意事項

授業計画に従い，予習をすること．問題演習を行い，学んだことを定着させることも大切である．授業では数式をよく使う，また，
人の考えを受け取る力と自分の考えを伝える力も必要である．「数学」や「国語」もよく勉強すること．
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授業計画（物理）

テーマ 内容（目標・準備など）

1

2 直線運動での，速度と加速度の平均値について考察します．

3 位置と時刻，速度と時刻，加速度と時刻の関係をグラフを使って考察します．

4

5

6

7

8 中間試験

9 中間試験の解説 中間試験の答え合わせと解説をします．

10 慣性の法則，運動方程式，作用反作用の法則についてのまとめと補足説明をします．

11 これまで学習してきたことをいろいろな直線運動に応用します．

12 これまで学習してきたことをいろいろな直線運動に応用します．

13 これまで学習してきたことをいろいろな直線運動に応用します．

14 「力とその力がはたらいた時間の積」と「物体の質量と速度の積」について考察します．

15

16

17 仕事と運動エネルギー，位置エネルギーについて考察する．

18 摩擦などが無い条件での，運動エネルギーと位置エネルギーの関係について考察する．

19 力学的エネルギーについてのまとめを行う．

20

21 直線運動について速度や運動量など学習した．平面や空間運動でどのように表すか考察する．

22

23 中間試験

24 中間試験の解説 中間試験の答え合わせと解説をします．

25

26 太陽の周りを回る惑星は楕円運動しています．天体観測により，ケプラーが発見した法則と万有引力の法則について考察します．

27 バネ振り子の運動について考察します．

28 傘を立てかけるとき倒れないように気をつけます．倒れないとき，傘に働く力の関係がどのようになっているか考察する．

29 流体に働く力｛圧力，浮力｝

30

直径の測定{母平均の区間推定} 入学試験などの点数の真の平均値は知ることが出来ますが，プリントにある手書き円の直径の真の平均値は知ることが出来るで
しょうか．このことについて考察します．

直線運動1{平均の速度・加速度}

直線運動2{x-t，v-t，a-tグラフ｝

直線運動3{瞬間の速度・加速度} 電車やバス，速度や加速度は刻々と変化しています．平均の速度と瞬間の速度について考察します．平均を取る時間を限りなく短く
するとどうなるでしょう．

直線運動4{まとめ｝ 等加速度直線運動について，これまで考え分かったことを式にまとめます．物理では分かったことを，文（国語）だけでなく，式（数学）
としても表現しておきます．国語や数学も物理を学習して行く上で大切です．

運動の法則1{力，第一法則}
物体を動かすには，押したり引いたりの力が必要です．紐で引くなど物体にさわってはたらく力や，磁力で引き付けるなどさわらなく
てもはたらく力があります．また，軽いものは動かし易いが，重いものは動かし辛い．力の種類と動かし易さに難さについて考察しま
す．

運動の法則2{第二法則，第三法則｝ 力と加速度の関係（運動方程式），2つの物体の間にはたらく力の関係（作用反作用の法則）について考察します．

計算問題と穴埋め問題を出題します．教科書や問題集の問題を練習しておいて下さい．図書館やインターネットを使って学習内容
に関係することを調べておいて下さい．

運動の法則3{まとめ}

いろいろな直線運動1{方程式作成}

いろいろな直線運動2{自由落下}

いろいろな直線運動3{摩擦と斜面}

運動量1{力積と運動量}

運動量2｛運動量保存の法則｝ 作用反作用の法則から運動量保存の法則を導きます．文から式をつくり，式から文をつくり，文と式を使って，重要な法則を導きます．

力学的エネルギー1{仕事} 荷物を持ってじっとしていると疲れてくる．このとき，人間はエネルギーを消費しているが，荷物にエネルギーを与えてはいない．荷物
に対して仕事をしていない．物理での仕事について，説明する．

力学的エネルギー2{運動，位置}

力学的エネルギー3{保存法則}

力学的エネルギー4{まとめ}

平面・空間運動1{ベクトルとスカラー} 速度のように大きさと向きを持つ量と質量のように大きさだけの量について，その表記方法と足し算引き算の仕方について考察す
る．

平面・空間運動2{速度と運動量，力}

平面・空間運動3{運動方程式，仕事｝ 物体は力を加えた向きに加速する（X方向に力を加えて，y方向に加速しない）．平面運動での運動方程式と仕事について考察する
．

計算問題と穴埋め問題を出題します．教科書や問題集の問題を練習しておいて下さい．図書館やインターネットを使って学習内容
に関係することを調べておいて下さい．

いろいろな空間運動4{等速円運動} 物体が速さ一定で円運動するときも，進む向きは変わるので，速度は変化します．したがって，加速度運動です．また，ハンマー投げ
で選手がハンマーを回すとき，どちら向きに力を入れていますか．これらについて考察します．

いろいろな空間運動5{惑星の運動}

いろいろな空間運動6{単振動}

剛体に働く力{モーメント，つりあい}

「満員電車で，運動靴の人に足を踏まれるより，ハイヒールの人に踏まれた方が痛い．」ことと，「海に入ると体が浮く．」ことは全く関
係ないことようですが関係があります．圧力と浮力について考察します．

人の反応時間の測定{学生実験} 各人の反応速度を測定します．直接測定量と間接測定量の違いを理解し，実験の成功とは何かなど，様々，考察して下さい．（実験
題目を変更することもあります．）

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．（日本語として変なので，慣れるまでは気になる人もいると思いますが，神戸高専では，期末試
験だけを定期試験と呼びます．）
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科　目

担当教員 佐藤 洋俊 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 試験・実験レポート・小テストで評価する．

2 試験・実験レポート・小テストで評価する．

3 試験・小テストで評価する．

4 試験・小テストで評価する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，数学

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

化学 (Chemistry)

都市工学科・1年・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

専門的な研究において化学的視点は必須であり，日常生活では様々な物質に取り囲まれている．よって，化学物質に関する
情報を身につけ，特性を生かして研究に応用し，また危険性を認識して安全に配慮しなければならない．本科目では身近な物
質や専門的器具・薬品を使用し，実験題材を数多く利用して学習し，基本的な考え方を養いそれらを応用できるよう学生自ら
考える授業を展開していく．

【A2】試薬・溶液の特徴に注意し，器具を適正に使用して，安全に実験を行
うことができる．

【A2】実験から得られた結果について考察し，化学反応の量的関係を理解
できる．

【A2】化学の基本法則を理解し，化学反応式を元に計算をすることができる
．

【A2】化学物質と社会とのつながりを理解できる．

成績は，試験70%　レポート15%　小テスト15%　として評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．試
験以外は，班・個人で提出するレポートや小テストを合わせて30%で評価する．指示に従わず危険な行為を行ったり，実験操
作や計算，片づけを行わない者は減点する．100点満点で60点以上を合格とする．

「視覚でとらえるフォトサイエンス化学図録」（数研出版）
「ニューグローバル化学I＋II」（東京書籍）

「化学I・IIの新研究」卜部吉庸 著（三省堂）

履修上の
注意事項

50分時はHR教室，90分時は化学実験室において行う．化学実験室（一般科棟5階B棟）において行う場合，開始時刻に遅
れないこと．
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授業計画（化学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 混合物の分離 混合物は様々な操作によって純物質に分離することができる．

2 物質の構成と混合物の分離

3 化合物と単体 蒸留装置の正しい使い方，物理変化と化学変化の違い，元素について学ぶ．

4 原子の構造 原子は，原子核とそれをとりまくいくつかの電子で構成されている．原子の構造における規則性を学ぶ．

5 同位体，電子殻，電子配置 電子は電子殻に存在している．各元素の原子では，電子殻に存在する電子数は一定である．

6 溶液の電導性と電子配置の関係 イオンは電荷をもつ粒子であり，陽イオンと陰イオンに分類される．イオンの生成，元素の周期表について学ぶ．

7 化学結合 イオン結合，共有結合，金属結合などについて学ぶ．

8 中間試験（前期） 教科書，ノートの持ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．

9

10 物質量の応用，発生する気体量の予想 化学反応式の係数から，その反応における物質の量的関係を知ることができる．

11 化学反応式と実験への応用 化学反応式のつくり方を実験を通じて学ぶ．

12 化学反応式と量の関係 化学反応式から反応比を考え，必要な物質量を計算する方法を学ぶ．

13 物質の三態とその変化 物質の三態の違い，状態変化の呼び方，状態図について学ぶ．

14 気体の圧力と蒸気圧 気圧の定義，蒸気圧曲線について学ぶ．

15 ボイルの法則 気体の体積と圧力の関係について学ぶ．

16 シャルルの法則 気体の体積と温度の関係について学ぶ

17 ボイル・シャルルの法則，気体の状態方程式 ボイル・シャルルの法則から気体定数を導く方法を学ぶ．

18 気体の状態方程式実験 気体の状態方程式を応用し，実験を通じて分子量を計算する方法を学ぶ．

19 溶解，溶液，溶媒，溶質 溶解の仕組みについて学ぶ．

20 溶解度 ある温度において，一定量の溶媒に溶解しうる溶質の質量を溶解度という．

21 濃度

22 酸と塩基 酸や塩基は，水溶液中で水素イオンや水酸化物イオンを生じる．

23 中間試験（後期） 教科書，ノートの持ち込みは不可，計算機の持ち込みは事前に指示する．

24 酸・塩基と中和反応式 酸と塩基が反応して，互いにその性質を打ち消すことを中和といい，水分子と塩が生成する．

25 中和滴定

26

27 中和滴定曲線，塩の水溶液の液性について学ぶ．

28 酸化と還元 酸化還元反応は，酸素の授受だけではなく，水素や電子の授受でも説明される．実際の反応を通して，その考え方を学ぶ．

29 金属のイオン化傾向と酸化数 金属の単体には，水溶液中で電子を失って陽イオンになろうとする性質があり，これを金属のイオン化傾向という．

30 酸化・還元とイオン化傾向の応用 イオン化傾向を応用して，日常生活で応用されている化学の原理を学ぶ．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

物質には2種類以上の物質からなる混合物と1種類の物質からできている純物質がある．また，実験室の主な実験器具の使用方法
について説明する．

物質量(原子や分子の数え方) 物質量(mol)の考え方を学ぶ．

モル濃度は，溶液1リットル中に溶解している溶質の物質量で表した濃度である．

濃度既知の塩基（酸）を用いて，濃度未知の酸（塩基）の濃度を求める操作を中和滴定という．計算及び操作方法についても学び，
身の回りの実試料分析へ適用する．

pHと水素イオン濃度 水溶液の酸性，アルカリ性は，水素イオン指数によって表される．身の回りの溶液についてpHを調べ，水素イオン濃度との関係を学
ぶ．

中和反応とpH

備
考

S-36



科　目

担当教員 一瀬 昌嗣 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 中間・定期試験とレポートで評価する．

2 中間・定期試験とレポートで評価する．

3 中間・定期試験とレポートで評価する．

4 中間・定期試験とレポートで評価する．

5 中間・定期試験とレポートで評価する．

6 レポートで評価する．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 数学，化学，各学科専門科目

自分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

物理 (Physics)

都市工学科・2年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

第一学年で身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，熱力学，電磁気学，波動を理解し，自ら考え応用し，探求する力
を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機を提供する．授業は，ほ
ぼ教科書に従い，問題集から適宜問題を選び，演習も行う．

【A2】熱力学の知識・応用力を身につけ，力学との関連性を把握し，活用で
きるようにする．

【A2】静電界と直流回路の基本を理解し，活用できるようにする．

【A2】電流と磁界の関わりを理解し，活用できるようにする．

【A2】交流回路と電磁波について，身の回りの現象と絡めて理解する．

【A2】波動の基本的な性質を理解し，活用できるようにする．

【A2】実験結果を理論と比較しながら正当に評価できる．

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．（試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．）100点満点で60
点以上を合格とする．

「高専の物理[第5版]」和達三樹監修（森北出版）
「エクセル物理I+II　三訂版」（実教出版）

「理解しやすい物理I・II」近角聰信・三浦登著（文英堂）
「チャート式新物理I」「チャート式新物理II」都築嘉弘著（数研出版）
など，高等学校の物理Iおよび物理IIの参考書で，好みのものを参照するとよい．
（「物理I」のみのものもあるので，「物理II」までを含む参考書を選ぶこと）

履修上の
注意事項
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授業計画（物理）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 温度と熱

2 熱量 熱力学に特有な「熱量」「熱容量」「比熱」の概念を理解し，簡単な問題を解けるようにする．

3 比熱の測定 物体間での熱量の出入りから，比熱を求める問題を考える．

4 理想気体

5 気体の分子運動論

6 熱力学第一法則

7 熱力学変化とその応用

8 中間試験 熱力学の全範囲から出題する．

9 静電気

10 電界 電荷に静電気力を及ぼす空間としての電界を，重力との対比において理解する．

11 電気力線と電位

12 コンデンサー

13 直流

14 キルヒホッフの法則

15 ジュール熱

16 半導体

17 電流がつくる磁界

18 電流が磁界から受ける力

19 ローレンツ力

20 電磁誘導

21 交流

22 電気振動と電磁波

23 中間試験 電流と磁界の関わり，交流回路を中心に出題する．

24 学生実験 抵抗，コンデンサー，コイルを使って回路を作り，オシロスコープを用いてリサジュー波形を観察し，共振周波数を求める実験を行う．

25 正弦波

26 干渉と重ね合わせの原理

27 自由端・固定端反射

28 定常波 互いに逆向きで同じ波長の進行波から，定常波が生じることを理解する．

29 ホイヘンスの原理 波動の伝播の仕方が，ホイヘンスの原理に従っていることを理解し，イメージできるようにする．

30 波の干渉・回折・反射・屈折 波動に特有な現象として，干渉・回折・反射・屈折の現象を理解する．相対屈折率や臨界角の簡単な計算をできるようにする．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

絶対温度，熱，内部エネルギーなどの概念を理解する．熱量の単位[cal]と仕事の単位[J]の換算を元に，簡単な問題を解けるように
する．

理想気体について成り立つ，ボイルの法則，シャルルの法則，ボイル・シャルルの法則を確認し，理想気体の状態方程式を使えるよ
うにする．

力学の概念を駆使し，気体の分子運動論を理解する．理想気体の質量と温度から，気体分子一個あたりの2乗平均速度を求められ
るようにする．

内部エネルギーの概念と，熱力学でのエネルギー保存則である「熱力学第一法則」を理解し，等温・定積・定圧の条件の下での熱
力学過程を考察する．

等温・定積・定圧・断熱の条件の下での熱力学変化を考察し，簡単な問題を解けるようにする．また，その応用としてガソリン・エンジ
ンに用いられているオットー・サイクルを紹介する．

正と負の電荷同士が引き合い，正と正，負と負の電荷同士は反発するという，静電気の性質を理解し，具体的な現象として，静電誘
導，誘電分極を理解する．

電荷から出る電気力線が等電位面と直交することを理解する．また，球と平面についてガウスの法則の簡単な計算ができるように
する．

コンデンサーの仕組みを理解し，誘電体を間に挟んだ場合，直列に接続した場合，並列に接続した場合について，簡単な計算ができ
るようにする．

電池の負極から正極への電子の移動が電流の正体であることを，電流と電荷の速度の関係，オームの法則，抵抗率について理解
する．抵抗を直列に接続した場合，並列に接続した場合について，簡単な計算ができるようにする．

複雑な回路において，起電力の代数和が電圧降下に等しいことを理解し，キルヒホッフの法則を適用して，回路を流れる電流を求め
られるようにする．

抵抗において発生するジュール熱について理解する．ジュールの単位とキロワット時の単位との関係を理解し，電力と電力量の簡
単な計算が出来るようにする．

珪素の結晶に不純物を混ぜることにより，P型・N型半導体ができることを理解する．その組み合わせとしてのダイオードとトランジ
スタの働きについて理解する．

電荷の移動＝電流が，「右ねじの法則」によって磁界をつくることを理解し，直線電流・円形電流・ソレノイドについて，簡単な計算が
出来るようにする．

磁界Hと磁束密度B，磁束Φの関係を理解し，フレミングの左手の法則によって，磁界中の電流が受ける力の方向を求められるよう
にする．また，大きさまで計算できるようにする．

電流が受ける力から，電子1個あたりが受ける力であるローレンツ力が導かれることを理解する．また，それによって，磁界中を移動す
る荷電粒子が円運動をすることを理解する．

磁界中のコの字型の回路において，導体棒が移動することから，その回路に誘導起電力が生じることを理解する．また，それを拡張
し，コイルに対する磁束の変化が，そのまま誘導起電力の発生に結びつくことを理解する．また，直流における自己誘導・相互誘導の
現象を理解する．

直流に対して，交流の性質を理解し，実行値，誘導リアクタンス，容量リアクタンス，インピーダンスの概念を理解し，簡単な計算がで
きるようにする．

コイルとコンデンサーの組み合わせにより，電気振動が起きること，それが電磁波の送受信をするために必要な回路であることを理
解する．

周期，角振動数，振動数，波長などの基本的な概念と，波動の基本の形である正弦波の表式を理解し，自在に変形できるようにする
．

波動に特有な現象として，干渉を起こし，重ね合わせの原理により波の振幅が決定されることを理解する．また，具体的に波源から
の距離の差によって，強め合う部分・弱めあう部分がどこなのか，判断できるようにする．

固定端と自由端でそれぞれで反射するときに，位相がどうずれるかを理解する．また，定在波について理解する．これらをコンピュー
タ上とウェーブマシンの実演から，イメージが持てるようにする．

備
考
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科　目

担当教員 福本 晃造 講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 試験・レポート・小テストで評価する．

2 試験・レポート・小テストで評価する．

3 試験・レポート・小テストで評価する．

4 試験・レポート・発表で評価する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，数学

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

化学 (Chemistry)

都市工学科・2年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

我々は，日常的に化学物質を利用することで生活を豊かで便利なものにしている．しかし，化学物質は同時に，有害な影響を
及ぼす面も持ち合わせており，専門的な研究活動では，この点にも配慮しなければならない．本科目では，物質の基本となる
化学の知識・視点の習得に加え，日々更新される情報の収集・整理を行う能力の育成を行う．

【A2】試薬・器具を適正に取り扱い，安全に実験を行うことができる．

【A2】実験から得られた結果を整理し，考察を行うことができる．

【A2】化学の基本法則を学び，化学反応の量的関係を理解している．

【A2】化学物質の特性を理解し，社会での利用を認識している．

成績は，試験70%　レポート10%　小テスト10%　プレゼンテーション10%　として評価する．(レポートと小テスト，プレゼン
テーションを合わせて30%として評価するため，個々の比率はこの限りではない．)危険な行動は減点対象とする．100点満
点で60点以上を合格とする．

「視覚でとらえるフォトサイエンス化学図録」（数研出版）
「ニューク゛ローハ゛ル化学I+II」（東京書籍）

「化学I・IIの新研究」卜部吉庸 著（三省堂）
「はじめて学ぶ大学の無機化学」三吉克彦 著（化学同人）

履修上の
注意事項 化学実験室(一般科棟B棟5階)において行う．問題集等は適宜使用するので，毎回持参すること．
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授業計画（化学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 導入，反応熱，燃焼熱 化学反応には必ずエネルギーの出入りが伴い，熱化学方程式を用いて視覚化できることを学ぶ．

2 生成熱・中和熱・溶解熱 燃焼熱以外の反応熱についても，熱化学方程式で対応できることを学ぶ．

3 ヘスの法則 未知の反応熱を知るときは，ヘスの法則を利用する．その手法と理論的理解を行う．

4 結合エネルギー 結合は一種のエネルギーとみなすことができる．その考え方について学ぶ．

5 化学平衡の仕組み 化学反応は必ずしも一方通行のものではない．その仕組みについて学ぶ．

6 化学平衡に関する計算 化学平衡に関する計算とその結果の意味について学ぶ．

7 水素と希ガス 水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．

8 教科書，ノートの持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に指示する．

9 元素の特徴とその利用について調査・発表を行う．実施方法，評価法などのガイダンスを行うので，必ず出席すること．

10 予稿の提出を求めるので，しっかりと準備をしておくこと．

11 個々の発表方法に合わせて，資料作成を行う．

12 学生による調査発表と，その補足説明．

13 学生による調査発表と，その補足説明．

14 配位結合の化学 結合の一種に，配位結合がある．その仕組みと化合物について学ぶ．

15 炭素，ケイ素とその化合物 炭素・ケイ素の化学は，現代科学を牽引している分野である．ここでは，炭素・ケイ素の特徴と最新研究状況を解説する．

16 有機化合物とはなにか 炭素を含む化合物を有機化合物と呼ぶ．その分類について学ぶ．

17 有機化合物の命名法

18 分子モデルと異性体 分子の立体構造と異性体について学ぶ

19 化学式の決定 試料から化学式を導く手法について学ぶ．

20 アルコールの構造，性質を調べ，その相関性について学ぶ．

21 前講で学んだ知識を基に，反応性について学ぶ．

22 アルデヒドの性質 還元性をもつアルデヒドの構造や性質について学ぶ．

23 教科書，ノートの持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に指示する．

24 脂肪族化合物の主な反応として，付加反応，縮合反応などが挙げられる．その仕組みについて学ぶ．

25 脂肪族化合物の相関について学ぶ．

26 芳香族化合物の特徴と命名法 芳香族化合物の構造的，物性的特徴と命名法について学ぶ．

27 代表的な芳香族化合物の反応性について学ぶ．

28 芳香族化合物の相関について学ぶ．

29 生命化学

30 身の回りの化合物と人間との関わり これまで学んできた知識や調査した情報を用い，社会における化学物質の有益性と有害性について考える．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．各試験とも，電卓の持ち込みは可とする．

中間試験(前期)

中間試験回答，元素の特徴とその利用（1）

元素の特徴とその利用（2）

元素の特徴とその利用（3）

元素の特徴とその利用（4）

元素の特徴とその利用（5）

構造式の書き方とIUPACによる命名法を学ぶ．

アルコールの性質（1）

アルコールの性質（2）

中間試験(後期)

中間試験回答，脂肪族化合物の反応（1）

脂肪族化合物の反応（2）

芳香族化合物の反応（1）

芳香族化合物の反応（2）と分離操作

DNAに代表される生物の構成要素も，原子の鎖である．この仕組みについて学ぶ．

備
考
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科　目

担当教員 森 寿代 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．

2

3 生殖細胞の形成過程と受精のしくみについての理解度を試験により評価する．

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 資料プリントを随時配布する．

参考書

関連科目 特になし

特になし

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

生物 (Biology)

都市工学科・2年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

iPS細胞，遺伝子治療，生物多様性など，「生物学」に関連した話題が日常的に取り上げられるようになっている．本科目は，身
の回りの生命科学の諸問題に関心を持ち，理解するための基礎的な素養を習得することを目的とする．

【A2】細胞の構造と細胞小器官の機能を理解する．

【A2】細胞の増殖の方法と生物体の構造の多様性を理解する． 細胞の増殖の方法と生物体の構造の多様性についての理解度を試験により
評価する．

【A2】生殖細胞の形成過程と受精のしくみを理解する．

【A2】さまざまな遺伝のしかたと遺伝子と染色体との関わりについて理解す
る．

さまざまな遺伝のしかたと遺伝子と染色体との関わりについての理解度を試験
により評価する．

【A2】実験の目的を理解し，結果に対して授業内容を基に考察できる． 実験の目的を理解し，結果に対して授業内容を基に考察できているか，レポート
で評価する．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

シグマベスト　理解しやすい生物I・II　改訂版 ：　水野丈夫・浅島誠　共編　(文英堂)
改訂版　視覚でとらえるフォトサイエンス生物図録 ：　鈴木孝仁　監修　(数研出版)

履修上の
注意事項
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授業計画（生物）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 生命の単位：細胞

2 細胞を構成する細胞内小器官の構造と機能について学ぶ．

3 細胞を構成する細胞内小器官の構造と機能について学ぶ．

4 細胞膜の性質と働き

5 細胞の増殖と分化 動物細胞と植物細胞を比較しながら，新しい細胞をつくるための体細胞細胞分裂の過程を学ぶ．

6 単細胞生物と多細胞生物の違いを知る．

7

8 中間試験 中間試験をおこなう．

9 実験　：薄層クロマトグラフィーによる光合成色素の分離実験 光合成色素を植物組織から抽出し，それがどのような色素群で構成されているかを調べる．

10 生殖の方法 生物はその種を維持するために生殖という営みをおこなっている．生物によって異なる生殖の方法（無性生殖・有性生殖）を学ぶ．

11 減数分裂

12 生殖細胞の形成と受精

13 動物の生殖と発生 受精と発生の過程をウニおよびカエルを例に学ぶ．

14

15 酵素とその働き

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および後期定期試験を実施する．

生物の構成単位である細胞の発見と細胞説の確立について述べ，細胞の基本的なつくりについて学ぶ.

細胞の機能と構造（1）

細胞の機能と構造（2）

細胞膜は必要に応じて物質を透過させる働きをもっている．細胞膜の複雑な構造と，生命活動に必要な物質群を選択して取り込み
を調整するしくみを学ぶ．

単細胞生物と多細胞生物（1）

単細胞生物と多細胞生物（2） 単細胞生物と多細胞生物の違いを知る．多細胞生物では分化によって異なる働きをもつ組織が形成されることを，動物および植物
の組織や器官を通して学ぶ．

生殖細胞は，体細胞の染色体数が半分になる細胞分裂（減数分裂）により形成される．なぜ半分になる必要があるのか，その理由
と分裂過程を学ぶ．

精子と卵の形成と受精の過程，および動物間でみられる異なる卵割の過程について学ぶ.

遺伝子の本体DNAとタンパク質の合成 遺伝子の本体であるDNAの構造と複製について学ぶ．さらに，タンパク質の合成は，遺伝情報の転写と翻訳によっておこなわれる
しくみについて学ぶ．

生物体内でおこる多くの化学反応はすべて酵素の触媒作用のもとに進行している．生体内に存在する様々の酵素とそのはたらき
について学ぶ．

備
考
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科　目

担当教員 一瀬 昌嗣 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 中間・定期試験とレポートで評価する．

2 中間・定期試験とレポートで評価する．

3 中間・定期試験とレポートで評価する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

自分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

物理 (Physics)

都市工学科・3年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

第二学年までに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波初等的な原子物理を理解し，自ら考え応用し，
探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機を提供す
る．授業は，国立高専到達度試験への対策を視野に入れ，問題演習を交えて，テキストに従い行う．

【A2】波動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す
る

【A2】前期量子論と原子・原子核・素粒子物理の初等的な知識を，科学史
的な視点とともに理解する．

【A2】全国高専到達度試験の対策を兼ね，基礎的な問題を自ら考え，解く力
を身につける．

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．（試験成績は，中間
試験と定期試験の平均点とする．）100点満点で60点以上を合格とする．

「高専の物理[第5版]」和達三樹監修（森北出版）
「エクセル物理I+II　三訂版」（実教出版）

「理解しやすい物理I・II」近角聰信・三浦登著（文英堂）
「チャート式新物理I」「チャート式新物理II」都築嘉弘著（数研出版）
など，高等学校の物理Iおよび物理IIの参考書で，好みのものを参照するとよい．
（「物理I」のみのものもあるので，「物理II」までを含む参考書を選ぶこと）

応用物理，数学I，II，その他各学科の専門科目

履修上の
注意事項
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授業計画（物理）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 音の発生と伝播および音の三要素について解説する．

2 これまでに学んだ波性質から，うなりと共鳴について考える．

3 緊急車両がサイレンを鳴らして近づくときと遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．

4

5 シャボン玉に色が付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．

6

7 鏡，めがね，光ファイバー，レーザーなどの光学機器について解説する．

8 中間試験

9 中間試験の解説 中間試験の答え合わせと解説を行う．

10 電子の電荷と質量がどのように測られたか，トムソンの実験を通じて解説する．

11 光の粒子性と電子の波動性についてミリカンの油滴実験，アインシュタインによる光電効果の説明を通じて解説する．

12 原子の構造について，科学史的な視点をふまえて水素原子を例に解説する．

13 原子と原子核 原子核と放射線について解説する．

14 原子と原子核 核融合と核分裂，核エネルギーについて解説する．

15 素粒子 素粒子について，クォーク模型の概要を解説する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

音波1{音の発生，音の速さ，音の三要素}

音波2{うなり，共鳴}

音波3{ドップラー効果}

光波1{反射と屈折，回折と干渉} 光波の反射と屈折，2本のスリットによる光の回折と干渉を考える．

光波2{薄膜による光の干渉}

光波2{偏光，分散，散乱} 光は横波であるが，自然光は進行方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのよ
うなことが起きるだろうか．また，夕日は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．

光学機器{レンズ，レーザー}

1～7週の範囲で試験を行う．

電子と光1

電子と光2

原子と原子核1

備
考
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科　目

担当教員 今村 一博 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 辞書を適切に使えるかどうかを，演習で評価する．

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

電子辞書，または英和辞典を持参すること．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

英語 (English)

都市工学科・1年・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

中学で学習した内容を確実にした上で，さらに4技能のバランスにも配慮しながら，高専での英語教育の基本と第1学年とし
て必要な英語力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，予習（最初の授業で説明をする）と復習（授業内容の確認）
を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発言することが求められる．

【B3】英語の発音記号が正しく読める． 英語の発音記号が指示する単語が読み取れるかを，中間・定期試験及び演習
で評価する．

【B3】1年次レベルの語彙・表現を習得する． 1年次レベルの語彙・表現を習得できているかを，中間・定期試験及び演習で
評価する．

【B3】1年次レベルの文法項目を習得する． 1年次レベルの文法項目を理解しているかを，中間・定期試験及び演習で評価
する．

【B3】1年次レベルの英語長文を正しく解釈できる． 1年次レベルの英語長文を正しく解釈できるかを，中間・定期試験及び演習で
評価する．

【B3】辞書を適切に利用できる．

【D2】英文を通して，外国の人々の文化，生活様式，物の見方が理解できる． 外国の諸事情について知識が豊かになったかを，中間・定期試験及び演習で
評価する．

成績は，試験70%　レポート、演習30%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「PRO-VISION English Course I New Edition」：原口庄輔ほか7名著（桐原書店）

「ブレイクスルー総合英語　改訂二版」：吉波和彦ほか3名著（美誠社）
「ジーニアス英和辞典第4版」：小西友七・南出康世編集主幹（大修館書店）
「やさしい英語の発音」：原岡笙子著（語研）
「中学3年分の英語を3週間でマスターできる本」：長沢寿夫（明日香出版社）
「絵でわかる前置詞の使い方」：久保清子著（明日香出版社）

本科目は，2年次英語に関連する．

履修上の
注意事項
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授業計画（英語）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 Introduction

2 Imagine the World of Imagine(1)

3 Imagine the World of Imagine(2)

4 A Small Bean Goes a Long Way(1)

5 A Small Bean Goes a Long Way(2)

6

7

8 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

9 Yukina's Message: Until the Battery Runs Out(1)

10 Yukina's Message: Until the Battery Runs Out(2)

11 Yukina's Message: Until the Battery Runs Out(3)

12 Audrey and Anne(1)

13 Audrey and Anne(2)

14 Audrey and Anne(3)

15

16

17

18 A Mason-Dixon Memory(1)

19 A Mason-Dixon Memory(2)

20 A Mason-Dixon Memory(3)

21 Legendary Speech in Rio(1)

22 Legendary Speech in Rio(2)

23 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

24 Legendary Speech in Rio(3)

25 Fading Milky Way(1)

26 Fading Milky Way(2)

27 Fading Milky Way(3)

28 Living Together(1)

29 Living Together(2)

30 Living Together(3)

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

英語学習の心構え. 予習・復習の仕方， 辞書の引き方， 発音記号の学習．

一人の高校生が書いたJohn Lennonへの手紙を通して， 同年代の高校生が平和の達成ということに対してどのように考えてい
るかを知る. 動詞の型（文型）と形， 不定詞と動名詞の学習.

第2週と同じ．

見放された空き地に一人の少女が植えた豆が人々に変化をもたらしていく. It is+形容詞/名詞+that節， 現在完了形， 関係代名
詞who， which， thatの学習.

第4週と同じ．

Anime， the Japanese Way(1) 日本のアニメの歴史や特色を学び，今日世界に拡大する日本アニメの文化について考える. SVOO(that節)， 分詞の形容詞的用
法， 現在完了形の進行形と受け身の学習.

Anime， the Japanese Way(2) 第6週と同じ．

中間試験の解答と解説．宮越由貴奈さんの「命」の詩を通して， 命の尊さを知る. 過去完了形， SV(O)O(what節/if節/whether節
など)， 関係代名詞whatの学習.

第9週目と同じ．

第9週目と同じ．

銀幕の妖精と呼ばれた女優オードリー・ヘプバーン， そして「アンネの日記」を残したアンネ・フランク. 第二次世界大戦が同年齢の
二人の人生を変えていく. 過去完了進行形， S+V(be)+C(that節/because節)， SV(o)o(how/wh-+不定詞)の学習.

第12週目と同じ．

第12週目と同じ．

Kakapo， the Living Witness(1) ニュージーランドに生息する飛べない鳥カカポの生態を学び，生態系破壊の問題について知る．SVOC(V=知覚動詞，C=原形不定
詞/現在分詞)， 関係副詞(where， when， why)， 助動詞＋受け身の学習．

Kakapo， the Living Witness(2) 前期定期試験の解答と解説．第15週目と同じ．

Kakapo， the Living Witness(3) 第15週目と同じ．

遊園地の入園拒否という差別に遭い， 失意の底にあった黒人少年は友人たちの勇気と友情に力を与えられる．分詞構文， 
SVOC(V=使役動詞， C=原形不定詞)， 完了形を伴う不定詞， 不定詞の否定の学習.

第18週目と同じ．

第18週目と同じ．

12歳で仲間の子供たちとともに地球サミットに参加したセヴァン・スズキさんのスピーチを読む. 仮定法過去， It...+what
節/whether節など， 助動詞+have+過去分詞の学習.

第21週目と同じ．

中間試験の解答と解説．第21週目と同じ．

過剰な人工照明がもたらす環境問題の光害について学ぶ. S+seem to～/ It seems+that節， 最上級の意味を表す表現， It is～
that[who]...(強調構文)の学習.

第25週目と同じ．

第25週目と同じ．

医師の中村哲氏がパキスタン・アフガニスタンで20年に渡って続けている活動を読んで，国際理解・国際貢献について考える. 形
式目的語it， 仮定法過去完了， SVOC(過去分詞)の学習.

第28週目と同じ．

第28週目と同じ．

備
考
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科　目

担当教員 今里 典子 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

電子辞書または英和辞典を持参すること．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

英語 (English)

都市工学科・2年・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

1年で学習した内容を確実にしたうえで，さらに4技能のバランスにも配慮しながら，2年次として必要な英語力を総合的に身
につける．演習科目でもあるので，予習（テキストの下読みと語彙を辞書で確認）と復習（授業内容の確認）を必ず行い，また
授業に積極的に参加し，発言することが期待されている．

【B3】英語の発音記号が正しく読める． 英語の発音記号が正しく読み取れるかを，中間，定期試験および演習で評価す
る．

【B3】2年次レベルの語彙・表現を習得する． 2年次レベルの語彙・表現を習得できているかを，中間，定期試験および演習で
評価する．

【B3】2年次レベルの文法項目を習得する． 2年次レベルの文法項目を習得しているかを，中間，定期試験および演習で評
価する．

【B3】2年次レベルの英語長文を正しく解釈できる． 2年次レベルの英語長文を正しく解釈できるかを，中間，定期試験および演習で
評価する．

【D2】英文を通して，外国の人々の文化，生活様式，物の見方が理解できる． 外国の諸事情について知識が豊かになったかを，中間，定期試験および演習で
評価する．

成績は，試験70%　レポート、演習30%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「EXCEED English Series II」：森住衛ほか13名著（三省堂）

「総合英語Forest(フォレスト）6th edition」：石黒昭博監修（桐原書店）
「ジーニアス英和辞典第4版」：小西友七・南出康世編集主幹（大修館書店）
「やさしい英語の発音」:原岡笙子著（語研）
「中学3年分の英語を3週間でマスターできる本」：長沢寿夫（明日香出版社）
「絵でわかる前置詞の使い方」：久保清子著（明日香出版社）

本科目は，1年次英語及び，3年次英語，英語演習に関連する．

履修上の
注意事項
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授業計画（英語）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 Greetings from the Heart(1)

2 Greetings from the Heart(2)

3 Greetings from the Heart(3)

4 Greetings from the Heart(4)

5 New Rules for Themselves(1)

6 New Rules for Themselves(2)

7 New Rules for Themselves(3)

8 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

9 Messages from the Sea(1) 中間試験の解答と解説．海の生きものたちは，生きるためにどのような知恵を働かせているのか．現在分詞の分詞構文．

10 Messages from the Sea(2)

11 Messages from the Sea(3)

12 A Model of the Atomic Bomb Dome(1)

13 A Model of the Atomic Bomb Dome(2)

14 A Model of the Atomic Bomb Dome(3)

15 Kaneko Misuzu(1)

16 Kaneko Misuzu(2)

17 Kaneko Misuzu(3)

18 Wonders of Memory(1)

19 Wonders of Memory(2)

20 Wonders of Memory(3)

21 Nowhere Man(1)

22 Nowhere Man(2)

23 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

24 Nowhere Man(3)

25 Aboriginal Art in Australia(1)

26 Aboriginal Art in Australia(2)

27 Aboriginal Art in Australia(3)

28 Media Literacy(1)

29 Media Literacy(2)

30 Media Literacy(3)

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

いくつかの言語の「こんにちは」を例にして，あいさつ言葉に込められた心を考える．SV/SVC/SVO/SVOO/SVOC

第1週目と同じ．

第1週目と同じ．

第1週目と同じ．

身体の不自由な人たちの野球チームの例を見ながら，スポーツとは何かを考える．SVC(V=be動詞），C=that節等)

第5週目と同じ．

第5週目と同じ．

第9週目と同じ．

第9週目と同じ．

平和のために高校生として何ができるかを考える．SVC，SVOC(C=過去分詞）/過去分詞の分詞構文

第12週目と同じ．

第12週目と同じ．

金子みすずの詩は，私たちが忘れていたものを思い起こさせてくれる．前置詞＋関係代名詞/関係副詞/関係代名詞の非制限用法

前期定期試験の解答と解説．第15週目と同じ．

第15週目と同じ．

人間の記憶力と脳にある「海馬」という部分との関係を考える．現在完了進行形/過去完了進行形/未来進行形

第18週目と同じ．

第18週目と同じ．

ジョン・レノンの青春時代について考える．仮定法過去/I wish ～/as if ～

第21週目と同じ．

中間試験の解答と解説．第21週目と同じ．

オーストラリア先住民の独特な「アボリジナルアート」について考える．仮定法過去完了/強調構文

第25週目と同じ．

第25週目と同じ．

テレビを例にして，メディアの内容がどのように操作されているかを考える．It ～ whether節/形式目的語

第28週目と同じ．

第28週目と同じ．

備
考
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科　目

担当教員 柳生 成世 教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

電子辞書または英和辞典を持参すること．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

英語 (English)

都市工学科・3年・通年・必修・4単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

1，2年で学習した内容を確実にしたうえで，特に，Reading力の更なる充実を図る．その為に，文法力の更なる養成を図り，か
つさまざまなReading Skillを学習することで，英文を正確に読めるようにする．また，折をみて，投げ込み教材として，入試セン
ター試験問題や大学入試レベルの実力問題も学習し，実力養成を図る．教材の予習，復習が必要であり，また授業に積極的
に参加することが求められる．

【B3】3年次レベルの語彙を習得する． 3年次レベルの語彙を習得できているかを，中間・定期試験および演習で評価
する．

【B3】3年次レベルの文法項目を習得する． 3年次レベルの文法項目を理解しているかを，中間・定期試験および演習で評
価する．

【B3】さまざまなReading Skillを把握して，3年次レベルの英語長文を正し
く解釈できる．

さまざまなReading Skillを把握して，3年次レベルの英語長文を正しく解釈で
きるかを，中間・定期試験および演習で評価する．

【D2】英文を通して，外国の人々の文化，生活様式，物の見方が理解できる． 外国の諸事情について知識が豊かになったかを，中間・定期試験および演習で
評価する．

成績は，試験75%　演習・レポート25%　として評価する．

「NEW LEGEND ENGLISH READING」：鈴木 英一ほか8名著（開拓社）

「ブレイクスルー総合英語（改訂版）」：吉波 和彦ほか3名著（美誠社）

本科目は，2年次英語および3年次英語演習，4年次英語演習に関連する．

履修上の
注意事項
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授業計画（英語）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 Introduction & Lesson 1: (1)

2

3

4

5

6 Lesson 2: The Fun They Had (1)

7 Lesson 2: The Fun They Had (2)

8 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

9 Lesson 2: The Fun They Had (3)

10 Lesson 2: The Fun They Had (4)

11 Lesson 4: Animal Rights―A Double–edged Sword (1)

12 Lesson 4: Animal Rights―A Double–edged Sword (2)

13 Lesson 4: Animal Rights―A Double–edged Sword (3)

14 Lesson 4: Animal Rights―A Double–edged Sword (4)

15 Lesson 4: Animal Rights―A Double–edged Sword (5)

16 Lesson 5: Public Attitudes toward Science (1)

17 Lesson 5: Public Attitudes toward Science (2)

18 Lesson 5: Public Attitudes toward Science (3)

19 Lesson 5: Public Attitudes toward Science (4)

20 Lesson 6: Brave Kate Shelley (1)

21 Lesson 6: Brave Kate Shelley (2)

22 Lesson 6: Brave Kate Shelley (3)

23 中間試験 これまでの学習内容の理解を問う．

24 Lesson 6: Brave Kate Shelley (4)

25 Lesson 6: Brave Kate Shelley (5)

26 Lesson 11: How Europe Got Its Shape (1)

27 Lesson 11: How Europe Got Its Shape (2)

28 Lesson 11: How Europe Got Its Shape (3)

29 Lesson 11: How Europe Got Its Shape (4)

30 Lesson 11: How Europe Got Its Shape (5)

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

題材：2年時までに学習した内容の復習・確認，授業ガイダンス，Lesson 1の導入

Lesson 1: “Domo， Domo” Paradise (2) 題材：ものの見方，日本文化，随筆　言語材料：every time ・・・，make ～ do，must have doneなど

Lesson 1: “Domo， Domo” Paradise (3) 第2週目と同じ．

Lesson 1: “Domo， Domo” Paradise (4) 第2週目と同じ．

Lesson 1: “Domo， Domo” Paradise (5) 第2週目と同じ．

題材：ものの見方，科学，小説　言語材料：a time when ・・・，the way ・・・，have been doingなど

第6週目と同じ．

中間試験の解答と解説，Lesson 2の続き：第6週目と同じ．

第6週目と同じ．

題材：社会，文化，対話文　言語材料：be said to be，～， which ・・・，倒置など

第11週目と同じ．

第11週目と同じ．

第11週目と同じ．

第11週目と同じ．

前期定期試験の解答と解説，Lesson 5: 第17週目と同じ．

題材：ものの見方，科学，説明文　言語材料：whether ・・・， or not，as long as ・・・など

第17週目と同じ．

第17週目と同じ．

題材：ものの考え方，社会，物語　言語材料：過去分詞の分詞構文，否定の倒置，be sure to doなど

第20週目と同じ．

第20週目と同じ．

中間試験の解答と解説，Lesson 6の続き：第20週目と同じ．

第20週目と同じ．

題材：地理，歴史，説明文　言語材料：by the time ・・・，付帯状況を表すwithなど

第26週目と同じ．

第26週目と同じ．

第26週目と同じ．

第26週目と同じ．

備
考
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科　目

担当教員 上垣 宗明 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目

英和・和英辞典を持参すること．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

英語演習 (The Practice of English)

都市工学科・3年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

「発信型英語コミュニケーション能力を持つ，国際的な技術者」に必要な基礎的能力を養うため，文化について実際に表現さ
れている英語を素材に，リーディング・リスニング能力，情報収集力を高め，文化についての知識を身につける．また，TOEICで
はどのような力がどのような方法で試されるのかを紹介し，実際に演習形式で学習する．

【B3】文化的内容について英語で書かれたものを理解できる． 文化的内容について英語で書かれたものを理解できるか，中間試験・定期試
験，およびレポートで評価する．

【B3】英語による映像教材を視聴して，その内容が理解できる． 英語による映像教材を視聴して，その内容が理解できるかどうか，演習で評価
する．

【B3】TOEIC試験対策の基礎を演習し，身につける． TOEIC対策の基礎が身についているかどうかを，中間試験・定期試験，演習で
評価する．

【D2】文化に関する映像教材を視聴して，日本の文化についての知識を深
める．

さまざまな視点から文化について基本的な知識を理解しているか，中間試験・
定期試験，およびレポートで評価する．

成績は，試験85%　レポート5%　演習10%　として評価する．到達目標1，3，4を中間試験・定期試験で，到達目標1，4をレ
ポートで，到達目標2，3を演習で評価する．なお試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点で60点以上
を合格とする．

「日本 －その姿と心－」：（株）日鉄ヒューマンデベロプメント （学生社）
「TOEIC600点突破パーフェクト英単熟語」：小池直己（南雲堂）

本科目は，2年次英語，3年次英語，及び4年次英語演習に関連する．

履修上の
注意事項
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授業計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 イントロダクション 授業内容について説明したうえで，力試しの英語読解などを行う．

2 英語の発音の基礎 英語の発音記号を理解し，正しく発音できるようになる．特に，日本語にない音，まぎらわしい音を正しく発音できる．

3

4

5

6 文化について書かれた英文の内容を把握し，文法・重要表現・語彙を学習する．

7 文化について書かれた英文の内容を把握し，文法・重要表現・語彙を学習する．

8 中間試験 これまでの学習内容の理解度を問う．

9 映像教材を視聴して，英語の口語的表現を聞き取る．

10 映像教材を視聴して，英語の口語的表現を聞き取る．

11

12

13

14 文化について書かれた英文の内容を把握し，文法・重要表現・語彙を学習する．

15 文化について書かれた英文の内容を把握し，文法・重要表現・語彙を学習する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および後期定期試験を実施する．

TOEIC対策（1） TOEICの説明をした上で，学習のポイントを学び，演習問題を行う.

TOEIC対策（2） TOEICの対策として演習課題を行う.

TOEIC対策（3） TOEICの対策として演習課題を行う.

文化について（1）

文化について（2）

映像教材（1）

映像教材（2）

TOEIC対策（4） TOEICの対策として演習課題を行う.

TOEIC対策（5） TOEICの対策として演習課題を行う.

TOEIC対策（6） TOEICの対策として演習課題を行う.

文化について（3）

文化について（4）

備
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(90%), B4(10%) (d)2-b,(f)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2 授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．

3 授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．

4 授業中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を評価する．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

英和・和英辞書（電子辞書含む）を準備すること．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

英語演習 (The Practice of English)

(前期)上垣 宗明 准教授 (後期)アーロン・マーティン 非常勤講師

都市工学科・4年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

前期：（1）TOEICではどのような力がどのような方法で試されるのかを紹介し，TOEICの練習問題を演習形式で学習する． 
後期：（1）総合的な英語力向上を目指すが，特にコミュニケーションのための技能を伸ばし，重要な語彙や文法項目を学習
する．

【B4】TOEIC試験対策の基礎を演習し身につける． TOEIC対策の基礎が身についているかどうかを，中間試験・定期試験，演習で
評価する．

【B3】英語による基本的なコミュニケーションができる．

【B3】正しい英語の発音ができる．

【B3】さまざまなコミュニケーション場面の，英語話者の発音を聞き取ること
ができる．

【B3】コミュニケーションに必要な英語の語彙，文法を理解できる． 授業中に取り扱った重要語彙，文法項目について，中間試験・定期試験で評価
する．

成績は，試験75%　演習25%　として評価する．前期は，到達目標1を中間・定期試験40%，演習10%で評価する．後期は，
到達目標2～4を演習15%，5を中間・定期試験35%で評価する．なお試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とす
る．100点満点で60点以上を合格とする．

Aim High for the TOEIC Test：塩見佳代子，Richard Silver，滝田　尚広，成美堂
Interchange Student's Book 1: Jack C. Richards， Jonathan Hull (Cambridge University Press)

「理工系大学生のための英語ハンドブック」：東京工業大学外国語研究教育センター編（三省堂）
「TOEIC600点突破パーフェクト英単熟語」：小池直己（南雲堂）

本科目は，3年次英語，3年次英語演習，及び5年次英語演習に関連する．

履修上の
注意事項
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授業計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 イントロダクション 講義内容の説明

2

3

4

5

6

7

8 中間試験 これまで学習した内容について，理解度を問う．

9 中間試験解説 中間試験の解説を行う．

10

11

12

13

14

15

16 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency

17 Unit 1 - Please call me Beth.

18 Unit 2 - How do you spend your day? Describing work and school; asking for and giving opinions; describing daily schedules

19 Unit 4 - Do you like rap? Talking about likes and dislikes; giving opinions; making invitations and excuses

20 Unit 5 - Tell me about your family. Talking about families; exchanging information about the present; describing family life

21 Unit 6 - How often do you exercise?

22 Unit 7 - We had a great time!

23 Midterm Test Review and Assessment

24 Unit 8 - What's your neighborhood like? Asking about and describing neighborhoods and locations of places; asking about quantities

25 Unit 9 - What does she look like? Asking about and describing people's appearance; identifying people

26 Unit 10 - Have you ever ridden a camel? Describing past experiences; exchanging information about past experiences and events

27 Unit 11 - It's a very exciting place! Asking about and describing cities; asking for and giving suggestions; talking about travel and tourism

28 Unit 15 - I'm going to a soccer match.

29 Unit 16 - A change for the better! (Textbook) Exchanging personal information; describing changes; talking about plans for the future

30 Final Test Review

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

TOEIC　1 Unit 1　SHOPPING  名詞（加算・不可算名詞）

TOEIC　2 Unit 2　RESTAURANT 　名詞と冠詞

TOEIC　3 Unit 3　ENTERTAINMENT  接続詞・副詞

TOEIC　4 Unit 4　JOB HUNTING  前置詞（句）

TOEIC　5 Unit 5 HOTEL STAY  形容詞（比較・最上級）

TOEIC　6 Unit 6 BUSINESS  動詞の時制

TOEIC　7 Unit 7  SPORTS  動名詞・分詞

TOEIC　8 Unit 8 EDUCATION  to-不定詞

TOEIC　9 Unit 9 SERVICE  助動詞

TOEIC　10 Unit 10 HOUSING  関係代名詞

TOEIC　11 Unit 11 ENVIRONMENT  関係副詞

TOEIC　12 Unit 12 VACATION  仮定法

Introducing yourself; introducing others; checking information， exchanging personal information

Asking about and describing routines and exercise; talking about frequency; discussing sports and athletes， 
talking about abilities

Talking about past events， giving opinions about past experiences; talking about vacations

Talking about plans; making invitations; accepting and refusing invitations; giving reasons; taking and leaving 
messages

備
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(70%), B4(30%) (d)2-b,(f)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 科学技術英語の読解力は，演習と中間試験および定期試験で評価する．

4 科学技術英語の語彙力は，演習と中間試験および定期試験で評価する．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

英和・和英辞典を持参すること．また，指示された課題や，予習・復習を確実に行うこと．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

英語演習 (The Practice of English)

(前期)前田 誠一郎 教授，アーロン・マーティン 非常勤講師 (後期)今村 一博 准教授

都市工学科・5年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

前期は，クラスを2つに分け，少人数教育を実施する．授業計画の2回～8回と9回～15回がセットになっており，学生は入れ替
わることになる．前期授業の半分は，英語で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基本を
学習する．前期授業の半分と後期の授業では，科学技術英語やTOEICテストを演習形式で学習する．また，プレゼンテーシ
ョン・コンテストに向けた演習も実施する．

【B3】英語の論理展開を理解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用でき
る．

英語の論理展開を理解し，プレゼンテーション用原稿作成に利用できているか
どうか，原稿チェック時に評価する．

【B3】プレゼンテーションのための態度や提示の基本的な方法を理解し実
践できる．

プレゼンテーションのための態度や提示の基本的方法を実践できているかどう
か，発表会で評価する．

【B4】科学技術に関する英文を読み，正確に英文を読み取ることができる．

【B4】科学技術に関する語彙を増加させる．

【B3】TOEICテストの演習を数多くこなすことにより，TOEICのスコアを向
上させることができる． TOEICテストに関しては，演習と中間試験および定期試験で評価する．

前期:到達目標1と2の原稿提出と発表会で15%，到達目標3～5の中間試験・定期試験35%で評価する．後期:到達目標3
～5の中間試験・定期試験で35%，演習で5%，到達目標1と2の10%で評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「General Science」：小林　忠夫　他著（南雲堂）
「 BEST SHOT FOR THE TOEIC TEST」：上條　武 他著（金星堂）

「理科系のための入門英語プレゼンテーション」：廣岡美彦著（朝倉書店）
「はじめての英語プレゼンテーション」：飯泉恵美子，T. J. Oba著（ジャパンタイムズ）
「理工系大学生のための英語ハンドブック」：東京工業大学外国語研究教育センター編（三省堂）

本科目は，4年次英語演習及び専攻科英語講読，時事英語に関連する．

履修上の
注意事項
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授業計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 イントロダクション 教員紹介，少人数授業のためのグループ分け，授業の進め方・内容についてのガイダンスを行う．

2

3

4

5

6 書き言葉と話し言葉の差に注意を喚起し，準備している原稿の英文を，洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．

7

8

9

10

11

12

13

14

15 これまでに学習してきた内容の復習と補充を行う．

16 前期試験の解答と解説．プレゼンテーション・コンテストの説明．

17 プレゼンテーションの原稿作成．

18 プレゼンテーションの発表会を実施する．

19 プレゼンテーションの発表会を実施し，校内のコンテストに出場する代表を決定する．

20

21

22

23 中間試験 これまで学習した内容について，理解度を問う．

24

25

26

27

28

29

30

プレゼンテーション分析(1) この回から15回目までは2グループに分かれて，グループごとの授業．プレゼンテーションの実践例に触れ，英文の構成，表現，図の
提示，発表態度などについて分析し理解する．

プレゼンテーション分析(2) 2回目と同じ．

原稿作成実践(1) 自分が発表したい題目を選び，プレゼンテーションのための原稿を作成する．その際，2～3回目で学習した内容を反映させるように
指導する．

原稿作成実践(2) 4回目と同じ．

原稿作成実践(3)

発表会(1) 授業を受ける20名の学生のうち半数の10名が，準備した原稿や図をもとにプレゼンテーションを行う．学生の相互評価も行う．

発表会(2) 7回目と同じ．

「General Science」[Lesson 1]と TOEIC演習(1) 「Shapes」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 2]と TOEIC演習(2) 「Properties I」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 3]と TOEIC演習(3) 「Location」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 4]と TOEIC演習(4) 「Properties II」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 5]と TOEIC演習(5) 「Structure I」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 6]と TOEIC演習(6) 「Structure II」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

科学技術英語の復習とTOEICの復習

前期試験の解答とプレゼンテーションの準備(1)

プレゼンテーションの準備(2)

プレゼンテーションの発表会(1)

プレゼンテーションの発表会(2)

「General Science」[Lesson 7]と TOEIC演習(7) 「Measurement I」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 8]と TOEIC演習(8) 「Process I」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 9]と TOEIC演習(9) 「Process II」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

中間試験の解答.「General Science」[Lesson 10]と TOEIC演習
(10) 中間試験の解答と解説.「Process III」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 11]と TOEIC演習(11) 「Process IV」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 12]と TOEIC演習(12) 「Quantity」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 13]と TOEIC演習(13) 「Cause and Effect I」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 14]と TOEIC演習(14) 「Cause and Effect II」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 15]と TOEIC演習(15) 「Proportion I」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

「General Science」[Lesson 16]と TOEIC演習(16) 「Proportion II」の読解演習とTOEICテストのListening・Reading演習を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．前期の中間試験と定期試験については，2つのグループに分けて授業を行うため，グループご
とに実施する．
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科　目

担当教員 本田 敏雄 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%) (a)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 年度末にレポートで評価する．

2 年度末にレポートで評価する．

3

4

5 年度末にレポートで評価する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

ドイツ語 (German)

都市工学科・4年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

テキスト『新版アクティブ・ドイツ語』を利用し，日常生活で必要な表現を学ぶことを通してドイツ語文法の初歩的知識を身に
つける.また補助教材として『新よくわかるドイツ語』を併用することにより，文法事項の確認をする.全員が初めて第二外国語
としてドイツ語を学ぶのであるから，アルファベートから始め，ゆっくりと時間をかけて進むことにする

【D2】ヨーロッパ諸言語の成立についての基礎知識を持つ．

【D2】言語を文化として理解する．

【D2】ドイツ語文法に関する基礎知識を持つ． 中間試験に代わる口頭試問(＋暗唱)と定期試験で評価する．

【D2】簡単な挨拶がドイツ語でできるようになる． 基礎レベルの日常会話を聞き取り，淀みなく話せるかどうかを，口頭試問と暗唱
により評価する．

【D2】ドイツ語の学習を通して日本語，英語を相対化して見ることができるよ
うになる．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験(口頭試問＋暗唱）と定期試験の平均点と
する．100点満点で60点以上を合格とする．

「新版アクティヴ・ドイツ語」清水薫（同学社）
「新わかるドイツ語基礎編」常木実（三省堂）

「日本語の21世紀のために」丸谷才一 山崎正和（文春新書）
「ことばと文化」 鈴木孝夫 （岩波新書）
「日本人はなぜ英語ができないか」    鈴木孝夫 （岩波新書）
「日本・日本語・日本人」 大野晋他 （新潮選書）

履修上の
注意事項
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授業計画（ドイツ語）

テーマ 内容（目標・準備など）

1

2

3 挨拶 表現練習，基数詞 導入として，簡単な挨拶表現を覚え，使ってみる数詞の紹介，以降随時取り上げ，覚える

4 名前，住所，出身地 まず文章に触れて，抵抗なくしゃべれるようにする名前，出身地を自分のものに置き換えて伝える動詞の一人称，二人称形

5 規則変化動詞の変化を覚える

6 年齢，趣味，職業，家族 自己紹介からの発展として，自分以外の家族の紹介を練習する動詞の三人称形を利用する

7

8

9 ここまでの文法事項の整理大切な不規則動詞の変化を覚える

10

11 聞き取り練習 ここまでのまとめの聞き取り練習をする

12 持ち物，所有の表現

13 好みの表現 誰が，どこで，何をという疑問詞を学ぶ名詞の性に馴染む

14 不規則動詞，定冠詞類 定冠詞類の導入

15 不定冠詞類 不定冠詞類の一覧の導入

16 名詞の複数形，人称代名詞 名詞複数形の総まとめ人称代名詞の導入

17 前置詞句の入った多様な表現の紹介前置詞の格支配の導入

18 前置詞の格支配の学習と前置詞句の入った多様な表現の練習

19  外出の表現 どこで，どこへを伴う表現と応答

20 前置詞 前置詞の総まとめをする

21 話法の助動詞の導入

22

23

24 色，月日 付加語的に使われる形容詞の導入年月日の表現と記法

25 形容詞の弱変化

26 形容詞の混合変化，強変化

27 比較表現，比較変化 形容詞の比較表現および変化を学ぶ

28 非人称代名詞・不定代名詞 多様な非人称表現の紹介

29 ここまでの総まとめ（ドイツ語の基礎の導入部をやったにすぎない）ドイツ語の特徴のまとめ

30 ここまでの学習を踏まえ外国語学習の意義を確認しておきたい

アルファベートと発音（1） 語学学習について 短母音，複母音，重母音の発音外国語学習の意義（1）

アルファベートと発音（2） 子音の発音 英語と違い，原則として綴り通りに発音することへの注意をを徹底する外国語学習の意義（2）日本語ですら，相対化し
て見ることができるように

規則動詞の現在人称変化（1）

Muendliche  Pruefung（1） 会話の形での試験をする．ここまでの文法事項の整理ができており，基本的な挨拶文を話す事ができるかどうか一人一人口頭試
問の形で試験する

Muendliche  Pruefung（2） 会話の形での試験をする．ここまでの文法事項の整理ができており，基本的な挨拶文を話す事ができるかどうか一人一人口頭試
問の形で試験する

sein，haben，werdenの現在人称変化

買い物（1） 名詞の性と格（1格／4格）不定冠詞，定冠詞の変化一覧表を練習する

名詞の性と格（2格／3格）3格支配の動詞

プレゼントの表現（1）

プレゼントの表現（2）

 希望，可能，許可，意志の表現（1）

Muendliche Pruefung（口頭試問） 第1週から第21回までの内容で口頭試問の形で一人一人試験する．

Muendliche Pruefung（口頭試問） 第1週から第21回までの内容で口頭試問の形で一人一人試験する．

形容詞の格変化（1）

形容詞の格変化（2）

復習，総括（1）

復習，総括（2）

備
考
前期定期試験および後期定期試験を実施する．中間試験に代えて，口頭試問の形で，授業時間内と放課後に一人一人に実施する．達成度の低い者
には，暗唱を課する．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 卓球の基本ストロークなどの習得を目指し評価は行わない．

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

(前期)中川 一穂 教授 (後期)小森田 敏 教授

都市工学科・1年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，
健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康，スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的としている．（前期種目：
剣道，水泳）（後期種目：テニス，バドミントン，卓球）

【C3】剣道の基本理念を学び，基本動作を習得し，打突・引き技・応じ技・得
意技を身につけ，対人技能の基本を身につけ，試合のできる技能・態度を身
につける．

剣道の基本理念を学び，基本動作を習得し，打突・引き技・応じ技・得意技を身
につけ，対人技能の基本を評価する．剣道の応用技能を身につけ相互試合によ
り試合技能・態度を評価する．

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中で
の自己防衛技術として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などを理解し，
習得しているか評価する．

【C3】テニスの特性を理解し，基本動作であるラケット操作や，ストロークや
サーブなどの基本技能を修得する．また，ルールや審判法，スコアのつけ方
等を学び，簡易ゲームができるようにする．

テニスの特性の理解・ルール・審判法・ボールコントロール・ゲームの進め方な
どを理解し，習得しているか評価する．

【C3】バドミントンの特性を理解し，基本動作であるラケット操作や，ストロー
クやサーブなどの基本技能を修得する．また，ルールや審判法，スコアのつけ
方等を学び，簡易ゲームができるようにする．

バドミントンの特性の理解・ルール・審判法・ボールコントロール・ゲームの進め
方などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】卓球の基本ストローク，球の回転の理解と習得．シングルス，ダブルス
の試合の理解と実践．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施する事により，各自の体力を評価し，その結果を分
析して，不足している能力の向上を図る． 新体力テストの得点を評価する.

前期は到達目標毎1の剣道を40%，2の水泳を20%，6を40%の割合で評価する．後期は，到達目標毎3のテニスを25%，4の
バドミントンを25%，5の卓球は評価無し，7の新体力テストを10%，6を40%の割合で評価する．100点満点で60点以上を合
格とする．

MY SPORTS：大修館書店
改定増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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授業計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス 前期授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習

2 剣道の基本理念・基本姿勢・構えなどを学ぶ．

3 基本技能，足裁き・基本打突などを行う．

4 基本技能，踏み込み足動作での連続面打ち・左右面打ちなどを行う．

5 基本技能，垂，小手，胴を着けて面，胴，小手を打突する．

6 基本技能，垂，小手，胴を着けて打ち込み稽古を行う．

7 応用技能，剣道具を着けて仕掛け技の稽古を行う．

8 応用技能，剣道具を着けて応じ技の稽古を行う．

9 互角稽古，試合練習を行う．

10 基本・応用動作の試験を行う．

11 剣道抜き勝負による試合の評価を行う．

12

13

14

15 学習内容をスキルテストで評価する．

16 ガイダンス 後期授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習

17

18

19 新体力テスト

20

21 対人ラリーを通して，前回の学習内容を定着させる．また，シングルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

22 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

23 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

24 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

25 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

26 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

27 自由練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

28 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

29 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

30 卓球の基本ストローク，球の回転の理解をする．シングルス・ダブルスのゲームを理解する．

剣道1

剣道2

剣道3

剣道4

剣道5

剣道6　

剣道7

剣道8

剣道9

剣道10

水泳1 水の特性を理解し，浮き方・沈み方・抵抗などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学
び，基本泳法にチャレンジし，個人の能力に応じて，泳力を高める．

水泳2 水の特性を理解し，浮き方・沈み方・抵抗などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学
び，基本泳法にチャレンジし，個人の能力に応じて，泳力を高める．

水泳3 水に関する事故とその原因を知り，自己防衛方法を着衣水泳や浮き身を通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなく，
競い合う楽しみを味わう．

水泳4

テニス1 安全に留意し，正しい用具（ボール・ラケット・ネットの張り方）の使い方を覚える．壁打ちや対人ボレーを通して，様々なラケットコント
ロールの方法を学ぶ．また，ラリーが続くような簡易ゲームを学ぶ．

バドミントン1 安全に留意し，正しい用具（シャトル・支柱の運び方・ネットの張り方・ラケット）の使い方を覚える．対人パスを通して，様々なパス技
能（オーバーハンド・アンダーハンド）の方法を学ぶ．また，ラリーが続くような簡易ゲームを学ぶ．

反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・50m走を測定する．身長・体重・座高・体
脂肪・握力を測定する．

テニス2 対人パスを通して，前回の学習内容を定着させる．また，ストローク練習やサーブ練習を通して，ラリーか続くようにする．また，簡易ゲ
ームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．

バドミントン2

テニス3

バドミントン3

テニス4

バドミントン4

テニス5

バドミントン5

テニス6

バドミントン6

卓球1

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，改定増補版「保健体育概論」の内容を学習する．(2)スキルテスト
については，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 卓球の基本ストロークなどの習得を目指し評価は行わない．

7

8 新体力テストの得点を評価する．

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

卓球は評価しない．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

(前期)春名 桂 准教授  (後期)寺田 雅裕 教授

都市工学科・2年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，
健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．種目選択制で行
う．【前期種目：ソフトボール，バレーボール，水泳】【後期種目：サッカー，バドミントン，卓球】

【C3】ソフトボールの特性を理解し，打つ・守る・走る・投げる等の基本技能
を習得する．また，ルールや審判法，スコアのつけ方等を学び，簡易ゲームが
できるようにする．

ソフトボールの特性の理解・ルール・審判法・ボールスキル・ゲームの進め方な
どを理解し，習得しているか評価する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，レシーブ・パス・スパイク・サービス等の
基本技能を習得する．また，ルールや審判法，スコアのつけ方等を学び，簡易
ゲームができるようにする．

バレーボールの特性の理解・ルール・審判法・ボールスキル・ゲームの進め方
などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中で
の自己防衛技術として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などを理解し，
習得しているか評価する．

【C3】サッカーの特性を理解し，シュート・ドリブル・パス・トラップなどのボー
ルを扱った基本技能や，連係を活かした対人技能を修得する．また，ルール
や審判法，スコアのつけ方等を学び，簡易ゲームができるようにする．

サッカーの特性の理解・ルール・審判法・ボールコントロール・ゲームの進め方
などを理解し，習得しているか評価する．

【C3】バドミントンの特性を理解し，基本動作であるラケット操作や，ストロー
クやサーブなどの基本技能を修得する．また，ルールや審判法，スコアのつけ
方等を学び，簡易ゲームができるようにする．

バドミントンの特性の理解・ルール・審判法・ボールスキル・ゲームの進め方な
どを理解し，習得しているか評価する．

【C3】卓球の特性及び，基本ストロークや球の回転を理解し，習得する．また，
ルールや審判法，スコアのつけ方等を学び，シングルスやダブルスができる
ようにする．

【C3】毎時間ストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を修得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習熟を図る．

健康増進・傷害予防・技能習熟に関して，毎時間の習熟度を（関心・意欲・思考
・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その結果を
分析して，不足している能力の向上を図る．

前期は1のソフトボールを20%，2のバレーボールを20%，3の水泳を20%，7を40%の割合で評価する．後期は，4のサッカー
を25%，5のバドミントンを25%，8の新体力テストを10%，7を40%の割合で評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPORTS：大修館書店
改定増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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授業計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス 前期授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習

2

3

4

5

6 対人パスやスパイク練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，三段攻撃やルール，運営方法を学ぶ．

7

8

9

10 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

11 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

12

13

14

15 学習内容をスキルテストで評価する．

16 ガイダンス 後期授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習

17

18

19 新体力テスト

20 対人ラリーを通して，前回の学習内容を定着させる．また，シングルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

21 対人パスを通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．

22 対人ラリーを通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

23 対人パスを通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，対人技能及びルールや運営方法を学ぶ．

24 対人ラリーを通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

25

26 対人ラリーを通して，前回の学習内容を定着させる．また，ダブルスのリーグ戦を通して，ルールや運営方法を学ぶ．

27

28 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

29 正式ゲームを通して，ルールや運営方法を学ぶ．また，学習内容をスキルテストで評価する．

30 卓球の基本ストローク，球の回転の理解をする．シングルス・ダブルスのゲームを理解する．

バレーボール1 安全に留意し，正しい用具（バレーボール・支柱の運び方・ネットの張り方）の使い方を覚える．対人パスを通して，様々なパス技能（
オーバーハンド・アンダーハンド）の方法を学ぶ．また，ラリーが続くような簡易ゲームを学ぶ．

ソフトボール1 安全に留意し，正しい用具（バット・グローブ・ベース・ソフトボール・マスク）の使い方を覚える．キャッチボールを通して，様々なスロ
ーイング（ピッチングを含む）の方法を学ぶ．トスバッティングを通して，バットコントロール・ミート・捕球の方法を理解する．

バレーボール2 対人パスを通して，前回の学習内容を定着させる．また，スパイク練習やサーブ練習を通して，攻撃の方法を学ぶ．また，簡易ゲームを
通して，ルールや運営方法を学ぶ．

ソフトボール2 キャッチボール・トスバッティング・シートノックを通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，ルールや運営方
法を学ぶ．

バレーボール3

ソフトボール3 キャッチボール・トスバッティング・シートノックを通して，前回の学習内容を定着させる．また，簡易ゲームを通して，ルールや運営方
法を学ぶ．

バレーボール4 対人パスやスパイク練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，ローテーションを取り入れた正式ゲーム（6人制）を通して，
ルールや運営方法を学ぶ．

ソフトボール4 キャッチボール・トスバッティング・シートノックを通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式ゲームを通して，ルールや運営方
法を学ぶ．

バレーボール5

ソフトボール5

水泳1 水の特性を理解し，浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学び，基
本泳法にチャレンジし，個人の能力に応じて，泳力を高める．

水泳2 水の特性を理解し，浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学び，基
本泳法にチャレンジし，個人の能力に応じて，泳力を高める．

水泳3 水に関する事故とその原因を知り，自己防衛方法を着衣水泳や浮き身を通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなく，
競い合う楽しみを味わう．

水泳4

バドミントン1 安全に留意し，正しい用具（シャトル・支柱の運び方・ネットの張り方・ラケット）の使い方を覚える．対人パスを通して，様々なパス技
能（オーバーハンド・アンダーハンド）の方法を学ぶ．また，ラリーが続くような簡易ゲームを学ぶ．

サッカー1 安全に留意し，正しい用具（ボール・ゴールの持ち運び）の使い方を覚える．対人パスを通して，様々なパス技能（インサイド・アウトサ
イド・ヘディング）及びトラッピングの方法を学ぶ．

反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・50m走を測定する．身長・体重・座高・体
脂肪・握力を測定する．

バドミントン2

サッカー2

バドミントン3

サッカー3

バドミントン4

サッカー4 対人練習や集団練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式コートを使ってのリーグ戦を通して，より高度な連係プレー
やルール，運営方法を学ぶ．

バドミントン5

サッカ5 対人練習や集団練習を通して，前回の学習内容を定着させる．また，正式コートを使ってのリーグ戦を通して，より高度な連係プレー
やルール，運営方法を学ぶ．

バドミントン6

サッカー6

卓球1

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，改定増補版「保健体育概論」の内容を学習する．(2)スキルテスト
については，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 小森田 敏 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（前期/体育館種目） (Health and Physical Education)

都市工学科・3年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，
健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．種目選択制で行
う．（共通種目：水泳 　　　　選択種目：バレーボール，バドミントン，卓球）

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．水中での自
己防衛として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などが理解，
習得できているかどうかを評価する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また，基本
的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができるようにす
る．

バレーボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得できてい
るかどうかを評価する．

【C3】バドミントンのルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を
習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

バドミントンのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解，習
得できているかどうかを評価する．

【C3】卓球のルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を習得す
る．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームができるよう
にする．

卓球のルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解，習得でき
ているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

到達目標毎1＝20%，到達目標毎2～4＝40%，到達目標毎5＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6

7

8

9

10

11 スキルテスト

12

13

14

15 着衣泳による自己防衛技能の練習．救急法の理解．泳法テスト．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（前期/体育館種目））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10

水泳1 オリエンテーション．基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳2 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳3 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳4

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 春名 桂 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（前期/グラウンド種目） (Health and Physical Education)

都市工学科・3年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，
健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．（水泳及び軟式野
球/ソフトボール）

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．水中での自
己防衛として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などが理解，
習得できているかどうかを評価する．

【C3】軟式野球/ソフトボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．
また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

軟式野球/ソフトボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習
得できているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

到達目標毎1＝20%，到達目標毎2＝40%，到達目標毎3＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6

7

8

9

10

11 スキルテスト

12

13

14

15 着衣泳による自己防衛技能の練習．救急法の理解．泳法テスト

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（前期/グラウンド種目））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10

水泳1 オリエンテーション．基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳2 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳3 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳4

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 中川 一穂 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（前期/テニス） (Health and Physical Education)

都市工学科・3年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，
健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．（水泳及びテニス
/ソフトテニス）

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．水中での自
己防衛として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などが理解，
習得できているかどうかを評価する．

【C3】テニス/ソフトテニスのルールや審判法を学び，基本動作であるラケッ
ト操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲー
ムができるようにする．

テニス/ソフトテニスのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを
理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

到達目標毎1＝20%，到達目標毎2＝40%，到達目標毎3＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 全体オリエンテーション（体力増進・傷害予防に関する知識学習），種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6

7

8

9

10

11 スキルテスト

12

13

14

15 着衣泳による自己防衛技能の練習．救急法の理解．泳力テスト．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（前期/テニス））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10

水泳1 オリエンテーション．基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳2 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳3 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳4

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 小森田 敏 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 新体力テストの得点を，評価する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（後期/体育館種目） (Health and Physical Education)

都市工学科・3年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，
健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．種目選択制で行
う．（選択種目：バスケットボール，バドミントン，卓球）

【C3】バスケットボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また，
基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができるよう
にする．

バスケットボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得でき
ているかどうかを評価する．

【C3】バドミントンのルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を
習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

バドミントンのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解，習
得できているかどうかを評価する．

【C3】卓球のルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を習得す
る．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームができるよう
にする．

卓球のルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解，習得でき
ているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その結果を
分析して不足している能力の向上を図る．

到達目標毎1～3＝50%，到達目標毎4＝40%，到達目標毎5＝10%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

7

8

9

10

11

12

13

14 スキルテスト

15 新体力テスト

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（後期/体育館種目））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技13

反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重・座高・体脂肪・握力
を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 春名 桂 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 新体力テストの得点を，評価する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（後期/グラウンド種目） (Health and Physical Education)

都市工学科・3年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，健全な
社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．（種目：サッカー）

【C3】サッカーの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また，基本的な
個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができるようにする．

サッカーのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得できているか
どうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その結果を
分析して不足している能力の向上を図る．

到達目標毎1＝50%，到達目標毎2＝40%，到達目標毎3＝10%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

7

8

9

10

11

12

13

14 スキルテスト

15 新体力テスト

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（後期/グラウンド種目））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技13

反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重・座高・体脂肪・握力
を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 中川 一穂 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 新体力テストの得点を，評価する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（後期/テニス） (Health and Physical Education)

都市工学科・3年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，健全な
社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．（種目：テニス/ソフトテニ
ス）

【C3】テニス/ソフトテニスのルールや審判法を学び，基本動作であるラケッ
ト操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲー
ムができるようにする．

テニス/ソフトテニスのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを
理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その結果を
分析して不足している能力の向上を図る．

到達目標毎1＝50%，到達目標毎3＝10%，到達目標毎2＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

7

8

9

10

11

12

13

14 スキルテスト

15 新体力テスト

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（後期/テニス））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技13

反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重・座高・体脂肪・握力
を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 中川 一穂 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（前期/体育館種目） (Health and Physical Education)

都市工学科・4年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，
健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．種目選択制で行
う．（共通種目：水泳 　　　　選択種目：バレーボール，バドミントン，卓球）

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．水中での自
己防衛として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などが理解，
習得できているかどうかを評価する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また，基本
的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができるようにす
る．

バレーボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得できてい
るかどうかを評価する．

【C3】バドミントンのルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を
習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

バドミントンのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解，習
得できているかどうかを評価する．

【C3】卓球のルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を習得す
る．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームができるよう
にする．

卓球のルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解，習得でき
ているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

到達目標毎1＝20%，到達目標毎2～4＝40%，到達目標毎5＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6

7

8

9

10

11 スキルテスト

12

13

14

15 着衣泳による自己防衛技能の練習．救急法の理解．泳法テスト．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（前期/体育館種目））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10

水泳1 オリエンテーション．基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳2 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳3 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳4

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 小森田 敏 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（前期/グラウンド種目） (Health and Physical Education)

都市工学科・4年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，
健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．（水泳及び軟式野
球/ソフトボール）

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．水中での自
己防衛として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などが理解，
習得できているかどうかを評価する．

【C3】軟式野球/ソフトボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．
また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

軟式野球/ソフトボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習
得できているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

到達目標毎1＝20%，到達目標毎2＝40%，到達目標毎3＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6

7

8

9

10

11 スキルテスト

12

13

14

15 着衣泳による自己防衛技能の練習．救急法の理解．泳法テスト

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（前期/グラウンド種目））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10

水泳1 オリエンテーション．基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳2 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳3 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳4

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 寺田 雅裕 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（前期/テニス） (Health and Physical Education)

都市工学科・4年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，
健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．（水泳及びテニス
/ソフトテニス）

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．水中での自
己防衛として，総合的な水泳能力の向上を図る．

水の特性や泳ぎのメカニズム・泳法能力・自己防衛技術・救急法などが理解，
習得できているかどうかを評価する．

【C3】テニス/ソフトテニスのルールや審判法を学び，基本動作であるラケッ
ト操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲー
ムができるようにする．

テニス/ソフトテニスのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを
理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

到達目標毎1＝20%，到達目標毎2＝40%，到達目標毎3＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項

S-79



テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 全体オリエンテーション（体力増進・傷害予防に関する知識学習），種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6

7

8

9

10

11 スキルテスト

12

13

14

15 着衣泳による自己防衛技能の練習．救急法の理解．泳力テスト．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（前期/テニス））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10

水泳1 オリエンテーション．基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳2 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳3 基本的な4泳法（クロール，平泳ぎ，背泳，バタフライ）と水中運動の練習．

水泳4

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 中川 一穂 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 新体力テストの得点を，評価する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（後期/体育館種目） (Health and Physical Education)

都市工学科・4年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，
健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．種目選択制で行
う．（選択種目：バスケットボール，バドミントン，卓球）

【C3】バスケットボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また，
基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができるよう
にする．

バスケットボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得でき
ているかどうかを評価する．

【C3】バドミントンのルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を
習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

バドミントンのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解，習
得できているかどうかを評価する．

【C3】卓球のルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を習得す
る．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームができるよう
にする．

卓球のルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解，習得でき
ているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その結果を
分析して不足している能力の向上を図る．

到達目標毎1～3＝50%，到達目標毎4＝40%，到達目標毎5＝10%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

7

8

9

10

11

12

13

14 スキルテスト

15 新体力テスト

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（後期/体育館種目））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技13

反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重・座高・体脂肪・握力
を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 小森田 敏 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 新体力テストの得点を，評価する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（後期/グラウンド種目） (Health and Physical Education)

都市工学科・4年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，健全な
社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．（種目：サッカー）

【C3】サッカーの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また，基本的な
個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができるようにする．

サッカーのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得できているか
どうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その結果を
分析して不足している能力の向上を図る．

到達目標毎1＝50%，到達目標毎2＝40%，到達目標毎3＝10%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

7

8

9

10

11

12

13

14 スキルテスト

15 新体力テスト

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（後期/グラウンド種目））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技13

反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重・座高・体脂肪・握力
を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 寺田 雅裕 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 新体力テストの得点を，評価する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（後期/テニス） (Health and Physical Education)

都市工学科・4年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，健全な
社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．（種目：テニス/ソフトテニ
ス）

【C3】テニス/ソフトテニスのルールや審判法を学び，基本動作であるラケッ
ト操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲー
ムができるようにする．

テニス/ソフトテニスのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを
理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その結果を
分析して不足している能力の向上を図る．

到達目標毎1＝50%，到達目標毎3＝10%，到達目標毎2＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

7

8

9

10

11

12

13

14 スキルテスト

15 新体力テスト

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（後期/テニス））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技13

反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重・座高・体脂肪・握力
を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考
中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 中川 一穂 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 新体力テストの点数を評価しない．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

新体力テストの点数を評価しない．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（前期/体育館種目） (Health and Physical Education)

都市工学科・5年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

各種の運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，
健全な社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．種目選択制で行
う．（選択種目：バレーボール，バドミントン，卓球）

【C3】バレーボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．また，基本
的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができるようにす
る．

バレーボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習得できてい
るかどうかを評価する．

【C3】バドミントンのルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を
習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

バドミントンのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解，習
得できているかどうかを評価する．

【C3】卓球のルールや審判法を学び，基本動作であるラケット操作を習得す
る．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲームができるよう
にする．

卓球のルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを理解，習得でき
ているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その結果を
分析して不足している能力の向上を図る．

到達目標毎1～3＝60%，到達目標毎4＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 前期授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．ミニゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

7

8

9

10

11

12

13

14 スキルテスト

15 新体力テスト

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（前期/体育館種目））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技13

反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重・座高・体脂肪・握力
を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 寺田 雅裕 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 新体力テストの点数を評価しない．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

新体力テストの点数を評価しない．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（前期/グラウンド種目） (Health and Physical Education)

都市工学科・5年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，健全な
社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．（種目：軟式野球/ソフト
ボール）

【C3】軟式野球/ソフトボールの特性を理解し，ルールや審判法を習得する．
また，基本的な個人技能・集団戦略を学び，正規ルールによるゲームができ
るようにする．

軟式野球/ソフトボールのルール・審判法・個人技能・集団戦略などを理解，習
得できているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その結果を
分析して不足している能力の向上を図る．

到達目標毎1＝60%，到達目標毎2＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 前期授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

7

8

9

10

11

12

13

14 スキルテスト

15 新体力テスト

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（前期/グラウンド種目））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技13

反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重・座高・体脂肪・握力
を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考
中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 小森田 敏 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 新体力テストの点数を評価しない．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 特になし

新体力テストの点数を評価しない．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

保健・体育（前期/テニス） (Health and Physical Education)

都市工学科・5年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

運動を自主的に行わせることによって，積極的に運動を実施する習慣を育て，生涯体育につながる能力を養う．また，健全な
社会生活を営む能力や態度を養い，健康・スポーツに関する基礎知識や体力の養成を目的とする．（種目：テニス/ソフトテニ
ス）

【C3】テニス/ソフトテニスのルールや審判法を学び，基本動作であるラケッ
ト操作を習得する．また，基本的な戦術・戦略を学び，正規ルールによるゲー
ムができるようにする．

テニス/ソフトテニスのルール・審判法・ラケットコントロール・戦術・戦略などを
理解，習得できているかどうかを評価する．

【C3】毎時間ストレッチとサーキットトレーニングを行うことにより，継続的な
体力増進・傷害予防に関する知識と技能を習得する．また，各種目の練習
方法を学び，段階的な技能習得を図る．

健康増進・傷害予防・技能習得に関して毎時間ごとの習熟度（関心・意欲・思
考・技能・知識）を評価する．

【C3】新体力テストを実施することにより，各自の体力を評価し，その結果を
分析して不足している能力の向上を図る．

到達目標毎1＝60%，到達目標毎2＝40%で評価する． 100点満点で60点以上を合格とする．

MY SPOTS：大修館書店
増補版「保健体育概論」：近畿地区高等専門学校体育研究会編（晃洋書房）

目でみる動きの解剖学：大修館書店
最新体育・スポーツ科学研究法：大修館書店
スポーツマンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店
トレーニング指導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社
トレーニング指導者テキスト実践編：ベースボールマガジン社

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス・種目選択 前期授業の内容説明および注意点・体力増進，障害予防に関する知識学習，種目選択，種目別オリエンテーション．

2 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

3 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

4 基本技能の理解と練習．簡易ゲームによるルール・ゲームの理解．

5 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

6 基本技能の練習．正規ルールに準じたゲーム．

7

8

9

10

11

12

13

14 スキルテスト

15 新体力テスト

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（保健・体育（前期/テニス））

選択実技1

選択実技2

選択実技3

選択実技4

選択実技5

選択実技6 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技7 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技8 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技9 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技10 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技11 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技12 より高度な技能（応用技能）の理解と練習．集団戦術/戦略の理解．正規ルールに準じたゲーム（トーナメント，リーグ戦など）．

選択実技13

反復横とび・20mシャトルラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・50m走・ハンドボール投げ・身長・体重・座高・体脂肪・握力
を測定する．（適正な時期に実施する．）

備
考
中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．(1)授業の導入や雨天時などを利用して，増補版「保健体育概論」
の内容を学習する．(2)スキルテストについては，定期試験中には行わず，授業内で行う．
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科　目

担当教員 陳 国祺 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%) (a)

中国語の正しい発音の習得から基礎文法の学習までを主に学習する．学んだ内容を演習形式で行う．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 演習問題，小テストを通して発音（ピンイン），聞き取り，表現の習得を評価する．

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 「デイリーコンサイス中日・日中辞典」：（三省堂）

関連科目 ドイツ語

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

中国語 (Chinese)

都市工学科・4年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

【D2】発音（ピンイン）の習得，聞き取り，表現を習得する．

【D2】基礎文法や単語を習得する． 基礎文法や単語の習得度を演習問題，小テスト，中間及び定期試験で評価す
る．

成績は，試験85%　演習問題と小テスト15%　として評価する．なお，試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とす
る．100点満点で60点以上を合格とする．

「1からはじめる中国語練習」：内藤正子著（白水社出版）
「プリント」

履修上の
注意事項

中国語やドイツ語の授業を通じて東洋の文化や西洋の文化に対する理解を深め，多面的に物事を考える能力を身に付ける
よう努力する．
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授業計画（中国語）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 発音と発音記号の説明と演習．

2 発音と発音記号の説明と演習．

3 人称代名詞と助詞”的”の説明と演習．

4 指示代名詞と量詞の説明と演習．

5 形容詞述語と動詞述語文の説明と演習．

6 主述述語と選択疑問文の説明と演習．

7 疑問詞疑問文の説明と演習．

8 中間試験 中間試験を実施する．

9 限定語と状況語の説明と演習．

10 数の数え方と時間の表し方の説明と演習．

11 お金の数え方と名前や年齢のたずねかたの説明と演習．

12 方位詞及び”有”と”在”の説明と演習．

13 介詞の説明と演習．

14 完了と変化の”了”の説明と演習．

15 前期学習事項をまとめる．

16 経験を表す助詞の説明と演習．

17 助動詞の説明と演習．

18 程度補語と結果補語の説明と演習．

19 進行形と持続形の説明と演習．

20 動詞と形容詞の重ね用法の説明と演習．

21 動作の継続時間の表し方の説明と演習．

22 方向補語と結果補語の説明と演習．

23 中間試験 中間試験を実施する．

24 的時候，”是～的”の説明と演習．

25 謙語文と連動文の説明と演習．

26 比較文と”就，才”の説明と演習．

27 ”再，又，把”の説明と演習．

28 受身文と存現文の説明と演習．

29 疑問文の応用と強調の仕方の説明と演習．

30 後期学習事項をまとめる．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

発音の基礎1

発音の基礎2

文法1

文法2

文法3

文法4

文法5

文法6

文法7

文法8

文法9

文法10

文法11

まとめ1

文法12

文法13

文法14

文法15

文法16

文法17

文法18

文法19

文法20

文法21

文法22

文法23

文法24

まとめ2

備
考
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科　目

担当教員 鈴木 城 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2 作品が無作為短絡的に終わっていないかを作品で評価する．

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 無し

関連科目 無し

作品は最後まで熱心に取り組み提出する．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

芸術 (Art)

都市工学科・1年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

 基本的な鉛筆デッサン，色の三属性，風景写生による表現力，ペーパークラフトによる造形力，デザインと構想画で創造力を
高める．

【C3】風景や物体を正確にとらえ表現できる． 鉛筆デッサン（風景画）を中心に形のとらえ方，陰影の表現力を作品で評価す
る．

【C3】鉛筆の下書きから彩色まで，段階的に完成に近づけることができるよ
うになる．

【C3】独創性，創造力をもてるようにする． できた作品に自分の主張が反映されているか．できた作品で作者の個性，主張
，表現力を評価する．

【C3】作品制作に必要な用具の準備・使用等が適切に行える能力を身につ
けさせる．

授業の中で，学生各自が用具の準備・使用が適切に行われているかを，チェッ
クし評価する．

成績は，作品90%　準備・用具10%　として評価する．作品の評価と準備・用具の点数を合算して，60点以上を合格とする．

 「 高校美術 I 」 （日本文教出版）

履修上の
注意事項
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授業計画（芸術）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 鉛筆画  自画像 鏡に映る自分の顔を徹底的に描写することにより自然形の表現力をみる．

2 鉛筆デッサン 明度段階の表現力，幾何形体の形と陰影のつかみ方

3 鉛筆デッサン 自分のはいてる靴を描かすことで，人工美・機能美を発見させる．

4 拡大模写 風景を平面上に表現する能力を養う．

5 構図をしっかりデッサン 下画きさせる．

6 着彩．自然の色，人工の色を把握させる．

7 より内容を深め完成に向かわせる．

8 同上

9 同上

10 ペーパークラフト 木造家屋 日本古来からの伝統家屋を作らせることによりその美しさを知る．

11 組み立てにより，製図力工作力をつけさせる．

12 着彩で木造家屋の伝統的な色彩を表現する．

13 形の面白さ，色の面白さを自分なりに工夫させ完成にもっていく．

14 構想画 現代社会が内蔵する問題を考えさせ，絵画に表現．下画き．

15 彩色完成．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験および定期試験は実施しない．作品中心で試験は実施せず．

風景写生1

風景写生2

風景写生3

風景写生4

風景写生5

ペーパークラフト 木造家屋2

ペーパークラフト 木造家屋3

ペーパークラフト 木造家屋4

構想画2

備
考
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科　目

担当教員 手代木 陽 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノート講義

参考書 なし

関連科目 倫理

なし

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

哲学 (Philosophy)

全学科・5年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

 哲学の根本問題は「人間とは何か」である．科学技術の進歩は現代を生きる人間のあり方を大きく変えつつある．まず科学
技術についての楽観論，悲観論を取り上げ，その根拠を考察する．そして限定論の立場から科学技術の進歩が現代社会に
投げかけている問題を哲学的に考察する．

【C3】科学技術の諸問題の根本には「人間とは何か」という哲学的問題が
あることを理解し，それについて自分の意見を矛盾なく展開できる．

科学技術の諸問題の根本には「人間とは何か」という哲学的問題があることを
理解し，それについて自分の意見を矛盾なく展開できるか，定期試験，レポート
で評価する．

【D2】科学技術の諸問題に関する西洋の哲学・倫理思想を理解し，それに
対する自分の意見を矛盾なく展開できる．

科学技術の諸問題に関する西洋の哲学・倫理思想を理解し，それに対する自
分の意見を矛盾なく展開できるか，定期試験，レポートで評価する．

成績は，試験50%　レポート50%　として評価する．毎回授業の最後に提出する小レポートの評価を重視する．100点満点
で60点以上を合格とする．

履修上の
注意事項
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授業計画（哲学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 哲学とは？ 哲学と科学のアプローチの相違を解説し，「私とは何か」という問題について考えてみる．

2 人間とは？

3 技術とは？

4 プラトンとアリストテレスの技術論 プラトンとアリストテレスの技術についての考え方の相違点を各々の哲学的立場から解説する．

5

6 今日の科学技術の基礎にある近代科学の自然観の特徴を解説し，その問題点を考える．

7 人間にとって「進歩」とは何か，「進歩」観の歴史を振り返り，果たして科学技術は進歩したと言えるのかを考える．

8 スウィフトの『ガリヴァー旅行記』に見出される人間へのイロニー（皮肉）を通して科学技術批判を試みる．

9 レイチェル・カーソンの『沈黙の春』を取り上げ，環境破壊への彼女の警告について考える．

10 チャップリンの『モダンタイムス』を視聴し，彼の機械文明批判について考える．

11 医療技術の進歩がもたらした生命倫理の歴史を概説する．

12

13 尊厳死についてのビデオを視聴し，その是非について考える．

14 脳死は「人の死」と言えるかという問題を，脳死臨調答申の中の「死の定義」を取り上げて考える．

15 「サバイバル・ロッタリー」という架空の制度を通して，臓器移植の「最大多数の最大生存」という原理の問題点を考える．

16 人工妊娠中絶をめぐる保守派，リベラル派，中間派の立場の相違を解説し，いずれに賛成するか考える．

17 体外受精や代理母といった生殖医療技術が他人に危害を及ぼす可能性について考える．

18 受精卵診断やヒトクローン胚による再生医療の可能性を解説し，遺伝子技術と人間の尊厳の問題を考える．

19

20 地球温暖化問題を通して，地球の有限性と市場社会システムの問題について概説する．

21 環境問題が市場社会の原理的欠陥に起因することを「共有地の悲劇」や「囚人のジレンマ」のモデルで解説する．

22

23 「移入種問題」について「動物解放論」と「生態系主義」の立場からその排除の是非を考える．

24 現代人は未来世代のために環境を守る義務があるという「世代間倫理」の理論的可能性について解説する．

25 「原発解体」のビデオを視聴し，核廃棄物の問題を通して世代間倫理の問題を考える．

26

27

28 ロボット技術の軍事転用についてビデオを視聴し，将来この技術の開発をどこまで認めるか考える．

29 インターネットが目指す「情報の共有」は知的財産権やプライバシー権と両立するか考える．

30 まとめ

前期定期試験および後期定期試験を実施する．

哲学の根本問題が「人間とは何か」という問題に集約されることを説明し，ヒトと類人猿の相違点についてビデオ教材を視聴して
考える．

科学技術の問題が「人間とは何か」という哲学的問題と不可分であることを説明し，ハンス・ヨナスの科学技術についての5つの主
張を取り上げ，科学技術の楽観論，悲観論，限定論のいずれに賛成するかを考える．

科学技術の楽観論（1） F.ベーコンの「知は力なり」という言葉に代表される楽観的な技術論とその問題点について解説する．

科学技術の楽観論（2）

科学技術の楽観論（3）

科学技術の悲観論（1）

科学技術の悲観論（2）

科学技術の悲観論（3）

人間の生命と技術（1）

人間の生命と技術（2） 延命技術の進歩によって生じた尊厳死と積極的安楽死の問題を取り上げ，患者の自己決定権と医者の義務の関係について考え
る．

人間の生命と技術（3）

人間の生命と技術（4）

人間の生命と技術（5）

人間の生命と技術（6）

人間の生命と技術（7）

人間の生命と技術（8）

人間の生命と技術（9） 再生医療と，白血病の治療のために遺伝子を選んで新たな子供を出産する「救世主兄弟」のビデオを視聴して，その倫理的問題に
ついて考える．

人間と環境と技術（1）

人間と環境と技術（2）

人間と環境と技術（3） 地球益の優先が強権的なエコファシズムに陥る危険性を「救命艇の倫理」のモデルを通して解説し，京都議定書の意義と限界に
ついて考える．

人間と環境と技術（4）

人間と環境と技術（5）

人間と環境と技術（6）

人間と機械と情報（1） 人工知能（AI）開発の基礎には「人間の知識とは何か」という哲学的問題があることを解説し，AI主義と反AI主義のいずれに賛成
するか考える．

人間と機械と情報（2） ロボット開発の基礎には「心身問題」という哲学的問題があることを解説し，ロボットにも人間のような心を認めることができるか考
える．

人間と機械と情報（3）

人間と機械と情報（4）

これまでの講義を受講して，改めて科学技術の楽観論，悲観論，限定論を検討する．ディベートを行い，最後に各自の意見を発表す
る．

備
考
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科　目

担当教員 深見 貴成 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリントを配布する

参考書

関連科目

配布資料を毎時間持参すること．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

日本史 (Japanese History)

全学科・5年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

1990年代以降の日本社会は，戦後に作り上げてきた政治・経済体制があらゆる意味で再編を迫られた時期であり，その再
編は今も続いていると言える．このような時代に日本の近現代史を学び，なぜ日本がこのような社会になったのかを知ること
は非常に重要である．よって，日本の20世紀前半の動きを学び，現代社会の課題を克服する上での知識を養いたい．また同
時に歴史資料の重要性についても学んでいく．

【C3】帝国主義の時代における日本社会の特徴を理解できる． 帝国主義の時代における日本社会の特徴を理解できるか，定期試験によって
評価する．

【C3】大正デモクラシーの時代の特徴と現代との共通性を理解する． 大正デモクラシーの時代の特徴と現代との共通性を理解できるか，定期試験
によって評価する．

【C3】昭和恐慌の影響とその後のファシズムの時代の特徴を理解する． 昭和恐慌の影響とその後のファシズムの時代の特徴を理解できるか，定期試
験によって評価する．

【D2】近代日本における日本の植民地支配について理解し，アジア諸国と
現代日本との関係を考える．

近代日本における日本の植民地支配について理解し，アジア諸国と現代日本
との関係を考えることができるか，定期試験によって評価する．

【D2】第二次世界大戦へとつながる国際政治史の中に日本を位置づけるこ
とができる．

第二次世界大戦へとつながる国際政治史の中に日本を位置づけることができ
るか，定期試験によって評価する．

【C3】歴史資料の大切さを知り，身近にあることを確認する．また史料の内容
を理解する．

歴史資料の大切さを知り，身近にあることを確認する．また史料の内容を理解す
ることができるか，定期試験および歴史資料に関するレポートによって評価する
．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は定期試験の平均点とする．100点満点で60点以上を合格
とする

宮地正人『国際政治下の近代日本』（山川出版社，1987年）
朝尾直弘他編『角川新版日本史辞典』（角川書店，2004年）

歴史（1年）・歴史（2年）・世界史（5年）

履修上の
注意事項
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授業計画（日本史）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 導入―日本近現代史を学ぶ意義

2 日露戦後の日本社会の変化 明治維新後の日本の歩みの概略を確認し，日露戦争後の日本社会が再編成されていく状況を学ぶ．

3

4

5 大戦景気とその後の不況が日本社会に与えた影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．

6

7 原敬内閣が成立した背景と政党政治の始まりの意義を知る．また日本のデモクラシー状況を民衆運動の中から学習する．

8 第二次護憲運動によって成立した政党内閣の意義を知る．また当時の思想状況についても学習し，その特徴を理解する．

9

10 男子普通選挙法と治安維持法の制定の意味

11 昭和恐慌が日本社会に与えた影響について，地域社会の状況，国家の政策などからその特徴と意味を知る．

12

13 満州事変が起こる背景とその後に成立した「満州国」について知る．

14

15 小括―デモクラシー期までの日本

16 植民地と日本

17

18

19 十五年戦争と日本 満州事変以後，日本がなぜ戦争へ突入したのかを理解する．

20 「十五年戦争」期の日本社会を「総力戦体制」ととらえ，その特徴について考える．

21

22 総力戦下において日本の民衆がどのように考え，行動していたのかを知る．

23

24

25 戦争をどうとらえるか 戦争，特にアジア・太平洋戦争についてふりかえり，現代における戦争と比較しながら現代の世界と日本を考える．

26

27

28

29 高度経済成長への展望

30 まとめ―「国民国家」としての近現代日本 「国民国家」としての日本近現代史を概観し，現代社会との共通点考える．また歴史資料の重要さについて知る．

前期定期試験および後期定期試験を実施する．

日本近現代史を学ぶにあたって，その学習する意味をこれまでの研究史から考える．また歴史資料とは何か，そしてその大切さにつ
いて言及する．

第一次世界大戦と日本社会（1） 第一次世界大戦が日本に与えた影響と帝国主義の時代における日本の位置を知る．またアジア諸国と日本の関係について確認
する．

第一次世界大戦と日本社会（2） 第3週に同じ．

社会問題の発生（1）

社会問題の発生（2） 第5週に同じ．

政党政治の成立とその意義（1）

政党政治の成立とその意義（2）

政党政治の成立とその意義（3） デモクラシー期以降の政党政治の状況を知る.

1925年に成立した男子普通選挙法と治安維持法の意義を学習する．

昭和恐慌の衝撃（1）

昭和恐慌の衝撃（2） 第11週に同じ.

満州事変と「満州国」(1)

満州事変と「満州国」(2) 第13週に同じ.

これまでの歴史的経緯を振り返り，現代日本社会について考える.

日本と植民地の関係を理解し，アジアにおいて日本がどのような位置にあったのかを知る.

植民地と日本(2) 第16週に同じ.

1930年代の日本の政治状況 1930年代の国際政治状況の中で日本がどのような位置にいて，外交政策を採ったのかを知る．

総力戦体制について考える（1）

総力戦体制について考える（2） 第20週に同じ.

民衆と戦争(1)

民衆と戦争(2) 第22週に同じ.

民衆と戦争(3) 第22週に同じ.

戦後改革と日本(1) 戦後の民主化を中心とする改革について，その特徴を学ぶ．特に日本国憲法の制定の意義について考える．また戦後の文化につい
て学ぶ.

戦後改革と日本(2) 第26週に同じ.

戦後改革と日本(3) 第26週に同じ.

戦後改革を受けて，1960年代以降日本社会がどのように変化したのかを理解する.

備
考
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科　目

担当教員 町田 吉隆 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノートおよびプリント講義

参考書

関連科目

その他の参考文献，視聴覚資料については授業中に紹介する．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

世界史 (World History)

全学科・5年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

「人種的偏見とは何か」という問題について考える．対象とする地域はカリブ海周辺地域とカナダおよびアメリカ合州国南部
とし，大航海時代から現代までを視野に入れて，テーマごとに通時的に扱う．したがって通史ではない．社会的・経済的・政治
的・文化的に「アメリカ」世界が多様であることを理解することを目的とする．

【C3】カリブ海周辺地域とカナダ，アメリカ合州国南部の歴史的環境を理解
することができる．

カリブ海周辺地域とカナダ，アメリカ合州国南部の歴史的環境について理解で
きているかどうかを，プリントと定期試験で評価する．

【C3】「アメリカ」世界の多様性を理解することができる． 「アメリカ」世界の多様性について理解できているかどうかを，プリントと定期試
験で評価する．

【C3】奴隷制度，近代世界システム，資本主義，文化変容などの概念装置を
用いて，人種的偏見の歴史的形成過程を理解することができる．

人種的偏見の歴史的形成過程を理解できているかどうかを，プリントと定期試
験で評価する．

【D2】日本以外の世界の他地域について，その歴史的環境を理解した上で
，当該地域における民族紛争，人種対立，異文化理解について具体的に問
題点を説明することができる．

受講者自らが選んだ世界の特定地域について，その歴史的環境を理解した上
で，当該地域における民族紛争，人種対立，異文化理解に関する問題点を正確
に，かつわかりやすく説明できるかどうかを，レポートで評価する．

成績は，試験80%　レポート10%　プリント10%　として評価する．到達目標1，2，3については授業中に作業するプリントお
よび前期・後期の定期試験の平均点で評価する．到達目標4についてはレポート（具体的な作成手順は指示する）で評価す
る．これらを総合して100点満点で60点以上を合格とする．

E.ウィリアムズ『コロンブスからカストロまで』（岩波書店）
新保満『人種的偏見』（岩波新書）
ジェームス・M・バーダマン「黒人差別とアメリカ公民権運動―名もなき人々の戦いの記録 (集英社新書)

歴史（1年生），歴史（2年生），日本史（5年生）

履修上の
注意事項
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授業計画（世界史）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 導入 「アメリカ」世界の自然環境，歴史的環境について概観する．

2

3 コロンブスの「アメリカ」世界到達が与えた経済的・社会的・文化的な影響について学ぶ．

4 奴隷と砂糖という世界商品を通じて，大西洋貿易の実態を学習する．

5 近代世界システムに組み込まれた「奴隷制」を資本主義発達過程の一現象として学習する．

6 アメリカ独立革命を近代世界システムの観点から，経済的な側面に比重を置いて学習する．

7 ハイチ革命について理解し，市民革命としての大西洋革命の意味を考える．

8 アメリカ合州国における民主主義政治の発展を，フェデラリストと州権主義の関係から考察し，その政治的なしくみを理解する．

9

10

11

12

13

14

15

16 人種とは何か．民族とは何か．いくつかの定義を紹介し，その定義を具体的に検証する．

17 人種的偏見とは何か．そのタイプを理解し，歴史的な具体例について学ぶ．

18 視聴覚教材を用いて，人種間の対立の実相を知る．

19 人種間の摩擦，対立の背景となる社会的要因について考える．

20

21 視聴覚教材を用いて，地域主義，民主主義と人種的偏見が複雑に連関していることを学ぶ．

22

23 視聴覚教材を用いて，公民権運動が闘った人種的偏見の構造について考える．

24

25 カナダにおける日系カナダ人の事例を歴史的に概観し．人種的偏見の形成と変容について，具体的に理解する．

26 第二次世界大戦時における日本人とアメリカ人の人種的偏見について具体事例を取り上げ，その構造を理解する．

27

28 両者の思想的遍歴，その考え方の変容を手掛かりに，現在のアメリカ合州国社会の抱える課題について理解する．

29 大航海時代に生きたラス・カサスの思想的遍歴を通じて，人種的偏見の世界史的な意味について理解する．

30 一年間の講義を通じて得られた知見に基づき，人類の課題としての人種的偏見克服について考える．

前期定期試験および後期定期試験を実施する．

大航海時代と近代世界システムの成立(1) 15世紀から16世紀におけるヨーロッパ世界の経済的・社会的・文化的な状況について学習する．

大航海時代と近代世界システムの成立(2)

奴隷と砂糖(1)

奴隷と砂糖(2)

大西洋革命(1)

大西洋革命(2)

アメリカ合州国の形成(1)

アメリカ合州国の形成(2) アメリカ合州国の領土的発展を，スペインやカナダ自治領などとの国際関係と先住民との関係から考察し，それがアメリカ人の歴
史意識にどのように影響しているかを理解する．

南北戦争(1) 19世紀半ばのアメリカ合州国の経済的な状況を概観し，南北間の対立の過程を理解する．

南北戦争(2) 南北戦争の過程を概観し，それが19世紀後半のアメリカ合州国にもたらした影響を，主として社会的な側面から理解する．

「帝国」としてのアメリカ合州国(1) 19世紀後半のアメリカ合州国の歴史を概観し，世界最大の工業国へと発展する過程で生じた諸問題を，主として社会的な側面か
ら理解する．

「帝国」としてのアメリカ合州国(2) 1920年代から40年代のアメリカ社会の様相を，音楽，映画などの資料を用いて，主として社会的な側面から理解する．

アメリカの時代(1) 二つの世界大戦を通じて超大国となった20世紀前半のアメリカ合州国の歴史を概観し，その社会に生じた変化について理解する．

アメリカの時代(2) 1950年代のアメリカ合州国について，主として社会的な側面から考察し，前期に学んだ知見を通して，「アメリカ的な生活様式」を
支える歴史意識について理解する．

人種と民族(1)

人種と民族(2)

人種間対立(1)

人種間対立(2)

鏡としてのカナダ(1) カナダの歴史を概観し，アメリカ合州国との歴史との比較を通じて，地域主義，分離主義が国民国家としてのカナダを揺るがしてい
る問題を考える．

鏡としてのカナダ(2)

公民権運動とは何だったのか(1) 1950年代に「南部」から起こった公民権運動について概観し，その歴史的な意味について理解する．

公民権運動とは何だったのか(2)

公民権運動とは何だったのか(3) 1960年代以降の公民権運動の発展と変容について学び，アメリカ合州国社会が現在も持つ課題について理解する．

人種的偏見とは何か(1)

人種的偏見とは何か(2)

キング牧師とマルコムX(1) M.L.キングとマルコムX，二人の足跡をたどり，両者の思想を比較して考察することを通じて，人種的偏見を克服する方法について
考える．

キング牧師とマルコムX(2)

ラス・カサスの思想(1)

ラス・カサスの思想(2)

備
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2 外国人問題の発生要因と実情が理解できているか定期試験で評価する

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノート講義

参考書 授業時に提示

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

社会科学特講 (Comprehensive Social Studies)

全学科・5年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

前期は，諸外国における貧困・外国人・資源獲得などの政治的・社会的問題の発生原因について地誌的視点を交えて学習
する．後期は途上国の経済発展，世界規模での経済問題を学習し，日本の国際貢献について検討する．

【C3】途上国における貧困問題が国内の社会的・経済的構造から理解でき
る

途上国における貧困問題を歴史的過程，都市・農村双方の社会的・経済的構
造から理解できているか定期試験で評価する

【D2】外国人問題の発生要因と実情が理解できる

【C3】国際紛争・連携の要因としての資源問題が理解できる 国際紛争・連携の背景に資源確保・争奪が存在することが理解できているか
定期試験で評価する

【C3】世界レベルでの経済活動の拡大過程と途上国の発展問題が理解で
きる

経済活動が拡大する過程や途上国の経済発展方法について理解できている
か定期試験で評価する

【C3】国際貢献の問題点を理解し，新たな方法を提示することができる 従来の国際貢献の問題点を理解し，今後の方法を提示できるか定期試験で評
価する

成績は，試験100%　として評価する．100点満点とし，60点以上を合格とする

履修上の
注意事項
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授業計画（社会科学特講）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 国際社会に対する視点 現在の国際社会が抱える問題について概観する

2 途上国における貧困問題の要因を農村・都市両面から社会的・経済的要因から学習する

3

4

5

6 国内の外国人増加の原因と迫害問題の原因について学習する

7

8

9

10 資源確保をめぐる動きとそこから派生する問題を学習する

11

12

13

14

15 まとめ 演習形式でのまとめ

16 国家間の経済活動の原初形態を学習する

17

18

19 経済活動の拡大原因と影響を学習する

20

21

22

23 新興国の発展要因について学習する

24

25

26

27 従来の国際貢献について評価し今後の方策を検討する

28

29

30 まとめ 演習形式でのまとめ

前期定期試験および後期定期試験を実施する．

途上国の貧困問題1

途上国の貧困問題2 第2週目に同じ

途上国の貧困問題3 第2週目に同じ

途上国の貧困問題4 第2週目に同じ

外国人との共生1

外国人との共生2 第6週目に同じ

外国人との共生3 第6週目に同じ

外国人との共生4 第6週目に同じ

資源確保と諸問題1

資源確保と諸問題2 第10週目に同じ

資源確保と諸問題3 第10週目に同じ

資源確保と諸問題4 第10週目に同じ

資源確保と諸問題5 第10週目に同じ

経済の世界的枠組み1

経済の世界的枠組み2 第16週目に同じ

経済の世界的枠組み3 第16週目に同じ

世界経済の拡大1

世界経済の拡大2 第19週目に同じ

世界経済の拡大3 第19週目に同じ

世界経済の拡大4 第19週目に同じ

途上国の経済発展1

途上国の経済発展2 第23週目に同じ

途上国の経済発展3 第23週目に同じ

途上国の経済発展4 第23週目に同じ

国際貢献の評価と課題1

国際貢献の評価と課題2 第27週目に同じ

国際貢献の評価と課題3 第27週目に同じ

備
考
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科　目

担当教員 （前期）上垣 宗明 准教授，（後期）今里 典子 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 英語教育法について理解しているかを定期試験と演習によって評価する．

2

3 自作した学習教材についてプレゼンできるかを演習で評価する．

4

5 聾者について正しく理解し説明できるかどうかを定期試験で評価する．

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント・ノート講義

参考書

関連科目 なし

後期の授業は手話表現を習得する必要がある．また自分の意見を積極的に発言する事が求められる．．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

人文科学特講 (Human Science)

全学科・5年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

前期は，英語教育法の概要について書かれた英文を読み，その内容を理解し，自分に適した英語学習方法について考える．
また，LL教室のPCを利用したe-learningを実際に活用したり，PCを利用して英語学習教材を作成する．後期は，日本手話
(JSL)を一つの言語として学習した上で，言語学の視点によるJSLの分析，手話話者についての学習，実際のコミュニケーシ
ョンを通じて，「言語」への理解を深める．

【C3】自分に適した英語学習方法を見つけ，その理由を英語教育学の視点
に立って，説明できる．

【C3】英語学習のツールとして，PCを活用できる． 英語学習ツールとしてPCが活用できるかを演習で評価する．

【C3】効果的な英語学習教材をPCで自作し，その特徴を説明できる．　

【C3】日本手話が言語である事を言語学的・論理的に説明できる． 日本手話が言語である事を言語学的・論理的に説明できるかどうかを定期試
験で評価する．

【D2】聾者について正しく理解し説明できる．

【C3】基本的な日本手話表現を使って簡単なコミュニケーションできる． 基本的な日本手話表現を使って簡単なコミュニケーションできるかどうかを定
期試験と演習で評価する．

成績は，試験70%　演習30%　として評価する．成績は，試験70%，演習30%，として評価する．前期は，到達目標1を試験
35%，到達目標2，3を演習15%，で評価する．後期は，到達目標4， 5を試験35%，到達目標6を演習15%，として評価す
る．100点満点で60点以上を合格とする．

「Principles of Language Learning and Teaching 2nd Edition」 ： H.Douglas Brown  （Prentice-Hall Regents
「英語科教育法読本」 ： 片山嘉雄編著 （大修館書店）

履修上の
注意事項
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授業計画（人文科学特講）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 イントロダクション 講義内容の説明

2 英文を読んで，理解を深める．

3 違いを理解する．

4

5 英文を読んで，教授法の特徴を理解する．

6 英文を読んで，教授法の特徴を理解する．

7 英文を読んで，教授法の特徴を理解する．

8 Presentation 1 最適だと思う教授法について発表する原稿を考える．

9 Presentation 2 最適だと思う教授法について発表する．

10

11

12

13 Presentation 3 自作の教材について発表する原稿を考える．

14 Presentation 4 自作の教材について発表・質疑応答する．

15 まとめ これまでに学んできたことが理解できているかどうかを確認する．

16 イントロダクション

17 手話の基本

18 発声と聞こえのメカニズム

19 聾者について

20

21

22 手話表現練習

23 手話表現復習

24 手話の発生・習得

25 手話失語

26 ろう教育と情報保障

27 手話の文法演習

28 手話と音声言語 手話と音声言語（特に日本語）との差異について考える．

29 手話とジェスチャー 手話とジェスチャーとの差異について考える．

30 まとめと評価 これまでに学んできたことが理解できているかどうかを確認する．

前期定期試験および後期定期試験を実施する．

Language Learning とLanguage Acquisition の違い（1）

Language Learning とLanguage Acquisition の違い（2）

e-learningについて e-learningを利用し，特徴を考える．

教授法の概略(1)

教授法の概略(2)

教授法の概略(3)

教材作成（1） PCを利用し，自作の英語教材を作成する．

教材作成（2） PCを利用し，自作の英語教材を作成する．

教材作成（3） PCを利用し，自作の英語教材を作成する．

授業の進め方や日本手話(以下JSL)を学習するに当たっての注意事項について説明.手話に関するアンケートの実施.

アンケート結果の解説.指文字と手話の違いについて学習する.

人間の発声と聞こえのメカニズムについて学習する.

聾者の定義，聞こえの障害について学習する.

手話言語学入門: 音韻 JSLの音韻体系について，語彙の分析演習を通して学習する.

手話言語学入門: 形態・統語 JSLの語形成のルールについて解説する.類辞の現象を観察し，音声日本語の文法と比較する.

JSLで簡単な文章表現を作る.自己紹介文

JSLの基本文章の演習を行う

手話言語の成立過程について学習し，手話言語発生の過程を学習する.

手話失語の症例から，手話の処理プロセスを考える.

聾教育の歴史と現状，また聾者の日常的情報保障について学習する.

JSLの基本文章の演習.動詞表現部分(テンスやアスペクト，一致)に注目して学習する.

備
考
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科　目

担当教員 高橋 秀実 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%) (a),(b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2 労働・雇用問題の理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

3 少子化・高齢化問題の理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

4 貿易についての理解度を，試験・レポート・提出物により評価する．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

なし

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

経済学 (Economics)

全学科・5年・通年・選択・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

現代日本経済・世界経済の諸テーマを多面的に検証する．最新の経済テーマ・トピックスを採り入れ，時事経済記事・データ
を紹介し，経済動向を視野に入れつつ，現代経済の全体像を浮き彫りにする．転換期としての日本経済・世界経済の現状と
課題を把握し，技術者として現代経済を広い視野から分析し判断しうる見識を養成する．

【C3】1990年代以降日本のバブル崩壊不況，および2008年リーマンショッ
ク，2011年ギリシヤ発の欧州金融危機を検証し，金融危機・財政危機・ソブ
リンリスクが複合した世界経済危機・世界同時不況を検証し考察する．

日本及び世界経済の現況と課題の理解度を，試験・レポート・提出物により評
価する．

【C3】終身雇用・年功序列型雇用制度の変化，フリーター・非正規雇用の増
大，，失業率・雇用動向を検証し，ワーキングプアなど現代の格差問題を考
察する．

【C3】少子化・高齢化の現況と原因を分析し，財政・税制・社会保障・経済
成長に及ぼす影響や問題点を考察する．

【C3】日本の貿易の現状と課題を考察する．グローバル化とともに地域経済
統合が進展する世界経済において，自由貿易と保護貿易の考え方を比較
し，TPPやFTAの進展状況や問題点を検証する．

【D2】技術革新と産業構造の変化の関連を考察する． 技術革新と産業構造の関連の理解度を，試験・レポート・提出物により評価す
る．

成績は，試験70% ，レポート・提出物30%　で評価する．試験成績は前後期の平均点とする．100点満点で60点以上を合
格とする．

「少子社会日本」：山田昌弘（岩波新書）
プリント

「経済財政白書 2012年度版」：内閣府（国立印刷局）
「格差社会」：橘木俊詔（岩波新書）
「大転換 日本経済 2007～2015」：斉藤精一郎（PHP研究所）
「世界経済入門 第三版」：西川潤（岩波新書）
「ゼミナール日本経済入門 」：三橋規宏他（日本経済新聞社）

政治経済（3年）

履修上の
注意事項
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授業計画（経済学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 現代世界経済・日本経済 現代世界経済・日本経済が置かれている現状を分析し考察する．

2 現代世界経済・日本経済 現代世界経済・日本経済が置かれている現状を分析し考察する．

3 現代世界経済・日本経済 現代世界経済・日本経済が置かれている現状を分析し考察する．

4 現代世界経済・日本経済 現代世界経済・日本経済が置かれている現状を分析し考察する．

5 現代世界経済・日本経済 現代世界経済・日本経済が置かれている現状を分析し考察する．

6 日本のバブル経済：発生と崩壊

7 日本のバブル経済：発生と崩壊

8 平成不況と金融危機

9

10 労働・雇用 完全失業率・有効求人倍率の概念，近年の失業率の推移など，雇用の現況を把握するための基礎知識を習得する．

11 労働・雇用 終身雇用制・年功序列型賃金・企業別労働組合など，戦後日本の雇用の特徴を検証し考察する．

12 労働・雇用 能力主義・成果主義賃金への転換など，雇用制度に関する現代的潮流を考察する．

13 労働・雇用 労働時間・休暇など，労働基準法が規定する労働者の権利を検証する．

14 労働・雇用 フリーターなど非正規雇用の増加の現状を分析し，雇用形態の多様化とその問題点を考察する．

15 前期総括 前期の授業内容を総括する．

16 景気

17 企業 資本主義経済の根幹を成す株式会社制度，資本調達手段としての株式市場を考察する．

18 少子化・高齢化 日本の少子化・高齢化の現状を分析し考察する．

19 少子化・高齢化 晩婚化・未婚化及び経済的理由による出生率低下などの諸観点から，少子化の原因を分析し考察する．

20 少子化・高齢化 財政・税制・社会保障など様々な面に及ぼす少子化・高齢化の経済的影響を考察する．

21 財政 公共財の供給・所得の再分配・景気の調整など諸観点から，財政の機能を考察する．

22 租税 直接税と間接税の比較を中心に税制度を分析する．国債累積・財政破綻の現状を分析する．

23 社会保障 年金問題など日本の社会保障制度の問題点を分析し考察する．

24 格差問題

25 貿易 日本の貿易の特徴を分析する．日本企業の生産海外移転・多国籍企業化を理解し，グローバリゼーションを考察する．

26 貿易 近年著しい発展を遂げつつある中国経済の現状を分析し，日中経済関係のあり方を考察する．

27 技術革新と産業構造 ペティ・クラークの法則が示す産業構造の変動を日本経済の歩みを通じて実証する．

28 技術革新と産業構造

29 技術革新の新しい潮流 情報通信革命，環境との調和などのコンセプト，注目される技術革新の新しい潮流を考察する．

30 総括：世界経済・日本経済の現状と課題 全授業の総括として，世界経済・日本経済が置かれている現状と諸課題を考察する．

前期定期試験および後期定期試験を実施する．時事経済テーマを随時導入するため，上記予定テーマの内容・順序は変更可能性あり．

1985年プラザ合意以降80年代後半の株価・地価高騰，バブル経済化の過程とその原因を分析し考察する．

1990年代株価・地価暴落，バブル崩壊に至った過程とその原因を分析し考察する．

1990年代バブル崩壊後のデフレ経済，金融危機を招いた銀行の不良債権問題を分析し考察する．

IT革命とグローバリゼーション 1990年代以降世界経済の構造変化を生じさせた要因として，情報通信を基盤とする技術革新（IT革命）と，世界市場の一体化（
グローバリゼーション）を考察する．

GDP(国内総生産）・経済成長率など基礎概念を確認する．景気の現状を考察するための判断材料たる景気動向指数を理解し，景
気動向を考察する．

所得格差・ワーキング・プアなど近年の格差拡大の現状を理解し，その原因を分析する．雇用形態の変化，高齢化など様々な要因
から多面的に考察する．

戦後日本の技術革新を，高度成長期の大量生産型，オイルショック期の省エネ型，80年代以降の情報通信型に類型化して特徴を
考察し，技術革新と産業構造の変遷の連関性を分析する．

備
考
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科　目

担当教員 中津 功一朗 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 タイピングテスト結果で評価する．

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「情報基礎」：神戸高専編

参考書 　

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

情報基礎 (Fundamentals of Information Technology)

都市工学科・1年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

本講義は，コンピュータを電子文房具として手軽に使うために必要となる基礎技術を身につけることを目的としている．授業
では，コンピュータやネットワークの仕組みを理解しながら，キーボードの操作や文書入力，電子メールの操作，コマンドによる 
Linux の操作，Web ページの作成方法，WWWによる情報収集と発信，アプリケーションソフトウェア（ワープロ，表計算，プレ
ゼンテーション）の操作について演習をしながら学習していく．

【A3】コンピュータや電子メールを利用する際のマナーを身につける． コンピュータや電子メールを利用する際のマナーを身につけたかどうか前期定
期試験で評価する．

【A3】コンピュータおよびネットワークとセキュリティの基本的概念が理解で
きる．

コンピュータおよびネットワークとセキュリティの基本的概念を理解したかどうか
前期定期試験で評価する．

【A3】コマンドを利用してLinuxの基本的な操作を行うことができる． コマンドを利用して基本的な操作を行うことができるかどうか前期定期試験で
評価する．

【A3】タッチタイピングができる．

【A3】インターネット上の倫理観を身につけながら情報を収集，加工，発信（
HTMLによるWebページ作成）できる．

インターネットを通して情報を収集・加工・発信（HTMLによるWebページ作成
）できるかどうか，また倫理観が身についているかレポートと後期中間試験で評
価する．

【A3】ワードプロセッサを使って文書作成ができる． ワードプロセッサを使って文書作成ができるかどうかレポートと後期中間試験
で評価する．

【A3】表計算ソフトウェアを使って簡単な計算およびデータ処理，グラフ作成
ができる．

表計算ソフトウェアを使って簡単な計算およびデータ処理，グラフ作成ができる
かどうかレポートと後期中間試験で評価する．

【A3】プレゼンテーションソフトウェアを使って簡単な作図およびスライドを
作成することができる．

プレゼンテーションソフトウェアを使って簡単な作図およびスライドを作成できる
かレポートで評価する．

成績は，試験30%　レポート60%　タイピング10%　として評価する．試験は，前期定期と後期中間の算術平均とする．100
点満点で60点以上を合格とする．

情報処理(2年)，情報数値解析(4年)

履修上の
注意事項
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授業計画（情報基礎）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 演習システムと利用方法 演習室の利用方法，ログイン，ログオフ，利用上のマナーについて説明し，コンピュータの基本的構造について学習する．

2 タイピング練習 キーボード配列について学び，タイピング練習を行う．

3 タイピング練習．エディタの使用方法について学習する．

4 タイピング練習．ファイルやディレクトリの基本操作を学習する．

5 タイピング練習．ファイルやディレクトリの基本操作を学習する．

6 タイピング練習．電子メールのマナーおよび操作方法を学習する．

7 タイピング練習．メール送受信を行う．

8 復習

9 コンピュータの基礎 コンピュータのハードウェアおよびソフトウェアの一般的な知識について学習する．

10 インターネットとセキュリティ

11

12 表計算ソフトの基本的な操作方法および関数の使い方について学習する．

13 表計算ソフトを用いて基本的なデータ処理（抽出，�ソートなど）の方法について学習する．

14 表計算ソフトを用いて基本的なグラフ作成方法について学習する．

15 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

16 ワープロの基本的な操作（入力方法など）について学習する．

17 ワープロの基本的な操作（書式設定など）について学習する．

18 ワープロの基本的な操作（数式と図）について学習する．

19

20

21

22 コンピュータの基礎 コンピュータのハードウェアおよびソフトウェアの一般的な知識について復習する．

23 中間試験 コンピュータおよびネットワークについて筆記試験を行う．

24 プレゼンテーションについて学び，プレゼンテーションソフトウェアを利用して演習を行う．

25 プレゼンテーションソフトウェアを利用して図形の描画，他のアプリケーションとの連携の演習を行う．

26 的確で分かりやすいプレゼンテーション方法について学び，プレゼンテーションの準備を行う．

27 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

28 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

29 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

30 演習 これまで学習した内容について演習を行う．

前期定期試験および後期中間試験を実施する．

タイピング練習，Linuxの基本コマンド(1)

タイピング練習，Linuxの基本コマンド(2)

タイピング練習，Linuxの基本コマンド(3)

タイピング練習，メール送受信(1)

タイピング練習，メール送受信(2)

1～7週目までについての復習を行う．

WWWの仕組みおよびセキュリティや倫理について学習する．

WWWを利用した情報検索 WWWを有効に利用するための検索手段について学習する．

表計算ソフトウェアの利用（1）

表計算ソフトウェアの利用（2）

表計算ソフトウェアの利用（3）

ワードプロセッサの利用（1）

ワードプロセッサの利用（2）

ワードプロセッサの利用（3）

HTMLによるWebページ作成（1） HTMLによるWebページ作成のための基本事項について学習する．

HTMLによるWebページ作成（2） HTMLによるWebページ作成のための基本事項について学習する．

HTMLによるWebページ作成（3） HTMLによるWebページ作成のための基本事項について学習する．

プレゼンテーションソフトウェアの利用（1）

プレゼンテーションソフトウェアの利用（2）

プレゼンテーションソフトウェアの利用（3）

備
考
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科　目

担当教員 中尾 幸一 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 測量に関する概略の知識があるか前期中間試験で評価する．

2

3

4

5 セオドライトの構造や機能を理解しているか前期定期試験で評価する．

6

7

8 水準測量の概略の知識を持つかを後期定期試験で評価する．

9

10 水準測量の誤差の処理ができるか，レポートと後期定期試験で評価する．

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 数学，物理学，都市工学実験実習

計算問題をよくするので，電卓が必要．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

測量学 (Surveying)

都市工学科・1年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

測量機器の説明および取扱いをもとに各種測量方法を理解する．また，それらの誤差処理の方法や計算を習得する．実験実
習と連携し体験を重視した授業を行う．

【A4-S3】測量に関する概略の知識を持たせる．

【A4-S3】テープによる距離測量の方法とその精度を理解させる． テープによる距離測量の方法とその精度について理解しているか，前期中間試
験で評価する．

【A4-S3】テープによる距離測量の誤差の処理法を理解させる． テープによる距離測量の誤差の処理法を理解しているか，レポートと前期中間
試験で評価する．

【A4-S3】電磁波測距儀およびGPSに関する概略の知識を持たせる． 電磁波測距儀およびGPSに関する概略の知識を持っているかを前期定期試験
で評価する．

【A4-S3】セオドライトの構造や機能を理解させる．

【A4-S3】セオドライトによる角度の測定方法やその精度を理解させる． セオドライトによる角度の測定方法やその精度を理解しているか，レポートと前
期定期試験で評価する．

【A4-S3】トラバース測量の概要を知り，その測定値の誤差を処理し，座標値
を求めることが出来るようにする．

トラバース測量の概要を知り，その測定値の誤差を処理し，座標値を求めること
が出来るかをレポートと後期中間試験で評価する．

【A4-S3】水準測量の概略の知識を持たせる．

【A4-S3】水準測量の作業を実施できるようにする． 水準測量の作業を実施できる知識を持つかレポートと後期定期試験で評価す
る．

【A4-S3】水準測量の誤差の処理ができるようにする．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．総合評価は100点
満点で60点以上を合格とする．

「基本測量」：山之内繁夫・五百蔵粂（実教出版）
プリント

測量計算問題集 松山・中尾 （工学図書）
改訂版 測量学 1 基礎編　森 忠次著　(丸善)

履修上の
注意事項
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授業計画（測量学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 測量の概要と歴史 測量の基準，測量方法の概要，歴史について解説する．

2 角度，長さの単位．測定値と有効数字 角度，長さの単位．測定値と有効数字について解説する．

3 簡単な，誤差の取扱い 簡単な，誤差の取扱いについて解説する．

4 直接距離測量，テープの種類，測定方法 直接距離測量，テープの種類，測定方法について解説する．

5 距離測定で生じる定誤差の処理 距離測定で生じる定誤差の処理について解説する．

6 距離測定で生じる定誤差の処理の演習 距離測定で生じる定誤差の処理の演習を行う．

7 距離測定の不定誤差と精度 距離測定の不定誤差と精度について解説し演習を行う．

8 中間試験（前期） 距離測量を中心とした出題

9

10 セオドライトの構造と操作方法 セオドライトの構造と操作方法について解説する．

11 セオドライトの検査と調整 セオドライトの検査と調整について解説する．

12

13

14

15 セオドライトによる鉛直角の測定方法および特殊な測量 セオドライトによる鉛直角の測定方法および特殊な測量について解説する．

16 トラバース測量の概要 トラバース測量の概要について解説する．

17 トラバース測量の概要とその実施方法 トラバース測量の概要とその実施方法について解説する．

18

19

20

21

22

23 中間試験（後期）

24

25

26 水準測量で使用する器械，器具 水準測量で使用する器械，器具について解説する．

27

28

29 水準測量の誤差とその調整法 水準測量の誤差とその調整法について解説し演習を行う．

30 水準測量の誤差の調整計算法．交互水準測量 水準測量の誤差の調整計算法に関する演習を行う．また交互水準測量について解説する．

中間試験回答，電磁波測距儀およびGPSの概要 中間試験回答を行い電磁波測距儀およびGPSの概要について解説する．

水平角の測定方法(単測法) 水平角の測定方法(単測法)について解説し，その記帳法についても解説する．

水平角の測定方法(反復法) 水平角の測定方法(反復法)について解説し，その記帳法についても解説する．

水平角の測定方法(方向法) 水平角の測定方法(方向法)について解説し，その記帳法についても解説する．

トラバース測量の計算(閉合トラバース) トラバース測量の計算(閉合トラバース)について解説し演習を行う．

トラバース測量の計算(閉合トラバース) トラバース測量の計算(閉合トラバース)について解説し演習を行う．

トラバース測量の計算(閉合トラバース) トラバース測量の計算(閉合トラバース)について解説し演習を行う．

トラバース測量の計算(結合トラバース) トラバース測量の計算(結合トラバース)について解説し演習を行う．

トラバース測量の計算(結合トラバース) トラバース測量の計算(結合トラバース)について解説し演習を行う．

トラバース測量の計算を中心とした出題．電磁波測距儀，GPSに関しても出題する.

中間試験回答，水準測量の概要(高さの基準) 中間試験回答，水準測量の概要(主に高さの基準)について解説する．

水準測量の概要(水準測量の分類など) 水準測量の概要(水準測量の分類など)について解説する．

直接水準測量の方法と野帳記入法(器高式) 直接水準測量の方法と野帳記入法(器高式)について解説し演習を行う．

直接水準測量の方法と野帳記入法(昇降式) 直接水準測量の方法と野帳記入法(昇降式)について解説し演習を行う．

備
考

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．計算をすることが多いので，常に電卓を持参すること．また，配布したプリント，返却したレポート
は整理して管理すること．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-S3(30%), C1(30%), C4(30%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 各テーマごとの報告書が適正に作成できているかを評価する．

6 各テーマごとの報告書が期限内に提出されているかを評価する．

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 「測量実習指導書」：土木学会編（土木学会）

関連科目 測量学

少人数の班に分かれて行うが，班員が協力して実習を行うこと．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

都市工学実験実習 (Laboratory Work in Civil Engineering)

(前期)中尾 幸一 教授,(後期)鳥居 宣之 准教授

都市工学科・1年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

測量学で学ぶ知識をもとに，距離測量，セオドライトを用いる測量，水準測量の各実習を行う．これらの体験のなかで，その技
術，作業要領，チームワークなどを学びとる．

【A4-S3】歩測やテープによる距離測量およびその誤差処理ができる． 歩測やテープを用いた距離測量およびその誤差処理がでができているかをレ
ポートで評価する．

【A4-S3】セオドライトを用いて角度の測定ができる． セオドライトの扱い方の評価は，学生個人を対象にした据付テスト・測角テスト
により評価する．

【A4-S3】トラバース測量を正確に行い，求めた成果から展開図を作成する
ことができる．

 トラバース測量の成果をもととし作成した計算書，展開図から，高い精度で測
定できているか，展開図を正確に美しく描くことができているかを評価する．

【A4-S3】水準測量の測定結果をもとに正確に地盤の高さを求めることがで
きる．

水準測量の成果をもととしたレポートにより正確に地盤の高さを求めることがで
きているかを評価する．

【C1】実習結果を適切に処理し，実習報告書を提出できる．

【C4】期限内に実習報告書を提出できる．

【D1】測量を行うために必要な素養を身につけさせる． 実習受講の準備と取り組み（実習服を着用している・テキストを持参している・
器械，用具の取り扱いを丁寧に行っている）が適正であるかを評価する．

成績は，レポート70%　実技試験20%　実習受講の準備と取り組み状況10%　として評価する．実習受講の準備と取り組
み状況とは，作業服の着用，テキストの持参，器機の取り扱い方が丁寧かをいう．実技試験とは，セオドライトの据え付け試験
と測角試験である．100点満点で60点以上を合格とする．

「基本測量」：山之内繁夫・五百蔵粂(実教出版)
「都市工学実験実習テキスト」：中尾幸一(プリント)

履修上の
注意事項
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授業計画（都市工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 歩測

2 テープによる距離測量

3 内業によるデータの処理 距離測量のデータを用いて誤差処理を行う．

4 セオドライトの構造と名称 セオドライトの構造と操作方法の説明．各部の名称を覚える．また，簡単な角測量も行う．

5 器械の据付 セオドライトの据付練習

6 器械の据付・測角 セオドライトの据付と測角練習

7 器械の測角 セオドライトの測角練習

8 器械の検査と調整 セオドライトの検査を行い誤差があれば調整する．

9 器械の検査と調整 セオドライトの検査を行い誤差があれば調整する．

10 水平角を正・反で測定する．

11 水平角の測定（反復法） 水平角を反復して測定する．

12 水平角の測定（方向法） 水平角を方向法によって測定する．

13 四辺形の測角 四辺形の内角を測定する．

14 セオドライトの据え付けができるか実技テストを行う．

15 セオドライトによる測角ができるか実技テストを行う．

16 閉合トラバースの踏査・選点，測角 校内でトラバースの踏査および選点を行う．校内に組んだトラバースの測角．

17 トラバース測量 校内に組んだトラバースの測角および測距．

18 トラバース測量 校内に組んだトラバースの測角および測距．

19 トラバース測量 校内に組んだトラバースの測角および測距．

20 トラバース測量 校内に組んだトラバースの測角および測距．

21 トラバース測量 校内に組んだトラバースの測角および測距．

22 トラバース測量 校内に組んだトラバースの測角および測距．

23 トラバース測量 校内に組んだトラバースの測角および測距．

24 トラバースの計算・座標の展開 測定したトラバースのデータを用いて座標計算を行う．トラバース計算書より座標の展開を行う．

25 レベルの説明を行い，水準測量を行う．

26 トラバース点間の高低差を求める水準測量を行う．

27 高低差の大きな区間の水準測量を行う．

28 道路の縦断測量を行う．

29

30 くい打ち調整法を行う．水準測量の誤差の補正計算の演習を行う．

距離のわかっている区間を学生各人が歩いて，その歩数より自分の歩幅の長さを知る．校内の決められた区間の長さを歩測で求
める．

50mスチールテープを用いて70～80mの区間を5回測定する．テープの一測線以上の距離を精密に測定できる．

水平角の測定(単測法）

実技テスト(セオドライトの据え付け)

実技テスト(セオドライトによる測角)

水準測量1

水準測量2

水準測量3

水準測量4－1(縦断測量の外業)

水準測量4－2(縦断測量の内業) 縦断図の作成.

水準測量5(レベルの検査・誤差の補正計算)

備
考

中間試験および定期試験は実施しない．テキストを必ず持参すること．外業のときは実習服を着用すること．器械，器具は大切に取り扱うこと．実習は
班員が協力して行うこと．
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科　目

担当教員 上中 宏二郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 トラス部材の力を求めることを小テストおよび定期試験により確認する．

5 静定ばりの影響線を描くことができるかを定期試験により確認する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 数学，物理

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

構造力学I (Structural Mechanics I)

都市工学科・2年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

　人々が安全・安心・快適に生活するために必要な構造物は社会基盤と呼ばれ，橋，ダム，トンネル，よう壁や防波堤などがあ
ります．この授業は，地震，風，交通荷重などの力が構造物に作用するとき，構造物がどのように挙動するかを知るための学問
の入門として位置づけられます．構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，力学の原理や数学の手法を用い
て，それらの力学的な特徴をどのように表すかを学んでいきます．

【A4-S2】SI単位が理解できる． 重力単位からSI単位の変換ができることを小テストおよび中間試験により確認
する．

【A4-S2】静定構造物の反力を求めることができる． 単純ばり，片持ちばり，張り出しばり，ならびにゲルバーばりの反力を求めることを
小テストおよび定期試験により確認する．

【A4-S2】静定構造物の内部の力を図化できる． 静定構造物の断面力図を描くことができることを小テストおよび中間試験によ
り確認する．

【A4-S2】トラスに働く部材の力を求めることができる．

【A4-S2】静定はりの影響線を図化できる．

成績は，試験80%　レポート10%　小テスト10%　として評価する．

崎元達郎：構造力学(上)，基礎土木工学シリーズ，森北出版

岡村宏一：構造力学(I)，土木教程選書，鹿島出版
藤本一雄，西田進，中村一平，本田秀行，木村定雄：基礎から学ぶ構造力学，森北出版
福本ロ秀士編著，岡田清／監修：構造力学I(ニューパラダイムテキストブック)，東京電機大学出版局

履修上の
注意事項

1)授業で70%の理解，授業時間外学習で30%理解となるように授業難易度を設定している．2)授業内容の理解には手を動
かして演習することが大事．3)配布プリントや返却課題は1つのファイルに綴じて整理し，いつでも参照できるようにしておく
こと．4)授業進行の妨げになる迷惑行為をした場合，退場してもらうことがある．5)教科書を持参しないと受講を遠慮してもら
う場合がある．6)授業開始5分前には受講準備を整えること．
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 構造力学の概説

2

3 力の合成，分解 力の作用図の描き方，力の合成・分解の計算，描画方法について説明する．

4

5

6 剛体の釣合いから力を求める方法の講義および演習を行う

7 剛体の釣合いから力を求める方法の講義および演習を行う

8 中間試験

9 中間試験の解答および力のつり合い 中間試験の解答を解説後，これまでの復習を行う．

10 はりの支持方法とはりのつり合い はりの支持方法について説明し，はりに集中荷重が作用する場合の反力を求める．

11 単純ばりに集中荷重が作用する場合の反力を求める．

12 単純ばりに分布荷重が作用する場合の反力を求める．

13 片持ばりに集中荷重が作用する場合の反力を求める．

14 片持ばりに分布荷重が作用する場合の反力を求める．

15 はりに様々な荷重が作用する場合の反力を求める．

16 単純ばりに集中荷重が作用した場合の断面力を求める．

17 単純ばりに分布荷重が作用した場合の断面力を求める．

18 片持ばりに集中荷重が作用した場合の断面力を求める．

19 片持ばりに分布荷重が作用した場合の断面力を求める．

20 ゲルバーばりのつり合い ゲルバーばりの反力を求める．

21 ゲルバーばりの断面力を求める．

22 ゲルバーばりの断面力を求める．

23 中間試験

24 中間試験の解答およびトラス部材 中間試験の解答を解説後，トラス部材の概要について説明する．

25 静定トラス部材の節点法について学習する．

26 静定トラス部材の断面法について学習する．

27 静定トラス部材の断面法について学習する．

28 静定構造物の影響線について学習する．

29 静定構造物の影響線について学習する．

30

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

授業計画（構造力学I）

この1年間の学修方法について助言し，内容について概説する．

重力単位とSI単位 重力単位とSI単位の変換について学習する．

力のつり合い(1) 1点に交わる力について計算を行う．

力のつり合い(2) 1点に交わらない力について計算を行う．

剛体のつり合い(1)

剛体のつり合い(2)

1～7回までの範囲について試験を行う

はりのつり合い(1)

はりのつり合い(2)

はりのつり合い(3)

はりのつり合い(4)

はりのつり合い(5)

単純ばりの断面力(1)

単純ばりの断面力(2)

片持ばりの断面力(1)

片持ばりの断面力(2)

ゲルバーばりの断面力(1)

ゲルバーばりの断面力(2)

16～22回の内容について中間試験を行う．

静定トラス部材の解法(1)

静定トラス部材の解法(2)

静定トラス部材の解法(3)

影響線(1)

影響線(2)

構造力学I総括 1年間学んだ構造力学Iの総括をする．

備
考
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科　目

担当教員 高科 豊 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(100%)

都市工学に必要な建設材料の基礎的な知識を把握することを目的とする．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「土木材料学」近藤泰夫・谷本治三郎・岸本進著（コロナ社）

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

材料学 (Material Engineering)

都市工学科・2年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

【A4-S1】力学の基礎から材料強度を説明できる． 力学的基礎用語および材料強度を評価する意味が理解できているか中間試
験およびレポートで評価する．

【A4-S1】鉄鋼材料を説明できる． 鉄鋼材料を利用する上で，基礎事項が理解できているか，定期試験で評価する
．

【A4-S1】マグマや岩石の成り立ちなど地学的立場から石材を説明できる． マグマや岩石の成り立ちなど地学的立場から石材を説明できるか定期試験で
評価する．

【A4-S1】セメントや混和材料・コンクリ－トについて説明できる． セメントや混和材料・コンクリ－トについて説明できるか中間試験及び定期試
験，レポ－トで評価する．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「建設材料」，竹村和夫・戸川一夫・笠原 篤・庄谷征美共著（森北出版）
「建設材料」，中嶋清実・角田 忍・菅原 隆共著（コロナ社）

構造力学I

履修上の
注意事項
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授業計画（材料学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 材料学概説と一般的力学的性質 都市工学で扱う基礎的な材料は，鉄鋼やコンクリ－トである．その設計・機能の中心となる力学的性質について学ぶ．

2 力の単位と用語および材料強度の評価

3 材料における物理的・化学的性質 歪ゲ－ジや光ファイバ－による測定原理などを理解する．

4 製銑・製鋼および炭素含有量による分類 多々良やテルミット反応から，製錬について考える．また，鉄鋼原料，高炉での還元処理，転炉について学ぶ．

5 変態点，鋼の状態図とその組織

6 加工と熱処理，脆性と不純物 塑性加工・切削加工などの加工方法を理解し，加工硬化と転位増殖による材料的性質を学ぶ．

7 構造用鋼の種類と合金鋼，鋳鉄，非鉄金属

8 中間試験 中間試験

9 金属の腐食機構と防食法

10 岩石の誕生（火山マグマからの考察）とその分類 マントルや地殻におけるマグマの溶融因子，ボ－エンの分化作用から造岩鉱物を分類し，火成岩の位置づけを体系的に考察する．

11 岩石の風化，建設用石材とその性質

12 コンクリ－ト用骨材と海砂採取問題

13 セメントの製法等について セメント原料や焼成工程に触れ，サスペンションプレヒ－タ－や回転釜の工場装置を紹介する．

14 セメントの水和過程をミクロの視点から考察し，各種水和生成物やゲルの様相を理解する．

15 セメントの特性 セメントの性質・成分と種類および特徴を学ぶ．

16

17 コンクリートの基礎

18 フレッシュコンクリート フレッシュコンクリートの性質（スランプ，空気量）と混和材料（混和材，混和剤）について学ぶ

19 硬化コンクリート 硬化コンクリートの性質（圧縮強度，引張強度など）について学ぶ．

20 各種コンクリ－ト 寒中コンクリート，暑中コンクリート，マスコンクリート，高流動化コンクリート，高強度コンクリートなど，コンクリ－トの多様性を学ぶ．

21 コンクリートの配合 配合設計の流れとともに，配合設計例を行う．

22 コンクリ－ト製品と品質管理 高温養生等について，学ぶ．

23 中間試験 中間試験

24 コンクリ－トの耐久性を学ぶ．

25 コンクリ－トの耐久性を学ぶ．

26 コンクリ－トの診断を学ぶ

27 コンクリ－トの診断を学ぶ

28 瀝青材料 瀝青材料について学ぶ．

29 維持管理総論 社会の動向を踏まえて，コンクリート構造物が直面している課題解決策の一つである維持管理および将来にあり方について学ぶ．

30 現状の課題と方向性 コンクリート構造物が抱える課題点を学び，今後の方向性について考える．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

重力単位とニュ－トン単位の換算を理解する．力が材料内に応力として伝達する時，垂直応力・水平応力の断面的な視点から，評
価することの重要性を学ぶ．

鉄に炭素が浸入する時の結晶格子の変化を考える．フェライト・オ－ステナイト・セメンタイト・パ－ライトなどの組織について，鋼の
状態図の上から考える．

構造用鋼の分類と合金鋼における元素添加の意味を考える．鋳造による鋳鉄装飾や用途，また，アルマイト法やジュラルミンについ
て考える．銅の電解精錬，銅合金，メッキ，金属溶射法を紹介する．

鉄筋の腐食によるコンクリ－ト構造物の塩害について考える．また，電気防食の原理を理解し，簡単な実験例を通して，さびの進行促
進・進行防止を学習する．

六甲山の成り立ちを考察するとともに，花崗岩深層風化，阪神大水害や土砂災害・砂防事業，グリ－ンベルト事業を紹介し，身近な
御影石や真砂土について考察する．

粗骨材・細骨材の区分，含水状態，粒度，最大寸法，実績率など，配合設計に必要な用語を理解する．また，瀬戸内海の海砂の問題
や塩分の規制など，細骨材事情に触れる．

水和機構とその生成物（凝結・硬化），混合セメント・混和材(ポゾラン等
)

混和剤(AE剤，減水剤) とその働き AE剤，減水剤を界面活性剤としての分子形状の観点から考え，その目的を説明し，フレッシュコンクリ－トの中での働きを考察する．

コンクリートの基本特性を理解する.

コンクリ－トの耐久性1

コンクリ－トの耐久性2

コンクリ－トの診断1

コンクリ－トの診断2

備
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 講義時に適宜プリントを配布する

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

情報処理 (Information Processing)

(前期)鳥居 宣之 准教授,(後期)柿木 哲哉 准教授

都市工学科・2年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

本講義の前期では，情報処理言語としてFortran言語を使用し，その基本的文法と計算アルゴリズムの考え方を習得すると
ともに，課題演習を通してプログラムを作成し，工学的諸問題を数値的に解決する方法を学ぶことを目的とする．また後期で
は，実験や卒業研究のデータ処理等で用いられる表計算ソフトの取り扱いについて学ぶ．

【A3】プログラムの作成から，コーディング，デバッギング，コンパイル，実行ま
での手順を理解し，習得する．

プログラムの作成から実行までの一連の手順を理解できているかを演習課題
によって評価する．

【A3】Fortran言語の文法を理解し，習得する． 文法が正しく理解されているかを演習課題と定期試験（前期）によって評価す
る．

【A3】Fortran言語による四則演算の方法が理解でき，基本的なプログラム
が作成できる．

Fortran言語による四則演算の方法を理解し，基本的なプログラムの作成がで
きているかを演習課題と定期試験（前期）によって評価する．

【A3】アルゴリズムおよびデータ構造から適切なFortranプログラムを開発
できるプログラミング能力を習得する．

適切なFortranプログラムを開発できるプログラミング能力を習得しているかを
演習課題と定期試験（前期）によって評価する．

【A3】表計算ソフト（エクセル）の基本操作ができる． 表計算ソフト（エクセル）の基本操作ができるかを演習課題と定期試験（後期）
によって評価する．

【A3】表計算ソフト（エクセル）を用いてデータベースの処理ができる． 表計算ソフト（エクセル）を用いてデータベースの処理ができるかどうか演習課
題と定期試験（後期）によって評価する．

【A3】表計算ソフト（エクセル）を用いて各種グラフの作成ができる． 表計算ソフト（エクセル）を用いて各種グラフの作成ができるかどうか演習課題
と定期試験（後期）によって評価する．

【A3】表計算ソフト（エクセル）で関数を用いた計算ができる． 表計算ソフト（エクセル）で関数を用いた計算ができるかどうか演習課題と定
期試験（後期）によって評価する．

成績は，試験50%　レポート50%　として評価する．前期の評価は，前期定期試験50%，演習課題50%で合計50点，後期の
評価は，前期定期試験50%，演習課題50%で合計50点とし，総合評価は，前期と後期の合計100点満点中60点以上を合
格とする．

「Fortran90/95プログラミング（改訂新版）」：冨田博之，齋藤泰洋（培風館）　（前期）
「やさしいFORTRAN入門」：日向俊二 (カットシステム)　（前期）

数学，物理，情報基礎（1年）

履修上の
注意事項

1学年の情報基礎で学んだコンピュータの取り扱い，ブラウザやメール，文書作成ソフト，表計算ソフト，プレゼンテーションソ
フト等の使い方が理解できていることを前提として授業を行います．
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授業計画（情報処理）

テーマ 内容（目標・準備など）

1

2 プログラミング基礎

3 データ型 データ型（数値型データ，非数値型データ）について説明し，それらについて演習を通して理解する．

4

5 四則演算と組込み関数 四則演算の方法ならびに代表的な組込み関数について説明し，それらについて演習を通して理解する．

6 繰返し計算と判断のプログラムについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

7 前回に引き続いて，繰返し計算と判断のプログラムについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

8

9 前回に引き続いて，配列変数について説明し，それらについて演習を通して理解する．

10 主プログラムと副プログラムという考え方とその必要性について説明し，それらについて演習を通して理解する．

11 前回に引き続いて，主プログラムと副プログラムという考え方とその必要性について説明し，それらについて演習を通して理解する．

12

13 データの入出力先として，端末の画面だけでなく，ファイルを指定する方法について説明し，それらについて演習を通して理解する．

14

15

16

17 計算と数式について説明し，それらについて演習を通して理解する．

18 セル，行，列の挿入，シートの追加と削除，セルの書式設定，印刷の方法などについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

19 データの移動とコピー，コピーの貼り付け形式 データの移動とコピー，コピーの貼り付け形式などについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

20 条件付き書式について説明し，それらについて演習を通して理解する．

21 条件付き書式について説明し，それらについて演習を通して理解する．

22 リストの作成，データの並べ替え，入力規制などについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

23 検索と置換，集計などについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

24 ウィンドウ操作，印刷の方法などについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

25 グラフの作成方法などについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

26 グラフの作成方法などについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

27 グラフの作成方法などについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

28 関数の概略，関数の入力，関数の構造などについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

29 論理関数，統計関数などについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

30 その他の関数などについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

前期定期試験および後期定期試験を実施する．前期中間試験および後期中間試験を実施しない．

Fortran入門 プログラミング言語としてのFortran言語の基本事項について学習する．

プログラムの書き方と初歩的なルール，プログラムをコンパイルする方法，プログラムを実行する方法を説明し，それらについて演習
を通して理解する．

データの入出力（1） データの入出力（READ文，WRITE文）について説明し，それらについて演習を通して理解する．

繰返しと判断（1）

繰返しと判断（2）

配列（1） 配列変数（表形式のようなデータを扱う場合に用いられる添字付きの変数）について説明し，それらについて演習を通して理解する
．

配列（2）

プログラム単位（1）

プログラム単位（2）

プログラム単位（3） 副プログラムに次ぐ第3のプログラム単位としてのモジュールについて説明し，それらについて演習を通して理解する．

データの入出力（2）

総合演習（1） 1～13週目までに学んだプログラミング技法を使って，工学的諸問題を数値的に解決するプログラムを各自が作成する．

総合演習（2） 前回に引き続いて，1～13週目までに学んだプログラミング技法を使って，工学的諸問題を数値的に解決するプログラムを各自が
作成する．

エクセルの基本操作1 メニューバーとツールバー，バーの移動，データの入力と修正，セルの幅と高さの変更，範囲選択の方法などについて説明し，それら
について演習を通して理解する．

エクセルの基本操作2

エクセルの基本操作3

条件付き書式1

条件付き書式2

データベース1

データベース2

データベース3

グラフの作成1

グラフの作成2

グラフの作成3

関数1

関数2

関数3

備
考
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科　目

担当教員 中尾 幸一 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 平板測量に関するレポートや中間試験で評価する

2 基準点測量に関するレポートや中間試験，定期試験で評価する

3 スタジア測量に関するレポートや定期試験で評価する

4 数値地形測量に関するレポートや定期試験で評価する

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

授業中の計算が多いため，「電卓」必要

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

測量学 (Surveying)

都市工学科・2年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

1学年に引き続き平板測量，基準点測量，スタジア測量，数値地形測量を講義し理解させることを目標とする．また，練習問題
を解くことによって習熟度を高める

【A4-S3】平板測量に関する知識を持ち，その測量方法を説明出来る

【A4-S3】基準点測量の仕組みや，その計算方法を説明出来る

【A4-S3】スタジア測量の原理および測量方法を説明出来る

【A4-S3】数値地形測量に関する知識を持ち，その測量方法を説明出来る

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．総合評価100点満
点で60点以上を合格とする．

「基本測量」：山之内繁雄・五百蔵粂（実教出版）
プリント

「最新測量入門」新訂版：浅野繁喜・伊庭仁嗣(実教出版)

S1「測量」，S1・S2「都市工学実験実習」

履修上の
注意事項
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授業計画（測量学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 平板測量の概説，器具の名称・機能について説明する

2 平板の標定，平板測量の方法（放射法）について説明する

3 平板測量の方法（導線法・交会法）について説明する

4 平板測量を応用して距離や高さを求める方法について説明する

5 三角測量・三辺測量の原理 三角測量，三辺測量について説明する

6 単列三角鎖の計算について説明し演習を行う

7 単列三角鎖の計算について説明し演習を行う

8 中間試験 中間試験を実施する

9 中間試験回答を行い，スタジア測量の原理を説明した後，計算演習を行う

10 スタジア測量の活用法を説明した後，計算演習を行う

11

12

13 四辺形三角 単列三角鎖の計算について説明し演習を行う

14 有心多角三角 有心多角三角の計算について説明し演習を行う

15 三辺測量 三辺測量について説明し，演習を行う

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．

平板測量（1）

平板測量（2）

平板測量（3）

平板測量（4）

単列三角鎖の計算(1)

単列三角鎖の計算(2)

中間試験回答，スタジア測量(1)

スタジア測量(2)

数値地形測量(1) TS地形測量，デジタルマッピング，マップデジタイズについて説明する

数値地形測量(2) TS地形測量の座標計算について説明し演習を行う

備
考
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科　目

担当教員 宇野 宏司 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S3(30%), C1(30%), C4(30%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 平板測量の実習成果及びレポートで評価する．

2 スタジア測量の実習成果及びレポートで評価する．

3 面積・体積の計算や測定方法のレポートで評価する．

4 三角測量の実習成果及びレポートで評価する．

5

6 各テーマごとの報告書の内容で評価する．

7 各テーマごとの報告書の提出状況で評価する．

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配布プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

都市工学実験実習 (Laboratory Work in Civil Engineering)

都市工学科・2年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

平板測量，スタジア測量，面積・体積の測定や計算，三角測量等の実習を通じてその技術や要領を学ぶ．また，測量士補試験
や工学の基礎となる数学・物理について国家試験レベル相当の問題を解説し，演習を実施する．外業は1班当たり4名～5名
で編成され，その成果を班課題や個人課題として作成する．

【A4-S3】平板測量に関して習得した知識を用い，その測量を実行し理解で
きる．

【A4-S3】スタジア測量に関して習得した知識を用い，その測量を実行し理
解できる．

【A4-S3】面積・体積の計算や測定方法を理解できる．

【A4-S3】三角測量に関して習得した知識を用い，その測量を実行し理解で
きる．

【A4-S3】測量士補試験，工学基礎（数学・物理）の問題を解くことができる． 測量士補試験，工学基礎（数学・物理）の問題を解くことができるかどうか，レポ
ートで評価する．

【C1】実習結果を適切に処理し，実習報告書を提出できる．

【C4】期限内に実習報告書を提出できる．

【D1】測量を行うために必要な素養を身につけさせる． 実習中の態度（実習服の着用・測量器材の取り扱い方・実習作業への取り組
み方）を評価の対象とする．

成績は，レポート80%　実習成果20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「測量（1）新訂版」，長谷川博他著（コロナ社）
「測量実習指導書」，土木学会編（土木学会）

S1，S2「測量学」，S1「都市工学実験実習」

履修上の
注意事項 S1，S2「測量学」，S1「都市工学実験実習」の知識が必要
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授業計画（都市工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 平板測量（放射法） 放射法による平板測量の実習を行う．

2 平板測量（道線法） 道線法による平板測量の実習を行う．

3 平板測量で校内指定地域の地形図を作成する．

4 平板測量で校内指定地域の地形図を作成する．

5 平板測量で校内指定地域の地形図を作成する．

6 平板測量で校内指定地域の地形図を作成する．

7 平板測量で校内指定地域の地形図を作成する．

8 平板測量実習のまとめとして，作成した地形図にタイトルや凡例を記入して完成させる．

9 平板測量総まとめ これまで実習してきたことの事項についてプリントで確認する．

10 スタジア測量 計算及び図解にて，器械のスタジア定数を求める．

11 校内で三角測量を実施する．

12 校内で三角測量を実施する．

13 校内で三角測量を実施する．

14 三角測量実習のまとめとして，作成した地形図にタイトルや凡例を記入して完成させる．

15 三角測量総まとめ これまで実習してきたことの事項についてプリントで確認する．

16 面積の計算（三角法・支距法） 三角法・支距法を用いて，プリントに描かれた各種図形の面積計算を行う．

17 面積の計算（座標法・倍横距法） 座標法・倍横距法を用いて，プリントに描かれた各種図形の面積計算を行う．

18 面積の分割計算 プリントに描かれた各種図形面積の分割計算を行う．

19 面積の測定（三斜法・三辺法） 三斜法・三辺法を用いて，プリントに描かれた各種図形の面積計算を行う．

20 体積の計算（断面法・点高法） 断面法・点高法を用いて，プリントに描かれた各種図形の体積計算を行う．

21 プラニメータの活用 プラニメータを用いて等高線間の面積を測定する．また，横断面図の面積をプラニメータで測定し，その値より土量計算をする．

22 測量士補試験レベルの問題演習を行う．

23 測量士補試験レベルの問題演習を行う．

24 測量士補試験レベルの問題演習を行う．

25 測量士補試験レベルの問題演習を行う．

26 測量士補試験レベルの問題演習を行う．

27 工学の基礎となる数学・物理に関する演習を行う．

28 工学の基礎となる数学・物理に関する演習を行う．

29 工学の基礎となる数学・物理に関する演習を行う．

30 総復習

中間試験および定期試験は実施しない．天候により，前後の授業計画を入れ替える場合がある．外業時は，原則として実習服を着用すること．

平板測量（細部測量1）

平板測量（細部測量2）

平板測量（細部測量3）

平板測量（細部測量4）

平板測量（細部測量5）

平板測量（細部測量6）

三角測量（1）

三角測量（2）

三角測量（3）

三角測量（4）

測量学演習（1）

測量学演習（2）

測量学演習（3）

測量学演習（4）

測量学演習（5）

工学基礎演習（1）

工学基礎演習（2）

工学基礎演習（3）

16週目以降これまで実習してきたことの事項についてプリントで確認する．

備
考
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科　目

担当教員 酒造 敏廣 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 各種断面の諸量の計算を中間試験・レポート・小テストで評価する．

2

3

4

5 柱の応力度の計算を定期試験・レポート・小テストで評価する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

構造力学II (Structural Mechanics II)

都市工学科・3年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

2年に引き続き静定構造物の解法に重点を置き，構造材料の力学的性質，はりの内部に働く応力，はりの弾性変形，柱の座
屈の理論について学ぶ．その際，演習を取り入れると共に小テスト・レポートによって習熟度を高める．

【A4-S2】各種断面の諸量が求められる．

【A4-S2】はりの断面に生じる応力度やひずみが求められる． はりの断面に生じる応力度やひずみの計算を定期試験・レポート・小テストで
評価する．

【A4-S2】はりのたわみ・たわみ角が求められる． はりのたわみ・たわみ角の計算を中間・定期試験・レポート・小テストで評価す
る．

【A4-S2】不静定構造を静定構造に分解して不静定力が求められる． 未知の不静定力を定め，不静定構造物を解く計算を定期試験・レポートで評価
する．

【A4-S2】柱の応力度が求められる．

成績は，試験70%　レポート20%　小テスト10%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．試験成績は，前
期中間，期末，及び，後期中間，期末の計4回の平均点とする．

崎元達郎：構造力学(上)，基礎土木工学シリーズ，森北出版

岡村宏一：構造力学(I)，土木教程選書，鹿島出版
福本ロ秀士編著，岡田清／監修：構造力学I(ニューパラダイムテキストブック)，東京電機大学出版局
赤木知之，色部 誠共著：構造力学問題集，森北出版
四俵正俊：よくわかる 構造力学ノート，技報堂出版

構造力学I(2年)，数学I，数学II，物理

履修上の
注意事項

1)はりの断面力図（曲げモーメント，せん断力）の十分な理解が必要です．2)授業で70%の理解，授業時間外学習で30%理
解となるように授業難易度を設定している．3)配布プリントや返却課題は1つのファイルに綴じて整理すること．4)授業進行
の妨げになる迷惑行為をした場合，退場を命ずることがある．5)教科書を持参しない場合，受講を遠慮してもらう場合がある．
6)授業開始5分前には受講準備を整えること．
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テーマ 内容（目標・準備など）

1

2

3 構造材料の力学的性質のまとめと演習を行う．

4

5

6 せん断変形，せん断応力，せん断応力度について学習する．

7 はりの内部に働く応力のまとめを行う．

8

9 物体内部要素に働く応力度について学習する．

10 物体内部要素に働く応力度について学習する．

11 物体内部要素に働く応力度について学習する．

12 物体内部要素に働く応力度について学習する．

13 モールの応力円について学習する．

14 モールの応力円について学習する．

15 はりのたわみ・たわみ角について学習する．

16 たわみ曲線の微分方程式について学習する．

17 たわみ曲線の微分方程式について学習する．

18 微分方程式からたわみを求める方法を学習する．

19 微分方程式からたわみを求める方法を学習する．

20 モールの定理からたわみを求める方法を学習する．

21 弾性荷重法からたわみを求める方法を学習する．

22 たわみを求める各方法のまとめを行う．

23

24 たわみを求める各方法のまとめを行う．

25 不静定構造 不静定構造を静定構造に分解して解く方法について学習する．

26 長柱の座屈について学習する．

27 オイラーの座屈荷重について学習する．

28 オイラーの座屈荷重について学習する．

29 短柱の核について学習する．

30 まとめ 柱の計算のまとめを行う．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

授業計画（構造力学II）

2年次構造力学Iの達成テスト，構造材料の力学的性質(1) 2年次構造力学Iの達成テストを実施後，構造材料内部の組織構造，弾性と塑性，応力度とひずみ度について学習する．

構造材料の力学的性質(2) フックの法則，応力-ひずみ図について学習する．

構造材料の力学的性質(3)

はりの内部に働く応力(1) 平面保持の法則，断面2次モーメントについて学習する．

はりの内部に働く応力(2) 断面1次モーメント，図心について学習する．

はりの内部に働く応力(3)

はりの内部に働く応力(4)

中間試験(前期) 第1～7回までの中間試験

中間試験回答，力を受ける物体内部の応力(1)

力を受ける物体内部の応力(2)

力を受ける物体内部の応力(3)

力を受ける物体内部の応力(4)

力を受ける物体内部の応力(5)

力を受ける物体内部の応力(6)

はりの弾性変形(1)

はりの弾性変形(2)

はりの弾性変形(3)

はりの弾性変形(4)

はりの弾性変形(5)

はりの弾性変形(6)

はりの弾性変形(7)

はりの弾性変形(8)

中間試験(後期) 第16～22回までの中間試験

中間試験回答，はりの弾性変形(9)

柱の計算(1)

柱の計算(2)

柱の計算(3)

柱の計算(4)

備
考
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科　目

担当教員 （前期）辻本 剛三 教授 （後期）宇野 宏司 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 関連科目：物理，数学

計算を含む演習問題を毎時間行うので電卓を持参すること．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

水理学 (Hydraulics)

都市工学科・3年・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

水の性質，静水圧，水の流れなどについて，例題を交えて基礎的な事項を理解させる．特に後半では，連続の式と運動方程式
の考え方，計算方法を重点的に学ばせる．水理学の知識が環境系科目に生かされるよう応用面についても適用方法や考え
方，計算方法を理解させる．

【A4-S2】水の物理的性質と静水圧の扱いを理解し，これらに関する計算が
できる．

水の物理的性質と静水圧の扱いを，演習問題を提出させるとともに前期中間
試験及び前期定期試験で評価する．

【A4-S2】連続の式とベルヌーイの式を用いて，損失を考慮しない流れの計
算ができる．

損失を考慮しない流れについて，演習問題を提出させるとともに後期中間試験
で評価する．

【A4-S2】運動量方程式を理解し，これらに関する計算ができる． 運動量方程式に関する演習問題を提出させるとともに後期中間試験で評価す
る．

【A4-S2】オリフィスおよび水門，堰についての考え方を理解し，これらに関す
る計算ができる．

オリフィスおよび水門，堰についての考え方に関する演習問題を提出させるとと
もに後期定期試験で評価する．

【A4-S2】管水路の流速分布や損失水頭についての考え方を理解し，これら
に関する計算ができる．

管水路の流速分布や損失水頭についての考え方に関する演習問題を提出さ
せるとともに後期定期試験で評価する．

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．到達目標1～5は，中間試験および定期試験の平均点70%，演習問題
のレポート30%の割合で評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「水理学」 :日下部重幸・壇和秀・湯城豊勝 (コロナ社）

「水理学演習」:鈴木幸一 （森北出版）
「絵とき 水理学」:国澤正和・福山和夫・西田秀行（オーム社）

履修上の
注意事項
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授業計画（水理学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 単位と次元 単位と次元に関して，特に本教科で使用する単位について確認させる．

2 水の物理的性質 水の物理的性質，特に本教科で用いる性質について学ばせる．

3 相似則 相似則の考え方の概要を理解させる．

4 静水圧 静水圧の特徴を理解させる．

5 静水圧の考え方から水圧計と水圧機の原理を理解させ，簡単な計算ができるようにする．

6 静水圧の考え方から水圧計と水圧機の原理を理解させ，簡単な計算ができるようにする．

7 平面に作用する静水圧に関して計算できるよう学ばせる．

8 前期中間試験 ここまで学んだ事項について出題する．

9 平面に作用する静水圧に関して計算できるよう学ばせる．

10 平面に作用する静水圧に関して計算できるよう学ばせる．

11 傾斜面に作用する静水圧に関して考え方を理解させる．

12 傾斜面から曲面に作用する静水圧に関して計算できるよう学ばせる．

13 曲面に作用する静水圧に関して計算できるよう学ばせる．

14 浮力と浮体 浮力と浮体の考え方を学ばせ，浮体の安定性の評価をさせる

15 相対的静止水面 相対的静止水面の考え方を学び簡単な計算ができるようにする．

16 流速と流量 流速と流量について学ばせ，簡単な計算ができるようにする．

17 流れの分類 流れの分類法を理解させる．

18 連続の式とベルヌーイの定理の概要を学ばせる．

19 ベルヌーイの定理を応用して計算ができるようにする．

20 運動量方程式の概要を学ばせる．

21 運動量方程式を用いた計算ができるようにする．

22 運動量方程式の応用 運動量方程式を応用して計算できるようにする．

23 後期中間試験 前期定期試験以降に学んだ範囲から，出題する．

24 オリフィス，水門，堰の概要を説明し，式誘導ができるようにする．

25 オリフィス，水門，堰の計算演習を実施する．

26 管水路の流速分布 管水路の流速分布の概要を説明し，式誘導ができるようにする．

27 管水路の摩擦損失水頭，平均流速公式 管水路の摩擦損失水頭，平均流速公式を学ばせ，計算ができるようにする．

28 摩擦以外の形状損失，単管水路 摩擦以外の種々の形状損失について説明し，単管水路のエネルギー損失等が計算できるようにする．

29 サイフォン，管網計算ができるようにする．

30 ポンプと水車に関する計算ができるようにする．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．ほぼ毎時間，計算を主にした演習問題を行うので，電卓を持参すること．

水圧計と水圧機（1）

水圧計と水圧機（2）

平面に作用する静水圧（1）

平面に作用する静水圧（2）

平面に作用する静水圧（3）

曲面に作用する静水圧（1）

曲面に作用する静水圧（2）

曲面に作用する静水圧（3）

連続の式とベルヌーイの定理（1）

連続の式とベルヌーイの定理（2）

運動量方程式（1）

運動量方程式（2）

オリフィス，水門，堰（1）

オリフィス，水門，堰（2）

管水路計算の応用（1）

管水路計算の応用（2）

備
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 有効応力の原理を理解できているか中間試験・小テストで評価する．

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

土質力学I (Soil Mechanics I)

（前期）山下 典彦 教授　（後期）山下 典彦 教授,鳥居 宣之 准教授

都市工学科・3年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

土は構造物をつくる建設材料であると共に，構造物およびその基礎を支持する地盤としての機能がもっとも重要である．ここ
では，工学的な見地から，土を構造物の材料や基礎として利用するために必要な概念を説明し，その基本的性質および力学
挙動について学ぶ．その際，演習を取り入れると共に都市工学実験実習（土質実験）と並行して授業を進めることで内容の
理解を助ける．

【A4-S2】土の基本的性質について理解できる． 土の生成，組成，粒度，コンシステンシー，構造と粘土鉱物，締固め，分類につい
て基本が理解できているか中間試験・レポート・小テストで評価する．

【A4-S2】ダルシーの法則と透水係数の概念を理解できる． ダルシーの法則を用いて，土中の水理に関する理解ができているか定期試験
で評価する．

【A4-S2】土中水による地盤破壊について理解できる． クイックサンドおよびパイピングについて理解できているか中間試験で評価す
る．

【A4-S2】テルツァーギの有効応力の原理について理解できる．

【A4-S2】圧密現象を理解し，圧密沈下量とその沈下に要する時間を予測で
きる．

土の圧密機構について理解できているか定期試験・レポート・小テストで評価
する．

【A4-S2】土のせん断の概念とそれらを調べる土質実験の原理について理
解できる．

土のせん断について基本が理解できているか中間試験，授業中の小テストおよ
びレポート課題で評価する．

【A4-S2】擁壁に作用する土圧の概念とそれらを算定する概念について理
解できる．

クーロン土圧，ランキン土圧について基本が理解できているか中間試験，授業
中の小テストおよびレポート課題で評価する．

成績は，試験80%　レポート10%　小テスト10%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．試験成績は中間
試験，定期試験の平均点とする．

「地盤工学（第2版）」：澤孝平編著（森北出版）

「図解 土質力学 －解法のポイント－」：今西静志，立石義孝，安川郁夫共著（オーム社）
「わかる土質力学220問」：安田進，片田敏行，後藤聡，塚本良道，吉嶺充俊（理工図書）
「絵とき 土質力学」：安川郁夫，今西静志，立石義孝共著（オーム社）
「土質試験 基本と手引き」：社団法人 地盤工学会（丸善）

数学I，数学II，物理，水理学，都市工学実験実習（土質実験）

履修上の
注意事項

概念の理解と演習が大切ですので，各自十分な計算練習等を行うことにより復習すること．履修者には，到達目標を達成す
るために努力する義務があります．
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 地盤と土 地盤の生成について学習する．

2 土のモデル，定量的表示法について学習する．

3 粒度試験，粒度分布について学習する．

4 土のコンシステンシー アッターベルク限界とその応用について学習する．

5 土の分類方法 土の分類方法について学習する．

6 土の締固め 締固めの機構，締固め曲線について学習する．

7 土中水 土中水の分類と地盤工学上の問題について学習する．

8 中間試験（前期）

9 圧力と水頭について学習する．

10 ベルヌーイの定理およびダルシーの法則と透水係数が及ぼす要因について学習する．

11 成層地盤の平均透水係数について学習する．

12 室内透水試験について学習する．

13 現場透水試験について学習する．

14 土中水の浸透理論と流線網 土中水の浸透理論と流線網の描き方について学習する．

15 有効応力の原理について学習する．

16 クイックサンド，ボイリングおよびパイピングについて学習する．

17 圧密モデルについて学習する．

18

19 圧密の基礎方程式 テルツァギーの圧密理論について学習する．

20 圧密試験 圧密試験方法について学習する．

21 圧密沈下量の算定 最終沈下量を求める方法について学習する．

22 圧密時間の算定 圧密沈下に要する時間を求める方法について学習する．

23 中間試験（後期）

24 土のせん断強さの概念ならびに地盤内の応力表示方法について学習する．

25

26 土のせん断強さを求めるための様々な土質試験法について学習する．

27 砂ならびに粘土のせん断特性について学習する．

28 「土のせん断」に関する問題演習を行う．

29

30

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

授業計画（土質力学I）

土の組成（1）

土の組成（2）

第1～7回までの中間試験

中間試験回答，ダルシーの法則と透水係数（1）

ダルシーの法則と透水係数（2）

ダルシーの法則と透水係数（3）

透水係数の測定方法（1）

透水係数の測定方法（2）

浸透水による地盤破壊（1）

浸透水による地盤破壊（2）

土の圧密機構（1）

土の圧密機構（2） e-logp曲線について学習する．

第16～22回までの中間試験

土のせん断（1）

土のせん断（2） 破壊時の応力状態を表すモールの応力円ならびに土が外力を受けて破壊する状態を定義するの土の破壊規準について学習する
．

土のせん断（3）

土のせん断（4）

土のせん断（5）

土圧（1） 擁壁を対象構造物として，静止土圧，主働土圧，受働土圧の考え方を学習する．さらに，壁体に作用する土圧理論の1つであるクーロ
ンの土圧理論について学習する．

土圧（2） 壁体に作用する土圧理論の1つであるランキンの土圧理論について学習する．「土圧」に関する問題演習を行う．

備
考

S-130



科　目

担当教員 高科 豊 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(70%), A4-S2(10%), A4-S3(10%), A4-S4(10%)

コンクリート構造物の設計方法を学ぶ．特に，部材の終局限界状態について，考える．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2 材料強度のばらつきを正規分布の利用で計算できるかをレポートで評価する．

3 部材断面の軸方向耐力や曲げ耐力を計算できるか定期試験で評価する．

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「鉄筋コンクリート工学」近藤泰夫・岸本進・角田忍著（コロナ社）

参考書 鉄筋コンクリ－トの設計，吉川弘道著（丸善）

関連科目 設計製図

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

コンクリート工学 (Reinforced Concrete)

都市工学科・3年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

【A4-S1】RC構造の特徴と力学的役割を説明できる． RC構造の特徴と力学的役割を理解できているか中間試験で評価する．

【A4-S3】材料強度のばらつきや安全性のあり方を説明できる．

【A4-S4】柱部材や梁部材の軸方向耐力や曲げ耐力を計算できる．

【A4-S2】曲げ破壊形式における靭性の重要性を説明できる． 曲げ破壊形式における靭性の重要性を理解できているか定期試験で評価する
．

【A4-S2】せん断破壊の特徴やその補強筋やコンクリ－トの耐力機構を説明
できる．

せん断破壊の特徴やその補強筋やコンクリ－トの耐力機構を説明できるかどう
かを定期試験で評価する．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点で，60点以上を合格とする．

履修上の
注意事項
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授業計画（コンクリート工学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 外力に対して，鉄筋は引張力，コンクリ－トは圧縮力を受け持つことで，鉄筋コンクリ－ト構造物の力学的な役割分担を理解する．

2 鉄筋コンクリ－トの設計概念を，限界状態設計法，許容応力度設計法の各設計フロ－比較と照査の観点から，概観を説明する．

3 材料の性質と応力ひずみ曲線のモデル化 鉄筋とコンクリ－トの応力ひずみ曲線の違い，実際上の曲線と設計モデル化されたものを比較し，その適用の根拠を考える．

4 設計強度，安全係数及び特性値（材料強度のばらつき考慮） コンクリ－トの圧縮強度分布が正規分布を示すことで，統計学的に強度を特性値として安全性が考慮されていることを学ぶ．

5

6 帯鉄筋柱の構成・構造細目・設計軸方向中心軸圧縮耐力 帯鉄筋柱での軸方向鉄筋と帯鉄筋の役割を解説する．

7 座屈現象と長柱の低減係数 オイラ－の提唱した中心圧縮性の長柱理論を紹介し，柱の座屈現象を理解する．

8 中間試験 中間試験

9 らせん鉄筋柱 らせん拘束力や破壊現象における様相が異なること（らせん効果）を説明する．

10 らせん鉄筋柱の計算問題

11 曲げを受ける梁部材 曲げを受ける梁部材の終局限界状態の検討を取り上げる．

12 梁部材の曲げ挙動と釣合い鉄筋比と破壊形式

13 等価応カブロックの力学的仮定

14 圧縮鉄筋・引張鉄筋を区分し，圧縮鉄筋がコンクリ－トに生ずる圧縮応力の一部を分担することを学習する．

15

16 フランジの有効幅の考え方を理解し，スラブと単体となる場合を学ぶ．

17

18

19

20 引張主応力とせん断破壊 主応力度の発生する角度から，梁腹部に斜め引張応力度によるせん断破壊の可能性があることを説明する．

21 使用状態における任意断面の中立軸の位置の算定 任意断面における中立軸の位置の算定の断面一次モ－メントによる普遍的な釣合い条件式を説明する．

22 換算断面二次モ－メントと梁部材の曲げ応力度の算定

23 中間試験 中間試験

24

25 せん断破壊と曲げ破壊 せん断破壊の特徴，せん断ひび割れの種類，せん断スパン長の意味，せん断破壊形式を大別する．

26 古典・修正トラス理論によるせん断補強筋のせん断耐力

27 コンクリ－トの受け持つ設計せん断耐力

28 腹部コンクリ－トの設計斜め圧縮破壊耐力とせん断補強筋の配置 せん断補強筋が過剰な場合，斜め引張でなく，斜め圧縮で腹部が破壊する可能性があることを説明する．

29

30 コンクリ－ト構造物の維持管理 コンクリ－ト構造物の維持管理について，劣化事例を挙げながら，性能照査型設計の必要性を考察する．

前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

鉄筋コンクリート（RC）構造の力学的意義・特徴

設計方法概念(限界状態設計法，許容応力度設計法の比較)

終局限界状態に対する検討(軸方向圧縮を受ける部材) 軸方向圧縮力を受ける柱部材を検討する．実構造物柱部材には，施工誤差・寸法誤差による偏心軸方向力の問題や長柱・短柱の
問題があることを説明する．

柱の長さや断面諸元を与え，らせん鉄筋断面を計算させる．また，この時，構造細目や細長比を考えながら，設計軸方向中心軸圧縮
耐力の計算を行い，最適な断面を決定させ

RC梁部材の曲げ挙動を概観的に説明し，曲げ破壊形式を判別する上で，釣合い破壊を検討し，釣合い鉄筋比と断面の鉄筋比を
比較する必要があることを学習する．

圧縮部コンクリ－トの応力分布は，非線形分布になるが，その分布形状を等価応力ブロックとして，設計曲げ耐力を計算する上で，
置換できることを証明す

複鉄筋長方形断面RC梁

複鉄筋長方形断面RC梁において，圧縮鉄筋が降伏しない場合の検討 終局状態の計算において，応力の分布は非線形になるが，歪みの分布は線形であることから，コンクリ－トの終局歪みを基に，圧縮
鉄筋に生ずる応力度を算定できることを学習する．

スラブと単体となるT形断面梁の設計曲げ耐力

曲げと軸方向力を受ける部材(相互作用図の概念) 門型ラ－メンの柱などを設計する場合，各柱断面の位置によって，曲げと軸方向力の大きさが変化する．この場合，曲げと軸方向力
を包括的に断面設計しなければならないことを学ぶ．

偏心軸方向圧縮力が作用する場合の終局状態（鉄筋が降伏する場合） 釣合い偏心距離と外力による曲げと軸方向力から定まる偏心距離との関係から，破壊モ－ドを決定し，そのモ－ドが曲げ支配また
は軸力支配になるかを考える．

偏心軸方向圧縮力が作用する場合の終局状態（鉄筋が降伏しない場
合）

軸力支配モ－ドになる場合，圧縮破壊領域となり，引張鉄筋が降伏の状態に達するまでに，コンクリ－トが圧壊するので，等価応力ブ
ロックの高さの計算過程が三次方程式となることを学習する．

鉄筋とコンクリ－トが複合する場合の曲げ応力度を計算する上で，使用状態における応力の分布を線形と仮定すると，曲げ公式に
おいて，換算断面二次モ－メントの計算が必要となることを学習す

RC梁部材のせん断応力度の算定 断面内のせん断応力度の分布形状を考察する．また，T形断面の場合，フランジとウエブで幅が急変するので，ハンチの重要性を説
明する．

腹鉄筋の種類とその役割を説明するとともに，リッタ－の古典的トラス理論により，せん断補強筋の受け持つ設計せん断耐力を学
習する．

コンクリ－トの受け持つ設計せん断耐力が実験式であることを紹介し，寸法効果，鉄筋量，軸方向力の影響性が考慮されていること
を学習する．

実験におけるRC梁部材の耐荷性状 RC梁部材の曲げ載荷実験をした事例を映像で再現し，本講義で学習した事項を体感的に学習する．

備
考
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科　目

担当教員 亀屋 惠三子 講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 到達度を課題成果物の図面巧拙により評価する．

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

CAD基礎 (Computer Aided Design　)

都市工学科・3年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

本講義では，パソコン上のCADソフト（JW-WIN）を使用し，CADの基本的な描画操作を説明し，パソコン操作はもちろん
CADによる製図を修得してもらう．また，演習として2点程度の設計課題についてCAD図面を作成してもらう．

【A4-S1】 JW-CADを用いた製図ができるようになる．

【A4-S1】都市緑地の計画の基本的事項を習得できる． 都市緑地の基本的事項および設計条件が課題成果にどのように盛り込まれて
いるかをレポートおよびプレゼンテーションで評価する．

成績は，レポート80%　プレゼンテーション20%　として評価する．100点満点とし60点以上を合格とする．

「都市緑地の計画と設計」：内山正雄編 （彰国社）
「やさしく学ぶJW-CAD for WINDOWS」：Obra Club著 （エクスナレッジ）

土木建築設計製図I・II，橋梁工学，応用CAD

履修上の
注意事項

本教科の関連科目は設計製図および橋梁工学であり，CAD基礎で描画する内容を設計製図で学び，またCAD基礎で修得
した技術を橋梁工学で応用する．なお，本教科の授業は設計製図とペアになっており，クラスの1／2づつ交代で受講する．
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テーマ 内容（目標・準備など）

1

2

3

4

5

6 演習（等辺山形鋼の描画） 演習として等辺山形鋼を描画する．寸法はレイヤーを変えて記入する．

7 演習（等辺山形鋼の描画） 引き続き等辺山形鋼を描画する．寸法はレイヤーを変えて記入する．

8 都市緑地の計画 公園の種類，緑地計画の技法，造園デザイン，植栽について講義する．

9 課題：公園の設計 公園の設計課題の設計条件等について説明する．各自設計条件に従い，設計方針を考え，紙上で概略設計を行う．

10

11

12

13

14

15 課題成果のプレゼンテーション 児童公園の課題に対する計画および図面を示して発表する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．

授業計画（CAD基礎）

CAD概説および製図基礎 JISに基づく製図諸規則，CAD製図の概要を講義する．

JW-WINおよびCAD製図方法 土木学会CAD製図案に従い製図方法を講義する．なお，必要に応じプロジェクタを用いてJW-WINの操作を示す．

描画操作1（線，文字） パソコンを使用し，JW-WINによる直線，曲線，円，四角，文字，寸法線などの操作を行う．

描画操作2（編集） パソコンを使用し，JW-WINによる複写，消去，面取り，線の伸縮などを行う．

描画操作3（レイヤー操作） パソコンを使用し，JW-WINによるレイヤー操作を行う．

設計演習1（平面図） JW-WINにより，具体的に平面図を描く．

設計演習2（平面図） 引き続き，JW-WINにより，具体的に平面図を描く．

設計演習3（平面図） 引き続き，JW-WINにより，具体的に平面図を描く．

設計演習4（平面図） 引き続き，JW-WINにより，具体的に平面図を描く．

設計演習5（立面図） 引き続き，JW-WINにより，具体的に立面図を描く．

備
考
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科　目

担当教員 中谷 年成 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 地形図作成の方法を習得しているかを中間試験で評価する

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

授業中の計算が多いため，「電卓」必要

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

測量学 (Surveying)

都市工学科・3年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

地形測量，路線測量，河川測量の理論や方法を講義し，理解させる．特に，路線測量の曲線設置では豊富な練習問題を解く
ことによって理解を深める．

【A4-S3】地形図作成の方法を習得する

【A4-S3】地形図を利用して様々な計測を行うことができる 地形図を利用して様々な計測を行うことができるかを演習レポートや中間試験
で評価する

【A4-S3】道路設計の主として円曲線に関する設置方法が理解できる 道路設計の主として円曲線設置方法に関して理解し設置計算ができるか，演
習レポートや中間試験で評価する

【A4-S3】道路設計の主として緩和曲線や，縦断曲線の設置方法が理解で
きる

道路設計の主として緩和曲線や，縦断曲線に関して理解し設置計算ができる
か，演習レポートや定期試験で評価する

【A4-S3】河川測量の概要が理解できる 河川測量の方法や，流速計算に関して理解し，計算ができるか演習レポートや
定期試験で評価する

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．総合評価100点満
点で60点以上を合格とする．

最新測量入門　浅野繁喜　伊庭仁嗣　(実教出版)
授業毎にプリントを配布する

S1・S2「測量」，S1・S2「都市工学実験実習」

履修上の
注意事項
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授業計画（測量学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 地形の表現とその利用法 地形の表現とその利用法を解説し，等高線を使った地図計測演習を行う

2 地図投影・地図編集 地図投影の概念，原理，地図編集方法，標準地域メッシュと図葉番号を説明する

3 路線測量の概説 路線測量の基礎知識や内容について説明する

4 円曲線 円曲線の種類とその設置法を解説する

5 円曲線の設置法を説明し，演習を行う

6 円曲線の設置法を説明し，演習を行う

7 縦断測量について解説し，演習を行う

8 中間試験 中間試験を実施する

9 中間試験回答を行い，縦断図作成について解説し，演習を行う

10 縦断曲線 縦断曲線について解説し，演習を行う

11 拡幅・片勾配計算 拡幅・片勾配計算について解説し，演習を行う

12 横断測量 横断測量・横断図作成について解説し，演習を行う

13 緩和曲線 道路や鉄道に用いられている緩和曲線の種類等を説明し，演習を行う

14 クロソイドの設置計算 クロソイドの設置法を説明し，演習を行う

15 河川測量 河川測量・流量計算について解説し，演習を行う

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および後期定期試験を実施する．

円曲線の設置計算（1）

円曲線の設置計算（2）

縦断測量（1）

縦断測量（2），中間試験回答

備
考
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科　目

担当教員 橋本 渉一 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 都市の形成と歴史的発展について説明できるできるか，定期試験で評価する．

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 地理学，測量学，構造力学，水理学，コンクリート工学

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

都市システム工学 (Civil  System Engineering)

都市工学科・3年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

人類の有史以来発展を遂げてきた市民工学(Civil Engineering)とは，軍事に関係しないすべての工学を総括した概念で
ある．この中から主として社会基盤を整備する近代の土木工学が発展し，現代では都市形成のための社会工学の概念まで
広く含めて，都市工学と称している．本教科では前半に，この都市工学全般の概念を広く習得し，後半には主として神戸市を
例として都市計画全般を習得する．

【A4-S4】土木工学の発祥から現代都市工学までの技術的発展を説明でき
る．

土木工学から現代都市工学までの技術的発展を説明できるか，中間試験で評
価する．

【A4-S4】社会資本形成ための土木事業の役割について説明できる． 社会資本形成と土木事業の役割について説明できるか，レポートおよび中間試
験で評価する．

【A4-S4】各種土木施設の基本的機能について説明できる． 各種土木施設の基本的機能について説明できるか，レポートおよび中間試験
で評価する．

【A4-S4】都市の形成と歴史的発展について説明できる．

【A4-S4】都市と土地利用の関係について説明できる． 都市と土地利用の関係について説明できるか，レポートおよび定期試験で評価
する．

【A4-S4】都市の発展と都市計画の役割について説明できる． 都市の発展と都市計画の役割について説明できるか，レポートおよび定期試験
で評価する．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と後期定期試験の平均点とする．100点満点とし
て60点以上を合格とする．

「土木工学概論[改訂版]」，石井一郎，鹿島出版会
授業時の配布プリント

「土木工学概論」，黒田勝彦・和田安彦，共立出版
「地域・都市計画」，石井一郎・湯沢昭他，鹿島出版会
「最新都市計画[第3版]」，石井一郎他，森北出版

履修上の
注意事項

1年生の地理学，2年生までの都市工学科専門科目を理解，修得していることが前提となる．3年生専門科目の，構造力学，水
理学，土質力学，コンクリート工学，測量学等の知識を幅広く修得する必要がある．
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授業計画（都市システム工学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 都市工学とは，その歴史と発展 土木工学成立の端緒，近代土木工学の発祥，都市工学への展開について解説する．

2 土木事業と公共事業 土木事業と公共の福祉について解説する．

3 社会資本の形成 社会資本の形成と土木構造物および建築物の関係について解説する．

4 都市と交通施設 道路・鉄道・空港等の交通に関わる土木施設について解説する．

5 都市交通と環境 交通機関と環境影響について解説する．

6 地下構造物とトンネル 地下構造物・トンネルについて解説する．

7 橋梁とトンネル 各種橋梁について解説する．

8 中間試験

9 河川と港湾 河川・港湾構造物について解説する．

10 環境と�土木施設 上水道，下水道，廃棄物処理施設について解説する．

11 都市の形成と発展 都市形成の歴史と発展について解説する．

12 都市計画のための法律，土地利用計画について解説する．

13 都市内の土地区画整理事業，市街地の再開発事業について解説する．

14 都市の環境・�防災 神戸市を例として都市内の環境問題，災害に強い都市形成のための施設計画について解説する．

15 都市の景観・まちづくり 神戸市を例として，市街地景観の形成，まちづくり活動について解説する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．

第1～7回の講義内容を試験範囲として中間試験を行う．

都市の土地利用（1）

都市の土地利用（2）

備
考
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科　目

担当教員 中尾 幸一 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2 　 　

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「土木製図」 文部科学省検定教科書 実教出版

参考書 なし

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

土木・建築設計製図I (Design and Drawing for Civil Engineering and Architecture I)

都市工学科・3年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

製図用具の正しい使い方と製図に関するJISおよび関連JISの規約を理解させ，構造物の写図，読図など製図の基本を修得
させる．

【A4-S1】製図を，正確に，明瞭に，迅速に描くことができる． 製図を描く課題を与えて，成果品が，その提出期限内に提出できたか，正確に明
瞭にえがかれているかで評価する．

成績は，成果品（図面）100%　として評価する．100点満点とし60点以上を合格とする．

CAD基礎

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 オリエンテーション，製図について 製図用具の使い方，製図用紙のサイズ，製図のかき方について解説する．製図用具を使って線を引く，文字を書く練習を行う．

2 課題「線の練習」を鉛筆がきで方眼紙に描く．

3 課題「線の練習」を鉛筆がきで方眼紙に描く．

4 課題「線の練習」を鉛筆がきで方眼紙に描く．

5 文字の書き方練習 製図用文字について解説する．課題「文字の練習」を鉛筆がきでシレーシングペーパーにトレースして描く．

6 製図の規約について 製図の規約について解説する．

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験および定期試験は実施しない．

授業計画（土木・建築設計製図I）

線の練習1

線の練習2

線の練習3

製図の写図1 「RC単純床版橋全体一般図」の写図(鉛筆がきで方眼紙に描く)

製図の写図1 「RC単純床版橋全体一般図」の写図(鉛筆がきで方眼紙に描く)

製図の写図1 「RC単純床版橋全体一般図」の写図(鉛筆がきで方眼紙に描く)

製図の写図1 「RC単純床版橋全体一般図」の写図(鉛筆がきで方眼紙に描く)

製図の写図1 「RC単純床版橋全体一般図」の写図(鉛筆がきで方眼紙に描く)

製図の写図2 「逆T型擁壁」の写図(鉛筆がきで方眼紙に描く)

製図の写図2 「逆T型擁壁」の写図(鉛筆がきで方眼紙に描く)

製図の写図2 「逆T型擁壁」の写図(鉛筆がきで方眼紙に描く)

製図の写図2 「逆T型擁壁」の写図(鉛筆がきで方眼紙に描く)

備
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(100%)

構造物の写図，読図など，土木・建築の製図として，修得させる．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2 構造物の設計図を写図した成果品により，製図の理解度を評価する．

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「土木製図」 文部科学省検定教科書 実教出版

参考書 配布プリント

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

土木・建築設計製図II (Design and Drawing for Civil Engineering and Architecture II)

橋本 渉一 教授,高科 豊 准教授

都市工学科・3年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

【A4-S1】製図を，正確に，明瞭に，迅速に描くことができる． 製図を描く課題を与えて，成果品が，その提出期限内に提出し，明瞭にえがかれ
ているかで評価する．

【A4-S1】製図において，写図，読図できる．

成績は，成果品（図面）100%　として評価する．成果品100点満点とし60点以上を合格とする．

CAD基礎，土木・建築設計製図I

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 木造建築物の概要および構造の解説 木造建築物の基本的構造を学習する．

2 木造建築物の写図

3 木造建築物の写図

4 木造建築物の写図

5

6

7

8

9

10 主桁の写図 主桁のトレ－ス

11 床版の写図 床版のトレ－ス

12 中間横桁，端横桁の写図 中間横桁，端横桁のトレ－ス

13 側面図，平面図，断面図の完成

14 側面図，平面図，断面図の完成

15 側面図，平面図，断面図の完成

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験および定期試験は実施しない．

授業計画（土木・建築設計製図II）

建築製図の写図1

建築製図の写図1

建築製図の写図1

RC建築物の概要および構造の解説 RC建築物の基本的構造を学習する．

建築製図の写図2 RC建築物の写図

建築製図の写図2 RC建築物の写図

建築製図の写図2 RC建築物の写図

RC道路橋の写図の解説 RC道路橋の写図

設計図面の仕上げ1

設計図面の仕上げ2

設計図面の仕上げ3

備
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(10%), A4-S3(10%), B1(10%), C1(30%), C4(30%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 各テーマ毎の報告書の内容で評価する．

6 各テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．

7 実験内容についてのプレゼンテーションを行い，その発表内容で評価する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

都市工学実験実習 (Laboratory Work in Civil Engineering)

中尾 幸一 教授，高科 豊 准教授，山下 典彦 教授，鳥居 宣之 准教授，亀屋 惠三子 講師,酒造 敏廣 教授(後期)，上中 宏二
郎 准教授(後期)

都市工学科・3年・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

授業の
概要と方針

2年次までに学習した構造力学，材料学，測量学ならびに，3年次に並行して開講される土質力学Iなど土木工学の専門基礎
科目の一層の理解を深めるため，各専門分野の実験実習を行う．また，実験実習班は少人数で行い，各専門分野のシミュレ
ーション模型や実験装置で理論の理解と実際問題への応用能力を養う．

【A4-S2】セメントの強さ試験ができるようになる．RC梁の破壊形式や耐力
等を理解できる．1層，2層ラーメンの変形特性を理解できる．また固有振動
を理解できる．

実験レポートの内容により評価する．実験目的，実験方法，実験結果，考察が書
けておれば合格とする．

【A4-S3】TSを用いた地形測量・GPS測量・円曲線や座標既知点の設置が
できるようになる

レポートの内容により評価する．所定の計算書，出力図があり，考察があれば合
格とする．

【A4-S3】土の含水比試験，土粒子の密度試験，土の液性限界・塑性限界
試験，突固めによる土の締固め試験，粒度試験，圧密試験，透水試験ができ
るようになるとともに試験目的と結果の活用を理解できる．

実験レポートの内容（実験目的，方法，結果，考察等が適切に書けているか否か
）で評価する．

【B1】実験内容についてのプレゼンテーションができる． 実験内容についてのプレゼンテーションを行い，発表構成40%，発表内容40%，
発表時間20%で評価する

【C1】実験結果を適切に処理し計算書，図・表が書ける．

【C4】期限内に実験報告書が書ける．

【D1】実験内容についてのプレゼンテーションができる．

成績は，レポート90%　プレゼンテーション10%　として評価する．レポート，プレゼンテーションにより評価する．測量実習
30%，土質実験30%，構造実験・材料実験30%，プレゼンテーション10%で評価する．100点満点とし，60点以上を合格とす
る．

「土木材料実験指導書」：土木学会
「土質試験 基本と手引き」：地盤工学会
プリント

「基本測量」山之内繁夫，五百蔵粂，実教出版
「測量学」大木正喜，森北出版

測量学，土質力学I，材料学，構造力学，コンクリート工学

履修上の
注意事項

クラスを3班の少人数に編成して，各実験室へ週ごとに巡回する．実験実習は1年から5年まで継続して受講し，専門分野の
履修内容を実践するものとなっている．
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授業計画（都市工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 担当教員ごとに，実験内容，実験場所，スケジュール，諸注意などを説明する．

2 トータルステーションを用い地物の二次元座標を測定し，数値地図を作成する．

3 引き続き，トータルステーションを用い地物の二次元座標を測定し，数値地図を作成する．

4

5

6 円曲線設置の計算を行い，その結果に基づいて曲線の測設を行う．

7 座標値の既知の点を基準点から測設するための計算を行い，その結果を基に点の測設を行う．

8

9 土塊の骨組みを作っている土粒子の密度を調べる．

10 土が半固体から塑性体，塑性体から液体へと移り変わるときの含水比を調べる．

11 土を一定の方法によって締め固め，最適含水比と最大乾燥密度を調べる．

12 土を構成している土粒子の粒径の分布状態である粒度を調べる．（沈降分析，浮ひょうの検定）

13 土を構成している土粒子の粒径の分布状態である粒度を調べる．（ふるい分析）

14 粘性土の圧密定数（圧密係数，体積圧縮係数，圧縮指数，透水係数など）を調べる．

15 室内試験によって，土が水を通しやすいか否かを表す透水係数を調べる．

16 担当教員ごとに，実験内容，実験場所，スケジュール，諸注意などを説明する．

17 セメントの強さをモルタルを作成し，実験条件を変えるとともに，その影響を考察するための供試体を作成する．

18

19 数量化分析を行い，実験で得られた強さ試験のデ－タ解析を行う．

20

21 山砂，川砂に含まれる不純物を検討する．

22 海砂の塩分，骨材の強靱性を検討する．

23 断面の形状が変形に与える影響について理解する．また，相反定理も併せて学習する．

24 はり内部に作用する曲げ応力の分布を把握する．

25

26 ラ－メンまたはトラスの模型に荷重を作用させて，各部の変位を計測する．また，変形の理論値と実験値を比較する．

27 プレゼンテーションの要領の説明・パワーポイントファイルの作成法の説明・資料の収集

28 プレゼンテーション用のパワーポイントファイルの作成

29 プレゼンテーション用のパワーポイントファイルの作成および発表練習

30 実験内容に関するプレゼンテーションをプロジェクターを用いて行う．

中間試験および定期試験は実施しない．

オリエンテーション1

測量実習1：トータルステーションによる地形測量1

測量実習2：トータルステーションによる地形測量2

測量実習3：GPS単独測位による測量 平面座標既知の数点の緯度経度を，GPSを用いて単独測位により測定し，これらを平面座標に変換する．ここで求めたGPSによる
測定値と，予め求めている平面座標との比較を行う．

測量実習4：GPSスタティックによる測量 3点にGPSを据え付け，スタティックにより3点間の距離を測定する．また，座標の既知の3点から，方向角と距離を測定し，GPSを据
え付けた3点の座標を測定する．この座標値から求めた各測線の距離とGPSで求めた距離を比較する．

測量実習5：円曲線の設置

測量実習6：現地逆打測設

土質実験1：土の含水比試験 土質試験の基礎，土質試験に用いる試料の調整と取扱い，レポートの作成方法について説明し，土の諸試験の基本となる含水比
を調べる．

土質実験2：土粒子の密度試験

土質実験3：土の液性限界・塑性限界試験

土質実験4：突固めによる締固め試験

土質実験5：土の粒度試験（1）

土質実験6：土の粒度試験（2）

土質実験7：土の圧密試験

土質実験8：土の透水試験

オリエンテーション2

材料実験1：セメントの強さ試験とデ－タ解析01

材料実験2：鉄筋コンクリ－ト梁の作成 曲げ・せん断を受けるRC梁を作成する．

材料実験3：鉄筋コンクリ－ト梁の作成と載荷試験01

材料実験4：鉄筋コンクリ－ト梁の作成と載荷試験02 RC梁の裁可試験を行い，梁の破壊形式や耐力等を検討する．

材料実験5：細骨材の有機不純物試験

材料実験6：細骨材の塩化物含有量試験

構造実験1：部材断面の性質

構造実験2：はりの曲げ応力試験

構造実験3：はりの曲げ振動特性 はりの曲げ振動実験を行って，変位・ひずみの時刻歴応答を測定する．振動波形から，振動数，固有周期，減衰定数を求めて，実験
値と理論値を比較する．

構造実験4：骨組構造の変形特性

プレゼンテーション：1

プレゼンテーション：2

プレゼンテーション：3

プレゼンテーション：4

備
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)1

ベクトル解析の取扱いについて学習する．さらに，行列，逆行列，行列式，固有値の基本概念とその解法についても学習する．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

応用数学I (Applied Mathematics I)

(前期)辻本 剛三 教授,(後期)鳥居 宣之 准教授

都市工学科・4年・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )

JABEE基準

授業の
概要と方針

【A1】ベクトルとスカラーの基礎的概念が理解できる． ベクトルとスカラーの基礎的概念が理解できているかを，前期中間試験，レポー
トで評価する

【A1】ベクトルの加減法や積の概念と計算方法が理解できる ベクトルの加減法や積の概念と計算が理解できているかを，前期中間試験，レ
ポートで評価する

【A1】ベクトルの内積・外積の概念と計算が理解できる ベクトルの内積や外積の概念と計算が理解できているかを，前期定期試験・レ
ポートで評価する

【A1】ベクトルの微分やその応用が理解できる ベクトルの微分やその応用が理解できているかを，前期定期試験・レポートで
評価する

【A1】ベクトル界について理解できる ベクトルの発散，回転，スカラー勾配を理解できているかを，前期定期試験・レポ
ートで評価する

【A1】行列の基本的な概念と行列に関する諸計算，行列を用いた連立一次
方程式の解法について理解できる．

行列の固有値と対角化の基本的な概念と，その解法について理解できている
か，後期定期試験・小テストで評価する．

【A1】行列の基本的な概念と行列に関する諸計算，行列を用いた連立一次
方程式の解法について理解できる．

行列の基本的な概念と諸計算，行列を用いた連立一次方程式の解法について
理解できているか，後期中間試験・レポート・小テストで評価する．

【A1】行列式の基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解でき
る．

行列式の基本的な概念と諸計算について理解できているか，後期中間試験・レ
ポート・小テストで評価する．

【A1】線形空間と線形写像の基本的な概念と諸計算について理解できる． 線形空間と線形写像の基本的な概念と諸計算について理解できているか，後
期中間試験・レポート・小テストで評価する．

【A1】行列の固有値，固有ベクトル，対角化の基本的な概念と諸計算につい
て理解できる．

行列の固有値，固有ベクトル，対角化の基本的な概念と諸計算について理解で
きているか，後期定期試験・レポート・小テストで評価する．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．前期は試験80%，レポート20%，後期は試験80%，レポート10%，小テス
ト10%で評価し，通年成績は前期と後期の平均として100点満点で60点以上を合格とする．

前期：「ベクトル解析」：安達忠次
後期：「大学・高専生のための解法演習線形代数学」：堂平良一（森北出版）
後期：「土木応用数学」：近藤泰夫・江崎一博（コロナ社）　（応用数学IIと共通）

線形代数学：佐藤正次，永井治（学術図書）
よくわかる線形代数：有馬哲，石村貞夫（東京図書）

数学II(2年)，応用数学II(4年）

履修上の
注意事項

数学II(2年)の基礎知識が必要です．概念の理解と演習が大切ですので，各自十分な計算練習等を行うことにより復習する
こと
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 スカラーとベクトルの違いについて学習する

2 ベクトルの相等と加減法について学習する

3 ベクトルとスカラーの積について学習する

4 ベクトルの内積について学習する．

5 ベクトルの外積について学習する

6

7 ベクトルの微分について学習する

8

9 ベクトルの微分について学習する

10 力学への応用 速度と加速度について学習する

11 多変数のベクトル関数について学習する

12 スカラー勾配について学習する

13 スカラー・ベクトルの方向微係数について学習する

14 ベクトルの発散について学習する

15 ベクトルの回転について学習する

16 行列の定義と行列の基本的な演算方法について学習する．

17

18

19 行列式の定義とその性質について学習する．さらに，二次や三次の正方行列の行列式の計算方法について学習する．

20 行列式の展開法について学習する．

21 クラメールの公式を用いた逆行列の計算方法について学習する．

22 線形独立の線形従属の定義とその演算方法について学習する．さらに，部分空間の定義とその演算方法について学習する．

23

24 基底と次元の定義とその演算方法について学習する．

25 線形写像の定義と核と像について学習する

26 表現行列の定義と図形の線形写像の演算方法ついて学習する．

27 固有値と固有ベクトルの定義とその演算方法ついて学習する．

28

29 行列の対角化の演算方法ついて学習する．

30

授業計画（応用数学I）

ベクトルの基礎（1）

ベクトルの基礎（2）

ベクトルの基礎（3）

ベクトルの内積と外積（1）

ベクトルの内積と外積（2）

ベクトルの内積と外積（3） 3つのベクトルの積について学習する

ベクトルの微分（1）

中間試験(前期) 第1～6回までの中間試験

ベクトルの微分（2）

ベクトル界（1）

ベクトル界（2）

ベクトル界（3）

ベクトル界（4）

ベクトル界（5）

行列（1）

行列（2） 逆行列の定義について学習する．さらに，逆行列の応用による連立1次方程式の解法について学習する．

行列（3） 行列の基本変形と階数の定義，掃きだし法による連立1次方程式の解法について学習する．

行列式（1）

行列式（2）

行列式（3）

線形空間（1）

中間試験(後期) 行列（1）～（3），行列式（1）～（3）までの内容についての中間試験を行う．

線形空間（2）

線形空間（3）

線形空間（4）

固有値と固有ベクトル（1）

固有値と固有ベクトル（2） 複素数の演算方法について学習す前回に引き続き，固有値と固有ベクトルの定義とその演算方法ついて学習する．さらに，正規直
交基底の演算方法について学習する．る．

固有値と固有ベクトル（3）

固有値と固有ベクトル（4） 対角化による2次曲線の標準形への変換方法について学習する．

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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科　目

担当教員 山下 典彦 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「土木応用数学」：近藤泰夫・江崎一博（コロナ社）

参考書

関連科目

履修者には，到達目標を達成するために努力する義務があります．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

応用数学II (Applied Mathematics II)

都市工学科・4年・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )

JABEE基準

授業の
概要と方針

前期は，一階常微分方程式，定数係数二階線形同次常微分方程式，定数係数二階線形非同次常微分方程式を講義し，そ
の解法を学習する．後期は，フーリエ級数，ラプラス変換の定義を講義し，その解法を学習する．

【A1】変数分離形，同次形，完全形，線形の一階常微分方程式の解法を理
解する．

変数分離形，同次形，完全形，線形の一階常微分方程式の解法が理解できて
いるか中間試験・レポートで評価する．

【A1】一階常微分方程式の工学的応用例を通じ，その解法を理解する． 一階常微分方程式の工学的応用例の解法が理解できているか中間試験・レ
ポートで評価する．

【A1】定数係数二階線形同次常微分方程式の定義を理解し，その工学的
応用例を通じてその解法を理解する．

定数係数二階線形同次常微分方程式の解法を理解できているか中間試験・
レポートで評価する．

【A1】定数係数二階線形非同次常微分方程式の解法を理解する． 定数係数二階線形非同次常微分方程式の解法を理解できているか定期試験
・レポートで評価する．

【A1】フーリエ級数の定義を理解し，その工学的応用例を通じてその解法を
理解する．

フーリエ級数の定義，およびその工学的応用例を通じてその解法を理解できて
いるか中間試験・レポートで評価する．

【A1】ラプラス変換の定義を理解し，その工学的応用例を通じてその解法を
理解する．

ラプラス変換の定義，およびその工学的応用例を通じてその解法を理解できて
いるか定期試験・レポートで評価する．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点とし60点以上を合格とする．試験成績は中間試験，定期試
験の平均点とする．なお，試験80%の内5%は4年次最初に行う実力試験の評価とする．

「フーリエ解析I」：馬場敬之・高杉豊（マセマ）
「フーリエの冒険」：トランスナショナル カレッジ オブ レックス編（ヒッポファミリークラブ）
「高校数学でわかるフーリエ変換　フーリエ級数からラプラス変換まで」：竹内淳（講談社）　
「ラプラス変換」：馬場敬之・高杉豊（マセマ）

数学I

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 実力試験

2 変数分離形・同次形一階常微分方程式 一階常微分方程式において，変数分離形と同次形について解を得ることができる．

3 完全形一階常微分方程式

4 積分因数を用いた完全形一階常微分方程式 両辺に任意の関数を掛けると完全形になる場合に，その関数を積分因数という．積分因数を求めれば，解を得ることができる．

5 線形一階常微分方程式

6 一階常微分方程式の応用例 一階常微分方程式で表わされる応用例を取り上げ，現象を微分方程式で表現する方法を考え，実際に解くことができる．

7 一階常微分方程式の応用例 一階常微分方程式で表わされる応用例を取り上げ，現象を微分方程式で表現する方法を考え，実際に解くことができる．

8 中間試験 中間試験を実施する．

9 二階線形同次常微分方程式

10 定数係数二階線形同次常微分方程式

11 二階線形非同次常微分方程式

12 定数係数二階線形非同次常微分方程式

13 定数係数二階線形非同次常微分方程式

14 定数係数二階線形非同次常微分方程式

15 定数係数二階線形非同次常微分方程式 右辺が多項式で与えられる微分方程式に微分演算子法を適用したときの定理を理解する．

16 フーリエ級数

17 フーリエ級数の例 いくつかの周期関数に対して，フーリエ級数を求めることができる．

18 半区間フーリエ級数

19 区間フーリエ級数

20 フーリエ級数の応用 フーリエ級数の単純ばりのたわみの解法への応用例を理解する．

21 フーリエ級数の応用 フーリエ級数の偏微分方程式への応用例を理解する．

22 フーリエ級数の応用 演習問題を通じて，フーリエ級数を理解する．

23 中間試験 中間試験を実施する．

24 ラプラス変換の定義 ラプラス変換の定義を理解する．

25 ラプラス変換の諸定理 ラプラス変換における諸定理を証明しながら理解する．

26 ラプラス変換の諸定理 ラプラス変換における諸定理を証明しながら理解する．

27 常微分方程式の解法 常微分方程式の解法を理解する．

28 ヘビサイドの展開定理 ヘビサイドの展開定理を例題を通じて理解する．

29 ラプラス変換の応用 演習問題を通じて，ラプラス変換を理解する．

30 ラプラス変換の応用 演習問題を通じて，ラプラス変換を理解する．

授業計画（応用数学II）

3年次で学習した数学Iの内容について実力試験を実施する．

∂P/∂y＝∂Q/∂xが成立つとき，完全形微分方程式であるという．完全形の関係式を用いて積分を行えば，解を得ることができる
．

dy/dx＋P(x)y=Q(x)で与えられる微分方程式を線形微分方程式という．公式を用いると，一般解を得ることができる．

一つの独立変数のみの関数に関する二階の導関数を含んでいる方程式を二階常微分方程式という．y1，y2が微分方程式の解で
あるとき，一般解はy3＝c1y1+c2y2で与えられる．

微分方程式の係数が定数のとき，定数係数二階線形同時常微分方程式という．補助方程式の根が，2つの実根，重根，および虚数
根の場合に応じて，一般解がそれぞれ与えられる．

微分方程式の右辺がある関数であるとき，この微分方程式を非同次常微分方程式であるという．一つの特殊解が既知のとき，およ
び二つの特殊解が既知の時の一般解を理解する．

微分演算子法の基礎を理解する．右辺がexp(mx)で与えられる微分方程式に微分演算子法を適用したときの定理を理解する．

右辺が定数や，exp(mx)g(x)で与えられる微分方程式に微分演算子法を適用したときの定理を理解する．

右辺がsin(mx)，cos(mx)で与えられる微分方程式に微分演算子法を適用したときの定理を理解する．

f(x)が区間2πの周期関数であるとき，三角関数の級数に展開することができる．

長さπの区間でフーリエ級数に展開したものを半区間フーリエ級数を理解する．

区間-L＜x＜Lで定義された関数のフーリエ級数を理解する．

備
考
本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6

7 磁気のクーロンの法則について理解しているか中間試験で評価する．

8 ファラデーの法則や諸定理の応用ができるか定期試験で評価する．

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

応用物理 (Applied Physics)

（前期）中西 宏 非常勤講師, （後期）芝田 道 非常勤講師

都市工学科・4年・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )

JABEE基準

授業の
概要と方針

「力学」問題に，「振動」，「波の伝搬」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試
みる．また，自然現象のうち，電気磁気的現象を理解する上で重要な基礎的概念を修得し，それを現実の問題に応用する能
力を養う．

【A2】力学で用いるベクトルの基本法則を意味を理解し，極座標系などの問
題を解くことができる．

ベクトルの基本法則を理解しているかどうか演習問題のレポートおよび中間試
験によって評価する．

【A2】質点の力学に関する基本法則を意味を理解し，重力や中心力などが
作用する系にこの法則を適用して解くことができる．

質点の力学に関する問題の解を求められるかどうかを演習問題のレポートおよ
び中間試験によって評価する．

【A2】振動に関する基本法則を意味を理解し，振動系にこの法則を適用し
て解くことができる．

振動に関する問題の解を求められるかどうかを演習問題のレポートおよび定期
試験によって評価する．

【A2】剛体の力学に関する基本法則を意味を理解し，剛体の運動問題に関
してこの法則を適用して解くことができる．

剛体の力学に関する問題の解を求められるかどうかを演習問題のレポートおよ
び定期試験によって評価する．

【A2】電荷間に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係を
理解する．

電荷間に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係を理解してい
るか中間試験で評価する．

【A2】電流や電気抵抗の概念とその取り扱い方を理解する． 電流や電気抵抗の概念とその取り扱い方を理解しているか演習問題のレポー
トと中間試験で評価する．

【A2】磁界における磁荷に働く力，すなわち磁気のクーロンの法則について
理解する．

【A2】ファラデーの法則や諸定理の応用ができるようになる．

【A2】電磁波の特性とそのエネルギーについて解説する． 電磁波の特性とそのエネルギーについて理解しているか定期試験で評価する．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点とし60点以上を合格とする．試験成績は中間試験，定期試
験の平均点とする．

「高専の応用物理」：小暮陽三編集（森北出版）
「基礎力学演習」：後藤憲一（共立出版）

「力学」：原島鮮著（裳華房）
「電気磁気学」：石井良博著（コロナ社）
「100問演習電磁気学」：今崎正秀著（共立出版）

履修上の
注意事項

関連科目は1年および2年の物理である．本教科は1，2年の物理の内容を踏まえ，その応用および1，2年で触れなかった範
囲を講義する．相互に関連の少ない幅広い分野の内容を学ぶことになる．授業に対する理解もその都度完結するよう，予習・
復習に努めてほしい．
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授業計画（応用物理）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 ベクトルと速度・加速度 ベクトルの基本定理，速度ベクトル及び加速度ベクトルについて学習する．

2 ニュートンの運動の法則の復習を行う．

3 ニュートンの運動の法則　演習 放物運動など質点の運動に対する解がニュートンの運動の法則を使って解けることを学習する．

4 力学的エネルギーの保存則 力学的エネルギーの保存則と保存力場について学習する．

5 単振動 単振動の運動方程式について学習する．

6 減衰振動と強制振動 減衰振動と強制振動について学習する．

7 振り子の運動 振り子の運動について学習し，力学的エネルギーの保存則と保存力場について理解を深める．

8 中間試験 これまでに学んだ範囲について出題する．

9 質点系の運動量と角運動量 質点系の運動量と角運動量について学習する．

10 質点系の運動量と角運動量　演習 質点系の運動量と角運動量に関する具体例として中心力を受ける物体の運動について学習する．

11 質量の変化する物体の運動

12 剛体の慣性モーメント

13 剛体のつりあいと運動 剛体のつりあいと運動に関する基本定理について学習する．

14 滑車の運動など，具体的な剛体運動に関する演習を行い，剛体運動について理解を深める．

15 円盤の運動など，具体的な剛体運動に関する演習を行い，剛体運動について理解を深める．

16 静電場における電荷と電荷に働く力，すなわちクーロンの法則について解説する．

17 電界とは何かを解説し，ガウスの法則を論ずる．

18 電気容量と誘電体について解説し，更にその計算方法について言及する．

19 磁界における磁荷に働く力，すなわち磁気のクーロンの法則について解説．

20 いろいろな磁性体の特性について解説する．

21 オームの法則とキルヒホッフの法則について解説する．

22 よく知られた現象である超伝導について解説する．

23 中間試験 後期のこれまでに学んだ範囲について出題する．

24 中間試験の解答を解説する．荷電粒子に対するビオ－サバールの法則，アンペールの法則，ローレンツ力について解説する．

25 コイルの電磁誘導について解説する．

26 インダクタンスについて解説する．

27 コイルと磁界のエネルギーについて解説する．

28 拡張されたアンペールの法則について解説する．

29 マクスウェルの電磁方程式について解説する．

30 電磁波の特性とそのエネルギーについて解説する．

ニュートンの運動の法則　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

質量が変化する物体の運動について学習する.

剛体の慣性モーメントについて学習する.

剛体のつりあいと運動　演習1

剛体のつりあいと運動　演習2

静的な電気1（電荷と力）

静的な電気2（ガウスの法則）

静的な電気3（電気容量，誘電体）

静的な磁気1（磁荷と力）

静的な磁気2（磁性体）

電流と磁界1（電流）

電流と磁界2（超伝導）

中間試験解答，電流と磁界3（電流磁界の計算法）

変動する電磁界1（電磁誘導）

変動する電磁界2（インダクタンス）

変動する電磁界3（コイルと磁界）

電磁波1（変位電流）

電磁波2（電磁方程式）

電磁波3（電磁波）

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．
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科　目

担当教員 酒造 敏廣 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 不静定構造物の解法計算ができているか中間試験，小テストで評価する．

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

構造力学II (Structural Mechanics II)

都市工学科・4年・後期・必修・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業の
概要と方針

　4年生の構造力学IIでは，主に不静定構造物を解く方法について学ぶ．2～3年時で学んだ構造力学の基礎知識が前提
になっている．授業では，不静定構造物の解法，エネルギー原理を中心に講義する．構造物の設計するときの構造解析法に
用いる仮想仕事の原理等について理解を深める．授業では，演習問題を豊富に取り入れて，力学計算の内容を細かく解説す
る．

【A4-S2】不静定構造物の解析法が理解できる．

【A4-S2】ひずみエネルギーによる解析法が理解できる． ひずみエネルギーによる解析法が理解できるか中間試験，小テストで評価する
．

【A4-S2】仮想仕事の原理を用いて各種構造物の変形を求めることができ
る．

仮想仕事の原理を用いて各種構造物の変形を求めることができるか定期試験
，小テストで評価する．

【A4-S2】カステリアーノの定理により不静定構造物が解法できる． カステリアーノの原理により不静定構造物が解法できるか定期試験，小テスト
で評価する．

【A4-S2】相反定理，ミューラーブレスラウの定理とその応用が理解できる． 相反定理，ミューラーブレスラウの定理とその応用が理解できるか定期試験，小
テストで評価する．

成績は，試験70%　レポート20%　小テスト10%　として評価する．100点満点とし60点以上を合格とする．試験70%の内
訳は，中間試験30%，定期試験40%とする．

「構造力学[下]」崎元達郎 著（森北出版）

福本ロ秀士編著，岡田清／監修：構造力学I(ニューパラダイムテキストブック)，東京電機大学出版局
「基礎から学ぶ構造力学」，藤本一男他（森北出版）
「構造力学(II)」，岡村宏一（鹿島出版会）
「構造力学(2)」，村上正ほか著（コロナ社）

2，3年次の構造力学

履修上の
注意事項

1)学習単位IIの科目であるので，授業で60%の理解，授業時間外学習で40%の理解となるように授業難易度を設定し，課
題を用意している．2)授業内容の理解には手を動かして演習することが大事．3)配布プリントや返却課題は1つのファイルに
綴じて整理すること．4)授業進行の妨げになる迷惑行為をした場合，退場してもらう．5)教科書を持参しないと受講を遠慮し
てもらう場合がある．6)授業開始5分前には受講準備を整えること．

S-151



テーマ 内容（目標・準備など）

1 構造力学復習

2 仕事とエネルギー 仕事とエネルギー，仮想仕事の概念を説明し，仮想変位の原理の応用として梁の支点反力やトラスの部材力を求める．

3 弾性体の仮想仕事の原理 仮想仕事の原理の一般式の誘導について説明する．仮想仕事の原理による弾性変形の解法（単位荷重法）について説明する．

4 はりおよびトラスに対する単位荷重法の応用

5 相反定理の説明

6 相反定理を用いた力の影響線を求める方法（ミューラー・ブレスラウの原理）を説明し，課題を課す．

7

8 中間試験

9 弾性体のひずみエネルギー 弾性体の応力，ひずみ，ひずみエネルギーについて説明し，具体例を挙げてひずみエネルルギーを算定する．また課題を課す．

10

11

12 不静定次数の数え方，最小仕事の定理について説明する．

13 最小仕事の定理を用いた不静定力の解法について説明する．

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業計画（構造力学II）

オリエンテーション，3年次構造力学の復習し構造力学の理解度を把握する．

片持ちばりや静定トラスの節点変位を求める計算例を示し説明するとともに，温度変化による単純ばりの変形の算定について説明
する．また課題も提示する．

相反定理の基礎式を示すとともにMaxwellの相反定理を説明する．

影響線(1)

影響線(2) ミューラー・ブレスラウの原理の応用として断面力の影響線を求める方法を説明し，静定ばり，不静定ばりの影響線を求める演習を
行う．

1回～7回の授業内容より試験をする．

カステリアーノ定理(1) カステリアーノの第2定理を説明し，片持ちばりを例にたわみの算定方法を示す．小テストを行う．

カステリアーノ定理(2) カステリアーノの第1定理を説明し，応用の具体例を示す．

最小仕事の定理(1)

最小仕事の定理(2)

余力法と弾性方程式(1) 応力法の一つである余力法を用いて，不静定骨組を解く．静的基本系を定めて弾性方程式を立て，単位荷重法を利用して不静定
力を求める．

余力法と弾性方程式(2) 連続ばりや不静定ラ-メンを余力法で解く．静的基本系を定めて弾性方程式を立て，単位荷重法を利用して不静定力を求め，骨組の
断面力図を求める．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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科　目

担当教員 辻本 剛三 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

水辺環境における流れ場を調査・計画・施工・保全をする上で必要な基礎知識を学ぶ

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 定期試験，レポートで開水路の水面の特性が理解できるか確認する

4 定期試験で流れの連続式が誘導できるか確認する

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「水理学」：日下部ら（コロナ社）

参考書

関連科目 物理学，数学，応用数学，応用物理

数学，物理，応用数学の知識を活用するためにそれらを十分に理解しておくこと

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

水理学 (Hydraulics)

都市工学科・4年・後期・必修・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業の
概要と方針

【A4-S2】開水路定常流れの特性に関する計算ができる 中間試験とレポートで開水路流れの特性に関する問題ができているか確認す
る

【A4-S2】常流・射流・跳水に関する計算ができる 中間試験，定期試験，レポートで常流・射流・跳水に関する計算ができるか確認
する

【A4-S2】開水路の水面の特性が理解できる

【A4-S2】流れの連続式が理解できる

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点として60点以上を合格とする．試験は中間・定期試験を平
均したものを用いる

プリント
水理学演習：東京電気大学出版：有田

履修上の
注意事項
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授業計画（水理学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 開水路の等流 開水路と管水路の相違，等流と不等流の物理的意味について

2 開水路の等流 等流場における流速の計算

3 開水路の等流 水理特性曲線の物理的意味の解釈

4 開水路の等流 種々の形状を有する水理学的に有利な断面特性について

5 開水路定常流の基礎式 ベルヌーイの定理からの基礎式の誘導とその適用について

6 常流・射流 常流，射流の物理的意味合いとその分離について

7 常流・射流 各種断面の限界流とフルード数の表示について

8 中間試験 中間試験

9 常流・射流 流積の変化による流れについて

10 常流・射流 跳水現象の物理的解釈とその表示について

11 開水路の不等流 一般断面水路の不等流の基礎式の誘導

12 開水路の不等流 各種条件下における水面形状の表示

13 不等流の水面形計算法 標準逐次計算法

14 流体力学の基礎 連続式の物理的意味とその誘導

15 流体力学の基礎 実質加速度の物理的意味とその誘導

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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科　目

担当教員 鳥居 宣之 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(20%), A4-S2(80%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

基本的な概念の理解が大切ですので，各自十分に復習すること．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

土質力学 (Soil Mechanics)

都市工学科・4年・前期・必修・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業の
概要と方針

土質力学の基本概念を3年に引き続き学び，擁壁，斜面安定，基礎等の実際面への適用についても理解する．その際，都市
工学実験実習（土質系実験）と並行して授業を進めることで内容の理解を助ける．

【A4-S2】土のせん断の概念とそれらを調べる土質実験の原理について理
解できる．

土のせん断とそれらを調べる土質実験の原理について理解できているかを中
間試験，授業中の小テストおよびレポート課題で評価する．

【A4-S1】擁壁に作用する土圧を算定する概念について理解できる． クーロン土圧，ランキン土圧ならび擁壁の安定性評価について理解できている
かを中間試験，授業中の小テストおよびレポート課題で評価する．

【A4-S1】斜面の安定計算ができる． 平面すべり，円弧すべりについて理解できているかを定期試験，授業中の小テ
ストおよびレポート課題で評価する．

【A4-S2】地表面に荷重が作用した場合の地盤内の応力分布特性が理解
できる．

地表面に荷重が作用した場合の地盤内の応力について理解できているかを定
期試験，授業中の小テストおよびレポート課題で評価する．

【A4-S2】地盤の支持力と基礎の沈下量の評価方法が理解できる． 地盤の支持力と基礎の沈下量の評価方法を理解できているかを定期試験，授
業中の小テストおよびレポート課題で評価する．

成績は，試験80%　レポート10%　小テスト10%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．試験成績は中間
試験と定期試験の平均点とする．

「土質力学」：西田一彦，福田 護，竹下貞雄，山本和夫，澤 孝平，佐々木清一，西形達明共著（鹿島出版会）
「わかる土質力学220問」：安田進，片田敏行，後藤聡，塚本良道，吉嶺充俊（理工図書）

「地盤工学（第2版）」：澤孝平編著（森北出版）
「図解土質力学－解法のポイント－」：今西清志，安川郁夫，立石義孝（オーム社）

土質力学(3年)，数学I，数学II，物理，都市工学実験実習（土質系実験）

履修上の
注意事項
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授業計画（土質力学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 土のせん断強さの概念ならびに地盤内の応力表示方法について学習する．

2 破壊時の応力状態を表すモールの応力円ならびに土が外力を受けて破壊する状態を定義する土の破壊規準について学習する．

3 土のせん断強さを求めるための様々な土質試験法について学習する．

4 砂ならびに粘土のせん断特性について学習する．

5

6

7 擁壁の安定性評価手法について学習する．

8 中間試験

9

10

11 集中荷重ならびに無限長の分布荷重が作用する際の地盤内の応力の変化を計算するための手法について学習する．

12 有限長の分布荷重が作用する際の地盤内の応力の変化を計算するための手法について学習する．

13 構造物の基礎形式ならびに沈下量の算定方法について学習する．　

14 浅い基礎の支持力算定方法について学習する．

15 深い基礎の支持力算定方法について学習する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

土のせん断（1）

土のせん断（2）

土のせん断（3）

土のせん断（4）

土圧（1） 擁壁を対象構造物として，静止土圧，主働土圧，受働土圧の考え方を学習する．さらに，壁体に作用する土圧理論の1つであるクーロ
ンの土圧理論について学習する．

土圧（2） 壁体に作用する土圧理論の1つであるランキンの土圧理論について学習する．

土圧（3）

第1～7回までの中間試験

斜面安定（1） 斜面の安定性評価手法の1つである平面すべり面に対する安定解析法について学習する．

斜面安定（2） 斜面の安定性評価手法の1つである円形すべり面に対する安定解析法について学習する．

地盤内応力（1）

地盤内応力（2）

地盤の支持力（1）

地盤の支持力（2）

地盤の支持力（3）

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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科　目

担当教員 高科 豊 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(70%), A4-S2(10%), A4-S3(10%), A4-S4(10%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

限界状態設計法，許容応力度設計法を学ぶ．また，コンクリート構造物の維持管理の重要性を学ぶ．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2 コンクリ－トの耐久性に関するレポ－トを提出させ，評価する．

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「鉄筋コンクリート工学」近藤泰夫・岸本進・角田忍著（コロナ社）

参考書 鉄筋コンクリ－トの設計，吉川弘道著（丸善）

関連科目 構造力学，確率統計

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

コンクリート工学 (Reinforced Concrete)

都市工学科・4年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

【A4-S1】RC部材の終局・使用限界状態の照査について理解できる． RC梁の耐荷力の計算や応力度の計算が理解できているか中間試験で評価
する．

【A4-S4】コンクリ－ト構造物の劣化や維持管理の重要性を理解できる．

【A4-S1】許容応力度設計法を説明できる． RCの断面算定の計算が理解できているか中間試験で評価する．

【A4-S2】曲げひび割れ幅の照査や変位，変形量の照査を理解できる． 曲げひび割れ幅や変位，変形量の計算が理解できているか定期試験で評価す
る．

【A4-S3】プレストレストコンクリ－トの意義や施工区分・損失原因を説明で
きる． PCの基礎事項の設問について理解できているか定期試験で評価する．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点で，60点以上を合格とする．中間試験と定期試験の配分は，
50%，50%とする．

履修上の
注意事項
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授業計画（コンクリート工学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 コンクリ一ト構造物の高齢化時代

2 コンクリート構造物の性能照査型設計への移行とその必要性 限界状態設計法と許容応力度設計法の設計概念（性能と仕様）を比較的に概観解説

3 コンクリ－ト劣化現象と維持管理 具体的なコンクリート劣化現象として，アルカリ骨材反応や鉄筋破断状況を取り上げる．

4

5 許容応力度設計による断面算定 許容応力度法の抵抗モーメントの概念から，断面算定することができることを学習する．

6 許容応力度設計による断面算定

7 純ねじりに対する耐力算定

8 中間試験 中間試験

9 ねじり補強鉄筋と立体トラス理論 せん断流によるねじりモデルから，ねじり補強筋のある場合のねじり耐力を検討する．

10 塩害のメカニズムと許容ひびわれ幅の照査 塩害のメカニズムと曲げひび割れ幅の計算上の根拠や許容ひびわれ幅との照査について検討する．

11 ひびわれ発生荷重と変位，変形量検討における曲げ剛性の低下

12 プレストレストコンクリート原理，特徴，設計・施工上の区分

13 プレストレストの損失原因（プレストレス導入直後）とその計算 ブレストレス導入によるコンクリ－トの弾性変形などの影響を受け，損失量が生ずることを説明する．

14 プレストレストの損失原因（設計荷重作用時）とその計算 乾燥収縮・クリ－プの影響が，プレストレストの損失原因に影響することを説明し，損失計算量を計算する．

15 コンクリート診断士の問題演習 コンクリ－ト診断士に関連する演習問題を行うことで，コンクリ－トの劣化機構などの考察をする．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および後期定期試験を実施する．

本講義の内容概要を全般的に説明し，コンクリート構造物高齢化社会の現状・維持管理時代におけるあり方について，全般的に考
察する．

RC梁部材の曲げ載荷実験における耐荷力結果とその考察 劣化部を持つRC梁部材の曲げ載荷実験における耐荷力や破壊モードの結果と，設計で保証値として算出される曲げ耐力，せん断
耐力を計算上比較し，理論と実際の中で考察できることを検討する．

複鉄筋断面やT型断面の場合などを許容応力度設計による断面算定の検討をする．

断面において，ねじり作用を検討する必要性を説明する．また，ねじり補強鉄筋がない場合の設計純ねじり耐力式について考察する
．

Bransonの実験式と曲げ剛性の低下について検討する．

プレストレストコンクリート原理，特徴，設計・施工上の区分について説明し，PCの概観を解説する．

備
考
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科　目

担当教員 酒造 敏廣 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 中井　博・北田俊行著： 新編　橋梁工学 （共立出版）

参考書

関連科目 構造力学，材料学，コンクリート工学

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

橋梁工学 (Bridge Engineering)

都市工学科・4年・前期・必修・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業の
概要と方針

橋は人々の生活を支える重要な社会基盤構造物の一つです．自然環境や経済性などの様々な制約条件を克服すべく，技術
者によって様々な形式の橋が考えられ，建設されてきた．この授業では，3年次までに学んだ構造力学を駆使して，橋梁の設
計について学ぶ．作用する外力(荷重)を仮定し，材料を選択し，具体的な寸法を決めて，強度的に問題がないことを照査する
という設計の一連の流れを理解することが大切である．橋梁のみならず，様々な構造物の設計について基本的な考え方が修
得できる．

【A4-S2】橋梁を構成する各種部材に関わる基本的な用語が説明できる． 支間，橋長，桁長，径間や幅員といった用語が理解できているか中間試験で評
価する．

【A4-S2】橋梁の分類と形式およびその力学的な特徴を説明できる． 鋼桁橋，トラス橋，アーチ橋，吊橋や斜張橋などの分類と，その力学的な原理が
理解できているかを中間試験で評価する．

【A4-S2】設計荷重の種類とそれらがどのように決められているかを説明で
きる．

材料の単位体積重量，自動車荷重のモデル化，地震や温度変化などの影響の
考慮方法が理解できているか中間試験で評価する．

【A4-S2】部材の強度評価方法と鋼材の許容応力度について説明できる．
SS400やSM490などの各種構造用鋼材の力学的特性，およびこれらに対す
る許容応力や安全率などの強度の評価方法が理解できているか中間試験と
定期試験で評価する．

【A4-S2】高力ボルト接合と溶接接合の種類を説明できる．
摩擦接合型高力ボルトのメカニズム，ボルト本数の決め方，耐力照査方法，なら
びに，鋼板の溶接接合の種類，寸法の決め方，応力照査方法が理解できている
かを課題（レポート）と中間試験で評価する．

【A4-S2】鉄筋コンクリート床版の応力照査ができる． 床版の役割，鉄筋コンクリート（RC）床版と鋼床版の構造，および，RC床版の応
力照査方法が理解できているかを課題（レポート）と定期試験で評価する．

【A4-S2】プレートガーダー橋の主桁断面設計の流れを説明できる．
I桁に作用する荷重強度の算出，影響線を用いた断面力の算定，そして応力照
査の方法が理解できているかについて，非合成のプレートガーダー橋の設計課
題（レポート）と定期試験で評価する．

成績は，試験70%　レポート30%　として評価する．100点中60点以上を合格とする．試験70%の内訳は，中間試験30%，
定期試験40%とする．

中井 博，事口壽男他著：　例題で学ぶ橋梁工学 第2版 （共立出版）

履修上の
注意事項

1)構造力学で学んだ事項（M図，S図，影響線）の理解が必要です．2)1回の授業につき，約2時間の授業時間外学習が必要
です（課題提出）．3)配布プリントや返却課題は1つのファイルに綴じて整理し，いつでも参照できるようにしておくこと．4)授
業進行の妨げになる迷惑行為をした場合，退場してもらうことがある．5)教科書を持参しないと受講を遠慮してもらう場合が
ある．6)授業開始5分前には受講準備を整えること．
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授業計画（橋梁工学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 橋梁工学概論，橋梁のライフタイム

2 橋梁の分類と構成

3 橋梁に作用する荷重

4

5

6

7 高力ボルト接合

8 中間試験

9 溶接接合

10 橋梁の床版

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

橋梁工学の講義の進め方に関するガイダンスを行い，橋梁をはじめとする様々な構造物を設計する上で構造力学を理解しておくこ
との重要性について説明する．続いて，橋梁の生涯に関して説明し，今後，我が国では，既設橋の適切な維持管理による長寿命化が
重要な課題であることを述べる．

橋梁の利用目的による分類，使用材料，平面形状，通行位置や可動・固定などによる分類法について解説する．また，橋梁の寸法と
構成を表す用語である支間，径間，桁長や幅員などの定義，ならびに，橋梁を構成する床版，主桁や横桁といった部材の定義とその
力学的な役割について解説する．

橋を設計するときにどんな外力を考慮する必要があるかを考える．死荷重，活荷重の種類，衝撃，地震・温度変化等の考え方と道路
橋示方書の規定について講義する．

橋梁に使用する材料とその許容応力度（1） 鋼の製鋼過程，構造用鋼材の種類（SS，SM材，高張力鋼），及び，鋼の機械的性質について講義する．また，構造物の設計に用いら
れる安全率という概念と許容応力度について解説する．

橋梁に使用する材料とその許容応力度（2） 引張，圧縮，曲げを受ける部材の許容応力度は，どのように決められているかを講義する．柱の座屈，I桁の横倒れ座屈他，許容応力
度を算定するときに考慮されている座屈現象について解説する．

橋梁に使用する材料とその許容応力度（3） 材料に作用する応力が低くとも，それが繰り返し作用することにより，疲労破壊の現象が起こる．自動車等の活荷重が作用する橋
梁の設計において，疲労による強度低下をどのように考慮しているかを講義する．

摩擦接合型の高力ボルト接合の原理について講義し，高力ボルトで鋼板をどのように接合するかを解説する．作用外力に対して，
高力ボルトの所要本数を求め，耐力照査する演習を行う．

1～7回目までの講義内容に関する試験を実施する．

鋼板を溶接で継ぐ方法（接合する方法）について講義する．溶接の原理と継手の種類について解説する．作用外力に対して溶接寸
法を決めて，応力照査する演習を行う．

一般の橋梁で用いられる鉄筋コンクリート床版（RC床版）と長大橋で採用される鋼床版について講義する．RC床版については，1)
死荷重，活荷重の載荷方法，2)設計曲げモ－メントの算定方法，3)応力照査の方法について演習する．

プレートガーダー橋の設計（1） プレートガーダー橋として I 桁橋を取り上げ，断面設計の流れについて講義する．主桁に作用する荷重の求め方，断面力の求め方
について解説する．

プレートガーダー橋の設計（2） 11週に引き続いて，フランジ・プレ－トと腹板の寸法決定で考慮すべき事項（幅厚比制限），水平補剛材の役割，応力照査の種類に
ついて講義する．

プレートガーダー橋の設計（3）
12週までの授業で勉強した事項を踏まえて，以下の内容で設計の流れが理解できるように総合演習を行う．1)床版厚の決定，2)主
桁に作用する死荷重強度の算出，3)着目点の断面力（M，S）の算出，4)断面（桁高，腹板厚，フランジ・プレ－ト寸法）の決定，5)応力
照査

プレートガーダー橋の設計（4） 13週に引き続いて総合演習を行う．

プレートガーダー橋の設計（5） 13，14週に引き続いて総合演習を行う．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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科　目

担当教員 上中 宏二郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 表計算ソフトを用いた四則演算ができるかを課題レポートで評価する．

2 表計算ソフトを用いて近似解が求められるかを課題レポートで評価する．

3 表計算ソフトを用いて，代数演算ができるかを課題レポートにより評価する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書 星仰，伊藤陽介，笹田修司：「情報処理」，森北出版

関連科目 情報基礎，情報処理

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

情報数値解析 (Numerical Analysis of Information)

都市工学科・4年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

この授業では，表計算ソフトを用いて，種々の工学的諸問題を数値的に解析する方法を学ぶことを目的とする．最後に都市工
学への適用について学習する．

【A3】表計算ソフトを用いて四則演算ができる．

【A3】表計算ソフトを用いて，近似解を求めることができる．

【A3】表計算ソフトを用いて，代数演算ができる．

成績は，レポート100%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

履修上の
注意事項
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授業計画（情報数値解析）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 数値計算とプログラミング 数値計算とプログラミングの関係について学習する．

2 表計算ソフトを用いて次年度の卒研報告書作成の基本となるグラフとレポート作成について学習する．

3 表計算ソフトを用いて次年度の卒研報告書作成の基本となるグラフとレポート作成について学習する．

4 表計算ソフトを用いて面積，角度，体積の計算について学習する．

5 表計算ソフトを用いた近似解法について学習する．

6 表計算ソフトを用いた近似解法について学習する．

7 表計算ソフトを用いた近似解法について学習する．

8 行列の解法について学習する．

9 行列のプログラムについて学習する．

10 表計算ソフトの都市工学の適用例について学習する．

11 表計算ソフトの都市工学の適用例について学習する．

12 表計算ソフトの都市工学の適用例について学習する．

13 表計算ソフトの都市工学の適用例について学習する．

14 課題作成を行う．

15 課題作成を行う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験および定期試験は実施しない．

グラフ作成とレポートの書き方(1)

グラフ作成とレポートの書き方(2)

表計算ソフトを用いた計算(1)

表計算ソフトを用いた計算(2)

表計算ソフトを用いた計算(3)

表計算ソフトを用いた計算(4)

表計算ソフトを用いた計算(5)

表計算ソフトを用いた計算(6)

都市工学への適用例(1)

都市工学への適用例(2)

都市工学への適用例(3)

都市工学への適用例(4)

課題作成(1)

課題作成(2)

備
考
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科　目

担当教員 橋本 渉一 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(20%), A4-S4(80%) (c),(d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2 統計諸量，正規分布の確率計算が理解できているか，定期試験で評価する．

3

4

5 費用便益分析の計算が理解できているか，中間試験で評価する．

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 確率統計

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

数理計画学 (Mathematical Planning)

都市工学科・4年・通年・必修・2単位 ( 学修単位III )

JABEE基準

授業の
概要と方針

社会機構の高度化，価値観の多様化に伴って計画システムを考慮した社会基盤整備が重要になってきている．計画システ
ムの基礎概念およびシステム設計のための手法として，統計学，土木計画学のモデル等について学習し，講義と演習問題を
繰り返し行なうことにより理解を深める．

【A1】最小2乗法を使った回帰式の計算ができる． 最小2乗法を使った回帰式の計算が理解できているか，レポートおよび中間試
験で評価する．

【A1】統計諸量，正規分布の確率計算ができる．

【A4-S4】線形計画法・シンプレックス法の計算ができる． 線形計画法・シンプレックス法の計算が理解できているか，定期試験で評価す
る

【A4-S4】ネットワーク式工程管理の計算ができる ネットワーク式工程管理の計算が理解できているか，レポートおよび中間試験
で評価する．

【A4-S4】費用便益分析の計算ができる．

【A4-S4】割当問題・輸送問題の計算ができる． 割当問題・輸送問題の計算が理解できているか，レポートおよび中間試験，定
期試験で評価する．

【A4-S4】待ち行列理論の計算ができる． 待ち行列理論の計算が理解できているか，レポートおよび定期試験で評価する
．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点で60点
以上を合格とする．

「新編土木計画学」西村・本多，(国民科学社)
授業時に配布するプリント

「最新土木計画学」吉川和広(森北出版)
「計画数理」石井一郎・湯沢昭他(森北出版)
「土木計画学演習」吉川(森北出版)

履修上の
注意事項 到達目標2は，4年で履修する「確率統計」に関連が深い．「確率統計」の履修進捗状況に合わせて本科目を学習する．
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授業計画（数理計画学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 計画学の方法 都市工学における計画学分野の体系を解説する．

2 直線回帰式の求め方について解説する．

3 曲線回帰式の求め方について解説する．

4 回帰と分散分析 回帰と分散分析について解説する．

5 相関と回帰・演習

6 線形計画法の図式解法について解説する．

7 図式解法に関する演習問題を行う．

8 中間試験

9 線形計画法のシンプレックス法について解説する．

10 線形計画法のシンプレックス法について解説する．

11 線形計画法のシンプレックス法について解説し，演習問題を行う．

12 シンプレックス法・演習 シンプレックス法に関する演習問題を行う．

13 統計諸量 統計諸量について解説し，演習問題を行う．

14 正規確率分布 正規確率分布について解説する．

15 正規確率分布・演習 正規確率分布に関する演習問題を行う．

16 ネットワーク式工程管理について解説する．

17 ネットワーク式工程管理について解説する．

18 ネットワーク式工程管理演習 ネットワーク式工程管理に関する演習問題を行う．

19 費用便益分析について解説する．

20 費用便益分析について解説する．

21 費用便益分析・演習 費用便益分析に関する演習問題を行う．

22 割当問題および同演習 割当問題について解説し，同問題に関する演習問題を行う．

23 中間試験

24 輸送問題について解説する．

25 輸送問題について解説する．

26 輸送問題・演習 輸送問題に関する演習問題を行う．

27 ポアソン分布・指数分布および演習 ポアソン分布・指数分布について解説し，演習問題を行う．

28 待ち行列理論について解説する．

29 待ち行列理論について解説する．

30 待ち行列理論・演習 待ち行列理論に関する演習問題を行う．

相関と回帰1

相関と回帰2

最小2乗法を使った回帰式に関する演習問題を行う．

線形計画法・図式解法1

線形計画法・図式解法2

第1～7回の講義内容を試験範囲として中間試験を行う．

シンプレックス法1

シンプレックス法2

シンプレックス法3

ネットワーク式工程管理1

ネットワーク式工程管理2

費用便益分析1

費用便益分析2

第16～22回の講義内容を試験範囲として中間試験を行う．

輸送問題1

輸送問題2

待ち行列理論1

待ち行列理論2

備
考

本科目の修得には，60 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期，後期ともに中間試験および定期試験を実施する．

S-164



科　目

担当教員 中尾 幸一 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S3(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 都市情報工学

講義の内容をよく理解して演習に取り組むこと．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

測量学 (Surveying)

都市工学科・4年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

空中写真測量について解説し，またデジタルマッピングについても解説する．次に測定値の誤差の平均計算法として，条件
方程式法および観測方程式法について解説し，演習を行う．

【A4-S3】空中写真測量の概要を理解する． 空中写真測量の実体視，撮影方法，図化の方法を理解しているかレポートおよ
び中間試験で評価する．

【A4-S3】空中写真判読の概要を理解する．
空中写真からそこに写っている情報を読み取ることができるかを演習のレポー
トで評価する．また，空中写真から高低差，距離などを測定する方法を理解して
いるかについて演習のレポートおよび中間試験で評価する．

【A4-S3】デジタルマップとデジタルマッピングの概要を理解する． デジタルマップおよびデジタルマッピングについての基本的な知識を持ってい
るかを中間試験で評価する．

【A4-S3】条件方程式法による，誤差の平均計算を理解し，その処理ができ
るようにする．

条件方程式法による，誤差の平均計算を理解し，その計算ができるかを定期試
験と演習のレポートで評価する．

【A4-S3】観測方程式法による，誤差の平均計算を理解し，その処理ができ
るようにする．

観測方程式法による，誤差の平均計算を理解し，その計算ができるかを定期試
験と演習のレポートで評価する

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点で60点
以上を合格とする．

「最新測量入門」新訂版　浅野繁喜・伊庭仁嗣(実教出版)
「測量平均計算法」中尾幸一　(プリント)

「測量計算問題集」 松山孝彦・中尾幸一(工学図書)

履修上の
注意事項
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授業計画（測量学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 空中写真測量の概要 空中写真測量の歴史，概要，写真測量の進め方，について解説する．

2 実体写真と実体視および図化 実体視のしくみについて解説し，写真測量の原理，図化の方法について解説する．

3 空中写真による判読 空中写真から情報を読み取る方法について解説する．空中写真を用いて，高低差，距離を測定する方法について解説する．

4 空中写真測量の演習 空中写真を用いて，地物の判読，および高低差，距離を測定する演習を行う．

5 デジタルマッピングの概説 デジタルマップについて解説し，デジタルマッピングの概要も解説する．

6 誤差の合理的な処理方法である最小二乗法について解説する．

7 基準点測量の誤差の処理法

8 中間試験 空中写真測量・デジタルマッピングに関する試験を行う．

9 中間試験の解答．条件方程式法による誤差の平均計算 中間試験の解答をしめす．また，条件方程式法による誤差の平均計算について解説する．

10 条件方程式法による誤差の平均計算 条件方程式法による誤差の平均計算で，三角測量，水準網における誤差の処理法の解説および演習を行う．

11 条件方程式法による誤差の平均計算演習

12 行列を用いた条件方程式法による誤差の平均計算 行列を用いた条件方程式法による誤差の平均計算について解説し，演習を行う．

13 観測方程式法による誤差の平均計算の解説 観測方程式法による誤差の平均計算について解説する．

14 観測方程式法による誤差の平均計算の演習 観測方程式法による誤差の平均計算で，水準網における誤差の処理の演習を行う．

15 行列を用いた観測方程式法による誤差の平均計算 行列を用いた観測方程式法による誤差の平均計算について解説し，演習を行う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．

誤差の取り扱いについて(最小二乗法)

基準点測量の誤差の処理法について，その概要を説明する.

条件方程式法による誤差の平均計算を行う.三角測量，水準網における誤差の処理の演習を行う．

備
考
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科　目

担当教員 宇野 宏司 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(50%), A4-S4(50%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 河口の水理について理解できているかどうか，中間試験で評価する．

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 水理学

授業中に演習を行う場合があるので，電卓を持参すること．開講期間内に河川に関する時事問題についてのレポートを課す．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

環境水工学I (Environmental Hydraulic Engineering I)

都市工学科・4年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

治水や利水，水資源開発に関する河川計画・管理手法の概要について講義する．河川とは何か．我が国の河川の特徴，河川
計画の基礎となる降雨データの分析方法，流出現象と流出モデル，治水，利水事業の歴史的変遷と計画策定方法について
講義する．

【A4-S2】河川とは何か．我が国の河川の特徴について理解できる． 河川とは何か．我が国の河川の特徴が理解できているかどうか，中間試験で評
価する．

【A4-S4】流出過程と流出モデルについて理解できる． 流出過程と流出モデルについて理解できているかどうか，中間試験で評価する
．

【A4-S4】河口の水理について理解できる．

【A4-S2】流砂現象と河床変動のしくみが理解できる． 流砂現象と河床変動のしくみについて理解できているかどうか，定期試験で評
価する．

【A4-S4】治水事業の歴史的変遷と計画手法の概要について理解できる． 治水事業の歴史的変遷と計画手法の概要について理解できたかどうか，定期
試験で評価する．

【A4-S2】堤防等の河川構造物の種類や機能について理解できる． 堤防等の河川構造物の種類や機能について理解できたかどうか，定期試験で
評価する．

【A4-S4】利水事業の歴史的変遷と水資源計画手法の概要について理解
できる．

利水事業の歴史的変遷と水資源計画手法の概要について理解できたかどう
か，定期試験で評価する．

【A4-S2】河川に関する時事問題に対し自分の意見を述べることができる． 河川に関する時事問題に対し自分の意見を述べることができるかどうかレポー
トで評価する．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．100点満点とし60点以上を合格とする．試験成績は中間試験，定期試
験の平均点とする．

「河川工学」：川井，和田，神田，鈴木・著（コロナ社）
配付プリント

日本河川協会編，建設省河川砂防技術基準（案）同解説，山海堂
土木学会編，土木工学ハンドブック（技報堂出版）
「河川工学」：室田明編著（技報堂出版）

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 授業ガイダンス，河川の定義と役割 本講義の授業計画について説明する．河川の自然科学的役割，社会学的役割について理解する．

2 河川の分類や流域の特性について理解する．位数と地形則に関する演習を行う．

3

4 地球上の水循環，我が国の降水の特徴について理解する．

5 流出現象について理解する．

6 流出解析の具体的手法について学び，演習を行う．

7 前回に引き続き流出解析の具体的手法について学び，演習を行う．

8 中間試験

9 河口の水理 河口における水理現象について理解する．

10 流砂と河床変動 土砂の移動現象とその形態，河床変動について理解する．

11 計画対象水文量の決定方法について理解する．確率水文量についての演習を行う．

12 洪水防御計画における河道計画について，歴史的変遷を踏まえて理解する．

13 兵庫県内の過去の水害事例を取り上げ，近年の水害の特徴と防止軽減策について理解する．

14 利水計画，環境保全計画について歴史的変遷を踏まえて理解する．

15 河川構造物 堤防等の河川構造物の種類と構造について理解する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．

授業計画（環境水工学I）

河川の地形学（1）

河川の地形学（2） 河川の3作用（侵食，運搬，堆積）とそれによって造られる様々な地形について理解する．

河川の水文学（1）

河川の水文学（2）

河川の水文学（3）

河川の水文学（4）

7回目までに学んだ内容に対して，試験を行う．

河川計画（1）

河川計画（2）

河川計画（3）

河川計画（4）

備
考
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科　目

担当教員 柿木 哲哉 准教授

対象学年等

学習・教育目標 D1(100%) (b)

本講義は海岸で生じる海の波や流れなどの自然現象の発生機構ならびにその制御法について学習する．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 波の性質や特性について説明できるか小テストと中間試験で評価する．

2 海水の基礎的な運動について説明できるか小テストと中間試験で評価する．

3

4

5 海岸地形と漂砂について説明できるか小テストと定期試験で評価する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「海岸工学」：平山ら（コロナ社）

参考書 「海岸工学」：服部昌太郎（コロナ社）

関連科目 水理学，応用数学

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

環境水工学II (Environmental Hydraulic Engineering II)

都市工学科・4年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

【D1】波の性質や特性について説明できる．

【D1】海水の基礎的な運動について説明できる．

【D1】波の諸元と代表指標，波の分類について説明できる． 波の諸元と代表指標，波の分類について説明できるか小テストと定期試験で
評価する．

【D1】微小振幅波と規則波の基礎について説明できる． 微小振幅波と規則波の基礎について説明できるか小テストと定期試験で評価
する．

【D1】海岸地形と漂砂について説明できる．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．合格点は100点満点
で60点以上とする．

履修上の
注意事項 第4学年にふさわしい態度で授業に臨むこと．
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 波動，正弦波，波動を表す要素，正弦波の式，波のエネルギーについて述べる．

2 波動，正弦波，波動を表す要素，正弦波の式，波のエネルギーについて述べる．

3 重ね合わせの原理と波の干渉 重ね合わせの原理，波の干渉，定常波について述べる．

4 波の反射，屈折，回折 ホイヘンスの原理，波の反射，屈折，回折について述べる．

5 反射波の位相 パルス波の反射，正弦波の反射について述べる．

6 スペクトル スペクトルの基礎について述べる．

7 海水の基礎的な運動 海水の運動形態について述べる．

8 中間試験 中間試験を実施する．

9 波の諸元と代表指標 波の諸元と代表指標について述べる．

10 波の分類 波の分類について述べる．

11 微小振幅波理論の基礎について述べる．

12 微小振幅波理論の基礎について述べる．

13 海岸地形と漂砂について述べる．

14 海岸地形と漂砂について述べる．

15 海岸地形と漂砂について述べる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．

授業計画（環境水工学II）

波の性質1

波の性質2

微小振幅波理論の基礎1

微小振幅波理論の基礎2

海岸地形と漂砂1

海岸地形と漂砂2

海岸地形と漂砂3

備
考
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科　目

担当教員 小走 薫 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 講義テキストとして随時資料を配布

参考書

関連科目 構造力学，橋梁工学，鉄筋コンクリ－ト工学，材料学

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

設計製図 (Design and Drawing)

都市工学科・4年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

橋梁設計に興味を持ち設計業務に携わりたいと言う人を，出来るだけ多く育てることを念頭に講義を行う．橋梁を設計する場
合の手順と設計方法を設計実務の中で使われている設計・解析ソフトの入出力デ－タをテキストとして用い，設計実務を理
解することに重点をおいて講義する．設計演習では課題設計を通して設計実務の基礎を習得させる．

【A4-S2】橋梁の設計条件から設計計算，設計図面，設計数量計算までの
設計手順を理解できる．

設計手順における線形計算，構造解析，設計計算，設計図面，設計数量の関係
が理解できているか，中間試験で評価する．

【A4-S2】線形計算，設計荷重，構造解析，設計断面力の算出方法を理解で
きる．

主桁配置の方法，横桁・対傾構の配置方法，設計荷重の算出方法が理解でき
ているか，また主桁の断面を決めるための設計断面力が理解できているか，中
間試験で評価する．

【A4-S2】橋梁の主要部材である床版，主桁の断面決定方法と照査方法を
理解できる．

主要部材である床版，主桁，横桁の設計断面力と断面の決め方および照査方
法を理解しているか，中間試験で評価する．

【A4-S2】橋梁の主要部材である主桁の設計計算書を作成することにより，
設計方法を理解できる．

設計演習としての課題設計計算書より，主要部材の設計方法を理解している
か評価する．

【A4-S2】橋梁一般図，主桁の図面を作成することにより，構造を理解できる
．

設計演習としての課題設計図面より，主要部材の構造や部材を構成している
材料を理解しているか評価する．

【A4-S2】数量計算書を作成することにより，製作材料を理解できる． 設計演習としての課題数量計算書より，部材構成材料の寸法，材質，質量を理
解しているか評価する．

成績は，試験40%　レポート60%　として評価する．講義による知識の吸収も大切であるが，その知識を応用して実務をこな
す技術力は社会人となって仕事行う上で必要不可欠なものである．したがって，演習に重きを置いた配点とする．

中井　博・北田俊行： 新編　橋梁工学 （共立出版）
道路橋示方書・同解説　I共通編　II鋼橋編（平成14年3月）　（社団法人　日本道路協会）

履修上の
注意事項

橋梁の設計方法を理解するうえで最低限必要な知識として，一つ目は構造力学における梁の力学，応力度であり，二つ目は
橋梁工学におけるプレ－トガ－ダ－の設計法です．今まで履修した知識で十分に理解できますが，構造力学の基礎と橋梁工
学全般についてもう一度復習して講義に臨んでください．
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授業計画（設計製図）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 橋梁の設計手順と設計概説

2 設計条件と線形計算

3

4

5

6

7

8 設計全般解説 中間試験を一週間後に控え，前回までの講義内容について理解が低い項目に重点をおいて，再度解説する．

9 中間試験

10

11

12

13 課題設計に対する補足説明を行う．

14 各種形式の橋梁について，解析方法と部材設計法について概説する．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験を実施する．定期試験を実施しない．

設計・製図の講義の進め方に関するガイダンスを行う．続いて，実際に橋梁を設計する場合の設計手順を説明し，設計計画・設計
計算・設計図面・設計数量計算について概説する．

設計条件の解説と主桁配置，横桁・対傾構配置の方法について解説する．また平面線形，縦横断線形等の道路線形について解説
する．

構造解析1 I 断面プレ－トガ－ダ－形式橋梁を例に，構造解析モテ゛ル，設計荷重，荷重載荷図について解説する．

構造解析2 I 断面プレ－トガ－ダ－形式橋梁を例に，1－0荷重分配影響線縦距と影響線面積を使って，主桁上に載荷する荷重強度の算出方
法について解説する．

構造解析3 単純非合成 I 断面プレ－トガ－ダ－橋を例に，曲げモ-メント影響線図およびせん断力影響線図を使って，主桁設計断面力の算出
方法について解説する．

部材の設計法1 単純非合成 I 断面プレ－トガ－ダ－橋を例に，鉄筋コンクリ－ト床版と主桁断面の決め方と照査方法について解説する．

部材の設計法2 単純非合成 I 断面プレ－トガ－ダ－橋を例に，主桁の添接計算方法について解説する．

1～8回までの講義内容が理解できているか，中間試験を実施する．

設計演習1（課題設計1） 単純非合成 I 断面プレ－トガ－ダ－橋について，個人別に設計条件を変えて課題を与え，主桁に関する設計計算書の提出を課す．

設計演習2（課題設計2） 単純非合成 I 断面プレ－トガ－ダ－橋を例に，主構造設計図面の種類と内容について解説する．前回の講義で課題として与えた単
純非合成 I 断面プレ－トガ－ダ－橋の設計断面を用いて，橋梁一般図，主桁図面を作成する課題を与え，設計図面の提出を課す．

設計演習3（課題設計3） 単純非合成 I 断面プレ－トガ－ダ－橋を例に，設計数量計算書の内容について解説する．前回の講義で課題として与えた単純非
合成 I 断面プレ－トガ－ダ－橋の設計図面を用いて，主桁の数量計算書を作成する課題を与え，設計数量計算書の提出を課す．

設計演習4

構造解析4

設計演習5 提出された課題設計（設計計算書，設計図面，設計数量）の成果を踏まえ，成果内容を総括して理解度の低い項目について再度解
説する．

備
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(10%), B1(10%), C1(40%), C4(30%), D1(10%) (b),(d)1,(d)2-a,(d)2-b,(d)2-d,(e),(f),(g),(h),(i)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 載荷試験を行って荷重値により評価する．

5 レポートの思考記述内容により評価する．

6 橋梁模型のデザインの新規性と力学的な合理性により評価する．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

都市工学実験実習 (Laboratory Work in Civil Engineering)

酒造 敏廣 教授，上中 宏二郎 准教授，辻本 剛三 教授，柿木 哲哉 准教授,山下 典彦 教授,鳥居 宣之 准教授

都市工学科・4年・前期・必修・2単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

　本実験実習では，3年次までに学修した知識（教養・専門）を総動員して，問題解決にあたる能力（＝エンジニアリング・デ
ザイン能力）を養うことを目的としています．各分野の実験を通じて，工学的な感覚を磨き，構造，水理，土質など専門基礎科
目の一層の理解を深めます．実験実習班はクラスを4班に編成して週毎に巡回し，各専門分野のシミュレーションや実験装
置で理論の理解と実際問題への応用・展開能力を養います．

【C4】創造教育：橋の構造および材料の特徴を理解し模型の製作と載荷実
験を通じて創造力を養い力学の理解を深め報告できる．

製作模型の耐荷力の値とデザイン（橋としての形状と構造の独創性）により評
価する．またそれらをレポートにまとめその内容でも評価する．

【C1】土質：土の力学的性質を求める実験を通じて，実験方法を理解し遂行
することでレポートが作成できること．

土の力学的性質について実験方法の理解度及び報告書作成の評価は，レポ
ート(実験目的，方法，結果，考察等）の内容で評価する．

【C1】水理：水の物理特性・力学特性についての実験を4つ行い，その中の
1つに関して理論的検討を行い，報告書の作成，添削を通して水理実験に
関するレポートの作成できる．

水の物理特性・力学特性についての理解度及び報告書作成の評価は，レポー
ト(実験目的，方法，結果，考察等）の内容で評価する．

【A4-S2】橋梁の構造を理解し，耐荷力の大きい橋梁模型を制作できる．

【B1】橋梁設計の思考の過程をレポートにまとめるとともに，載荷試験の際
に説明できる．

【D1】コストやデザインなど総合的に優れた橋梁を設計できる．

成績は，レポート60%　橋梁模型の耐荷力30%　創造実験デザイン10%　として評価する．レポート成績60%の内訳は土
質実験25%，水理実験25%，創造実験10%とする．100点満点とし60点以上を合格とする．

[創造実験]プリント
[水理実験]「水理実験指導書」（土木学会）
[土質実験]「土質試験基本と手引き　第二回改訂版」（地盤工学会）

「橋（1）」堀井ほか（彰国社）
「水理学」，日下部他（コロナ社）
「土質試験のてびき」（土木学会）
「土質試験の方法と解説　第一回改訂版」（地盤工学会）

構造力学I，水理学，土質力学，橋梁工学

履修上の
注意事項

実験は，構造力学，水理学，土質力学など専門基礎知識に基づいて，工学的現象を正しく理解することにある．また実験はチ
－ムワーク（班別）で実施するので再実験はできないことが原則である．

S-173



授業計画（都市工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 小グループごとに，製作した模型を載荷台に据え空気圧ジャッキにより荷重をかけて耐荷力を測定する．

15 まとめ・報告書

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験および定期試験は実施しない．

S4都市工学実験実習の実施方法についてオリエンテーション S4実験実習は1，創造実験 2，土質実験 3，水理実験の3つを実施する．クラスを1/4づつA班，B班，C班，D班に分け，創造実験は2
班一緒に2週ごとに，土質および水理実験は4週毎のローテションで実施する．

[AB班]設計1，[C班]土の一面せん断試験， [D班]直角三角堰の検定（
層流と乱流）

[創造実験]設計用資料をもとに説明を受けた後に，小グループに別れ製作物の概略設計を行う．[土質実験]供試体を作製し，定ま
った1つの面でその供試体をせん断し，その面上のせん断応力とせん断強さを調べる．[水理実験]直角三角堰の越流水深と流量を
測定する．／層流と乱流を観察し，限界レイノルズ数を測定する．

[CD班]設計1，[A班]土の一面せん断試験， [B班]直角三角堰の検定（
層流と乱流）

[創造実験]設計用資料をもとに説明を受けた後に，小グループに別れ製作物の概略設計を行う．[土質実験]供試体を作製し，定ま
った1つの面でその供試体をせん断し，その面上のせん断応力とせん断強さを調べる．[水理実験]直角三角堰の越流水深と流量を
測定する．／層流と乱流を観察し，限界レイノルズ数を測定する．

[AB班]設計2，[D班]土の一面せん断試験， [C班]直角三角堰の検定（
層流と乱流）

[創造実験]引き続き製作物の詳細設計を行う．[土質実験]供試体を作製し，定まった1つの面でその供試体をせん断し，その面上の
せん断応力とせん断強さを調べる．[水理実験]直角三角堰の越流水深と流量を測定する．／層流と乱流を観察し，限界レイノルズ
数を測定する．

[CD班]設計2，[B班]土の一面せん断試験， [A班]直角三角堰の検定（
層流と乱流）

[創造実験]引き続き製作物の詳細設計を行う．[土質実験]供試体を作製し，定まった1つの面でその供試体をせん断し，その面上の
せん断応力とせん断強さを調べる．[水理実験]直角三角堰の越流水深と流量を測定する．／層流と乱流を観察し，限界レイノルズ
数を測定する．

[AB班]製作1，[C班]土の一軸圧縮試験， [D班]ベンチュリメーターによ
る流量の測定

[創造実験]各自設計図に基づき材料の裁断・加工を行う．[土質実験]供試体を作製し，その自立する供試体に対して拘束圧が作
用しない状態で圧縮し一軸圧縮強さを調べる．[水理実験] ベンチュリメーターの実験を通してベルヌイの定理の理解を深める．流
量係数の測定を通じオリフィスからの流出に伴う力学機構を学ぶ．

[CD班]製作1，[A班]土の一軸圧縮試験， [B班]ベンチュリメーターによ
る流量の測定

[創造実験]各自設計図に基づき材料の裁断・加工を行う．[土質実験]供試体を作製し，その自立する供試体に対して拘束圧が作
用しない状態で圧縮し一軸圧縮強さを調べる．[水理実験] ベンチュリメーターの実験を通してベルヌイの定理の理解を深める．流
量係数の測定を通じオリフィスからの流出に伴う力学機構を学ぶ．

[AB班]製作2，[D班]土の一軸圧縮試験， [C班]ベンチュリメーターによ
る流量の測定

[創造実験]各自設計図に基づき部材接合を行う．[土質実験]供試体を作製し，その自立する供試体に対して拘束圧が作用しない
状態で圧縮し一軸圧縮強さを調べる．[水理実験] ベンチュリメーターの実験を通してベルヌイの定理の理解を深める．流量係数の
測定を通じオリフィスからの流出に伴う力学機構を学ぶ．

[CD班]製作2，[B班]土の一軸圧縮試験， [A班]ベンチュリメーターによ
る流量の測定

[創造実験]各自設計図に基づき部材接合を行う．[土質実験]供試体を作製し，その自立する供試体に対して拘束圧が作用しない
状態で圧縮し一軸圧縮強さを調べる．[水理実験] ベンチュリメーターの実験を通してベルヌイの定理の理解を深める．流量係数の
測定を通じオリフィスからの流出に伴う力学機構を学ぶ．

[AB班]製作3，[C班]土の三軸圧縮試験， [D班]実験データの整理解析
[創造実験]引き続き各自設計図に基づき部材接合を行って模型を形作る．[土質実験]供試体を作製し側圧を加えこれに上下方向
の軸圧を加えて圧縮し，土の強度定数を調べる．[水理実験] 実験値と理論値を比較するなどして，それぞれの特徴や違いを学ぶ．
パソコンを用いてデータを表やグラフなどに整理する．

[CD班]製作3，[A班]土の三軸圧縮試験， [B班]実験データの整理解析
 [創造実験]引き続き各自設計図に基づき部材接合を行って模型を形作る．[土質実験]供試体を作製し側圧を加えこれに上下方
向の軸圧を加えて圧縮し，土の強度定数を調べる．[水理実験] 実験値と理論値を比較するなどして，それぞれの特徴や違いを学ぶ
．パソコンを用いてデータを表やグラフなどに整理する．

[AB班]製作4，[D班]土の三軸圧縮試験， [C班]実験データの整理解析
[創造実験]引き続き各自設計図に基づき部材接合を行って模型を形作る．[土質実験]供試体を作製し側圧を加えこれに上下方向
の軸圧を加えて圧縮し，土の強度定数を調べる．[水理実験] 実験値と理論値を比較するなどして，それぞれの特徴や違いを学ぶ．
パソコンを用いてデータを表やグラフなどに整理する．

[CD班]製作4，[B班]土の三軸圧縮試験， [A班]実験データの整理解析
[創造実験]引き続き各自設計図に基づき部材接合を行って模型を形作る．[土質実験]供試体を作製し側圧を加えこれに上下方向
の軸圧を加えて圧縮し，土の強度定数を調べる．[水理実験] 実験値と理論値を比較するなどして，それぞれの特徴や違いを学ぶ．
パソコンを用いてデータを表やグラフなどに整理する．

[ABCD班]載荷実験

3種類の実験とくに創造実験について，これまでの検討内容をまとめ報告書を作成する．

備
考
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科　目

担当教員 稲生 智則 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 環境法令に関連した重要語句が習得できているか中間試験で評価する．

4

5

6 地球温暖化現象についてレポート課題を提出させ，レポート評価を行う

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 化学

本科の学んだ化学の知識を活用するので充分に理解しておくこと

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

環境基礎化学 (Environmental Chemistry)

都市工学科・4年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

環境化学(環境分析)の重要性と，計測されたデータを参照する際に必要となる化学の基本的な知識を講義する．全般を通し
て「水」を中心に生活環境の身近な観点から環境分析の必要性を解説する．また，実際の分析に用いられている分析機器の
基本的な解説，測定データ(数値) が何を意味しているか，その意味を理解するための化学の基礎知識を解説していく．

【A2】環境化学の基礎となる有機化学の基礎的知識の習得，基本的な命
名法・有機物質の特性の理解できる

有機物質における基本的な命名法・有機物質の特性が習得できているか中間
試験で評価する．

【A2】環境分析に関連する化学の基礎的知識の習得できる 授業内で解説した化学における関連事項（酸・塩基の定義・周期表による情報
・ハロゲン類の反応性）が習得できているか中間試験で評価する

【A2】機器分析におけるクロマトグラフ・電磁波分析の測定原理の理解でき
る

【A2】環境分析項目における測定意義が習得できる 環境分析項目における測定意義（BOD・CODの定義と相関，窒素の循環，窒
素酸化物による環境への影響 ）が習得できているか定期試験で評価する．

【A2】レポート課題における参考文献検索・文書書式が習得できる クロマトグラフ・電磁波分析の測定原理・測定システムが習得できているか定
期試験で評価する．

【A2】環境法令に関連した重要語句が理解できる

成績は，試験75%　レポート25%　として評価する．中間試験，定期試験及びレポートで100点満点で60点以上を合格とす
る．試験は中間・定期試験を平均したものを用いる

「環境化学概論」 田中 稔・船造 浩一・庄野 利之 共著 (丸善株式会社)
「視覚でとらえるフォトサイエンス 化学図録」(数研出版)

「セミナー化学I+II」（第一学習社）

履修上の
注意事項
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授業計画（環境基礎化学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 環境化学・環境分析の概要

2 環境基準の概要

3 水質汚染の実態と原因

4

5

6 排水における水質環境について

7 水質汚濁についてのまとめ

8 中間試験 試験を行う

9 レポート課題における地球温暖化について レポート課題における地球温暖化について解説する．（温暖化促進物質・オゾンホールの反応メカニズム）

10 分析する物質・項目に分類し，個々の分析法，使用される分析機器について理解する．

11 光を用いた分析法の基本原理とデータのとらえ方について理解する．（ランベルト・ベールの法則・法則に関する計算演習）

12 原子吸光光度分析の基本原理と元素のイオン化について解説する．

13 クロマトグラフ分析とは何か，ガスクロマトグラフ分析と基本原理について理解する．

14

15 これからの環境分析について 環境分析におけるデータのとらえ方をまとめ，これからの環境保全ついて関心を深める．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および後期定期試験を実施する．レポート課題提出の評価を行う

実際の環境問題を通して環境分析の重要性と環境保全への関心を深める．環境中での有害化学物質の挙動と化学物質による環
境への影響を解説する．

国で定められた環境基準を知ることで公共的な環境保全措置のあり方を理解する．環境問題に取り組むに必要な時事問題及びキ
ーワードを解説する．（ISO・PRTR等）

水質汚染に焦点を定め身近な水質の実態と汚濁原因を考察する．汚染原因物質を理解する上で必要となる化学関連知識の解説
を行う．（有機物質の構造・特性）

水質汚染の実態と原因 2 水道水における問題点と水処理の関連について解説する．水道水汚染原因物質を理解する上で必要となる化学関連知識の解説
を行う．（有機物質の命名法・反応性）

水質汚染の実態と原因 3 生活・産業排水等による水質汚濁について理解を深め，保全措置の重要性を理解する．（周期表の解説，周期・族の理解・元素の
特性と反応性）

生活に関係する公共用水における水質のあり方について理解する．（BOD・CODの定義・相関関係）

実際の水質基準から水質汚濁の現況を把握し，今後の水質環境のあり方に関心を深める．生活水および環境水全般の今後を考
察する．（富栄養化における窒素・リン化合物の循環）

環境汚染物質の測定法1 (分析目的別の機器分析について)

環境汚染物質の測定法2 (吸光光度分析について)

環境汚染物質の測定法2 (原子吸光光度分析について)

環境汚染物質の測定法3 (液体クロマトグラフ分析・質量分析について
)

環境汚染物質の測定法3 (液体クロマトグラフ分析・質量分析について
）

液体クロマトグラフ分析の基本原理とガスクロマトとの分析項目の比較．質量分析の基本原理とGC・LCとの複合分析の有用性に
ついて解説する．

備
考
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科　目

担当教員 亀屋 惠三子 講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 到達度を課題提出物の図面巧拙により評価する．

2 到達度を課題提出物の図面巧拙により評価する．

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

応用CAD (Applied CAD)

都市工学科・4年・後期・選択・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

本講義では，3年で習得したCAD基礎の知識を基に，2次元CADソフト（Auto CAD LT）のコマンドの基本操作方法や描画
法を習得する．また，創造教育演習として戸建住宅を例に，CADによる製図（平面図，立面図もしくは断面図の図面）を実践
する．

【A4-S1】AUTO-CADのすべてのコマンドを操作できる．

【A4-S1】 AUTO-CADを用いた製図ができるようになる．

【A4-S1】修得したCADによる操作を応用することができる 設計条件の範囲内で，平面図に加えてインテリアなども表現できているか，提出
図面により評価する

成績は，基礎図面（演習１，２）30%　平面図及び立面図もしくは断面図（設計課題）70%　として評価する．100点満点とし
60点以上を合格とする．

「図解 AutoCAD LT2002 スタートアップガイド」：村上 良一 著 （翔泳社）
「AutoCAD LT 2000 2000i 2002 建設編」：PDS CADセンター著（北樹出版）

CAD基礎，設計製図

履修上の
注意事項

本教科の関連科目は設計製図およびCAD基礎であり，将来CADを使用する可能性が考えられ，CADを幅広く活用できる
技術者を目指す学生に対する科目であり，クラスの1／2程度の受講を見込んでいる．
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テーマ 内容（目標・準備など）

1

2

3 連続複写，鏡像，ストレッチ，トリムなどのコマンド説明を行う．

4

5

6

7

8 設計課題（戸建住宅）の平面図描画

9 設計課題（戸建住宅）の平面図描画

10 設計課題（戸建住宅）の平面図描画 引き続き，戸建住宅の平面図を描画する．

11 設計課題（戸建住宅）の平面図描画 引き続き，戸建住宅の平面図を描画する．

12 設計課題（戸建住宅）の平面図描画 引き続き，戸建住宅の平面図を描画する．

13 設計課題（戸建住宅）の立面または断面図描画

14 設計課題（戸建住宅）の立面または断面図描画

15 設計課題（戸建住宅）の立面または断面図描画

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験および定期試験は実施しない．中間試験および定期試験は実施しない．提出された図面データで評価する

授業計画（応用CAD）

オリエンテーションおよびAuto CAD LTの概要・初期設定
講義内容，課題，評価方法など教科内容を説明し，Auto CAD LT 2002の概要についても説明する．オブジェクトのプロパティ，画
層プロパティ管理，画面操作のためのマウスの使用法，画面の縮小拡大などについて，プロジェクタを用いてAuto CADの操作を
説明する．

Auto CAD LT の基本的なコマンドの説明 分解，ポリライン，円の書き方などのコマンド説明を行う.

Auto CAD LT の基本的なコマンド説明

演習1（コマンドを用いた図面の描画） これまで学習したコマンドを使用し，図面を作成する.

演習1（コマンドを用いた図面の描画） 引き続き図面を描画する.ファイルを提出する.

演習2（平面図と建具の描画） レイヤーの意味を理解し，レイヤー毎に建具，文字，躯体などを描く.

演習2（平面図と建具の描画） 引き続き平面図と建具を作成する.

AutoCADにより戸建住宅の平面図を描画する．

引き続き，戸建住宅の平面図を描画する.

戸建住宅の立面/断面図を描画する．

引き続き，戸建住宅の立面/断面図を描画する．

引き続き，戸建住宅の立面/断面図を描画し，提出図画を完成させ，ファイルにて提出する．

備
考
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科　目

担当教員 上中 宏二郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C2(50%), D1(50%) (b),(d)2-a,(d)2-b,(d)2-c,(e),(g),(i)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書 　

関連科目 都市工学科で学ぶ，該当学年までの科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

学外実習 (Practical Training in Factory)

都市工学科・4年・前期・選択・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

民間企業，公的機関等において実際の業務に就くことで，技術者として必要な人間性，協調性，倫理観等を養うとともに，報
告書の作成と発表の技術を養うことを目的とする．実習終了後，実習証明書と実習報告書を提出し報告会にて報告を行う．

【C2】実習機関の業務内容を理解し，実習先での具体的な到達目標を達成
する．

実習機関の業務内容に対する理解度および実習先での具体的な到達目標の
達成度を実習証明書と実習報告書で評価する．

【D1】実習を通じて工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解を深
める．

実習を通じて工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解を深めたこと
を実習報告書と実習報告会で評価する．

成績は，実習証明書100%　として評価する．実習証明書と実習報告書により所定の実習が証明され，報告会でその内容が
説明されれば合格とする．

履修上の
注意事項
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授業計画（学外実習）

内容（テーマ，目標，準備など）

中間試験および定期試験は実施しない．

準備と流れ1）実習先の検討2）実習先の決定3）諸手続き(実習先により異なる)4）学外実習（夏季休業中，期間は実習先により
異なる）5）実習報告書提出，実習報告会の実施

備
考
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科　目

担当教員 宇野 宏司 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 生態工学の基本概念・用語について理解しているか，中間試験で評価する．

2 生物多様性の重要性について理解しているか，中間試験で評価する．

3 ビオトープの機能について理解しているか，中間試験で評価する．

4 各種生態系の機能と役割について理解しているか，定期試験で評価する．

5

6 生物圏と人間活動の関わりについて理解しているか，定期試験で評価する．

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「生態環境リスクマネージメントの基礎」（オーム社）

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

環境生態 (Ecology of Land Plants)

都市工学科・5年・前期・必修・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業の
概要と方針

都市工学において，環境問題への取り組みや生態系への配慮はなくてはならないものになっている．本講義では，生態学と
都市工学の学際領域における基礎知識，技術体系について学ぶことを目的とする．

【A2】生態工学の基本概念・用語について理解し，説明できる．

【A2】生物多様性の重要性について理解し，説明できる．

【A2】ビオトープの機能について理解し，説明できる．

【A2】各種生態系の機能と役割について理解し，説明できる．

【A2】環境保全と防災の両立の重要性について理解し，説明できる． 環境保全と防災の両立の重要性について理解しているか，定期試験で評価す
る．

【A2】生物圏と人間活動の関わりについて理解し，説明できる．

【A2】環境生態学に関する時事問題について自分の意見を論理的に述べ
ることができる．

環境生態学に関する時事問題について自分の考えを論理的に述べることがで
きるか，レポートで評価する．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．試験成績は中間試験と定期試
験の平均点とする．

「生物保全の生態学」鷲谷いづみ（共立出版）
「保全生物学」樋口広芳（東京大学出版会）
「ゼロからわかる生態学」松田裕之（共立出版）
「生態と環境」松本忠夫（岩波書店）
「環境保全・創出のための生態工学」須藤隆一（丸善）

生物（S3），環境基礎化学（S4）

履修上の
注意事項
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授業計画（環境生態）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 授業ガイダンス，なぜ生態系を守るのか？ シラバス内容の説明，生態系とは何か，生物多様性とは何か，我が国の取り組みを踏まえて解説する．

2 環境リスクの予防的管理 環境リスクと生態環境リスクマネージメントの必要性について解説する．

3 生態系保全 従来の�生態系保全の考え方とリスクマネジメントの必要性について解説する．

4 リスクマネジメントの基本手順について解説する．

5 リスクマネジメントの基本手順について解説する．

6 レッドデータブックと環境影響評価 レッドデータブックの基準，実例を紹介する．

7 合意形成と技術者の役割 リスクコミュニケーションの基本と技術者の役割について解説する．

8 中間試験

9 森林・耕地生態系の保全と管理 森林・耕地生態系の機能と役割について，実社会での取り組みを踏まえて解説する．

10 ダム・湖沼生態系の保全と管理 ダム・湖沼生態系の機能と役割について，実社会での取り組みを踏まえて解説する．

11 河川生態系の保全と管理 河川生態系の機能と役割について，実社会での取り組みを踏まえて解説する．

12 湿地・干潟生態系の保全と修復 湿地・干潟生態系の機能と役割について，実社会での取り組みを踏まえて解説する．

13 都市生態系の保全と修復 ビオトープをはじめとする都市生態系の機能と役割について実社会での取り組みを踏まえて解説する．

14 環境保全と防災 環境保全と防災の両立について，その課題と実社会での取り組みを解説する．

15 生物圏と人間活動 地球生態系における物質循環と人間活動について解説する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

リスクマネジメントの基本手順(1)

リスクマネジメントの基本手順(2)

第1回～第7回で解説した事柄について中間試験を実施する．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．環境生態についての時事問題に関するレポートを課す．
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科　目

担当教員 上中 宏二郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

構造力学II (Structural Mechanics II)

都市工学科・5年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

 2～4年生までに学習した構造力学の総括を行うとともに，高次不静定構造物の解法である変位法を学習する．さらに，マトリ
ックス構造解析について学ぶ．

【A4-S2】節点変位の無いラーメンの曲げモーメント図が描ける． 節点変位の無いラーメンの曲げモーメント図を理解しているかをレポートおよび
中間試験により確認する．

【A4-S2】節点変位の有るラーメンの曲げモーメント図が描ける． 節点変位の有るラーメンの曲げモーメント図を理解しているかをレポートおよび
定期試験により確認する．

【A4-S2】バネ系の剛性方程式や断面力を求めることができる． バネ系の剛性方程式や断面力を求められるかをレポートおよび定期試験により
確認する．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点中60点以上を合格とする．試験80%の内訳は，中間試験
40%，定期試験40%とする．

崎元達郎：構造力学[下]，森北出版

鈴木基行：構造力学徹底演習，森北出版
岡村宏一：構造力学II，鹿島出版会
米田昌弘：構造力学を学ぶ-応用編-，森北出版
彦坂煕，崎山毅，大塚久哲：詳解構造力学演習，共立出版

数学，物理，構造力学(2～4年生で学習した内容)

履修上の
注意事項

1)受講にあたり，2～4年生までに学習した構造力学を復習しておくこと．2)授業内容の理解には手を動かして演習すること
が大事．3)配布プリントや返却課題は1つのファイルに綴じて整理し，いつでも参照できるようにしておくこと．4)授業進行の
妨げになる迷惑行為をした場合，退場してもらうことがある．5)教科書を持参しないと受講を遠慮してもらう場合がある．6)授
業開始5分前には受講準備を整えること．
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 たわみ角法概説 材端モーメント，接線角，部材角，たわみ角について概説する．

2 荷重項の算定について学習する．

3 荷重項の算定について学習する．

4 節点変位の生じないラーメンについて学習する．

5 節点変位の生じないラーメンについて学習する．

6 中間試験の解答を示し，解説するとともに，節点変位の生じるラーメンについて学習する．

7 層方程式を学び節点変位の生じるラーメンについて学習する．

8 中間試験

9 地盤の不当沈下など，支点が移動した場合のラーメンの曲げモーメントを求める．

10 温度変化によるラーメンの曲げモーメントの解法について学習する．

11 マトリックス構造解析について概説する．

12 軸力部材の剛性マトリックスの解法を学習する．

13 軸力部材の剛性マトリックスの解法を学習する．

14 任意方向を向く軸力部材の剛性マトリックスについて学習する．

15 宿題の解説・まとめ 宿題の解説を行い，また構造解析全般についてまとめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．

授業計画（構造力学II）

荷重項(1)

荷重項(2)

節点変位の生じないラーメンの解法(1)

節点変位の生じないラーメンの解法(2)

節点変位の生じるラーメンの解法(1)

節点変位の生じるラーメンの解法(2)

1～7回目の内容の中間試験を行う．

節点変位の生じるラーメンの解法(3)

節点変位の生じるラーメンの解法(4)

マトリックス構造解析(1)

マトリックス構造解析(2)

マトリックス構造解析(3)

マトリックス構造解析(4)

備
考
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科　目

担当教員 山下 典彦 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(20%), A4-S2(80%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2 圧密に関する総合問題が理解できているか定期試験・小テストで評価する．

3 支持力に関する総合問題が理解できているか定期試験・小テストで評価する．

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

土質力学 (Soil Mechanics)

都市工学科・5年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

土質力学の内容は個々に独立していて一貫性がないように見られるが，実務では個々の内容を総合して地盤工学の諸問題
を解決している．ここでは，3・4年で学習した土質力学の基本概念を総括し，土木構造物（擁壁，基礎等）の実設計の大枠に
ついて学ぶ．

【A4-S2】土質力学の基礎が理解できる． 3，4年で学習した土質力学の基礎が理解できているか中間試験・小テストで
評価する．

【A4-S1】軟弱粘性土地盤の盛土の圧密に関する問題が理解できる．

【A4-S1】砂質土地盤に直接基礎を設置する場合の問題が理解できる．

【A4-S1】砂地盤を掘削し，埋設管を埋め戻す場合の問題が理解できる. せん断および土圧に関する総合問題が理解できているか定期試験・小テスト
で評価する．

成績は，試験80%　小テスト20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「わかる土質力学220問　基礎から公務員試験までナビゲート」：安田進，片田敏行，後藤聡，塚本良道，吉嶺光俊共著（理
工図書）　

「絵とき 土質力学」：安川郁夫，今西静志，立石義孝共著（オーム社）
「図解 土質力学 －解法のポイント－」：今西静志，立石義孝，安川郁夫共著（オーム社）
「土質試験 基本と手引き」：社団法人 地盤工学会（丸善）

土質力学（3，4年），数学I，数学II，物理，構造力学I

履修上の
注意事項

3，4年で学習した土質力学の基礎知識以外に，構造力学の基礎知識が必要です．履修者には，到達目標を達成するために
努力する義務があります．
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授業計画（土質力学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 土の基本的性質 土の基本的性質に関する小テストとその解説を行う．

2 土の中の水 土の中の水に関する小テストとその解説を行う．

3 土の圧密 土の圧密に関する小テストとその解説を行う．

4 土の強さに関する小テストとその解説を行う．

5 土の強さに関する小テストとその解説を行う．

6 土圧に関する小テストとその解説を行う．

7 土圧に関する小テストとその解説を行う．

8 中間試験

9 中間試験回答，土質力学の基礎まとめ 土質力学の基礎のまとめを行う．

10 軟弱粘性土地盤の盛土の圧密に関する問題について学習する．

11 軟弱粘性土地盤の盛土の圧密に関する問題について学習する．

12 砂質土地盤に直接基礎を設置する場合の問題について学習する．

13 砂質土地盤に直接基礎を設置する場合の問題について学習する．

14 砂地盤を掘削し，埋設管を埋め戻す場合の問題について学習する．

15 砂地盤を掘削し，埋設管を埋め戻す場合の問題について学習する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．

土のせん断強さ(1)

土のせん断強さ(2)

土圧(1)

土圧(2)

第1～7回までの中間試験

軟弱粘性土地盤の盛土の圧密に関する問題(1)

軟弱粘性土地盤の盛土の圧密に関する問題(2)

砂質土地盤に直接基礎を設置する場合の問題(1)

砂質土地盤に直接基礎を設置する場合の問題(2)

砂地盤を掘削し，埋設管を埋め戻す場合の問題(1)

砂地盤を掘削し，埋設管を埋め戻す場合の問題(2)

備
考
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科　目

担当教員 小林 育夫 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S3(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト 講師作成のプリントを配付する．

参考書

関連科目 構造力学，材料工学，土質力学

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

施工管理学 (Construction Management)

都市工学科・5年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

土木工事を施工する際に土木技術者として必要な，工事管理の基礎知識および施工法の概要と要点について講義する．　
請負契約，施工計画，仮設工事，土留め工事，コンクリート工事，鉄骨工事，基礎工事，トンネル工事等の基礎知識について解
説する．学校で勉強していることが，実際にどのように活用されているかを学ぶ．

【A4-S3】請負契約の分類とそれぞれの契約の特徴を理解する． 請負契約の内容と特徴が理解でき説明できるかを，中間試験とレポートで評価
する．

【A4-S3】工事計画の概要と実工事に際しての管理手法について理解する
．

工事計画と実際の管理手法を理解し説明できるかを，中間試験とレポートで評
価する．

【A4-S3】仮設工事のそれぞれの特徴を理解し，また仮設計画が説明できる
．

仮設工事の特徴を理解し，仮設計画を説明できるかを，中間試験とレポートで
評価する．

【A4-S3】個々の地盤調査法の概要を理解し，それぞれの工事目的に見合
った適用ができる．

地盤調査法の特徴を理解し，得られたデータを実際に適用できるかを中間試験
とレポートで評価する．

【A4-S3】山留め工事のそれぞれの工法を理解し，工事目的に見合った工
法を適用できる．

それぞれの山留め工法の特徴を理解し，実工事の計画に適用できるかを中間
試験とレポートで評価する．

【A4-S3】鉄筋・型枠・コンクリート工事の流れを理解し，適切なコンクリート
工事が計画できる．

コンクリート工事の全体の流れを理解し，コンクリートの不具合の原因を説明で
きるかを，定期試験で評価する．

【A4-S3】個々の鋼材の特徴を理解し，工事目的に合った適用ができる． 鋼材の種類が分類でき，工事に使う鋼材の説明ができるかを定期試験とレポ
ートで評価する．

【A4-S3】地盤改良工事の種類を理解し，工事目的に合った適用ができる． 土木工事に活用される地盤改良の全体を理解し，工種に合う工法を選定でき
るかを定期試験とレポートで評価する．

【A4-S3】それぞれの基礎工法の特徴を理解し，適切な基礎工法の選定が
できる．

土木構造物の基礎工法の概要を理解し，その施工法を説明できるかを定期試
験とレポートで評価する．

【A4-S3】各トンネル工法の特徴を理解し，適切な施工計画ができる． 各トンネル工法の特徴を理解し，目的に合ったトンネル工法を選定できるかを定
期試験とレポートで評価する．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．合格点は100点満点
で60点以上とする．

「土木施工法」朝倉出版
「建築施工テキスト」井上書院

履修上の
注意事項
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授業計画（施工管理学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 建設工事の請負契約

2 施工計画・工事管理の実際について

3 仮設工事の分類とその特徴

4 地盤調査法の種類とその特徴

5 山留め工事の概要

6 鉄筋・型枠工事の種類と特徴

7 コンクリート工事の施工概要

8 中間試験

9 コンクリートの欠陥と防止対策

10 鉄骨の材料と溶接方法の概要

11

12 個々の改良工法の改良目的とその施工法を前回に引き続いて説明する．

13 基礎工法の分類と施工法概要

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および後期定期試験を実施する．

建設工事の契約内容や履行方法の特徴を述べるとともに，入札手続きの各種方法の特徴を説明する．また，入札手続きに当たって
の最近の方向性などを経験をもとに説明する．

建設工事の特徴，あるいは最近の環境への配慮事項などをまず説明する．　その次に，施工計画の概要を述べるとともに，建設工
事の重要な工程管理，品質管理，原価管理，安全管理について説明するとともに，土木・建築分野それぞれの品確法の特徴も併せ
て説明する．

本節工事が終われば撤去されてしまう仮設工事ではあるが，工事費や安全管理にとって非常に大切なものであることを説明する．
また，仮設工事の分類，共通仮設や直接仮設の相違を説明するとともに足場工や桟橋の概要について述べる．

地盤調査の目的や調査の手順を説明するとともに，調査結果の評価法について述べる．また実際の工事を行うに際してどのような
調査方法を適用するかについても，考えさせる．

都市土木における山留め工事の目的，施工法について説明する．また，主な山留め工法の特徴を理解させるとともに，適用条件など
を考えさせる．さらに，山留め工法の各部材の名称・目的をを説明し，その機能を理解させる．

鉄筋の材質，形状などの特徴を説明し，鉄筋組み立て上の注意事項を理解させる．また，型枠・支保工の種類と形状などを説明する
．さらに，型枠の各部材の名称とその機能を理解させる．

建設工事におけるコンクリート工事の施工の流れを説明する．また，コンクリートの運搬方法，コンクリートの打ち込み方法，コンクリー
トの締め固め方法および養生方法を説明し，実際のコンクリート工事の概要を理解させる．

第1～第7回の講義内容を試験範囲として中間試験を行う．

コンクリートの欠陥を起こす原因と具体的な欠陥例について説明する．併せてコンクリートのクラックの発生原因の具体的な例を説
明する．それを踏まえて，コンクリートの欠陥とクラックの発生の防止対策について理解させる．

建設工事で使用される鋼材を，材質・形状で分類し用途別に使用目的を理解させる．又鉄骨の接合方法の種類を説明するととも
に，代表的な接合方法である，ボルト接合と溶接接合の具体的な説明を行う．

地盤改良工法の概要（その1） 軟弱地盤の分類と改良目的・その効果について全体的な概要を説明する．また，我が国で用いられている改良工法について，具体
的にその目的と施工方法について説明する．

地盤改良工法の概要（その2）

我が国で用いられている基礎工法の全体を説明し，つぎに杭基礎工法について材料別，施工法別に詳細に述べる．また，特殊・大
型基礎についてもその施工法の概要を説明する．

トンネル工法（その1） 大別して5種類あるトンネル工法の個々について，包括的に選定する手順を述べて，それぞれのトンネルの特徴を説明する．またそ
のうちシールド工法を取り上げて説明するとともに，施工法全体の流れを理解させる．

トンネル工法（その2） トンネル工法の内，開削工法と山岳トンネル工法を取り上げ，施工法，施工手順を説明するとともに，全体の施工の流れを理解させ
る．

備
考
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科　目

担当教員 亀屋 惠三子 講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト なし（随時プリントを配布する）

参考書

関連科目 特になし

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

デザイン工学 (Design Engineering)

都市工学科・5年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

土木と共に環境を形成する建築分野の空間デザインを，様々な角度から学び理解を深める．基本的な課題を実際に体験する
ことにより，総合的な環境プランナーとして必要な空間デザインへの興味と基礎的素養を養うことを目的とする．

【A4-S1】空間デザインの計画や寸法，人と環境との関わりを理解できる 空間寸法の計測や人と環境に関する空間表現手法について理解ができてい
るか，授業内で行うレポートで評価する．

【A4-S1】空間を構成する要素を理解し，空間のデザインのコンセプトを組み
立てることができる．

自分で作成した空間デザインのコンセプトが形やプレゼンテーションにいかさ
れているか，パワーポイントの発表により評価する．

【A4-S1】空間デザインを創造し，わかりやすく発表・説明・討議できる． 作品のプレゼンテーションや発表能力，討議時の質疑応答の内容により評価す
る．

成績は，レポート30%　プレゼンテーション60%　プレゼンテーション時の討議・コメント作成10%　として評価する．100点
満点とし60点以上を合格とする．

「空間デザインの原点」，岡田光正（理工学社）
「住まいを読む―現代日本住居論」，鈴木成文（建築資料研究社）

履修上の
注意事項
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授業計画（デザイン工学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 デザインとは何か デザインするときに考えなければならない検討事項について，実例を挙げつつ説明する

2 空間デザインと人体寸法 人間の動作寸法と空間構成に対して理解を深めると共に，各自の人体寸法を理解する．

3 住まいと空間デザイン

4 空間デザインと人・公共性 様々な人にとって使いやすいデザインや公共の場のデザインについて学ぶ．

5 空間デザインと文化 人と空間の距離に代表されるパーソナルスペースなど，人と人との関係と場との関係性を学び，デザイン手法について理解する

6 空間デザインの表現方法 空間を創造するための描画手法について，実際に作成しながら学ぶ

7

8 コンセプトに基づいて空間の構成手法について理解して，課題への反映を�行う．

9 作成した設計図をもとに，模型を製作してボリューム感を理解する．

10 図面や模型作成したものを整理し，プレゼンテーションに向けての技術を習得する

11

12 出来上がった作品を写真撮影し，プレゼンテーションの準備を行う．

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験および定期試験は実施しない．課題（作品，レポート）の提出とプレゼンテーション内容，質疑等によって評価する．

空間の意義・住まいの歴史などを含めて，広く生活環境について理解する．また，住生活に関わる家族形態の変化についても触れ
ていく

空間デザインの実践1 6回まで行ってきた授業の内容を課題に反映し，コンセプトをまとめる

空間デザインと実践2

空間デザインと実践3

空間デザインと表現1

空間デザインと表現2 10回目と同じ

空間デザインと表現3

空間デザインと評価1
課題の発表として3〜5分程度のプレゼンテーションを行い，各自のデザインについての説明を行う．他者が行ったプレゼンテーショ
ン内容についての理解を深めるため，コンセプトに対する批評を行うことによって，多様なデザイン手法やコンセプトの設定に対して
理解を深める．

空間デザインと評価2 13回目と同じ

空間デザインの評価3 13回目と同じ

備
考
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科　目

担当教員 柿木 哲哉 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%) (c),(d)1

都市環境の創造に関する基礎的な知識を習得し，実際に利用できる素地を作ることを目的とする．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2 大気環境の基礎について説明できるか小テストと中間試験で評価する．

3 ヒートアイランドについて説明できるか小テストと中間試験で評価する．

4 大気汚染について説明できるか小テストと中間試験で評価する．

5 地球温暖化について説明できるか小テストと定期試験で評価する．

6

7

8 環境アセスメントについて定期試験で評価する．

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「環境衛生工学」：奥村充司・大久保孝樹（コロナ社）

参考書

関連科目 海岸工学，河川工学，水辺環境学

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

都市環境工学I (Civil and Environmental Engineering I)

都市工学科・5年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

【A2】都市型社会と都市環境問題について説明できる． 都市型社会と都市環境問題について説明できるか小テストと中間試験で評価
する．

【A2】大気環境の基礎について説明できる

【A2】ヒートアイランドについて説明できる．

【A2】大気汚染について説明できる．

【A2】地球温暖化について説明できる．

【A2】自然や気候を生かした都市熱環境の改善について説明できる． 自然や気候を生かした都市熱環境の改善について説明できるか小テストと定
期試験で評価する．

【A2】環境流体の数値シミュレーションについて説明できる． 環境流体の数値シミュレーションについて説明できるか小テストと定期試験で
評価する．

【A2】環境アセスメントについて説明できる．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．合格点は100点満点
で60点以上とする．

「環境工学　第3版」：石井一郎（森北出版）
「都市環境学」：都市環境学教材編集委員会編（森北出版）

履修上の
注意事項 第5学年にふさわしい態度で授業に臨むこと．
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 都市環境の定義，都市への人口集中に伴う環境問題の発生について述べる．

2 都市の拡大，都市環境整備について述べる．

3 気象の基礎 ヒートアイランド現象，大気汚染，地球温暖化を理解するのに必要な気象現象の基礎について述べる．

4 ヒートアイランドの実態と対策について述べる．

5 ヒートアイランドの実態と対策について述べる．

6 大気汚染の実態と対策について述べる．

7 大気汚染の実態と対策について述べる．

8 中間試験 中間試験を実施する．

9 地球温暖化について述べる．

10 地球温暖化について述べる．

11 自然や気候を生かした都市熱環境の改善について述べる．

12 自然や気候を生かした都市熱環境の改善について述べる．

13 環境流体の数値シミュレーションについて述べる．

14 環境流体の数値シミュレーションについて述べる．

15 環境アセスメントと都市環境 環境アセスメントの目的，定義，手続き，事例について述べる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．

授業計画（都市環境工学I）

都市型社会と都市環境問題1

都市型社会と都市環境問題2

都市の熱収支とヒートアイランド現象1

都市の熱収支とヒートアイランド現象2

大気汚染1

大気汚染2

地球温暖化1

地球温暖化2

自然や気候を生かした都市熱環境の改善1

自然や気候を生かした都市熱環境の改善2

環境流体の数値シミュレーション1

環境流体の数値シミュレーション2

備
考
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科　目

担当教員 柿木 哲哉 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(50%), A4-S4(50%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

本講義は，上下水道の歴史と仕組みの基礎的な知識を学習し，地球環境問題の根本および今後のあり方を考える．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 上水道の目的および計画について説明できるか中間試験と課題で評価する．

2 浄水施設について説明できるか中間試験と課題で評価する．

3 下水道の役割および計画について説明できるか中間試験と課題で評価する．

4 下水処理技術について説明できるか定期試験と課題で評価する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「環境衛生工学」：奥村充司・大久保孝樹（コロナ社）

参考書

関連科目

特になし．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

都市環境工学II (Civil and Environmental Engineering II)

都市工学科・5年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

【A4-S4】上水道の目的および計画について説明できる．

【A4-S1】浄水施設について説明できる．

【A4-S4】下水道の役割および計画について説明できる．

【A4-S1】下水処理技術について説明できる．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．合格点は100点満点
で60点以上とする．

「衛生工学演習 上水道と下水道」：海老江邦雄・芦立徳厚（森北出版）
「衛生工学入門」－上下水道・廃棄物処理ー 末石冨太郎監修・中島重旗著（朝倉書店）
「新版 環境工学－持続可能な社会とその創造のために－」住友恒ほか（理工図書）

環境基礎化学，環境水工学I

履修上の
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）

1 上水道の種類，計画について解説する．

2 上水道の種類，計画について解説する．

3 一般的な浄水施設の処理フローについて解説する．

4 沈殿，ろ過などについて解説する．

5 高度処理について解説する．

6 配水施設，給水装置について解説する．

7 配水施設，給水装置について解説する．

8 中間試験

9 下水道の役割と計画の基本について解説する．

10 下水道の役割と計画の基本について解説する．

11 下水処理施設の設計法について解説する．

12 下水処理施設の設計法について解説する．

13 下水処理施設の設計法について解説する．

14 水域の環境基準，排水の放流基準などについて解説する．

15 水域の環境基準，排水の放流基準などについて解説する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および後期定期試験を実施する．

授業計画（都市環境工学II）

上水道の目的および計画(1)

上水道の目的および計画(2)

浄水施設（1）

浄水施設（2）

浄水施設（3）

配水施設，給水装置（1）

配水施設，給水装置（2）

1～7までの範囲の試験を行う．

下水道の役割および排除方式(1)

下水道の役割および排除方式(2)

下水処理施設（1）

下水処理施設（2）

下水処理施設（3）

水環境と環境基準（1）

水環境と環境基準（2）

備
考
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科　目

担当教員 嶋津 巌 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(85%), A4-S4(15%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 道路工学，交通システム工学

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

都市交通計画学 (Traffic Planning Engineering)

都市工学科・5年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

都市交通計画の社会性，公共性についての認識を深めるとともに，交通流現象や道路設計，道路構造等の基礎知識を習得
する．理解の熟度を高めるため，授業のほかレポートによる課題を提出する．最終的には，交通計画全般に渡る理解に基づい
た課題形成と解決方法を提案できるまでの能力を身につける.

【A4-S1】都市交通計画の社会的な意義を理解できる． 都市交通計画の社会的な意義に対する理解度と，基礎的な仕組みについて，レ
ポートと中間試験により評価する.

【A4-S1】交通流現象及び道路設計の基礎要件を理解し，簡易な設計条件
を設定できる.

交通流現象及び道路設計に対する理解度と，設計条件の設定方法について，
レポートと中間試験により評価する.

【A4-S1】道路構造及び交通信号の原理について理解し，簡易な演習課題
を解決できる.

道路構造及び交通信号に対する理解度と，課題解決の習得について，レポート
と定期試験により評価する.

【A4-S4】交通計画の考え方を踏まえて，都市交通問題を解決するための方
策を提案できる.

都市交通計画全般に係る理解と，問題解決に対する提案能力について，定期
試験により評価する.

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする.100点満点で60点以
上を合格とする．

「道路交通技術必携2007」　交通工学研究会（編集）　建設物価調査会（発行）
ノート講義

「道路構造令の解説と運用」　（社）日本道路協会（編集）　(株)丸善（発売）
「舗装設計便覧　（H18.2） 」　（社）日本道路協会（編集）
「情報化時代の都市交通計画」　飯田恭敬（監修）　北村隆一（編）　コロナ社

履修上の
注意事項
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授業計画（都市交通計画学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 都市交通計画の概要 都市交通に関わる現状と課題，道路計画を行う上での必要な知識について理解する．

2 道路計画に用いられる調査の種類，基礎的な交通分析手法について理解する．

3 交通調査に用いられる統計の基礎について理解し，演習する．

4 自動車交通流の基礎用語，交通現象の概念について理解する．また，交通調査及び交通流現象について課題を提出する．

5 交通渋滞の発生及び対策，交差点の交通現象について理解する．

6 道路構造の設計条件，構造規格について理解する．

7 平面交差の設計原則，立体交差の幾何構造について理解し，これまでの学習内容について復習する．

8 中間試験

9 道路の舗装構造，設計について理解する．

10 道路の排水構造，管理手法等について理解する．

11 交通信号及び制御方法の基本的な考え方，設計手順について理解する．

12 信号制御及び交差点計画について演習し，課題を提出する．

13 道路計画の概要，及び計画策定について理解する．

14 交通需要予測の考え方と手順について理解する．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．都市交通計画の理解度を高めるためレポートを出題する．

交通調査（1）

交通調査（2）

交通流現象（1）

交通流現象（2）

道路設計（1）

道路設計（2）

第1～7回の講義内容を試験範囲として出題する.

道路構造（1）

道路構造（2）

交通制御（1）

交通制御（2）

交通計画（1）

交通計画（2）

交通計画（3） 交通計画に係る法制度，ITS技術の活用など，近年の取り組み事例を紹介し，これまでの学習内容について復習する.

備
考
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科　目

担当教員 藤原 隆一 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 土木設計に関わる専門用語に関して，レポートで評価する．

2 設計波圧の算定手順と算定結果を演習，レポートで評価する．

3 基本的な断面の設定および安定性について演習，レポートで評価する．

4

5 設計計算書に基づいた図面の作成を行い，レポートで評価する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

設計製図 (Design and Drawing)

都市工学科・5年・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

土木設計の基本的な方法を，港湾構造物として代表的な防波堤の設計を通じて理解し，与えられた条件に対して基本的な
断面を設定できるまでの知識を身につける．また，計算した結果を分かりやすくまとめ，それを図化する作業を通じ，土木設計
の考え方を理解する．

【A4-S1】防波堤の役割・構造を理解する

【A4-S1】入射波・作用外力の算定ができる

【A4-S1】基本的な断面を設定できる

【A4-S1】設計計算書を作成できる 与えられた設計条件に基づいた設計計算書の作成を行い，レポートで評価する
．

【A4-S1】設計計算の結果を適切な図面にすることができる

成績は，レポート25%　設計計算書および製図の成果品のレポート75%　として評価する．100点満点とし60点以上を合
格とする．レポート，設計計算書および製図は全て手書きで作成する.

社団法人日本港湾協会(2007)：港湾の施設の技術上の基準・同解説
沿岸技術研究センター(2007)：港湾構造物設計事例集（平成19年度改訂版）
合田良実(2008)：耐波工学　港湾・海岸構造物の耐波設計，鹿島出版会

水理学，環境水工学II，土質力学，構造力学I・II，コンクリート工学

履修上の
注意事項

設計では様々な知識を総合して具現化することが求められる．普段から色々なことに興味を持ち，また自分の考えを第三者に
正確に伝えるコミュニケーション能力を身につけて欲しい．
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授業計画（設計製図）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 概要 授業の目的と目標を示す．

2 日本の港湾と海岸保全施設 港や構造物の写真を通して，構造物の大きさ，構造の概略を把握する．また，歴史的な背景や現在の状況などについて理解する．

3 港湾に関する基礎知識 防波堤を始めとする港湾施設の名称や役割などを理解する．

4 設計の基礎知識

5 防波堤の構造 防波堤の構造を理解するために，構造図から部材の数量を拾い堤体重量を算出する手順を学ぶ．

6 防波堤の構造に関する演習 与えられた構造図から，実際に数量を拾い出す演習を行い，その結果をレポートとして提出．

7 入射波の基礎知識 防波堤に作用する波に関して，波の変形を含む基本的な考え方を理解する．通常の海の波と津波の違いを理解する．

8 設計波圧

9 設計波圧の計算演習 演習により，合田式を活用できるようにする．結果はレポートとして提出．

10 堤体の安定性に対する検討

11 堤体の安定性検討に関する演習 演習により，安定性の検討ができるようにする．

12 設計計算書の作成 与えられた設計条件に対する混成防波堤の設計計算書を作成する．

13 設計計算書に基づいた標準断面図の作成．

14 設計計算書に基づいたケーソン構造図の作成．設計計算書，標準断面図および構造図を最終成果品として提出．

15 最新の設計技術 水理模型実験や数値シミュレーションなど，最新技術に基づいた設計の考え方を知る．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

防波堤の性能設計の考え方の概要を�理解する．また，防波堤の設計全般の考え方を理解する．ここまでの授業で学んだことのレポ
ート作成．

防波堤に作用する外力の中で最も重要となる波力について，合田式の説明を通して設計的な考え方を理解する．また合田式が生
まれた歴史を概観し，設計の考え方の変遷を知る．

これまでの授業で求めてきた堤体重量と作用波力を用いて，防波堤の滑動，転倒および端趾圧を算出し，安定性を検討する方法を
理解する．また，防波堤の基礎マウンドおよび根固め，被覆材の役割と安定性など，実務の際に必要となる設計の流れを理解する．

製図(1)

製図(2)

備
考
中間試験および定期試験は実施しない．・中間試験および定期試験は実施しない．・製図はこれまでに学んだJISおよび関連JISの規約に基づいて
行うこと．
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科　目

担当教員  松永 あゆみ 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 B4(100%) (d)2-b,(f)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 英語，数学，物理および都市工学科専門科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

工業英語 (ESP, Engineering)

都市工学科・5年・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

本授業では，技術英語読解に必要な英文法の復習，都市工学に関する英文読解を実施する．技術英語読解の基礎を習得
することを目的とし，ESP(English for Specific Purposes)の研究成果に基づいて，効率的に最新の工業英語をトレーニン
グすることを目指す．

【B4】技術英語の読解に必要な英単語を習得できる． 技術英語の読解に必要な英単語が習得できたかどうか，中間試験，定期試験，
小テスト，演習により評価する．

【B4】技術英語の読解に必要な英文法を習得できる． 技術英語の読解に必要な英文法が習得できたかどうか，中間試験，定期試験，
小テスト，演習により評価する．

【B4】工学基礎ならびに都市工学に関する文章を英訳・和訳することがで
きる．

工学基礎ならびに都市工学に関する文章を英訳・和訳できるかどうか，中間試
験，定期試験，小テスト，演習により評価する．

成績は，試験70%　小テスト15%　演習15%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「ESPにもとづく工業技術英語　大学・高専生のための新しい英語トレーニング」

「Judy先生の英語科学論文の書き方」ジュディ野口ほか（講談社）
「すぐに役立つ 科学英語の書き方」ジョン・スウェイルズ（日経サイエンス）

履修上の
注意事項
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授業計画（工業英語）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 技術英語の入門 技術英語についての基礎的知識を学ぶ

2 Email

3 New Product Advertisement 新製品広告の語彙の特徴，新製品広告の構文の特徴大きさ（次元）

4 Catalogue

5 Specs / Specifications さまざまな単位記号，句読法（コロン（：）とセミコロン（；）），仕様書の読み取り方

6 Operating Instructions

7 Job Advertisement

8 中間試験

9 Business Letter ビジネスレターの形式，ビジネスレターの段落構成

10 Online Science Magazine

11 Presentation プレゼンテーション用スライドの構成，口頭発表のポイント，専門用語の留意点�

12 Explanatory Information / HP

13 Lab Reports(1)

14 Lab Reports(2)

15 English Technical Writing Test

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および後期定期試験を実施する．

技術文書における数字関連のルール，Eメールの形式現在時制を必要とする記述

カタログの見方，商品情報を効果的に伝えるための語法（名詞の複合語），Order Form（注文書）の形式と書き込み方

操作マニュアルにおける命令形，日常生活における機器維持と操作，Do-it-yourselfの考え方

丁寧文，敬語表現の使い方（電話，Eメールの意志の伝え方），求人広告に含まれる情報，求人広告を見て会社に問い合わせる

第1回目から第7回目までの内容に関する問題を出題する

オンライン科学雑誌の読み方，可能性に関連した語法（仮定法「would / could」），オンライン科学雑誌の購読申込方法

解説書・ホームページ（HP）などに表れる説明情報，用語を定義する定義文（definition）のルールとパターン，英英辞典について

実験報告書の構成(1)：タイトル・目的・実験のセクション，実験報告書に関連した動詞の時制の用い方，実験報告書に関連した受
動態の用い方

実験報告書の構成(2)：結果および考察・結論のセクション，実験報告書における図（グラフ）表の使用ルール，結果および考察・結
論のセクションでの頻出表現

Technical Englishの3C’sと，それを実現するためのトレーニング

備
考
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科　目

担当教員 橋本 渉一 教授，辻本 剛三 教授，高科 豊 准教授，柿木 哲哉 准教授，宇野 宏司 准教授，亀屋 惠三子 講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S2(10%), B1(10%), C1(40%), C4(30%), D1(10%) (b),(d)1,(d)2-a,(d)2-b,(d)2-d,(e),(f),(g),(h),(i)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 各テーマ毎のレポート提出状況で評価する．

2 各テーマ毎のレポートの内容で評価する．

3 安全に実験が行なわれているか，各テーマ実験の取り組みで評価する．

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

都市工学実験実習 (Laboratory Work in Civil Engineering)

都市工学科・5年・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

材料学，水理学，衛生工学，交通計画学，デザイン工学など都市工学の実験をともなう応用分野の一層の理解を深めるため，
各分野の実験・実習を行う．実験は，3班または6班編成の小人数で行うことによって理解度を高め，シミュレーションやコンピ
ュータ演習，模型の製作等で理論の理解と実際問題への応用能力を養う．

【C4】期限内に実験レポートをまとめ提出できる．

【B1】実験結果を適切に処理し，図・表が書ける．

【D1】設備・機器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．

【A4-S2】コンクリートの物性試験を行うことができる． コンクリートの物性に関する試験を行い，レポートの提出状況および内容により
評価する．

【C1】管水路，開水路，ポテンシャル流，相対静止水面に関する計算ができ
る．

管水路，開水路，ポテンシャル流，相対静止水面に関する実験および計算を行
い，レポートの提出状況および内容により評価する．

【C1】各種の水質検査ができる． 各種の水質に関する検査を行い，1週間以内に設定されたレポートの提出状況
および内容により評価する．

【C1】交通輸送量の測定ができる．交通結節点および外部空間について提
案ができ，施設の基本計画ができる．

交通輸送量の測定，鉄道駅および外部空間の基本計画図作成と模型製作を
行い，レポート・模型の提出状況および内容により総合的に評価する．

【C1】住まいのデザインができる． 高齢者夫婦，3世代の住まいの図面・模型製作，レポートの提出，成果の発表会
により評価する．

成績は水理33%，コンクリート・衛生・交通計画・デザインは各16.5%として評価する．交通計画はレポート75%，模型25%，
デザインは図面・模型・発表70%，レポート30%とする．他の実験はレポート100%．100点満点で60点以上を合格とする．

「土木材料実験指導書」：土木学会編（土木学会）
「水理実験指導書」：土木学会編（土木学会）
「環境工学」：石井一郎（森北出版）

「交通工学」：大蔵泉（コロナ社）
「交通空間のデザイン」：伊澤岬（彰国社）

構造力学，コンクリート工学，材料学，水理学，都市環境工学，環境水工学，都市システム工学，都市交通計画学，交通システ
ム工学，デザイン工学，景観工学

履修上の
注意事項

クラスを3班の小人数に編成し，水理，材料・デザインの各実験を受講する．衛生・交通計画の実験はその班を1/2に分け受
講する．
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授業計画（都市工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 前期実験ガイダンス

2 コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学実験

3 コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学実験

4 コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学実験

5 コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学実験

6 コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学実験

7 コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学実験

8 前期中間実験のまとめ コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学実験のレポートおよび実験器具の整理と整備．

9 コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学実験

10 コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学実験

11 コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学実験

12 コンクリート・水理学・衛生工学・計画学実験

13 コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学実験

14 コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学実験

15 前期実験のまとめ コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学各実験のレポート作成および実験器具の整理と整備．

16 後期実験ガイダンス

17 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験

18 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験

19 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験

20 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験

21 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験

22 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験

23 後期中間実験のまとめ 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験のレポートおよび実験器具の整理と整備．

24 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験

25 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験

26 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験

27 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験

28 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験

29 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン実験

30 後期実験のまとめ 水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン各実験のレポート作成および実験器具の整理と整備．

中間試験および定期試験は実施しない．

コンクリート・水理学（前期）・衛生工学・計画学各実験の予定，班割，注意事項など，実験前のあらゆる問題点について，事前説明を
行う．

スランプ試験，ブリーディング試験．相対的静止水面の実験，不等流の実験．水質測定(1)．道路交通量調査．

スランプ試験，ブリーディング試験．相対的静止水面の実験，不等流の実験．水質測定(1)．道路交通量調査．

スランプ試験，ブリーディング試験．相対的静止水面の実験，不等流の実験．水質測定(1)．道路交通量調査．

スランプ試験，ブリーディング試験結果の考察．相対的静止水面の実験，不等流の実験．水質測定(1)．道路交通量調査．

スランプ試験，ブリーディング試験結果の考察．相対的静止水面の実験，不等流の実験．水質測定(1)．道路交通量調査．

スランプ試験，ブリーディング試験結果の考察．相対的静止水面の実験，不等流の実験．水質測定(1)．道路交通量調査．

コンクリート実験(1)．ポテンシャル流れの実験，管水路の流速計測実験．水質測定(2)．鉄道交通量調査．

コンクリート実験(1)．ポテンシャル流れの実験，管水路の流速計測実験．水質測定(2)．鉄道交通量調査．

コンクリート実験(1)．ポテンシャル流れの実験，管水路の流速計測実験．水質測定(2)．鉄道交通量調査．

コンクリート実験(2)．ポテンシャル流れの実験，管水路の流速計測実験．水質測定(2)．鉄道交通量調査．

コンクリート実験(2)．ポテンシャル流れの実験，管水路の流速計測実験．水質測定(2)．鉄道交通量調査．

コンクリート実験(2)．ポテンシャル流れの実験，管水路の流速計測実験．水質測定(2)．鉄道交通量調査．

水理学（後期）・衛生工学・計画学・デザイン各実験の予定，班割，注意事項など，実験前のあらゆる問題点について，事前説明を行
う．

静水力学を用いた相対的静止水面の理論的検討．水質測定(3)．交通結節点の基本計画．高齢者住まいのデザイン(1)．

静水力学を用いた相対的静止水面の理論的検討．水質測定(3)．交通結節点の基本計画．高齢者住まいのデザイン(1)．

静水力学を用いた相対的静止水面の理論的検討．水質測定(3)．交通結節点の基本計画．高齢者住まいのデザイン(1)．

開水路の運動方程式を用いた不等流の理論的検討．水質測定(3)．交通結節点の基本計画．高齢者住まいのデザイン(2)．

開水路の運動方程式を用いた不等流の理論的検討．水質測定(3)．交通結節点の基本計画．高齢者住まいのデザイン(2)．

開水路の運動方程式を用いた不等流の理論的検討．水質測定(3)．交通結節点の基本計画．高齢者住まいのデザイン(2)．

管水路内の流速の対数測理論を用いた流れの検討．ジャーテスト．交通結節点の模型製作．3世代住まいのデザイン(1)．

管水路内の流速の対数測理論を用いた流れの検討．ジャーテスト．交通結節点の模型製作．3世代住まいのデザイン(1)．

管水路内の流速の対数測理論を用いた流れの検討．ジャーテスト．交通結節点の模型製作．3世代住まいのデザイン(1)．

流れ関数を用いたポテンシャル流れの理論的検討．ジャーテスト．交通結節点の模型製作．3世代住まいのデザイン(2)．

流れ関数を用いたポテンシャル流れの理論的検討．ジャーテスト．交通結節点の模型製作．3世代住まいのデザイン(2)．

流れ関数を用いたポテンシャル流れの理論的検討．ジャーテスト．交通結節点の模型製作．3世代住まいのデザイン(2)．

備
考
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科　目

担当教員 講義科目担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B1(20%), B2(10%), C2(70%) (d)2-a,(d)2-b,(d)2-c,(e),(f),(g),(i)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 研究への取り組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価する．

2

3 中間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．

4 中間および最終発表会の質疑応答と質問回答書を評価シートで評価する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書 　

関連科目 特記事項なし．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

卒業研究 (Graduation Thesis)

都市工学科・5年・通年・必修・8単位 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業の
概要と方針

　都市工学科の教育プログラムにおいて，「卒業研究」は1～5年で履修する専門科目の総括として位置づけられます．特定
のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行います．研究を
通じて，問題解決のための糸口を見出す方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，
総合力およびデザイン能力を高めます．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身に
つけます．

【C2】研究活動：研究テーマの背景と目標を的確に把握し十分な準備活動
を行い，指導教官，共同研究者と連携しながら自主的に研究を遂行できる．

【C2】研究の発展性：得られた研究結果を深く考察し，今後の課題等を示し
，研究の発展性を展望することができる．

研究活動の状況，研究成果と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価する
．

【B1】発表および報告書：研究の発表方法を工夫し，与えられた時間内に明
瞭でわかりやすく発表できる．また．報告書が合理的な構成で研究全体が
簡潔・的確にまとめることができる．

【B2】質疑応答：質問の内容を把握し，質問者に的確に回答できる．

研究活動30点，研究の発展性30点，報告書の構成10点，発表30点，100点満点で，60点以上を合格とする．

履修上の
注意事項

成績評価事項は以下のとおりである．(1)研究への取り組み：達成度と卒業研究報告書の内容を評価する．(2)研究活動の
状況：研究成果と卒業研究報告書の内容を評価する．  (3)中間および最終発表会：報告書を評価する．(4)中間および最終
発表会の質疑応答と質問回答書を評価する．以上の事項を十分に注意して，卒業研究に取り組むようにして下さい．
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授業計画（卒業研究）

内容（テーマ，目標，準備など）

中間試験および定期試験は実施しない．中間報告会，卒業研究報告会を実施する．

1．卒業研究の進め方について
(1)配属ガイダンス：4年次の10月初旬に，5年生進級予定者を対象に，研究室への配属ガイダンスを行う．
(2)指導教員の決定：ガイダンスのときに配布した希望調書にもとづいて，指導教員を決定する．10月下旬に仮配属先を掲示し，5
年生進級時の4月に正式配属先を掲示する． 
(3)指導方法：卒業研究の趣旨にしたがい，指導教員が指導する． 
(4)卒業論文研究の提出：5年次の2月初旬の〆切までに提出すること． 
(5)発表会：5年次の10月中旬に中間発表会を行う．後期試験終了後に都市工学科・卒業研究発表会を行う． 
(6)論文書式他 1)卒業論文執筆のフォーマットは指導教員の指示に従うこと． 2)卒業研究の概要を作成する．

2．2012年度の卒業研究のテーマ等の設定は以下のとおりである．
（橋本研究室）公共交通と環境問題／高齢社会と公共交通／震災復興と市街地整備／市街地の自然景観ガイドライン／超高
速鉄道の線形
（中尾研究室）地理情報を活用した中世城郭の復元等
（酒造研究室）都市高速道路の鋼製単柱橋脚の地震応答解析／せん断パネルダンパーによる鋼門形ラーメン橋脚の地震エネ
ルギー吸収／2自由度系にモデル化した変断面柱の地震時損傷パターン／構造物の地震応答解析に用いる運動方程式の数
値積分の効率化／汎用FEMによる鋼製橋脚部材の地震時損傷シミュレーション／鋼道路橋の合理的設計
（辻本研究室）海岸浸食の対策方法の検討／現地海岸の海浜変形調査／自然災害（津波・高波）のソフトによる減災方法の検
討／画像や超音波を用いた海浜の底質特性の解明／津波による海岸構造物の安全性に関する研究
（山下研究室）表面波探査と標準貫入試験から推定されたせん断波速度と地盤構造の関係／調和振動荷重による起振点近傍
での波動特性と地盤構造の関係／構造物の地震応答に及ぼす基礎の浮き上がりの影響／震源断層破壊－地盤応答を考慮し
た構造物の地震時挙動／地盤と構造物の動的相互作用を考慮した地震応答解析／その他（斜面の安定解析）
（高科研究室）コンクリートのスケーリング試験法の考察／ニューラルネットワークによるコンクリ－トの劣化予測
／劣化を受けたRC梁の検討／凍結防止剤・融雪剤のコンクリ－トへの影響／サ－モグラフィによるコンクリ－トの診断
（柿木研究室）津波氾濫流の数値解析における陸上構造物の考慮について／津波による陸域への底泥輸送の数値解析
／閉鎖空間における避難誘導の形態が避難効率に与える影響／浮体構造物を用いた波力発電に関する基礎的研究／画像解
析を用いた遡上域における底質の分級過程の準3次元的計測／遡上域における間隙水圧の時間・空間分布の計測
（鳥居研究室）斜面の安定性評価のための崩壊発生機構の解明に関する研究－既存盛土における盛土材料の地盤工学的特性
の空間的分布に関する研究／風化花崗岩地域における豪雨時の斜面不安定化機構に関する研究／複合誘因による斜面崩壊
発生機構に関する研究／／斜面災害の発生危険度評価手法の構築に関する研究－豪雨を起因とする斜面崩壊の発生危険度
評価システムの構築／表土層内の不飽和浸透過程を簡略化した地下水位算定モデルの提案／地理空間情報を活用した潜在
崩土層深分布推定手法に関する研究／斜面崩壊ならびに崩土の移動・堆積過程シミュレーション手法の構築
（上中研究室）中空式二重鋼管・コンクリート合成部材のせん断特性／コンクリート充填楕円鋼管部材の終局強度／軽量化した
鋼・コンクリート合成床版の開発と付着せん断強度／中空式二重鋼管・コンクリート合成短柱の圧縮特性に関する数値解析的
検討／半円シアコネクタの応力伝達特性に関する解析的検討
（宇野研究室）河口干潟，河口砂州の長期地形変動要因の検討／瀬戸内海の環境保全に資する研究／兵庫県・神戸市内の地
域防災に関する研究
（亀屋研究室）難病患者遺族の喪の環境に関する研究／難病患者の療養環境に関する研究／刑事施設の生活環境に関する
研究
以上

備
考
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科　目

担当教員 三村 裕一 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S3(90%), A4-S4(10%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3 関連法規の種類と概念が理解できているかレポートや定期試験で評価する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

建設法規 (Basic Laws on Civil Engineering)

都市工学科・5年・後期・選択・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業の
概要と方針

建築基準法を中心に紹介し，都市計画法などの関連法規についても触れ，各法規の基本的な考え方を理解・把握できるよう
にする．また，建設技術者の持つ社会的責任の重要性についても触れる．

【A4-S3】建築基準法の基本と仕組みを理解し，説明できる． 建築基準法の概念や用語，基本となる法律の仕組み等を理解できているかレ
ポート，中間試験，定期試験で評価する

【A4-S3】建築基準法と都市計画法との関係を理解し，説明できる． 建築基準法と都市計画法との関係が理解できているかレポートや定期試験で
評価する．

【A4-S4】関連法規（労働関連法，建設業法，道路関係法，騒音規制法，振動
規制法など）の種類を把握し，それら法規の概念を理解・説明できる．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．総合評価100点満
点で60点以上を合格とする．

不動産・建築行政法規研究会「建築基準法の基本と仕組みがよ～くわかる本」秀和システム
土木施工管理技士受験テキスト編集委員会「2級土木施工管理技士　新・受験テキスト　(1)土木一般・土木法規」市ヶ谷出版社

S5「施工管理学」，S5「都市環境工学」

履修上の
注意事項 S5「施工管理学」と「都市環境工学」を十分に理解しておくことがのぞましい．
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授業計画（建設法規）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 建築基準法の全体像，建築基準法に用いられる用語の解説

2 建築基準法に用いられる用語と建築物の建築等に関する申請及び確認についての解説

3 建築物の敷地，構造 建築物の敷地と構造についての解説

4 建築物の一般構造 建築物の室内環境維持や安全についての解説

5 建築設備 人が生活を営むために必要な建築設備についての解説

6 建築防火対策 防火・延焼防止についての解説

7 建築物の避難施設 災害が発生した場合，内部にいる人や自動車などの避難関連施設についての解説

8 建築基準法と都市計画法が一体となった規制による街づくりについての解説

9 中間試験 後期中間試験の実施

10 建築基準法と都市計画法が一体となった規制による街づくりについての解説

11 建築基準法と都市計画法が一体となった規制による街づくりと建築協定についての解説

12 欠陥住宅と住宅性能表示 欠陥住宅と住宅性能表示についての解説

13 建設業法，道路法，道路交通法 各法規の概念についての解説

14 労働基準法，労働安全衛生法，河川法 各法規の概念についての解説

15 騒音規制法，振動規制法，火薬類取締法 各法規の概念についての解説

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

建築基準法とは，用語の定義（その1）

用語の定義（その2），建築物の建築等に関する申請及び確認

建築基準法と都市計画法（その1）

建築基準法と都市計画法（その2）

建築基準法と都市計画法（その3）と建築協定

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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科　目

担当教員 中尾 幸一 教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%) (c),(d)1

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目 測量学，都市環境工学

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

都市情報工学 (Engineering of Spatial Information and Value Structure)

都市工学科・5年・後期・選択・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業の
概要と方針

都市情報を扱う支援ツールの一つとして様々な活用がなされている地理情報システム(GIS)の原理や機能などとその概要
について学習する．また，地上監視の技術の一つである人工衛星画像によるリモートセンシングの概要とその利用法につい
ても学習する．

【A3】支援ツールとしての地理情報システムの基本構成，データ構造，構築
方法などの概要について説明できる．

地理情報システムの基本構成，データ構造，構築方法などの概要について説明
できるか中間試験で評価する．

【A3】地理情報システムの基本的なデータ作成とその活用ができる. 地理情報システムの基本的なデータ作成とその活用について演習を行い，その
レポートで評価する.また，その理解度を中間試験で評価する．

【A3】リモートセンシングに関する基礎的な知識を持つ． リモートセンシングに関する基礎的な知識を持っているか定期試験で評価する
．

【A3】人工衛星画像の基本的な分析を行うことができる． 人工衛星画像の基本的な分析を行うことができるかを，演習レポートと定期試
験により評価する．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点で60点
以上を合格とする．

「基礎からわかるGIS」 吉田均ほか 森北出版
「地図情報システム入門」 鎌田靖彦 日刊工業新聞
「入門地理情報システム」 Jeffrey Star John Estes （岡部篤行訳）
「図解リモートセンシング」日本リモートセンシング研究会編 日本測量協会

履修上の
注意事項
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授業計画（都市情報工学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 講義概要，地理情報システム概論 講義概要の説明と地理情報システムについて概説

2 地理情報システムの構成要素と数値地図 地理情報システムが持つべき構成要素について解説する．また，地理情報システムに使用する数値地図について解説する．

3 神戸高専に関する地理情報システムデータの作成．

4 パソコンを使った神戸市に関する地理情報システムデータの作成．

5 地図の座標変換と地図の重ねがき．各種の変換． 平面座標変換・アフィン変換について解説する．また，画像と数値地図の重ねがきについても解説する．

6 パソコンを使った平面座標変換・アフィン変換に関する演習．画像と数値地図の重ねがきの演習．

7 地理情報システムによる各種の主題図 地理情報システムによって作成する各種の主題図について解説する．

8 中間試験 地理情報システムとその活用法について

9 中間試験の回答・リモートセンシングの概要 中間試験の回答をする．また，リモートセンシングの概要を解説する．

10 地球観測衛星とそのセンサ リモートセンシングで使用する画像データを観測する地球観測衛星とその搭載センサについて解説する．

11 人工衛星画像データとその画像 人工衛星画像データについて解説する．また，画像データから作成する各種の画像について解説する．

12 パソコンによる人工衛星画像の作成演習とその判読演習．

13 地表被覆分類 地表被覆分類の方法について解説する．

14 パソコンによる地表被覆分類とその分析を行う演習．

15 リモートセンシングの活用 リモートセンシングの活用分野について解説する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

演習1 (地理情報システムデータの作成)

演習2 (地理情報システムデータの作成)

演習3(平面座標変換・アフィン変換)

演習4 (人工衛星画像の作成と判読)

演習5 (地表被覆分類とその分析)

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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科　目

担当教員 橋本 渉一 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-S4(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 交通の歴史，総合交通体系について理解できているか，中間試験で評価する．

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 都市システム工学，都市交通計画学

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

交通システム工学 (Transportation System Engineering)

都市工学科・5年・後期・選択・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業の
概要と方針

国土の経済的発展と交通インフラの整備および総合交通体系の関係を理解する．交通全般について広く知識を習得した後
，代表的な公共交通である鉄道に関する知識と技術を習得する．大量高速輸送機関として，均衡ある国土と都市圏の発展に
必要な社会基盤施設としての鉄道の高速化，環境対策，システム近代化と技術開発について理解を深める．

【A4-S4】交通の歴史，総合交通体系について説明できる．

【A4-S4】都市内の交通体系と都市計画の関係について説明できる． 都市内の交通体系と都市計画の関係について理解できているか，中間試験で
評価する．

【A4-S4】鉄道軌道と車両の関係について説明できる． 鉄道軌道と車両の関係について理解できているか，レポートおよび中間試験で
評価する．

【A4-S4】高速化の技術開発と環境問題について説明できる． 高速化の技術開発と環境問題について理解できているか，定期試験で評価す
る．

【A4-S4】超高速鉄道の技術開発について説明できる． 超高速鉄道の技術開発について理解できているか，レポートおよび定期試験で
評価する．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点で60点
以上を合格とする．

「鉄道工学」上浦・須長・小野田，(森北出版)
授業時に配布するプリント

「第2版図説鉄道工学」天野他，(丸善)
「これからの都市交通」都市交通研究会，(山海堂)
「新しい都市交通システム」都市交通研究会，(山海堂)

履修上の
注意事項
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授業計画（交通システム工学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 国土の発展と総合交通体系 国土の発展と総合交通体系について解説する．

2 各交通システムの種類と役割 各種交通機関・システムの種類，特徴，役割について解説する．

3 公共交通と私的交通

4 交通機関と環境 交通機関とエネルギー，環境保全の関係について解説する．

5 都市鉄道と軌道系交通 都市鉄道および軌道系交通，交通結節点の整備について解説する．

6 鉄道の歴史，発達 鉄道の歴史，発達 我が国の鉄道導入から現在までの鉄道の歴史，技術の発達について解説する．

7 鉄道線路，構造物 鉄道線路および構造物の定義，構造の特徴について解説する．

8 中間試験

9 軌道構造，軌道力学 軌道の構造，材料，軌道力学について解説する．

10 線形，曲線 新幹線および在来線の線形，曲線管理について解説する．

11 保守，乗り心地管理 軌道の保守管理，乗り心地管理について解説する．

12 高速化と環境対策 高速化のための技術開発，それに伴う環境対策について解説する．

13 信号保安システム，防災・安全設備 安全運転のための信号保安システム，防災設備，安全設備について解説する．

14 海外の鉄道システム 海外の鉄道システムについて解説する．

15 将来の鉄道システム 超高速鉄道等の将来の鉄道システムについて解説する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

公共交通と私的交通の役割，TDM（交通需要マネジメント）について解説する．

第1～7回の講義内容を試験範囲として中間試験を行う．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
後期中間試験および後期定期試験を実施する．
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科　目

担当教員 玉井 昌宏 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D1(100%) (b)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配付プリント

参考書

関連科目 経済学，数学

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

環境経営学 (Environmentaru Economics)

都市工学科・5年・前期・選択・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業の
概要と方針

公共事業の効率性やその環境に及ぼす影響について適切に評価し，円滑な合意形成を達成するために，経済評価の重要
性が増している．本講義では，公共事業の現状と環境の経済評価の重要性を理解させることから出発して，経済学的な考え
方，公共事業や環境評価の基礎となるミクロ経済学の基礎，環境経済学の基礎について講義する．

【D1】公共土木事業の現状と方向性，経済評価の重要性が理解できる． 到達目標1，2，3について，中間試験で評価する．

【D1】経済学の基本的な考え方，基礎的事項について，習得する． 到達目標4，5について，定期試験で評価する．

【D1】ミクロ経済学の基礎事項について習得できる 公共事業を取り巻く社会情勢の変化，なぜ，経済評価の重要性が強調される背
景について理解できているかを中間試験で評価する

【D1】環境経済学の基礎事項について習得できる
経済学とは何か」，「経済学的な考え方」，「希少性の意味」等を理解する．需要
曲線，供給曲線，需給バランス等について理解できているかを定期試験で評価
する．

【D1】環境の価値を理解し，環境の経済評価方法を用いることができる． 効用，効用関数，需要の決定等について理解できているかを定期試験で評価
する．

成績は，試験100%　として評価する．中間試験，定期試験の成績平均点の100点満点で60点以上を合格とする．

スティグリッツ，入門経済学，東洋経済
西村和雄，現代経済学入門ミクロ経済学，岩波書店
植田和弘，現代経済学入門環境経済学，岩波書店

履修上の
注意事項

本講義には，教科書がないので，なるべく参考書に目を通しておくこと．倫理学や哲学，経済学などに関連する面もあるので
理解しておくとよい
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授業計画（環境経営学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 社会資本整備の現状と経済学

2 「希少性と経済学」，「市場」，「競争モデル」，「合理的選択」等の経済学の基本的な考え方，基本事項について理解する．

3 「所有権とインセンティブ」，「割当て」，「機会集合」，「費用」等の経済学における基本的な考え方，基礎事項について理解する．

4

5 「需要，供給の価格弾力性」，「需給バランスへの介入（不足と過剰）」，「時間とリスク」等の事項について理解する．

6 「効用の意味」，「効用関数」，「無差別曲線」，「需要の決定」等の事項について理解する．

7 「上級財と下級財」，「価格変化と需要変化」，「価格格差と実質所得」，「代替効果と所得効果」等の事項について理解する．

8 中間試験

9 環境破壊の原因と環境経済学の果たすべき役割について考える．

10 「市場の失敗」，「外部不経済」，「社会的費用概念」，「公共部門の役割」等の事項について理解する．

11 環境勘定

12 開発と環境 開発事業の費用便益分析とその環境経済学的な諸問題点（環境破壊費用や世代間倫理など）について理解する．

13 環境価値評価法 環境の価値の内容について考える．環境価値の評価法の概要について理解する．

14

15 ヘドニック法，仮想評価法を利用した実例を紹介し，仮想データを用いて分析の演習を行なう．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

社会資本整備の現状と経済学我が国の公共建設事業の現状と地球環境問題が及ぼす影響について理解し，公共事業の経済評
価が重要視される理右について考える．

経済学の基礎的事項1

経済学の基礎的事項2

経済学の基礎的事項3 経済学の基礎的事項3「需要曲線の意味，特徴」，「供給曲線の意味，特徴」，「需要と供給のバランス，均衡」等の事項について理
解する．

経済学の基礎的事項4

ミクロ経済学の基礎1

ミクロ経済学の基礎2

7回までの内容の試験を行う

環境経済学の基礎1

環境経済学の基礎2

「GNP指標とその問題点」，「グリーンGNP」，「NNW」等の事項について理解する．

環境価値評価の実例1 環境価値評価の実例2代替法とトラベルコスト法を利用した実例を紹介し，仮想データを用いて分析の演習を行なう．

環境価値評価の実例2

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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科　目

担当教員 宇野 宏司 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(30%), A4-S4(20%), C1(30%), D1(20%) (b),(c),(d)1,(d)2-a,(d)2-b,(d)2-d,(e),(f),(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 過去の自然災害を理解できているか中間試験で評価する．

2 各種自然災害の特性を理解できているか中間試験で評価する．

3 地震伝播速度や津波速度を計算できるかレポート及び中間試験で評価する．

4

5 減災について説明できるかどうか，定期試験で評価する．

6 作成された防災マップをレポートとして評価する．

7 作成された伝承記録をレポートとして評価する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 地理学，物理学，構造力学，水理学，土質力学，都市環境工学

開講期間中に過去の災害に関する聞き取り，防災マップ作りを課す．

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

防災工学 (Disaster Prevention Engineering)

都市工学科・5年・前期・選択・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業の
概要と方針

わが国は世界でも有数の災害大国である．本講義では，地震，火山噴火，津波，洪水等の各災害の原因，特徴，防災・減災に
ついて学ぶ．

【A4-S4】過去の自然災害を説明できる．

【A2】各種自然災害の特性を説明できる．

【C1】地震伝播速度や津波速度を計算できる．

【C1】1自由度系振動の基礎理論を説明できる． 1自由度系振動の基礎理論を理解できているかレポート及び中間試験で評価
する．

【D1】減災とは何か説明できる．

【D1】我が家の防災マップを作成できる．

【D1】過去の大震災を理解し，伝承記録を作成できる．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．100点満点とし60点以上を合格とする．試験成績は中間試験，定期試
験の平均点とする．

「これから防災を学ぶ人たちのための地域防災学入門」：熊本大学防災まちづくり研究会編（成文堂）
「これからの防災・減災がわかる本」：河田惠昭・著（岩波ジュニア新書）

「地震・高潮・山崩れー自然災害入門」：塩田修・著（新風舎）
日本に住むための「必須!!防災知識」：土木学会（土木学会）
「防災工学」：石井一郎編・著（森北出版）
「暮らしと自然災害」：後藤 惠之輔ほか著（電気書院）

履修上の
注意事項
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授業計画（防災工学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス，災害総論 本講義の授業計画について説明する．近年の国内外の災害について事例紹介する．

2 地震と津波

3 耐震設計及び演習 耐震設計の基礎となる振動の基礎理論について説明する．地震と津波に関する演習を行い，レポート課題を与える．

4 火山災害 国内外における過去の火山災害を映像を交えて紹介する．噴火の機構，噴火現象，噴火の分類について説明する．

5 風水害 国内外における過去の風水害を映像を交えて紹介する．洪水，高潮，高波の発生機構について説明する．

6 土砂災害

7 災害と社会資本の整備・保全 砂防ダム，橋梁，防波堤等の社会資本の整備に際し，その設計理念について説明する．

8 中間試験 これまでに学んだ範囲から出題する．

9 減災の原点となった阪神淡路大震災について振返る．地震対策，風水害における具体的な減災施策を紹介する．

10 減災の原点である「自助・共助・公助」の概念や，リスクマネージメントについて説明する．

11 災害情報

12 事業継続計画

13 防災教育と災害ボランティア 防災教育，災害ボランティアの取り組み事例を紹介する．また活動に際しての注意事項を説明する．

14 災害伝承 過去の災害体験者からの体験談を聞き取り，記録する．

15 報告会 夏季休業中について各自が取り組んだ災害ボランティア活動や学習内容等を報告する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

国内外における過去の地震・津波災害を映像を交えて紹介する．地震と津波の発生原因，特徴，地震の尺度，地震波種類，地震波
の進行速度，津波の伝播速度などについて説明する．

国内外における過去の土砂災害を映像を交えて紹介する．斜面災害の種類，神戸の土砂災害，雪崩災害，雪崩対策などについて
説明する．

防災から減災へ（1）

防災から減災へ（2）

ハザードマップ等，減災に役立つ災害情報とその課題について説明する．夏季休業中に取り組む「我が家の防災マップ」の作成要
領を説明する．

企業や自治体における事業継続計画（BCP），地域継続計画（DCP）の概念について説明する．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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科　目

担当教員 亀屋 惠三子 講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書

関連科目 デザイン工学

　

神戸市立工業高等専門学校 2012年度シラバス

景観工学 (Landscape Engineering)

都市工学科・5年・後期・選択・2単位 ( 学修単位II )

JABEE基準

授業の
概要と方針

景観問題は広く環境問題でもあり，工学的観点とも深い結びつきがある．ここでは景観についての基本的考え方，景観計画
に必要な基礎知識を理解し，習得した知識を学生自身に発表してもらうことで景観工学についての理解を深めることを目的
とする．景観計画に関する基礎概念，景観の工学的な把握法，景観分析手順について理解を深める．

【A4-S1】 工学的観点から，景観計画の基礎概念および把握法を理解し説
明することができる．

景観の意義や景観工学の成り立ちなどが理解できているか，景観工学に必要
な知識・工学的手法や法律などについて理解しているかをレポート及び，定期
試験によって評価する．

【A4-S1】景観分析の基礎を把握し説明できる． 授業で習得した景観に関するテーマで発表ができるか，適切な質問ができるか
をプレゼンテーションで評価する．

【A4-S1】景観について学んだ事を発表できる． 授業で習得した景観に関するテーマで発表ができるか，適切な質問ができるか
をプレゼンテーションで評価する．

成績は，試験70%　レポート10%　プレゼンテーション20%　として評価する．100点満点とし60点以上を合格とする．

景観工学，日本まちづくり協会（理工図書）
景観原論 景観論（土木工学大系13），中村良夫（彰国社）
景観工学，石井一郎 他（鹿島出版会）

履修上の
注意事項
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授業計画（景観工学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンス及び景観工学概論 講義内容，課題，評価方法など教科内容を説明し，景観工学の概要についても説明する

2 景観工学の意味 景観工学の意味を土木工学および風景学の立場から解説する．

3 景観の発祥と成立 景観工学の成り立ちについて，歴史的背景などを中心に解説する．

4 景観の捉え方 景観の類型，把握モデルを説明できる．

5 景観の分析 角度や視覚による景観の見え方の違いについて解説する

6 「景観法」制定の動き 「景観法」制定の背景と経緯について解説する．

7 都市景観の構造的問題点 景観法を受けての都市景観の問題点を社会問題や経済的な問題より総合的に理解する．

8 景観整備の意義と景観設計 積極的整備と消極的整備を代表とする整備手法の概要を説明する．

9 景観整備の手順 実際の景観がどのように作られ，保全されているのか時系列や専門家の役割から解説する

10 自然景観 生態系のシステムの一つとしての山林や植栽技術などを含めた景観整備を説明する．

11 水辺のデザイン 河川やダム，堰などを含む水辺デザインについての景観工学の手法を解説する．

12 街並景観 伝統的な集落やストリート，サイン計画などから広く街並み景観を解説する．

13 道路と自然景観 道路の幅員や中央帯，擁壁などのデザインから景観工学の手法を説明する．

14 橋梁景観とトンネル景観 橋梁やトンネルの景観設計についての概要や手法を説明する．

15 景観工学についての総括

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

これまで学習した要点を振り返ると共に，これからの景観デザインについてディスカッションをしながら，景観工学についての理解を
深める

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
後期定期試験を実施する．
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